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関東農政局　両総農業水利事業所

L=6.000m(SL=6.000m)

※1.計画における点間距離、現況地盤高は、図測によるものである。

※3.SL:Skew Lengthで斜長のこと。

※2.NOの割振りは、送水管独自の番号である。
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

施設管理図（排泥管）

平成26年 3月

6-13/13A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

局
前
幹
4
1

新
井
1
5
9

H
=
8
.
7
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9

K
B
M
.
3

A
s

4.324.77

4
.
9
3

4.84

4.30
4.55 4.04

4.49
4.49ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ(全11棟)

※4.SL:Skew Lengthで斜長のこと。

※1.計画における点間距離、現況地盤高は、図測によるものである。

※2.NOの割振りは、 本管の番号である。
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(B=150) (B=150)

600以上 70

FEP-65
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埋設物表示テープ

(B=150)

基礎材(現地発生土)

(SF相当以上)

FRPM内圧3種φ800

送水管

DCIP DD種φ800

VUφ350

排泥管

※3.( )内の測点番号、本管のNO.4+6.359(単独区間)をNO.0とし起点とする番号である。
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建込簡易親杭横矢板土留施工
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親杭横矢板土留施工

排泥管(余水吐管) VUφ350

標準断面図 S=1:20

（親杭横矢板土留区間）

複合配管区間(3連区間)

排泥管(余水吐管) VUφ300

配水管

栗山川統合機場(0312100-1100-02)
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NO.1+42.184～NO.4+13.510

新 井

山武郡横芝光町
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1:500

H24 南条支線用水路その1工事 L=121.326m (NO.1+42.184～NO.4+13.510）［東急建設㈱］
H24 南条支線用水路

その1工事
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H24 南条支線用水路その1工事　L=121.326m (NO.1+42.184～NO.4+13.510）［東急建設㈱］



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

7-1/5

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

A2 1:212
A1 1:150

管割図(注水管)

DCIPφ700(D2,DA) DCIPφ700(D2,DA) DCIPφ900(D2,DA)

H23 栗山川統合機場下部工その他工事  (NO.0+0.000～NO.0+31.355）［㈱フジタ　東京支店］

N
O.
0
+0
.
00
0

N
O.
0
+0
.
00
0

NO
.0

+3
1.
35

5

DCIPφ700(D2,DA)

甲切管 K形

0.678

0.821

2.2910.250

IP.1'

CB=30-48-59

VB=12-09-57

HB=45-00-00

直管 K形

6.000

3.362 9.965

0.821

0.678
甲切管 K形

2.466 直管 K形

短管1号
 K形

45°曲管
K形

45°曲管
K形

IP.2'

CB=30-48-59

VB=12-09-57

HB=45-00-00

18.252

甲切管 K形

1.959

0.650

0.980

1.500

0.300

片落管
 K形

L=8.466L=2.291

L=13.959

伸縮可撓管（5ｋ、偏心量100mm）

L=1.800

IP
.1
'

IP
.2

'

2@6.000=12.000

凡　　例

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) 継輪

挿口
受口

挿口
受口

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) 曲管

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) T形　直管

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) K形　直管

名  称 記  号

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) 片落管

伸縮可撓管

工事名

当該施設管理図

請負者

　 納入者
(メーカー名)

図　示

管　渠

仕切弁

空気弁

6-8/13



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

7-2/5

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

A2 1:212
A1 1:150

管割図(送水管)

甲切管 K形

0.765

0.904

1.5370.250

IP.1'-1

HB=45-00-00

NO
.0
'
-1
1
.5
0
3

26.302 4.674

0.904

0.765

1.500

短管1号
 K形

45°曲管
K形

45°曲管
K形

HB=45-00-00

50.690

DCIPφ800　D3種　L=25.537

4@4.000=16.000

7@6.000=42.000
直管 K形

6.000直管 T形

直管 K形

17@6.000=102.000

直管 T形 4@4.000=16.000

H23 栗山川統合機場下部工その他工事  (NO.0'-11.503～NO.0'+38.103）［㈱フジタ　東京支店］ H24 栗山川統合機場送水路その他工事  (NO.0'+38.103～NO.2'+5.448）［東邦建設㈱］

N
O.
2
'+
5
.4
4
8

6.000直管 T形 3@6.000=18.000

106.949

4@6.000=24.0006.0002@4.000=8.000直管 T形 直管 T形直管 T-K形 直管 T-K形 6.000 直管 K-T形 6.000

直管 T-K形

4.000 2.180 6.000 直管 T-K形 6.000

継ぎ輪
 K形

継ぎ輪
 K形

直管 K-T形 4.184

直管 T形

直管 K形

4.000

直管 K形
4.000

継ぎ輪
 K形

H24 栗山川統合機場送水路その他工事  (NO.0'+38.103～NO.2'+5.448）［東邦建設㈱］ H25 栗山川統合機場送水路その2工事  (NO.2'+5.448～NO.3'+9.455）［萩原土建㈱］ H24 南条支線用水路その1工事  (NO.3'+9.455～NO.5+44.944）［東急建設㈱］

凡　　例

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) 継輪

挿口
受口

挿口
受口

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) 曲管

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) T形　直管

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) K形　直管

名  称 記  号

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) 片落管

伸縮可撓管

工事名

当該施設管理図

請負者

　 納入者
(メーカー名)

図　示

管　渠

仕切弁

空気弁

6-8/13、6-9/13、6-10/13
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DCIPφ800(DD種)　L=54.000
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

7-3/5

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

A2 1:212
A1 1:150

管割図(送水管)

1.4002.891

外
面

特
殊
塗

装
（
DD

）

外面特殊塗装（CC）

DCIPφ800　DD種 L=6.000

6.690

  直管 K形
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乙切管 K形直管 K形 甲切管 K形

3.701

直管 K形

  6.000   6.0005.592

No
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00

90°フランジ曲管
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D
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DCIPφ800　DD種 L=15.701

6.43617.115

IP.5'

CB=30-12-25

VB= 7-55-25

HB=29-16-47

   K形

30°曲管

0.510
0.690

IP.7'

CB=45-00-24

VB=00-52-33

HB=45-00-00

K形

45°曲管

0.765
0.904

0.250

短管1号K形

IP.6'No7+1.500

CB=44-59-40

VB=00-00-00

HB=45-00-00

CB=30-49-59

VB=30-49-59

HB=00-00-00

DCIPφ800　DD種 L=33.047

      5@6.005=30.025

 6.000+継手間隔0.005=6.005

直管 K形 外面特殊塗装（CC）

40.252

伸縮可撓管（5K、偏心量100mm）

フランジ短管

DD種 L=4.906

   K形

45°曲管DCIPφ800　DD種 L=5.592

   K形

30°曲管

1.1151.335
1.100

0.765
0.904

甲切管 K形
0.510

0.690

3.017+0.005=3.022

甲切管 K型 CC塗装

4.7046.792

（
N
O
.
5
+
4
4
.
9
4
4
）

6.000

No.6+20.500IP.4

CB=30-48-59

VB=30-48-59

HB=00-00-00

CB=31-17-04

VB=08-36-08

HB=30-12-12

 K形
30°曲管

   K形

30°曲管

6.000+0.005=6.005

    直管 K形

0.510
0.690

  6.000
直管 K形

  6.000
直管 K形

0.510

0.690

19.091

甲切管 K形

0.250
1.100

0.250

乙切管 K形

DCIPφ800　D3種 L=6.005

短管1号 K形伸縮可撓管（5ｋ、偏心量100mm）

短管1号 K形

DCIPφ800 D3種 L=14.891

DCIPφ800　DD種　L=106.184

106.949

IP
.3
'-

3

17@6.000=102.000直管 T形

IP
.4

IP
.5

'

IP
.6

'

IP
.7

'

No
.6

+2
0.

50
0

N
o
7
+
1
.
5
0
0

DCIPφ800
D3種

L=1.400

HB=00-57-18

IP.3'-4
HB=00-57-18

IP.3'-3

DCIPφ800　DD種

L=6.000

H22 栗山川統合機場吐水槽工事  (NO.5+44.944～NO.7'+36.464）［戸田建設㈱　千葉支店］

IP
.3

'-
4

6.000

直管 K-T形

6.000

（
N
O.

5+
4
4.

94
4）

IP
.3
'-

4

DCIPφ800

凡　　例

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) 継輪

挿口
受口

挿口
受口

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) 曲管

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) T形　直管

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) K形　直管

名  称 記  号

DCIP(ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管) 片落管

伸縮可撓管

H24 南条支線用水路その1工事  (NO.3'+9.455～NO.5+44.944）［東急建設㈱］

工事名

当該施設管理図

請負者

　 納入者
(メーカー名)

図　示

管　渠

仕切弁

空気弁

6-10/13、6-11/13



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

7-4/5

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

A2 1:212
A1 1:150

管割図(排泥管･余水吐管)

排泥管

1.000

120.216
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T-14用(Ⅱ種）

鉄筋コンクリート大型水路

(※)基礎地盤

基礎地盤の範囲(開水路工直接基礎該当範囲)は、「平成17年度

距離(L) : m

186.465No.10+0.510～

測点

開水路工直接基礎　該当範囲

両総農業水利事業　栗山川統合機場その他地質調査業務」からの想定である。

よって、基礎工の範囲については施工段階で判断すること。

なお、基礎地盤が砂質土の場合は、直接基礎とする。

基礎地盤が粘性土の場合は、地盤改良併用直接基礎とする。

100

2270

100

ウィープホール

φ50

パットフィルター

圃場整備事業
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改良幅　B=4000

改良幅　B=2800

ウィープホール

φ50

パットフィルター

1:1.0

(※)地盤改良深(h)

改良深さ(h)は、細砂層までを目標とする。

掘削面に細砂層が露出する場合はh=0.50mとする。

(※)基礎地盤

計 15.282

～ (No.38+23.30)+10.282 15.282

1号サイホン工

No.10+0.520～No.10+25.276 16.257

距離(L) : m測点

道路横断暗渠工地盤改良併用直接基礎　該当範囲
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1.500

改良深度(H) : m 改良幅(B) : m
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No.10+25.276

No.10+47.276～ 22.000
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No.24+8.754

No.24+22.754

計 64.257

649.046No.24+8.754～

No.10+47.276

550.310No.35+27.000～

No.24+22.754

125.254～

No.35+39.000

1,511.075計

県営排水路

県営排水路
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道路横断暗渠工(地盤改良併用直接基礎)

開水路工(直接基礎)

(B)1.70m×(H)1.20m
(鉄筋コンクリート大型水路)

(B)1.70m×(H)1.20m
(二次製品ボックスカルバート:T-14用)

標準断面図（1/4）

（導水路）

No.6+4.060

No.38+18.30

管理用道路
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IP2'（No.1'＋38.735）～　No.2'+5.448（追加距離113.425）
（L=24.690m)

（L=25.830m)
No.0’+38.103　～　No.1'＋13.933

シングル配管

（L=24.802m)
No.1’+13.933　～　IP2'（No.1'＋38.735）

シングル配管

(外径41.3)

(外径102.2)
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基礎材

SF相当以上

   より0.60ｍの土被りを確保する。

　 より600mm以上離した位置とし、埋設深は計画地盤高

※ 電線管の埋設位置は、標準図表記のとおり送水管中心

基礎材（管側部）

基礎材（管底部）
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標準断面図（2/4）

S=1:20

 素掘り区間 

 素掘り区間  簡易土留区間 

 簡易土留区間 

 標準断面図（2/4) 



VUφ350

排泥管

埋設物表示テープ埋設物表示テープ
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送水管
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配水管
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複合配管

（土留区間）
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No.5+38.944～No.5+44.944
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FEP65
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送水管

埋設物表示テープ
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（土留区間）

No.5～No.5+38.944

No.0-12.195～IP3'-2
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排泥管
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※ 電線管の埋設位置は、標準図表記のとおり送水管中心

　 より600mm以上離した位置とし、埋設深は計画地盤高

   より0.60ｍの土被りを確保する。
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（土留区間）

複合配管
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1150 1150  1250
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 4800

(4900)

600 170

1
0
0

600 170

918 1150
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1150 918

4136

注)基礎地盤不良の場合；基床 t=200(山砂) 施工　

1:0.4

1:
0.
4

埋設物表示テープ

送水管

DCIPφ800
配水管

DCIPφ800

排泥管

DCIPφ300

基礎材

SF相当以上

FEP80

FEP65

埋設物表示テープ

（斜面保護区間　受台部）

複合配管

（素掘区間）

複合配管

埋設物表示テープ

FEP65

FEP80

排泥管

DCIPφ300

配水管

DCIPφ800

送水管

DCIPφ800

埋設物表示テープ

基床施工

山砂

  (4900)  NO.6+11.100～NO.6+12.400
          NO.6+15.200～NO.6+28.850

　 4800   NO.5+44.934～NO.6+11.100
          NO.6+12.400～NO.6+15.200

※基礎材幅

階段工
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配水管
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1150900 1150 1000

鋼製製手摺りＨ＝1.10ｍ

格子、ブラウン

（斜面保護区間　受台なし一般部）

複合配管
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Ｒ1700
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IP.5' 07°55′25″29°16′47″ 30°12′25″

800

測　　点 HB(°′″) VB(°′″) CB(°′″)

IP.4 30°12′12″ 08°36′08″ 31°17′04″

30°49′59″NO.7+1.500 00°00′00″ 30°49′59″

送水管　DCIPφ800
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4
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5
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Ｒ1700
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測　　点 HB(°′″) VB(°′″) CB(°′″)

IP.6' 45°00′00″ 44°59′40″
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送水管　DCIPφ800

IP.7' 45°00′00″ 45°00′24″

00°00′00″

00°52′33″NO.6+20.500 00°00′00″ 30°48′59″ 30°48′59″
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0
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L 1 L 2

Ｌ

4
4
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1
1
.
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測　　点 L1 L2

NO.0+6.80 650 1100

DCIPφ300
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

異形管詳細図

A2 1:28
A1 1:20

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

S=1:20

パドル付きフランジ短管φ300曲管K型 45°曲管K型 30°

8-5/300

異形管詳細図
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関東農政局　両総農業水利事業所
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 断面図 
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 平面図 

スラストブロック工(1/2)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

スラストブロック工(2/2)

A1 1:50

A1 1:70

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月
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平面図平面図
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8-7/300

スラストブロック工(2/2)
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-8/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

篠本堰全体配置図

S=1:150

A1 1:150

A2 1:212

 2号・4号縦断面図  1号・3号・5号縦断面図 

 正面図 

 平面図 

 篠本堰全体配置図 

1号2号3号は、平成23年度に補修及び更新
4号5号は、平成24年度に補修及び更新
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)
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 平面図 

 縦断面図 

 背面図  正面図 

 2号全般図 
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

2号扉体組立図
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 2号扉体組立図 
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

2号扉体組立図
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 Ｆ－Ｆ 

 2号扉体組立図 
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栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

平成26年 3月

4号全般図

A1 1:50

A2 1:70

S=1:50

8-14/300

 縦断面図 

 背面図  正面図 

 平面図 

 4号全般図 



(SUS304) (SUS304)

内水位　EL.0.760　（0.300ｍ）

外水位　EL.3.960　（3.500ｍ）

大

最

時

常

内水位　EL.0.760　（0.300ｍ）

ダム・堰施設技術基準（案）

外水位　EL.3.960　（3.500ｍ）

機側操作（4号は遠隔自動操作）

4.900ｍ(休止脱位置まで)

電動ワイヤロープ式（1Ｍ1Ｄ）

前面３方ゴム水密

外水位　EL.4.370　（3.910ｍ）

2.800ｍ

12.800ｍ

1　　門　（4号）

ステンレス製ローラゲート

準 拠 基 準

操 作 方 式

揚　　　程

開 閉 装 置

水 密 方 式

操 作 水 深

内水位　EL.1.570　（1.110ｍ）

設 計 水 深

扉　　　高

純　径　間

数　　　量

形　　　式

設　計　要　目

スポイラー

φ700
主ローラ(SUS304N2)

サイドローラ φ150

PCD335x4車(片側)

シーブ(SCS3)

休止ブラケット

ｽｷﾝPL (SUS304)

ワイヤロープ用トラフ

水　圧

水
　

圧

水　圧

1,6801,925

490650

28
00
(扉

体
高
)

8

1,100
2020

2
3
0

5
3
3

1
0
0

1,
24
7

9
2
0

6
3
3

940200

1,140
(ｽｷﾝPL)10

12
20

4
8
3

137
329321

490650

1140

28
00
(扉

体
高
)

322

1,
09
7

4
0
0

3
4
0

13200(主ローラ支間)

13200(吊り間隔)
1
0
0

9
2
0

1
0
0

9
11

20

90

1
1
6

1
0

φ
70

0φ
12

0

3
2
9

3
2
1

6
5
0

2
1

6
6
0

2
9

10

640630

1,270

245

630640

10
1,270

7@1500=10500（縦桁ピッチ）

10500（スキンプレート分割間隔）

13060（扉体幅）

12800（純径間,受圧幅）

9700（主桁分割間隔）

13200（主ローラ支間,吊り間隔）

13,600（戸溝幅）
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4号扉体組立図

A2 1:42

A1 1:30

S=1:30

8-15/300

 縦断面図  側面図  正面図  背面図 

 Ｂ－Ｂ  Ａ－Ａ 

 4号扉体組立図 
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4号戸当たり組立図

S=1:40

S=1:40 S=1:40 S=1:40

S=1:10

S=1:10

S=1:10

S=1:10

8-16/300

 Ｅ－Ｅ 

 Ｄ－Ｄ 

 Ｃ－Ｃ 

 Ｆ－Ｆ 

 縦断面図  Ｂ－Ｂ  Ａ－Ａ 

 平面図 

 4号戸当たり組立図 



ＡＡ

オールアンカー M16

据付基準線
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4号箱抜き図

S=1:50

S=1:50

S=1:50

S=1:20

A1 図示 8-17/300

 Ａ－Ａ 

 縦断面図 

 正面図 

 平面図 
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 4号箱抜き図 



据付基準線

ＡＡ

敷き金物

+10.03

+0.42

+10.03

HWL+4.33

常時設計水位

+0.42

+3.92
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4号ハツリ図
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 Ａ－Ａ 

 縦断面図 

 正面図 

 平面図 
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458.3

18.79.37

20.310.17

19.89.91

33.816.88

合計

2

2

2

2

PL12×170×585SS400ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

PL12×170×635SS400ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

PL12×170×619SS400ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

PL12×170×1054SS400ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

取替

取替

取替

取替

(17)

(16)

(15)

(14)

L65×65×6-550 6.53.252追加 SS400下部追加縦桁(13)

41.45.917L65×65×6-1000追加 SS400下部追加縦桁(12)

21.62.409PL6×125×407追加 SS400下部追加縦桁(11)

5.92.962PL6×111×566追加 SS400下部主桁追加ﾘﾌﾞ(10)

数量 単重量(kg)補修範囲補修内容 単重量(kg)材質 形状寸法番号

40.15.737PL6×111×1096追加 SS400下部主桁追加ﾘﾌﾞ(9)

6.02.992PL6×200×317

4.62.28PL6×200×242

補強 SS400下部主桁腹板(8)

6.02.992PL6×200×317補強 SS400下部主桁腹板(7)

2補強 SS400下部主桁腹板(6)

4.62.282PL6×200×242補強 SS400下部主桁腹板(5)

27.413.682PL6×200×1452補強 SS400下部主桁腹板(4)

136.813.6810PL6×200×1452補強 SS400下部主桁腹板(3)

27.513.752PL6×200×1460補強 SS400下部主桁腹板(2)

37.39.324

数量 単重量(kg)

PL6×496×399補強 SS400下部端部腹板(1)

補修範囲補修内容 単重量(kg)材質 形状寸法番号

(11)

(12)･(13)

(9)･(10)

(2)～(8)

下部追加縦桁

(1)

(14)～(17)

(2)～(8)

(1)

(2)～(8)

( )内寸法は、両サイドの絞り部を示す。

656(126)

1140(610)

1096(566)

100
0(5

50)

(13)

(8)

(7)

(6)

(5)

(4)

(3)(3)

(3)

(3)

(3)

(17) (16) (15) (14)

PL6(SS400)
下部主桁腹板補強

(14)～(17)

PL12(SS400)

ガセットプレート取替

8@1500=12000(下部補強縦桁ピッチ)

(17)

(16)

(15)(14)

PL6(SS400)(10)･(11)

(17)

PL6(SS400)(9)･(11)

(12) L65x65x6(SS400)
補助桁　補強縦桁

(11)

(12)

PL6(SS400)
下部主桁　追加リブ

(9)(10)

(2)(2)

(2)

(2)

(1)

1) 1号･3号の扉体は、2種ケレンした後、再塗装を行うものとする。

注記

PL6(SS400)

主桁端部腹板補強

水　圧

水
　

圧

Ｂ

Ａ

L65x65x6(SS400)

1
7
0

L65x65x6(SS400)

PL6(SS400)
2020

1452

PL6(SS400)125

6
8

1
1
1

4
0
7

200200

2222

8

PL6(SS400)
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7
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2
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2
0
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6
5
6

2
0
0

2
0

399317242145214521460

585

537
986191054

600

10
00

φ210

φ
35
0

ガイドローラ

整流板

スポイラー

カバープレート

9
4
2

15
20

3
3
0

12
42

9
2
0

6
3
0

(
圧

縮
代
)
6

2
80
0
(扉

体
高

)

232
205

70

600540

1140
(ｽｷﾝPL)8

φ150

φ210

φ350

PCD335x4車(片側)

休止ブラケット 40012400(越流幅)400

13200(吊り間隔)

13200(主ローラ支間)

5
4
0

(
ｽｷ
ﾝ
PL
)
8

4
1
5

5
4
8

3
7

8
9
8
2

1
0

400 400245075002450

12400(越流幅)

13200（主ローラ支間,吊り間隔）

13600（戸溝幅）

15007@1500=10500（縦桁ピッチ）

13500（扉体幅）

12800（純径間,受圧幅）

27
92

8

265

補助桁　補強縦桁

シーブ取替

下部主桁腹板補強

補助桁　補強縦桁

水密ゴム取替及び押え取替

ガセットプレート取替

ガセットプレート取替

ガセットプレート取替ガセットプレート取替

下部主桁腹板補強

主ローラ取替

水密ゴム取替及び押え取替

サイドローラ取替

フロントローラ取替

主桁端部腹板補強

ガセットプレート取替

360
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8-19/300A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

1号・3号扉体補修図(1/2)

S=1:30 S=1:30

S=1:30 S=1:30

S=1:10

S=1:30

 Ａ－Ａ  Ｂ－Ｂ 

 下部主桁補強部詳細 

 正面図  背面図  縦断面図 

 1号・3号扉体補修図(1/2) 



上記数量表は1門分を示す。製作数は2門分とする。

幅

注   記

1.

部 品 名 称No. 材  質 規  格 備考長さ 数量

斜材

3

L65X65X6

1300

700

1000

690

450

496

1500

1500

2

2

6

8

12

4

2

7

2

1

4

5

6

7

8

2.

500

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

取り替えの範囲は、　　　　とする。

斜材 L65X65X6

斜材 L65X65X6

斜材 L65X65X6

斜材 L65X65X6

斜材 L65X65X6

端縦桁リブ 146PL9

端縦桁ウエブ PL99

750 2SS400斜材 L65X65X6

3. 扉体は2種ケレンした後、再塗装を行うものとする。

500

210

340

230

230

4

6

2

2

2

10

11

12

13

14

230

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

ダブリング

ガセットプレート PL6

230PL6

PL615

730 2SS400

A=0.6058m2

400PL9 A=0.0800m2

ダブリング 250PL9 A=0.0608m2

PL6

230

110

A=0.0433m2

A=0.0431m2

A=0.0516m2

690 4SS400 L125X75X716

ガセットプレート

ガセットプレート

主桁補強リブ

主桁補強リブ A=0.0803m2

A=0.0600m2

B

AA

8

1

水
 
 
圧

水  圧 水  圧

C
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6 6
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8

水
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5
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2450 5 X 1500 = 7500 400
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1350 7 X 1500 = 10500 1350
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1
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6
0
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8 8
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400 400
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7
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0

9
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1
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9501500950
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9
9
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45
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8
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1号・3号扉体補修図(2/2)
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 Ｃ－  Ｂ－  側断面図 

 正面図  背面図 
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 "a"部詳細 

 1号・3号扉体補修図(2/2) 



kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

サイドローラブッシュ

サイドローラスタンド

サイドローラスタンド

サイドローラスタンド

数量単位種目工種

kg

kg

フロントローラブッシュ

グリスカップ

主ローラブッシュ

サイドローラ 

フロントローラ

ライナープレート

ライナープレート

カバープレート

フロントローラスタンド

主ローラボックス

主ローラボックス

主ローラボックス

キープレート

サイドローラ軸

フロントローラ軸

主ローラ軸 

主ローラ 

kg

kg

kg

kg
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(2)～(8)

下部追加縦桁

(1)

(14)～(17)

(2)～(8)

(1)

(2)～(8)

458.3

( )内寸法は、両サイドの絞り部を示す。

656(126)

1140(610)

1096(566)

100
0(5

50)

(13)

18.79.37

20.310.17

19.89.91

33.816.88

(8)

(7)

(6)

(5)

(4)

(3)(3)

(3)

(3)

(3)

(17) (16) (15) (14)

PL6(SS400)

下部主桁腹板補強

(14)～(17)

PL12(SS400)

ガセットプレート取替

8@1500=12000(下部補強縦桁ピッチ)

(17)

(16)

(15)(14)

合計
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2

2
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PL12×170×585SS400ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

PL12×170×635SS400ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ

PL12×170×619SS400ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ
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取替

取替

取替
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37.39.324

数量 単重量(kg)
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補修範囲補修内容 単重量(kg)材質 形状寸法番号

PL6(SS400)(9)･(11)

(12) L65x65x6(SS400)

補助桁　補強縦桁

(11)

(12)

PL6(SS400)

下部主桁　追加リブ

(9)(10)

(2)(2)

(2)

(2)

(1)

PL6(SS400)
主桁端部腹板補強

水　圧

水
　

圧

L65x65x6(SS400)

1
7
0

L65x65x6(SS400)

PL6(SS400)
2020

PL6(SS400)

PL6(SS400)

PL6(SS400)

PL12(SS400)

ガイドローラ

整流板

スポイラー

カバープレート

φ150

φ210

φ350

PCD335x4車(片側)

休止ブラケット

補助桁　補強縦桁
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水密ゴム取替及び押え取替

ガセットプレート取替
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

平成26年 3月

5号扉体補修図(2/2)

S=1:30

S=1:30 S=1:30 S=1:30 S=1:30 S=1:30

S=1:10

A1 図示 8-26/300

 "a"部詳細 

 Ｃ－  Ｂ－  側断面図 

 Ａ－Ａ 

 背面図  正面図 

 5号扉体補修図(2/2)  



(SUS304)

六角ボルト･ナット(SW,PW) M20x90

(SUS304)

六角ボルト･ナット(SW,PW) M10x35

カバープレート(SS400)

主ローラボックス(SS400)

(SUS304)

六角ボルト(SW) M20x35
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主ローラ軸
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R
3
5
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

平成26年 3月

5号既設扉体取替部品図(1/3)

A1 1:5

A2 1:7

S=1:5

8-27/300

 扉体側シーブ組立図 

 主ローラ組立図 

 5号既設扉体取替部品図(1/3) 
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圧

50 50
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(SUS304)

六角ボルト･ナット(SW,PW) M16x70

ライナープレート(SUS304)

サイドローラスタンド(SS400)

(SUS304)

止めネジ M6x10
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サイドローラ軸
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フロントローラ軸

(ｵｲﾙﾚｽﾒﾀﾙ)
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

平成26年 3月

5号既設扉体取替部品図(2/3)

S=1:5 S=1:3

S=1:3

A1 図示 8-28/300

 サイドローラ組立図 

 フロントローラ組立図  ローラ部組立図 

 5号既設扉体取替部品図(2/3) 



Ａ

Ａ

水
　

圧

水　圧

水
　

圧

5@90=450

2@70=140
2@90=180

(合成ゴム)

連結ゴム

(合成ゴム)
側部水密ゴム

L90x90x10(SUS304)

下端部水密ゴム押さえ

6
L90x90x10(SUS304)

下部水密ゴム押さえ

9020

110
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0
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下部水密ゴム押さえ

PL6(SUS304)

(合成ゴム)
下部水密ゴム

(SUS304)

六角ボルト･ナット M20

(SUS304+CR)

シール座金

FB90x9(SUS304)
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45
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

平成26年 3月

5号既設扉体取替部品図(3/3)

S=1:30

S=1:30

S=1:3 S=1:3 S=1:3

S=1:30

A1 図示 8-29/300

 連結部水密ゴム詳細  下部水密ゴム詳細  側部水密ゴム詳細 

 正面図 

 Ａ－Ａ 

 縦断面図 

 5号既設扉体取替部品図(3/3) 



ｉ

1端ソケット加工（ピン付き）

1端シージング加工

プリテンション加工品

ステンレスロープ　φ20 (6x37) SM種

ワイヤロープ仕様

3.293

ｆ

ｈ

ｇ

ｅ

ｄ

ｃ

ｂ

75.000合計

余裕

ﾄﾞﾗﾑ取付0.150

捨て巻き

備考

6.750ｉ

0.335xπ/2x4ヶ所 2.105

ｈ

7.665x4本 30.660ｇ

13.200

ｆ

7.440ｅ

0.440ｄ

0.335xπ/4x4ヶ所 1.052ｃ

2.3702.2025+0.1675ｂ

7.540

長さ(m)

0.800xπx3巻きａ

計算式記号

ロープ長さ計算表２

2.988

75.000合計

余裕

ﾄﾞﾗﾑ取付0.150

捨て巻き

備考

6.750Ｉ

0.335xπ/2x4ヶ所 2.105Ｈ

7.665x4本 30.660Ｇ

Ｉ

Ｇ

Ｈ

13.200Ｆ

Ｆ

7.440Ｅ

Ｅ

0.665Ｄ

Ｄ

0.335xπ/4x4ヶ所 1.052Ｃ

Ｃ

2.4502.2025+0.1675+0.080Ｂ

Ｂ

7.540

長さ(m)

0.800xπx3巻きＡ

計算式記号

ロープ長さ計算表１

ａＡ

+10.03

+10.03

+ 0.42

テンションロッド

φ355(SCS3)

扉体側シーブ

φ355(SCS3)
シーブ

ワイヤドラム

80
80

26
10

22
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.5

80

80

24
0
0

13200(吊り間隔)
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2
3
0
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440

1
3
0

2
1
0

8
3
0

2
2
5
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65

74
40

2
3
0

P
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8
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（Ｈ24年度更新）

（Ｈ24年度更新）

（Ｈ24年度更新）
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

平成26年 3月

5号ワイヤリング図

S=1:30

A1 1:30

A2 1:42
8-30/300

 5号ワイヤリング図 



水　圧

水
　

圧

+10.03

+0.42

+10.03

HWL+4.33

+0.42

1500

15
00
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00

20
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8001800800

据付基準線

8

330010002000

37004700800

54
30

29006300
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3
0
0

8
0
0

85
10

96
10

50013600（戸溝幅）500

70013200（吊り間隔）700

180012800（純径間）1800

ワイヤロープ端末装置

戸当り

手すり

転向シーブ

機側操作盤

（1M1D,3.7kW）
開閉装置500399970

759355

3400112003400

14600

18
50

4
0
3

11
00

24
50

39
53

23
47

33
00

10
00

20
00

26
50

10
50

47
00

8
0
0

29
00

63
00

（Ｈ23年度更新）

1号2号3号は、平成23年に更新
4号5号は、平成24年に更新

1号2号3号は、平成23年に更新
4号5号は、平成24年に更新
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8-31/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

既設操作台改造図

S=1:50

A1 1:50

A2 1:70

 縦断面図 

 背面図  正面図 

 平面図 

 既設操作台改造図 



    仕上げとする

＜　注記　＞

１）階段、手摺は全て溶融亜鉛メッキ（HDZ50）

L75x75x12

階段扉

階段

しのび返し

南京錠

FB50x6

25A(SGP)

40A(SGP)

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

操作台手すり

C180x75x7

開口部蓋兼階段支持台

開口部蓋

C
1
8
0
x
7
5
x
7

C180x75x7

(有
効

幅
員

)

+6.12

+10.03

水　圧
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100 1,550100150

1,
10
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6,300
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9
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2
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3
0
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3
0
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2
0
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09
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口
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口
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1,
6
90

5
5

5
5

8
0
0

1,
8
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8
0
0

1,
0
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7
5

6
0
0

2
0

3,1001,4001,800

3,
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0
1
5
0

1
5
0

1,550 100
150150

4,6001,700

6,300

3,
4
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3
9
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7
5

6,300

2738.3

2465.3
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6

2,5151,5001,800

1
8
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1
8
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4
,1
8
0

1,
10

0

19
@2
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=4
18
0

1
8
6

315

4
,3
1
6

5
0

4,
36

6
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°

4
,1
8
0

3958001,800800

CH
PL
6

1,690

3,150

3,400

55

700

55 1570

800

705
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150

770

150

1号2号3号は、平成23年に更新
4号5号は、平成24年に更新

1号2号3号は、平成23年に更新
4号5号は、平成24年に更新

1号2号3号は、平成23年に更新
4号5号は、平成24年に更新
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8-32/300A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場（篠本堰）(0312100-1100-28)

付属設備組立図

S=1:10 S=1:10 S=1:10

S=1:30 S=1:30

S=1:30

S=1:30

 階段踏板断面  手すり標準断面  階段とびら 

 Ｃ－Ｃ  Ｂ－Ｂ  Ａ－Ａ 

 平面図 
 付属設備組立図 
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1000

665

440
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225

145

167.5 167.5

8
0

8
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8
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2200
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80 398468

SCS3 PCD335×B75 kg 416

4本
品 1端シージング加工 1端ソケット加工(ピン付き)
6×37　SM種　φ20-75m プリテンション加工

シーブ

ステンレスロープ

連結桁

リブ

シーブ桁

転向シーブ用ブラケット

ドラム側シーブブラケット

シーブ用ブラケット

シーブ用ブラケット

転向シーブ用ブラケット

転向シーブ用ブラケット

ドラム側シーブブラケット

シーブ軸

スラストリング

キープレート

休止フック軸

休止フックブラケット

休止フック

休止フック

非常上限検出装置ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ワイヤ外れ止め

非常上限検出装置ﾌﾞﾗｹｯﾄ

シーブブラケット座

エンドプレート

スラストリング

ﾘﾐｯﾄｶﾊﾞｰ

検出ﾛｯﾄﾞ

ﾛｯﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

ﾛｯﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

C2801P t8×φ100/φ51

SS400 PL61

30KN用ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ端末調整装置

キープレート

SS400 L125×75×7

SUS304 PL9

SGP P50A

SUS304TP P25A(#40)

SS400 PL1.6

SUS304 FB50×9

SS400 PL25

SS400 PL25

SS400 PL12

SS400 FB75×6

SS400 H150×150×7/10

SS400 φ150

SS400 PL40

SS400 PL40×150×425/φ50

SUS304 φ50

SS400 PL12

SS400 φ160

SS400 φ160

SS400 C250×90×11

SS400 PL9

SUS304N2 φ85

SS400 PL19

SS400 PL19

SS400 PL12

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

機

kg

kg

kg

kg 12

2

3

1

4

10

18

4

2

5

39

16

8

8

158

521

52

256

32

509

SS400 PL19

kg

kg

kg

kgC2801P t3×φ160/φ86

kg

kg

kg

kg

kg 7

109

24

36

11

9

120

380

33

2号・3号ピアー用シーブ台

kg 156

2本

シーブ   

ステンレスロープ

転向シーブ用ブラケット

ドラム側シーブブラケット

シーブ軸

休止フック軸

ドラム側シーブブラケット

シーブブラケット座

シーブ用ブラケット

シーブ用ブラケット

ワイヤ外れ止め

球面台

球面台座

廻り止め板

ﾜｲﾔｴﾝﾄﾞ座

ﾜｲﾔｴﾝﾄﾞ架台

検出ﾛｯﾄﾞ

ﾛｯﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

ﾛｯﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

非常上限検出装置ﾌﾞﾗｹｯﾄ

スラストリング

球面台座

ﾛｯｸﾅｯﾄ

リブ

ﾜｲﾔｴﾝﾄﾞ架台

C2801P t8×φ100/φ51

SS400 PL61×38

SF590A φ32

SUS304 t52.1(PL55)×φ105/φ35球面台

ﾃﾝｼｮﾝﾛｯﾄﾞ

キープレート

スラストリング

SS400 C200×90×8

SS400 PL9

SS400 φ60/φ32

SUS304 t30(PL35)×φ130/φ60

C2801P t3×φ160/φ86

SS400 L125×75×7

SUS304 PL9

SGP P50A

SUS304TP P25A(#40)

SS400 C250×90×11

SS400 PL16

SS400 PL16

SS400 PL12

SS400 PL12

FB75×6

転向シーブ用ブラケット

休止フック

連結桁
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※本図は、NO.2～4ピア部分を示す。
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※架台転倒防止のため、各H鋼は単管パイプで接続する。(根がらみ)
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ポリエステル補強ポリプロピレン製不織布シート

ブロック（5.6kg/個）
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沈砂地工

S=1:50

S=1:100

S=1:100

S=1:100

S=1:20

S=1:20

S=1:10

 Ｄ－Ｄ断面 

小口止工

 アンカー杭参考図 

 アンカー打設参考図 

 側面図 

 平面図 

ブロック詳細図（参考）

 側面図 

 平面図 

 ブロックマット構造図（参考) 

 Ｃ－Ｃ断面 

 Ｂ－Ｂ断面 

 Ａ－Ａ断面 

 敷設断面図  平面図 

 沈砂地工
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870

870

18N-8-20or25

18N-8-20or25

B=300

18N-8-20or25

L=300

VUφ450

逆水密対応型

逆水密対応型

(軽荷重用)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
2.00×0.60

ｽﾃﾝﾚｽ鋼製ｽﾗｲﾄﾞｹﾞｰﾄ据付 
B800×H1200

ｽﾃﾝﾚｽ鋼製ｽﾗｲﾄﾞｹﾞｰﾄ据付 B800×H1200

VUφ450

T.P+1.225

(樹脂製)

ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄφ450

(軽荷重用)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.00×0.60

(軽荷重用)

(軽荷重用)

フレ止金具

φ200 15kW

工事用排水ポンプWL

T.P+1.60

F

F

E

E

D

D

C

C

B

B

A

φ50 0.75kW

工事用排水ポンプ

φ200 5.5kW

工事用排水ポンプ

φ200 15kW

工事用排水ポンプ

鋼製スライドゲート

B1600×H1800

BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ(二次製品)

余水吐工

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.00×3.50タラップφ19

B800×H1200

BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ(二次製品)

コンクリート巻立
笠コンクリート

H=9.50m

鋼矢板ⅢW型

調 整 池

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.00×3.50

LWL

T.P+1.30

基礎砕石 RC-40

均しコンクリート

均しコンクリート
φ200 5.5kW

工事用排水ポンプ

φ50 0.75kW

工事用排水ポンプ

T.P+3.60

B800×H1200 T-25

BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ(二次製品)

T.P+1.10 T.P+1.10

T.P+1.00

B1600×H1800

BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ(二次製品)

余水吐工

T.P+3.85(±)

T.P+4.50

T.P+3.85(±)

A

S=1:30

8
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ製ｽｸﾘｰﾝ据付 
2.00×1.30

5
8
0

3
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国県
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600
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ｽﾃﾝﾚｽ製ｽｸﾘｰﾝ据付 

2.00×1.30用
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 平面図 
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S=1:30

L=300
VUφ450

(樹脂製)

ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄφ450

T.P+1.225

LWL

T.P+0.05

T.P+1.80

T.P-0.10

調 整 池

H=9.50m

鋼矢板ⅢW型

18N-8-20or25

B=300

タラップφ19

T.P+1.10

調整池計画敷高

WL

T.P+1.60

T.P+1.00

均しコンクリート

18N-8-20or25

B=300

タラップφ19

φ200 5.5kW

工事用排水ポンプ

T.P+1.80

LWL

T.P+0.05

T.P-0.10調整池計画敷高

LWL

T.P+1.30

T.P+1.00
調 整 池

H=9.50m

鋼矢板ⅢW型

均しコンクリート

21N-8-20or2521N-20or25

18N-8-20or25
逆水密対応型

ｽﾃﾝﾚｽ鋼製ｽﾗｲﾄﾞｹﾞｰﾄ据付 B800×H1200

(軽荷重用)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.00×0.60

2.00×1.30

ｽﾃﾝﾚｽ製ｽｸﾘｰﾝ据付

(軽荷重用)(軽荷重用)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.00×3.50

WL

FWL

T.P+2.10

HWL

T.P+2.40

T.P+3.40

笠コンクリート

T.P+4.50

フレ止金具

SGPφ200

WL

FWL

T.P+2.10

HWL

T.P+2.40

笠コンクリート

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.00×3.50

コンクリート巻立

T.P+3.60

T.P+3.40

18N-8-20or25

B=300

21N-12-20or25

18N-8-20or25

18N-8-20or25

21N-12-20or25

18N-8-20or25

タラップφ19

(軽荷重用)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.00×0.60

2.00×1.30

ｽﾃﾝﾚｽ製ｽｸﾘｰﾝ据付

(軽荷重用)(軽荷重用)

SGPφ50

フレ止金具

φ50 0.75kW

工事用排水ポンプ

フレ止金具

SGPφ200

φ200 15kW

工事用排水ポンプ

WL

T.P+1.80

FWL

T.P+2.10

HWL

T.P+2.40

笠コンクリート

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.00×3.50

コンクリート巻立

T.P+3.60

LWL

T.P+0.05

T.P+3.40

T.P-0.10調整池計画敷高

LWL

T.P+1.30

T.P+1.00
調 整 池

H=9.50m

鋼矢板ⅢW型

T.P+4.50

均しコンクリート

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2.00×3.50

コンクリート巻立

T.P+3.60

LWL

T.P+0.05

WL

T.P+1.80

FWL

T.P+2.10

HWL

T.P+2.40

T.P+3.40

T.P-0.10調整池計画敷高

LWL

T.P+1.30

T.P+1.00
調 整 池

H=9.50m

鋼矢板ⅢW型

笠コンクリート

T.P+4.50

均しコンクリート
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 Ｃ－Ｃ断面図  Ａ－Ａ断面図 
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S=1:30

M 13 L=50mm

SGPφ200
L=100mm SUS304

L=100mm SUS304

L=380mm SUS304

PL-30x4.5

L=820mm SUS304

L=380mm SUS304

PL-30x4.5
L=820mm SUS304

PL-30x4.5

PL-30x4.5

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

M13 L=150

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ

PL-30x4.5

SGPφ200

溶接
PL-30x4.5

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ

M13 L=150

M 13 L=50mmt=10mm L=710mm

ｸｯｼｮﾝｺﾞﾑ　W=30mm

M 13 L=50mm

SGPφ50
L=100mm SUS304

L=100mm SUS304

L=160mm SUS304

PL-30x4.5

L=330mm SUS304

L=160mm SUS304

PL-30x4.5

L=330mm SUS304

PL-30x4.5

PL-30x4.5

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

M13 L=150

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ

PL-30x4.5

SGPφ50

溶接

PL-30x4.5
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ

M13 L=150

M 13 L=50mm

t=10mm L=220mm

ｸｯｼｮﾝｺﾞﾑ　W=30mm

H=9.50m

鋼矢板ⅢW型

B1600×H1800

BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ(二次製品)

余水吐工

800×1200開口

T.P+1.10

T.P+3.07

T.P+4.50

1:2.0

管理孔

鋼製スライドゲート

21N-12-20or25

WL

T.P+1.80

FWL

T.P+2.10

HWL

T.P+2.40

笠コンクリート
B800×H1200 T-25

BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ(二次製品)

1:2.0

LWL

T.P+0.05

T.P+3.40

T.P-0.10調整池計画敷高

WL

T.P+1.60

T.P+1.10 調 整 池
H=9.50m

鋼矢板ⅢW型

T.P+4.50

1300

12
00

6
0
0

800

1480

1300

1
5
0

5
0

800

1
7
0

18
0
0

1
7
0

1300

800

12
00

50

5
0

50

200

200

50

5
0

50

500

500

S=1:30

S=1:10

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

反復流入施設工(3/3)

平成26年 3月

8-85/300A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

 SGPφ200 断面 

 SGPφ200 側面 

 フレ止詳細図 

 SGPφ50 断面 

 SGPφ50 側面 

 Ｆ－Ｆ断面図 

 Ｅ－Ｅ断面図 

 反復流入施設工(3/3) 



外面

内面

水道用液状エポキシ樹脂塗料

0.5mm以上

2.0mm以上

S=1:10

管　種

内  面

(注)

塗　装　仕　様

内外面 塗　装　仕　様 塗 膜 厚

直　管

異形管

　・

水道用液状エポキシ樹脂塗料塗装

(JIS G 3443-4:2007) 0.5mm以上

1) 内外面の塗覆装は、下記の通りとする。

外  面

プラスチック被覆

（JIS G 3443-3:2007) 2.0mm以上

フランジ等外面部でプラスチック被覆の施工ができない場合は、水道用液状エポキシ樹脂

塗料とし、塗膜厚0.5mm以上とする。

タラップは、水道用液状エポキシ樹脂塗料とし、塗膜厚0.5mm以上とする。

プラスチック被覆

⑬工事用排水ポンプ

φ50 0.75kW

⑫工事用排水ポンプ

φ200 5.5kW

⑪工事用排水ポンプ

φ200 15kW

① SGP 2ﾌﾗﾝｼﾞ付短管

φ200 L=1.236m

⑥ SGP 2ﾌﾗﾝｼﾞ付短管

φ200 L=1.363m

② SGP 2ﾌﾗﾝｼﾞ付曲管90°

φ200 ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ

③ SGP 2ﾌﾗﾝｼﾞ付短管

φ200 L=1.175m

④ SGP 2ﾌﾗﾝｼﾞ付曲管45°

φ200 ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ

⑤ DCIPらっぱ口

φ200

⑦ SGP ﾌﾗﾝｼﾞ付短管

φ50 L=2.041m

φ50 ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ

⑧ SGP 曲管90°

⑨ SGP 短管

φ200 L=1.198m

φ50 ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ

⑩ SGP 曲管45°

L=1.236m n=1本

S=1:30

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

RF形 0.49Mpa
ﾌﾗﾝｼﾞφ200

GF形 0.49Mpa

ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ n=2本

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

RF形 0.49Mpa

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

GF形 0.49Mpa

L=1.175m n=2本

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

RF形 0.49Mpa
ﾌﾗﾝｼﾞφ200

GF形 0.49Mpa

ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ n=2本

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

RF形 0.49Mpa

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

GF形 0.49Mpa
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 縦断面図 

 平面図 

 ④ SGP 2ﾌﾗﾝｼﾞ付曲管φ200 45° ③ SGP 2ﾌﾗﾝｼﾞ付短管φ200 

 ② SGP 2ﾌﾗﾝｼﾞ付曲管φ200 90° ① SGP 2ﾌﾗﾝｼﾞ付短管φ200 

 工場塗装詳細図 

 反復流入施設工異形管詳細図(1/2) 



外面

内面

水道用液状エポキシ樹脂塗料

0.5mm以上

2.0mm以上

管　種

内  面

塗　装　仕　様

内外面 塗　装　仕　様 塗 膜 厚

直　管

異形管

　・

水道用液状エポキシ樹脂塗料塗装

(JIS G 3443-4:2007) 0.5mm以上

1) 内外面の塗覆装は、下記の通りとする。

外  面

プラスチック被覆

（JIS G 3443-3:2007) 2.0mm以上

プラスチック被覆

(注)

フランジ等外面部でプラスチック被覆の施工ができない場合は、水道用液状エポキシ樹脂

塗料とし、塗膜厚0.5mm以上とする。

タラップは、水道用液状エポキシ樹脂塗料とし、塗膜厚0.5mm以上とする。

(規格品) n=2本

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

RF形 0.49Mpa

L=1.363m n=1本

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

RF形 0.49Mpa
ﾌﾗﾝｼﾞφ200

GF形 0.49Mpa

L=2.041m n=1本

ﾌﾗﾝｼﾞφ50

RF形 0.49Mpa

ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ n=1本

L=1.198m n=1本

ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ n=1本

ねじ切加工

(おねじ)

ねじ切加工

(めねじ)

ねじ切加工

(めねじ)

ねじ切加工

(おねじ)

ねじ切加工

(おねじ)

φ200 1.5kW

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

GF形 0.49Mpa

工事用排水ポンプ

φ200 15kW

ﾌﾗﾝｼﾞφ200

GF形 0.49Mpa

工事用排水ポンプ

φ200 5.5kW

φ200 5.5kW

φ50 0.75kW

ﾌﾗﾝｼﾞφ50

GF形 0.49Mpa

工事用排水ポンプ

φ50 0.75kW
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8-101/300

基礎断面図
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栗山川統合機場(0312100-1100-02)
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吐水槽工(3/5)
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栗山川統合機場(0312100-1100-02)
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レーキ形定置回動式

1　基

1.500 m

0.647 kN/1回

2個 / 1基

4.550 m/min

形　　式

設　置　数

水　路　幅

掻 揚 能 力

レ ー キ 数

レーキ速度

スクリーン

75°

電 動 機

角度

ピッチ

有効目幅

59 mm

50 mm

1.1 kW

4.200 m水　路　高

背面降下前面掻揚式

1　基

2.100 m

1.275 kN/1回

2個 / 1基

75°角度

ピッチ

有効目幅

69 mm

60 mm

1.5 kW

4.200 m

1　基

2.700 m

1.275 kN/1回

2個 / 1基

75°角度

ピッチ

有効目幅

89 mm

80 mm

1.5 kW

4.200 m

4.550 m/min 4.550 m/min

水 平 ベ ル ト コ ン ベ ア 仕 様

トラフ型水平ベルトコンベア

1　基

0.750 m

10.900 m

17 m/min

0.75 kW

形　　　　式

設　 置　数

ベ ル ト 幅

機　　　　長

ベルト速度

電 　動 　機

測量センター

河川境界線

AA
(
樋
管

本
体

)

2
5
0

CNo.9

CNo.13CNo.0

B

T.P(+)1.10

(遊水池)

(
川

表
吐

出
水

路
工

)

IP2'

IP1'-2
IP1'

IP1'-1

場洗つく

1:2.0

(
取
入
水
路
)

余水吐

T.P-0.10

(
樋

管
)

T.P(+)3.40

T.P-0.10

T.P-1.10

1
:
2
.
5

1
:
2
.
0

1
:
2
.
5

1
:
2
.
0

N
O
.
4
6
+
4
3
.
2
3
4

T.P(+)4.30

吸水槽土砂溜工

調整池遮水矢板工
軽量鋼矢板5型L=4.0m

調整池矢板護岸工

鋼矢板3W型　L=9.5～12.0m

2892

N
O
.
0

IP1
N
O
.
1

N
O
.
1
+
1
5
.
0
0
0

N
O
.
1
+
2
9
.
0
0
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N
O
.
1
+
3
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.
4
0
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N
O
.
4
6
+
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.
1
0
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N
O
.
4
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N
O
.
4
6
+
1
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.
1
0
0

N
O
.
4
5
+
2
9
.
0
0

N
O
.
4
5
+
7
.
7
2
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N
O
.
4
5

TP+3.20
TP+4.30

N
O
.
4
5
+
9
.
2
1
7

N
O
.
4
4
+
3
8
.
1
7
1

N
O
.
4
5
+
2
5
.
5
8

N
O
.
4
4
+
3
0
.
9
9
1

TP+3.20

TP+3.00

N
O
.
4
5
+
3
8
.
3
9
5
0

(注水管路工)

T.P(+)4.50

ホッパ

水平コンベア

定置式除塵機

移動式除塵機

水平コンベア

傾斜コンベア

HH

HH

吐水槽へ

塵芥ピット
(7.500mx3.600m)

反復流入施設

A1 1:250

A2 1:353

N
O
.
3
0
2

+
3
8
.
8
4
2

(
揚
水
機
場
)

ライスセンター　予定地

地盤高

T.P(+)4.50

調整池敷高

ポンプ室
湯沸室

休憩室

押入

便所

8-108/300

除塵設備配置平面図

篠本新井第1排水機場（県管理）

栗山川統合機場



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

除 塵 機 仕 様

移動アーム付

1　基

1.350m×2水路

2.100m×1水路

2.983 kN/1回

1.300 m

5.0 m/min

形　　　　式

設　 置　 数

水　 路　 幅

掻 揚 能 力

レ ー キ 幅

速　　　度

スクリーン

75°

電  動  機

角度

ピッチ

有効目幅

34 mm

25 mm

5.5 kW

5.500 m水　 路　 高

ワイヤーロープ式除塵機

自動（タイマー）、機側操 作 方 式

昇降

走行

昇降

走行

5.0 m/min

1.5 kW

水 平 ベ ル ト コ ン ベ ア 仕 様

トラフ型水平ベルトコンベア

1　基

0.900 m

11.500 m

15 m/min

0.75 kW

形　　　　式

設　 置　 数

ベ ル ト 幅

機　　　　長

ベルト速度

電 　動 　機

傾 斜 ベ ル ト コ ン ベ ア 仕 様

ヒレ付傾斜型コンベア

26  度

0.750 m

15.200 m

30 m/min

2.2 kW

形　　　　式

傾 斜 角 度

ベ ル ト 幅

機　　　　長

ベルト速度

電 　動 　機

1　基設　 置　 数

ホ ッ パ 仕 様

カットゲート式

1　基

19.6 kN

30 mm/s

600 mm

0.75 kW

形　　　　式

設　 置　数

定 格 推 力

開 閉 速 度

ｼﾘﾝﾀﾞｽﾄﾛｰｸ

電 　動 　機

容　　　　量 6.0 m3

2
2
0
0

2
8
0
0

6
3
0
0

5
0
0

5
0
0
0

6
8
0
0

500 1350 500 1350 500 2100 500

1
1
8
0
0

6800300

2700 3300

6000

675 4349(除塵機移動距離) 776

5800(全水路幅)1120

11500(水平コンベヤ機長)

15
20
0(
傾
斜
コ
ン
ベ
ヤ
機
長
)

800 1350 500 1350 500 2100 800

1300

(レーキ幅)

2200 2800

6800

11800

5000

272 2200

1400

水流

75°

7
6
5
0
(
ス
ト
ロ
ー
ク
)

計画吸込水位　LWL

-1.000

+4.500

-2.700

-0.100

H.W.L +2.250

4
4
0
0

1
1
0
0

5
5
0
0

2500 1500 1000

5000

正面図 S=1/80

側面図 S=1/80

平面図 S=1/80

300

2480 5100

2480 5100

18455

10875

3
9
0
0

10875

18455

水平ベルトコンベヤ

水
流

傾斜コンベヤ

ホッパ

26°

排水管(200A)

排水管(200A)

水平ベルトコンベヤ

傾斜コンベヤ

ホッパ

ワイヤーロープ式除塵機

移動アーム付

除塵設備全般図

S=1:80

除塵設備の寸法は参考

A1 1:80

A2 1:113
8-109/300

除塵設備全般図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

全体組立図

除 塵 機 仕 様

移動アーム付

1　基

1.350m×2水路

2.100m×1水路

2.983 kN/1回

1.300 m

5.0 m/min

形　　　　式

設　 置　 数

水　 路　 幅

掻 揚 能 力

レ ー キ 幅

速　　　度

スクリーン

75°

電  動  機

角度

ピッチ

有効目幅

34 mm

25 mm

5.5 kW

6.500 m水　 路　 高

ワイヤーロープ式除塵機

自動（タイマー）、機側操 作 方 式

昇降

走行

昇降

走行

5.0 m/min

1.5 kW

水 平 ベ ル ト コ ン ベ ア 仕 様

トラフ型水平ベルトコンベア

1　基

0.900 m

11.500 m

15 m/min

0.75 kW

形　　　　式

設　 置　 数

ベ ル ト 幅

機　　　　長

ベルト速度

電 　動 　機

1128

1400

2200(レールC/C)272

1
0
9
0

1
4
0
0

2
0
0
0

8
3
7
.
9

700

2
1
1
1

9
7
6
1

7
6
5
0

水流

1800(ワイパー幅)

1860(エプロン幅)

1550

3100(車輪間隔)

1550

450

900

225

2100 2250

3300

6000

2700

375 375

1650 225

1650

φ400(車輪)

正面図 S=1/40

側面図 S=1/40

2
7
2

2
2
0
0
(
レ

ー
ル

C
/
C
)

平面図 S=1/40

450

計画吸込水位　LWL

-1.000

+4.500

-2.700

-1.650

-0.100

3828

4
2
3
7
.
9

5
5
0
0

1300(レーキ幅)

75°

4
4
0
0

1
1
0
0

H.W.L +2.250

1
0
5
0

1940

700

S=1:40

A1 1:40

A2 1:56

除塵設備の寸法は参考

8-110/300

全体組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:42

A1 1:30

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

上部組立図

台車ストッパーブラケット

操作室

5.5kw i=1/649

CHHM8-6225DA-TL

（昇降用）

サイクロ減速機

（走行用）

CHHM2-6160DB

1.5kw i=1/195

走行台車

サイクロ減速機

シーブ

上部架台

ワイパー

エプロン

レーキ

パワーシリンダ

0.4kw,ST=400,ジャバラ付

LPTC1000L4LJ

（ワイパー用）

パワーシリンダ

開閉アーム

LPTC4000L5LJ

1.5kw,ST=500,ジャバラ付

（開閉用）

上部ビーム

下部ビーム

操作室台

1128

1400

2200(レールC/C)272

86.9 38.1

125

2220

1970 125

1
0
9
0

5
1
5
.
9

3
2
2

1
4
0
0

2
0
0
0

8
3
7
.
9

1670 700

2217(車輪C/C)

700

4
1
0

1
7
2
0

4
0
3
8

6
1
4
9

2
1
1
1

P.C.D650
(シ

ー
ブ
)

水流

1800(ワイパー幅)

1860(エプロン幅)

1550

3100(車輪間隔)

1550

1
0
0
0

450

900

225

2100 2250

3300

6000

2700

375 375

1650 225

1650

φ400(車輪)

正面図 S=1/30

側面図 S=1/30

1500

2
2
5
0

2
7
2

2
2
0
0
(
レ

ー
ル

C
/
C
)

平面図 S=1/30

450

+4.500

投光器

S=1:30

除塵設備の寸法は参考

8-111/300

上部組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:28

A1 1:20

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

（オフセットリンク付）

RS100　65リンク

サイクロ減速機

1.5kw i=1/195

CHHM2-6160DB

台車ストッパーブラケット

（下流側に取付）

レール（22k用）（下流側に取付）

転倒防止装置

スイッチ取付ブラケット

RS100,NT=25

P.C.D 253.32

スプロケット

ローラチェーン

走行台車

スプロケット

スプロケット

ピロー形ユニット

車輪軸(駆動)

S45C-H

車輪軸(駆動)

スプロケット

S45C-H

ローラチェーン

（オフセットリンク付）

RS100　137リンク

P.C.D 263.4

RS100,NT=26

上流側

下流側

φ90 φ70

ピロー形ユニット

P.C.D 172.79

UCP-315D1

RS100,NT=17

スプロケット

車輪(φ400)

車輪軸(従動)

S45C-H

車輪軸(従動)

ピロー形ユニット

S45C-H

P.C.D 303.75

RS100,NT=30

UCP-318D1

スプロケット

軸受(固定側)

S45C-H

中間軸

RS100,NT=26

P.C.D 263.4

RS100,NT=17

P.C.D 172.79

UCP-315D1

軸受(自由側) 軸受(自由側)

軸受(自由側)

軸受(固定側)

軸受(自由側)

160 160

2217(車輪間隔)

160 160

8.5

2200(レール間隔)

8.5

水流

Ｂ－Ｂ S=1/20

水流

Ｃ－Ｃ S=1/20

1400

272 2200(レールC/C)

1
4
0
0

558 169

727145 1870 75

229.2 2597 119.2

347 2470

2817

(
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イ
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)
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220 2217(車輪C/C) 370
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5
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1
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1
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7
0

7
5
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7

2
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7
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590 810

1900 1400

2700 3300
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400 750

1150 3100(車輪間隔) 1750

2700 3300
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940

590

1900

750 750

2
1
0

8
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1
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6
0
.
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1
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7
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.
3

3
3
9
.
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1
4
0
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3
0
0

2
9
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7
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.
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Ａ－Ａ S=1/20

平面図 S=1/20

水
流

Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ

Ｃ

Ｃ

2
5

走行装置組立図

S=1:20

除塵設備の寸法は参考

8-112/300

走行装置組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:35

A1 1:25

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

上部手摺

上部タラップ

走行台車

下部タラップ

台車ストッパーブラケット

(下流側に取付)

下部手摺

転倒防止装置

(下流側に取付)

スイッチ取付ブラケット

上部架台
H250x250x9/14

下流側脚(右岸)

下部タラップ

H
2
0
0
x
2
0
0
x
8
/
1
2

走行用中間軸中心

開閉アーム台

走行用サイクロ減速機中心

昇降用駆動軸中心

操作室台

1175 1175
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開
口
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2817
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.
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H300X300X10/15

381.8 810 750.4

33002700
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Ａ

Ｃ－Ｃ S=1/25

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ－Ｂ S=1/25

Ａ－Ａ S=1/25

台車組立図

S=1:25

除塵設備の寸法は参考

8-113/300

台車組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

442 442

200

1300(レーキ幅)

900(アーム間隔) 200

272

1400

□200

866

正面図 S=1/15 側面図 S=1/15

水流

a

884(フロントローラ間隔)8 8

1282

50A(#40)SUS304TP

125A(#40)SUS304TP

PL9

φ
4
0

φ
8
0

φ
1
2
0

34

100

450 450

900(アーム間隔)

1300レーキ幅

200

10
6.
1
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16.4

38.6 115

76.4

106.1

391

470

5

866

3
0
4

20

65

9

R8
00

φ
80

φ120

水流

a部詳細 S=1/8

200

884(フロントローラ間隔)208 208

（JIS 6x37 ）SB種

φ20ステンレスワイヤロープ

M
3
6

φ29

φ
2
0

80 150 16

680

770

90

20000

60

ワイヤーロープ部詳細 S=1/5

16

レーキ組立図

A1 図示

除塵設備の寸法は参考

8-114/300

レーキ組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

上部ビーム

レーキ

下部ビーム

開閉アーム

860 860

573 20 2868(上部ビームストローク) 100 1720 20 200

20 4781(下部ビームストローク) 5501(上部ビーム長)

234 5611

304 5845(下部ビーム長) 3611

9761 1080

573 20 100

947

1251 1720 3178

234 20 5501(上部ビーム長) 90

304 5845(下部ビーム長)

7650(ストローク) 2111

全伸時 S=1/20

全縮時 S=1/20

386 187

573 20 100 1720 3178

1553

234 20 5501(上部ビーム長) 90

304 5845(下部ビーム長)

2111

9

□
2
0
0

9

□
3
0
0

□
4
0
0

P.C
.D6

50

3
2
5

9

全縮時断面詳細図 S=1/10

ガイドシュー部詳細図(1/2)

A1 図示

除塵設備の寸法は参考

8-115/300

ガイドシュー部詳細図(1/2)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

386 187

573 20 100 1720 3178

1553

234 20 5501(上部ビーム長) 90

304 5845(下部ビーム長)

2111

9

□
2
0
0

9

□
3
0
0

□
4
0
0

P.C
.D6

50

3
2
5

9

全縮時断面詳細図 S=1/10

Ｄ Ｅ

Ｄ Ｅ

Ｇ Ｇ

レーキ

開閉アーム

下部ビーム

上部ビーム

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｆ Ｆ

170 1380 170

170 216

1
8
0

3
(
シ

ム
)

□
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(
ス

キ
マ

)
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0

□
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0
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7

9
(
ス

キ
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)
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□
2
8
2

9

□
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0
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3
0

3
(
シ
ム

)

□
3
0
0

2
(
ス

キ
マ

)40 50 40

(□)400 40 100 40

□500

4
9
8

220

□
3
0
0

40 30 40

1
6
0

(
シ
ム

)
3

3
6

3
9

2
(
ス
キ

マ
)

9
□
2
8
2

□
2
0
0

□
3
0
0

Ａ－Ａ S=1/6

Ｂ－Ｂ S=1/6

Ｃ－Ｃ S=1/6

Ｄ－Ｄ S=1/6

Ｅ－Ｅ S=1/6

Ｆ－Ｆ S=1/3

20 200 90

(
シ
ム

)
3

3
6

2
(
ス

キ
マ

)

9
2
7

□
2
0
0

4
1

□
2
8
2

9

□
3
0
0

4
1

9

□
4
0
0

16 20 100 170 1380

38 38

100 140

(
ス
キ

マ
)
2

3
6

3
(
シ
ム

)

□
3
0
0

5
0

2
7

1
4
(
ス
キ
マ
)

9
1
7

1
35
0

170 216

22 20 386

38 38

100 140

9

3
6

1
4

4
5

□
2
0
0

4
1

9

(
ス

キ
マ

)
2

3
6

3
(
シ

ム
)

Ｇ－Ｇ S=1/3

ガイドシュー部詳細図(2/2)

A1 図示

除塵設備の寸法は参考

8-116/300

ガイドシュー部詳細図(2/2)



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:28

A1 1:20

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

1
3
0

2
8
0

4
1
0

3
0
0

9
8
6

9
5

3
1
5

1
7
0

2
4
0

27 1

28 36 1

1 27

281 36 140 140

35 220 65 460 65 220 30 310.1 60

200 240.3

440.3145 810 280

1235 30.1 1049.3(モーター長)

φ
1
4
0

φ
1
4
0

φ
1
3
5

φ
1
2
0

2
2
5

1
9
0

381.8

7
5
0

381.8 295 850

1145 810 1145

1550 1550

3100

サイクロ減速機

5.5kw i=1/649

CHHM8-6225DA-TL

チェーンカップリング

CR16022-J

ワイヤドラム PCD702

FCD450

駆動軸

自動調心ころ軸受

22232BK：H3132

スプロケット

RS40 NT=15

RS40 NT=60

スプロケット

プランマブロック

SV532（自由側）

プランマブロック

SV532（固定側）

鋼板製ひしフランジ形ユニット

ASPFL206

ロープゆるみ検出装置

制限開閉器
スプロケット

RS40 NT=13

ローラチェーン

RS40 -102リンク

シンクロ発信器

スプロケット

RS40 NT=20 ローラチェーン

RS40 -58リンク

正面図 S=1/10

平面図 S=1/10

水
流

2217

272 2200

220

600

750

970

1670 700

1608.1

側面図 S=1/20

水流

昇降装置組立図

S=1:20

除塵設備の寸法は参考

8-117/300

昇降装置組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:14

A1 1:10

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

閉時

φ20ステンレスワイヤロープ

（JIS 6x37）SB種

上部ビーム

シーブ

開閉アーム

パワーシリンダ

LPTC4000L5LJ

1.5kw,ST=500,ジャバラ付

開時

シリンダ取付桁

H25
0x2

50x
9/1

4

H2
50
x2
50
x9
/1
4

シーブ軸

シーブ軸受

970

38.1 2170

3
1
5
.
9

2
0
0

3
2
2

8
3
7
.
9

5
1
5
.
9

2
5
0

2
5
0

2
21
4
5

P
.
C
.
D
6
5
0

φ
1
6
5

450 450

900 375

φ
1
4
0

8
6
0

1
7
2
0

8
6
0

325

125

300

175

□400

1
0
8
0

1
7
0

2
2

1
9
2

2
5
0

φ650

P.C.
D650

2°

236
0

1
6
1
1
.
8
(
閉
時

)

1
5
3
5
(
開
時
)

水流

開閉装置組立図

S=1:10

除塵設備の寸法は参考

8-118/300

開閉装置組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

エプロン

ワイパー

パワーシリンダ

LPTC1000L4LJ

PL6

（SUS304）

トラニオン金具

（シリンダ付属品）

100A（SGP）

0.4kw,ST=400,ジャバラ付

先端板

先端板押え

先端金具

1
1
8

1
8
4
4
.
2

1
5
0

7
8
.
3

1
9
2
.
5 4
2
0
.
8

2
5
0

2
2
8
.
3

5
0
0

1
1
0
0

3
0
0

1
7
5
0

258.5 869.5

442

208

280

1860(エプロン幅)

280 1300(レーキ幅)

208 884(フロントローラ間隔)

150 1800(ワイパー幅) 150

1050

2100

1050

1128

1400

272

51.5

87.8

427.1

295.4(ストローク)

277.9

1970

745.4

965.2

1
2
0
0

3
9
0

1
0

8
6
2
.
2

3
2
6
.
5

5
3
5
.
6

R7
45

5°

75°

5

+4.500

ピロー型ユニット

UCP210D1

PL6（SUS304）

PL6

442

水流

側面図 S=1/15正面図 S=1/15

6
65

20

65

51.5

1
0

1
1
8

1
8
4
4
.
2

S=1/5

ワイパー及びエプロン組立図

A1 図示

除塵設備の寸法は参考

8-119/300

ワイパー及びエプロン組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月
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(
通
し
ボ
ル
ト
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ッ
チ
)

9
5

10 2080 10

47 408 408 374 408 408 47

30

2100(水路幅)

60@34=2040

(スクリーンバーピッチ)

30

46 408 442 408 46

29

1350(水路幅)

43@34=1292

(スクリーンバーピッチ)

29

500

10 1330 10

1350(水路幅) 500
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0
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5

水流
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B
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X
9

F
B
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X
9

正面図 S=1/20

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ－Ｃ S=1/20Ｂ－Ｂ S=1/20

c

d

f

e

水流

(タイプレートピッチ)

1350(水路幅)

29

43@34=1292

(スクリーンバーピッチ)

10 1330(受桁幅) 10

29

884 884

884

675675 676 748 676

10 2080(受桁幅) 10

2100(水路幅)

30

60@34=2040

(スクリーンバーピッチ) 30

(除塵機掻揚中心位置)

500

水
流

1350(水路幅) 500

水
流

水
流

Ａ－Ａ S=1/20

c

f

ed

a b

Ａ Ａ

75°

1510

36

据付基準線

75°

1510

36

H100x100x6/8

H150x150x8/10

1350(水路幅)

25 1300(レーキ幅)

10 1330(受桁幅)

水
流

1
0
0

1
7
0

9

9
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M16ネジ
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(SUS304TP)

15A Sch20

6
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3
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3
0

φ
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φ
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.
7
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9
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φ
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4
.
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2
1
.
7

2100(水路幅)

26 1300(レーキ幅)

水
流

a部詳細 S=1/10 b部詳細 S=1/10

25(有効目幅)

FB65×9

25(有効目幅)
(SUS304TP)

15A Sch20FB65×9

5
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3
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d部詳細 S=1/6
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3
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8
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水流

e部詳細 S=1/6
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1
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100 35

1
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0

水流
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6
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0
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25

151

水流

c部詳細 S=1/6

75°

5
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3
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6
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0
0
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9

f部詳細 S=1/6

水流

36 90

据付基準線

25

100
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75°

スクリーン組立図

A1 図示 8-120/300

　スクリーン組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

走行レール配置図

100 3100(車輪間隔) 1003100(車輪間隔)

5800(全水路幅)

39753975

4349(走行距離)250.5 1550 1550 250.5

7950(レール長)

272 2200(レールC/C)

水流

675 675 675 675

676 1424

1324 776

1850 1851 648

2100(水路幅)500 1350(水路幅) 500 1350(水路幅) 500
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8
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ル

C
/
C
)

3
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5
.
5

2
7
2

正面図 S=1/20

513 513

1
3
9
.
7

625.5 524.5

3975

7950(レール長)

3975

非常後進端

平面図 S=1/20

後進端

除塵機中心

非常前進端前進端

除塵機中心

コンベヤ中心

台車ストッパー座

水
流

水
流

水
流

a

Ａ

Ａ

Ａ－Ａ S=1/20

35 30

65

62 62

124

184
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12 12

(
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ル

タ
ル
)
2
5

(
ラ

イ
ナ

ー
)
5

1
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3
.
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1
3
9
.
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a部詳細 S=1/5

22Kレール

レール押え(22k用)

ストッパー

6
5

φ
40
0

100 200

3
0
9
.
7

5
0

3
0

3
5
9
.
7

3
8
9
.
7

50.5

25

ストッパー部詳細 S=1/3

A1 図示

除塵設備の寸法等は参考値

8-121/300

走行レール配置図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

水平コンベア組立図

水 平 ベ ル ト コ ン ベ ア 仕 様

トラフ型水平ベルトコンベア

1　基

0.900 m

11.500 m

17 m/min

0.75 kW

形　　　　式

設　 置　数

ベ ル ト 幅

機　　　　長

ベルト速度

電 　動 　機

450 3@3000=9000(脚取付ピッチ) 1300

1240 6×P1410=8460(リターンローラピッチ) 1200 600

500 1350 500 1350 500 2100 500 4080

1120

750

1
2
0
0

1
0
9
0

1
1
0

12350(全長)

450 11500(機長) 400

250 200 6000(テールフレーム) 5500(ヘッドフレーム) 350 50

625 925

900 13×P760=9880(キャリアローラピッチ) 720

10300
テ－ルプ－リ

テークアップユニット

スカ－ト キャリアロ－ラ
コンベヤベルト

300A(Sch40)STPG370

ヘッドフレーム
リターンローラ

Y型スクレーパ

テールフレーム

スナブプーリ

200A(Sch40)STPG370

ヘッドクリーナ

モータプーリ

φ
32
4

0.75kw

1
2
6
0

8
9
0

引綱スイッチ

正面図 S=1/20

平面図 S=1/20

1
2
0
0

1
0
9
0

1
1
0

6
9
0

4
0
0

1
1
0
1
2
5

2
0
7

1260

900(ベルト幅)

1124

530 594

750

700(有効幅)コンベヤベルト

キャリアローラ

引綱スイッチ

リターンローラ

S=1/15標準断面図

S=1/10

ヘッドプーリ部詳細図 テールプーリ部詳細図

1180

950

110080

1260

ヘッドクリーナ

サイクロモータプーリ

テールプーリ

テークアップユニット

STPG370

300A(Sch40)加工

1000

1110 75

1260

A1 図示

除塵設備の寸法は参考値

8-122/300

水平コンベア組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

傾 斜 ベ ル ト コ ン ベ ア 仕 様

ヒレ付傾斜型コンベア

26  度

0.750 m

15.200 m

30 m/min

2.2 kW

形　　　　式

傾 斜 角 度

ベ ル ト 幅

機　　　　長

ベルト速度

電 　動 　機

1　基設　 置　 数

5
5
7
.
7

26°

縦断図 S=1/30

3004500300

1
6
5
0

3
9
0
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1
6
5
0
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ー
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)
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ャ
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チ
)
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0
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0

14
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0=
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00
0

35
0
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0

8000

14375

6375.3
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0(
傾
斜
機
長
)

5
1
6
0

13658(水平機長)

5100

3
0
0

3
0
0

35
0

1
0
0
0

ヘッドプーリ

テールプーリ

テークアップユニット

キャリアローラ

リターンローラ

引綱スイッチ

点検階段・階段手摺

Y型スクレーパ

水平ベルトコンベア

ホッパ

2.2kw

（亜鉛メッキ塗装）

4
0
5
0

7
5

9
6
0

7
5

1
0
0
0

7
5

2
3
9
0

7
5

1
3
0

平面図 S=1/30

180

1110(フレーム幅)

750(ベルト幅)

1
2
2
0

1
8
0

φ
3
5
0

30°

600

5
5
0

870

620 30°

S=1/15断面図

傾斜コンベア組立図

A1 図示

除塵設備の寸法は参考値

8-123/300

傾斜コンベア組立図



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

ホ ッ パ 仕 様

カットゲート式

1　基

19.6 kN

30 mm/s

600 mm

0.75 kW

形　　　　式

設　 置　数

定 格 推 力

開 閉 速 度

ｼﾘﾝﾀﾞｽﾄﾛｰｸ

電 　動 　機

容　　　　量 6.0 m3

C
H
P
L
6

3
0
0

4
0
0

4
0
0

1
1
0
0

25
A

25
A

40
A

C1
50
x7
5x
6.
5

735.54@1200=480010002@800=1700

5
5
0

1150

3800

1500(貯留槽内法)1150

5
1
1
0

5
1
6
0

5
0

側面図 S=1/30

5
1
6
6

3400

9501500(貯留槽内法)950

ホッパ架台

（SS400）

（亜鉛メッキ塗装）

H
2
5
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x
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9
/
1
4

パワーシリンダ

6
(
C
H
P
L
)

3
0
0

4
0
0

4
0
0

1
1
0
0

ホッパ架台手摺

（SGP）

（亜鉛メッキ塗装）

傾斜コンベア点検階段

（亜鉛メッキ塗装）

傾斜コンベア点検階段手摺

（SGP）

（亜鉛メッキ塗装）

2
1
7

9
@
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0
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（SS400）
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(
ホ

ッ
パ

排
水
受

下
端

高
)

1
7
5

25021@266=55869@195=1755

3400

3400

950 1500(貯留槽内法) 950

S=1/30平面図

1
0
0
0
(
有

効
幅

員
)

2
7
0
0
(
貯

留
槽

内
高

)

正面図 S=1/30

H
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5
0
x
2
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x
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/
1
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(
車

高
･
参

考
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1
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8
5
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4
0
5
0

3
8
0
0

1
2
5

2
1
0
0

8
5
0

3
0
0

1
5
0
0
(
貯

留
槽

内
法

)
3
0
0

ホッパ組立図

A1 1:30

A2 1:42

除塵設備の寸法は参考値
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

移動式除塵機機側操作盤

NP 4

NP 3

NP 2

NP 5

NP 1

NP 0

備考銘板記入文字記号

（銘板一覧表）

形  式 鋼板製屋外閉鎖自立形

鋼  板

（仕様）

前面扉背面固定

監視窓、操作小扉付
構  造

ベース

メラミン樹脂焼付塗装，半艶

内面　マンセル５Ｙ７／１

外面　マンセル５Ｙ７／１

塗  装

ＬＥＤ表示灯

ハンドル 鍵付ハンドル

製作数 １面

監視窓 透明強化ガラス

SUS

側面板、扉 2.0t

C100X50（SUS）

レーキ深度計

電源電圧

540

NP1

1600

1600

V

アンカ穴 4－15φ

NP0

可動板

1
0
0

1
8
0
0

1
0
0

2
0
0
0

500

4401300

A

NP4

A

NP5

A

NP3

SL0 SL1 SL2

PBE

Ｒ

NP7

NP 6

水平コンベア電流計

A

NP6

SL5

NP10

スクレーパ

NP 7

NP 8

非常停止

傾斜コンベア電流計

赤指針付

赤指針付

機側操作盤 S=1/10

NP 9

SL5

SL4 NP8

走行電流計

レーキ上下電流計 赤指針付

赤指針付

NP2

PI

SL3

レーキ開閉

換気口
（防虫虫網付き）

表示灯詳細 S=NOT

W

W

動力

電源

制御

電源

R

R

非常停止

機側

WW

停止

SL0 SL2 SL3

下限

上昇

下降

電源

W

WW R

R

R

上限

WW

W

R

R

R

３Ｅ動作

ワイヤー

弛み

上限

非常

下限

非常

WW R R

溶着

接点

MCCB

トリップ

停止 閉限

開

閉

電源

WW

R

R

開限

WW

W

R

R

R

３Ｅ動作

閉

過トルク

W R

MCCB

トリップ

単独

連動

SL4

停止

戻限

掻

戻

電源

WW

R

R

掻限

WW

W

R

R

R

３Ｅ動作
掻

過トルク

W R

MCCB

トリップ

SL5

停止

運転

電源

W

W

W

R

R

R

３Ｅ動作

W R

MCCB

トリップ

逆転

寸動操作

WW O

O

動力

漏電

制御

漏電

タイマ

自動

W

W

操作

遠方

自動運転

渋滞

停止

SL1

後進端

前進

後進

電源

W

WW R

R

R

定位置２

WW

W

R

R

R

３Ｅ動作
前進端

非常

後進端

非常

WW R R

溶着

接点

MCCB

トリップ

前進端

定位置３

定位置１

定位置４

PB ：押釦スイッチ

表示灯・押釦色

Ｗ－白

Ｒ－赤

Ｙ－黄

Ｂ－黒

Ｏ－オレンジ

CS ：操作スイッチ

PBR

故障復帰

PBZ

G

PBL

操作小扉内詳細 S=NOT

Y

ﾗﾝﾌﾟﾃｽﾄ

警報停止

ＲＲ

ＣＳ

上昇下降

レーキ上下

停止

（押し）

ＣＳ

開閉

レーキ開閉

停止

（押し）

ＣＳ

前進後進

走行

停止

（押し）

ＣＳ

掻き戻し

スクレーパ

停止

（押し）

ＣＳ

運転逆転

水平コンベア

停止

（押し）

傾斜コンベア

寸動

ＣＳ

運転逆転

停止

（押し）

寸動

PB

停止

PB

R

スタート

B

連動テスト

操作モード

単独 タイマ
連動

CS

盤内取付パネル S=NOT

自動

動作カウンター

再動作カウンター

上下稼働時間

機側操作盤

A1 図示

盤寸法は参考値とする。
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機側操作盤



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

A

0～30～90A

CT

30/5A 5VA

MCCB0

3P 100AF　

ELCB

2P 30AF 30mA

V

0～300V

EF(3A)

SPD

CP

2P 3A

CP

2P 3A

CP

2P 5A

FL 10W SH

100W

TH

θ

DS

CON

AC100V

レーキ上下電動機

動力電源

MCCB

2P 30AF

スペースヒータ盤内照明 コンセント

3φ 3W AC200V 50Hz

84MX

IM

5.5

表示灯電源

AC/DC

100/24V

CP

2P 3A

TR 200/100V

1KVA

LS

DC24V

レーキ開閉電動機

IM

1.5

制御回路(PLC)

84CX

レーキスクレーパ

IM

0.4 LS

スクレーパ水平コンベア

LS

レーキ開閉

計装回路

CP

2P 3A

AC100V

深度発信機

SY

PI

M

0.75

A

0～10～30A

CT

10/5A 5VA

傾斜コンベア

M

2.2 LS

走行 （近接スイッチ）

A

0～10～30A

CT

10/5A 5VA

CC

3E

52R52F

走行電動機

84MX

接点溶着

IM

1.5

A

        0～5～15A

CC

3E

SC

100μF

88C 52R52F

84MX

接点溶着

CC

3E

52R52F

84MX

CC

3E

52R52F

84MX

CC

3E

52R52F

84MX

CC

3E

52R52F

84MX

CP

2P 3A

NF

CP

2P 3A

（非常前進端）

（前進端）

（定位置2）

（定位置3）

（後進端）

（非常後進端）

（定位置1）

（定位置4）

LS

レーキ制限開閉器
（ワイヤー弛み） （非常上限）

（上限）

（下限）

（非常下限）

（過トルク） （過トルク）

（開限）

（閉限）

（掻き限）

（戻り限）

レーキ

FL 10W

盤内照明

CP

2P 3A

TH

θ

ファン

パトライト

リレー回路

LS

傾斜コンベア
（引き綱スイッチ）

LS

水平コンベア
（引き綱スイッチ）

SC

40μF

SC

40μF

SC

20μF

SC

30μF

SC

50μF

EF(30A)

ELCB

2P 30AF 30mA

ELCB
3P 30AF 50mA

ELCB
3P 50AF 50mA

ELCB
3P 30AF 50mA

ELCB
3P 30AF 50mA

ELCB
3P 60AF 50mA

ELCB
3P 30AF 50mA

避雷器SPD

PI

SY

開度受信器

シンクロ電機CP サーキットプロテクタ

電圧計V

スイッチングパワーサプライ

電流計

リレー

AC/DC

A

Ry

TRTC、AL トリップコイル・警報接点

スペースヒータ

進相コンデンサー

ｻｰﾓスイッチ

零相変流器

3Eリレー

ドアスイッチ

配線用遮断器

漏電継電器

カレントコンバータ 盤内蛍光灯

電動機

電磁接触器

変流器

変圧器

88,52

DS

SH

FL

SC

TH

ZCT

MCCB

3E

CC

ELR

M

CT

名        称記    号

凡例

ヒューズEF

ELCB 漏電遮断器

記    号 名        称 名        称記    号

LS リミットスイッチ

NF ノイズフィルター

S/I シンクロ/電流変換器

PLC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾛｼﾞｯｸｺﾝﾄﾛｰﾗ

～

～

Ｂ

ｋＷ

Ｂ

ｋＷ

Ｂ

ｋＷ ｋＷ

～

ｋＷ

～

Ｂ

ｋＷ

～

～

～

～ ～

単線結線図
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

ELR

200mA
ZCT

ELCB

2P 30AF 30mA

V

0～300V

EF(3A)

SPD

CP

2P 3A

CP

2P 3A

CP

2P 5A

FL 10W SH

100W

TH

θ

DS

CON

AC100V

動力電源

MCCB

2P 30AF

ZCT
ELR

100mA

スペースヒータ盤内照明 コンセント

3φ 3W AC200V 50Hz

MCCB

2P 30AF84MX

表示灯電源

AC/DC

100/24V

CP

2P 3A

TR 200/100V

1KVA

避雷器SPD

CP サーキットプロテクタ

電圧計V

スイッチングパワーサプライ

電流計

リレー

AC/DC

A

Ry

TRTC、AL トリップコイル・警報接点

スペースヒータ

進相コンデンサー

ｻｰﾓスイッチ

零相変流器

3Eリレー

ドアスイッチ

配線用遮断器

漏電継電器

カレントコンバータ 盤内蛍光灯

電動機

電磁接触器

変流器

変圧器

88,52

DS

SH

FL

SC

TH

ZCT

MCCB

3E

CC

ELR

M

CT

名        称記    号

凡例

ヒューズEF

ELCB 漏電遮断器

記    号 名        称 名        称記    号

LS

LS リミットスイッチ

DC24V

84CX

CP

2P 3A

ホッパＡ

MCCB
3P 30AF　TC,AL

M

0.75

CC

3E

52R52F

84MX

ホッパＢ

M

0.75

リレー回路

SC

40μF

ホッパ開閉
（過トルク）

（開限）

（閉限）

EF(30A)

50400150

600

50 600 50

アンカ穴 ４－12φ

NP01

（操作小扉）

700

400

350

400

350

1
6
5
0

8
0
0

ホッパ機側操作盤NP 01

備考銘板記入文字記号

（銘板一覧表）

形  式 鋼板製屋外閉鎖スタンド形

鋼  板

（仕様）

前面扉背面固定

監視窓、操作小扉付
構  造

メラミン樹脂焼付塗装，半艶

内面　マンセル５Ｙ７／１

外面　マンセル５Ｙ７／１

塗  装

ＬＥＤ表示灯

ハンドル 鍵付ハンドル

製作数 1面

監視窓 透明強化ガラス

SUS

側面板、扉 2.0t

NP1

V

NP 1 電源電圧

機側操作盤 S=1/10

PB ：押釦スイッチ

表示灯・押釦色

Ｗ－白

Ｒ－赤

Ｙ－黄

Ｂ－黒

Ｏ－オレンジ

CS：操作スイッチ

PBL

Y

ﾗﾝﾌﾟﾃｽﾄ

ＣＳ

開閉

ホッパ

停止

（押し）

操作小扉内詳細 S=NOT

W

W

開

閉

SL

W

W

全開

全閉

R

R

３Ｅ動作

MCCB

トリップ

W

W W

W

モータ

電源

制御

電源

O

O

動力

漏電

制御

漏電

動力

電源

表示灯詳細 S=NOT

～

ｋＷ ｋＷ

～

ホッパ機側操作盤

A1 図示

盤寸法は参考値とする。
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

動力電源 3φ3W 200V 50Hz

IM

5.5kw

補機盤(既設）

レーキ昇降電動機

WL LS 昇降ワイヤ弛み

SY 昇降深度計(シンクロ）

CSB 昇降制限開閉器

ILS

IM

1.5KW
レーキ開閉電動機

開閉・全開、全閉LS

TLS 開閉・過トルクLS

ILS

IM

0.4KW
スクレーパ掻戻電動機

スクレーパ掻限、戻限LS

IM

0.75KW
水平コンベヤ電動機

トルクリミット

位置リミット

ワイヤー弛みリミット

制限開閉器

電動機

可とう金属管（PV)

露出管路

埋設管路

TLS

ILS

WLLS

CSB

I M

記号凡例

SY 深度計（シンクロ）

移動式機側操作盤

CV14sq-3c,CV3.5sq-3c(FEP50)

2PNC14q-3c,IV5.5sq

C
V
1
4
s
q
-
3
c
,
I
V
5
.
5
s
q
(
F
E
P
3
0
)

CV5.5sq-4c(PV30)

CV3.5sq-4c(PV30)

CVV2sq-6c(PV30)

CVV2sq-2c(PV17)

CVV2sq-10c(PV30)

CVV2sq-5c(PV24)

CV3.5sq-4c(PE28)

PV30

配線系統図

IM

2.2KW
傾斜コンベヤ電動機

CV5.5sq-4c(PE28)

ホッパ機側操作盤

ILS

IM

0.75KW
ホッパ電動機１

ホッパ１全開、全閉LS

ILS

IM

0.75KW
ホッパ電動機2

ホッパ2全開、全閉LS

HH1

HH2

TLS スクレーパ・過トルクLS

WL LS 引綱スイッチ
CVV2sq-2c(PV17)

WL LS 引綱スイッチ

JB

2PNCT5.5sq-4c

2PNCT3.5sq-4c

SY パトライト
CVV2sq-2c(PV17)

Φ14　接地棒
IV5.5sq

Φ14　接地棒
IV2sq

TLS 過トルクLS

TLS 過トルクLS

2PNCT2sq-8c(PV38)

ケ
ー

ブ
ル

ベ
ア

PV63

C
V
1
4
s
q
-
3
c
(
F
E
P
5
0
)

C
V
3
.
5
s
q
-
3
c
(
F
E
P
3
0
)

ILS 非常前進端

ILS 定位置１（前進端）

ILS 定位置２

ILS 定位置３

ILS 定位置４（後進端）

ILS 非常後進端

CVVS2sq-3c

CVVS2sq-3c

CVVS2sq-3c

CVVS2sq-3c

CVVS2sq-3c

CVVS2sq-3c

PV63

2PNCT14sq-3c,2PNCT5.5sq-1c(PE36)

2PNCT5.5sq-4c,2PNCT3.5sq-4c(PE36)

2PNCT2sq-8c(PE36)

多孔管

2条1段

多孔管

2条1段

IM

1.5kw
レーキ走行電動機

CV3.5sq-4c(PV30)

CVV2sq-6c(PV30)

CV3.5sq-4c(PV30)

CVV2sq-2c(PV17)

PV30

PV30

PV30

CV3.5sq-4c(PE28)
PV30

CVV2sq-6c(PE28) PV30

CV3.5sq-4c(PE28)

CVV2sq-6c(PE28)

PV30

PV30

ハンドホールHH

ジョイントボックスJB

PB1

PB2

プルボックスPB

配線系統図
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

記号説明

地中埋設管

露出配管

可とう管

ケーブル露出

2
5
0

塵芥乾燥場

ホッパ

パトライト

CVV2sq-2c(PV17)

PB2(150x150x150)

PB1(150x150x150)

CV14sq-3c,CV3.5sq-3c補機盤

5.0m(ピット),3.0m(端末)

CV14sq-3c,CV3.5sq-3c

多孔管(2条1段) FEP50

21.5m(埋設)

ホッパ用電動機

HH-1(600×600×600)

CV3.5sq-3c(FEP30) 

IV2sq(接地棒） 

ホッパ機側操作盤

CVV2sqx6c(PE28) 

CV3.5sq-4c(PE28) 

CV3.5sq-4c(PE28) 

CVV2sqx6c(PE28) 

ホッパ用電動機 

傾斜コンベア電動機 

CV14sq-3c(FEP50)  

多孔管（2条1段）

19.0m(埋設)

HH-2(600x600x600) 
IV5.5sq 接地棒L=1.4m 

CV14sq-3c IV5.5sq 

FEP30：1.0m(埋設) 

2PNCT5.5sq(PE36)

2PNCT5.5sq-4c

2PNCT3.5sq-4c(PE36)

2PNCT2sq-8c(PE36) 

2PNCT14sq-3c

ケーブルベア（4.5m移動）

2PNCT14sq-3c

2PNCT5.5sq-4c

2PNCT3.5sq-4c

2PNCT2sq-8c

2PNCT5.5sq 

1.0m(露出)1.5m(端末)

1.0m(地中)0.5m(端末)  

傾斜用引綱スイッチ CVV2sq-2c(PE16) 引綱スイッチ 

機側操作盤 

CVV2sq-2c(PV17) 

水平コンベア 

移動式除塵機 

CV5.5sq-4c(PV30) 

CV3.5sq-4c(PV30) 

J.B（300x300x200) 

CV5.5sq-4c(PE28)傾斜用 

CV3.5sq-4c(PE28)水平用 
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管割図
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基礎断面図
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ピット平面図
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全体配線図
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C V V 　   2    - 3 C  

H H

H H

吐水槽へ

GL-600

VCT-4C-1.25

2PNCT-4C-3.5

2PNCT-4C-14

F E P 6 5 φ

F E P 5 0 φ

PB 200  x 100

(SUS WP)

8-141/300

全体配線図 S=1：250



機場配線図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

A1 1:50

A2 1:70

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

SH

排水機場への

1

記号 名 称

高圧引込盤

2 高圧受電盤

3 NO.1 揚水ポンプ盤

4 NO.2 揚水ポンプ盤

5 変圧器盤

6 注水ポンプ・補機盤

8 補助継電器盤

9

記号 名 称

計装制御盤

10 入出力中継盤

11 UPS

12 中央監視操作卓

13 プリンタ

14 低圧受電盤

15 接地端子箱

LCB 機側操作盤

HH

HH

LCB-2

LCB-3

ケーブルダクト

400W x 300H

SS 塗装仕上げ

（建築）

(22)

900  x 1300

(36)

(36)

別紙 全体配線図参照

別紙 全体配線図参照

900  x 1300

（セパレータ付）

3

M

3

(70)

(70)

(22)

(22)

(70)

M

4

LS

1

ZI

1

(22)(28)(22)
SHM

22

(70)

M

5

LS

2

ZI

2

(22)(28)(22)

MSH

11

(70)

(22)

(22)

MM

67

(42)
(70)(42)

(70) (22)

12

(22)

22

(22)

32

(22)

(22)

11(22) 21(22) 31(22)

PB 350   x 150

(SUS WP)

※1

600V CV 3.5   - 2C x 4

CVV  2  - 4C

CVV  2  - 15C x 2

CVVS  2  - 2C x 3

(70)

(70)

(36)

※1

1

W

H

HH

HH

LCB

（動力電灯盤）

Ｈ－３９０×３００×１０×１６

クレーンガータ ー

ＤＮ

洗面室

65

足洗い場

DN

DN

搬入スペース

玄　関

電気盤室

ホ－ル

便所

便所

脱衣室

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ

湯沸室

会議室

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用通路

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用通路

X0 X3 X4 X5 X6

Y0

Y1

Y2

Y0

Y1

Y2

X1 X2

HH

HH

LCB

LCB-1

LCB-4

ピット

ピ
ッ

ト

ピ
ッ
ト

Ｐ

Ｐ

φ
4
5
0

φ
4
5
0

28775

1
2
0
5
0

6
0
2
5

6
0
2
5

1
7
5

5
8
5
0

300 4050 4050 5075 4400 5300 5300 300

1
2
0
5
0

13175

300

10600

1000900800

3000

搬入口

4400

7
5
0

1
0
5
5
0

7
5
0

2
2
0
0

2
2
0
0

6
1
5
0

750 12300 425

4
6
0
0

5
9
5
0

φ
7
0
0

φ
7
0
0

8

6

5 2 1

14
11

15

34

9

（動力電灯盤）

10

ピット

ピット

ピット

2
4
0
0

2
0
0
0

1
4
5
0

8
0
0 1
2
0
0

160016008001000800800800800

DN

2430 1620 2160 1890 2520 2555

1980 3780 3110 1300 2130

φ
7
5

φ
4
5
0

φ
4
5
0

φ
7
0
0

300

信号取合

フリーアクセスフロア

運転支援装置

13

12

浄化槽

8-142/300

機場配線図 S=1：50



システム構成図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

高
圧
引
込
盤

（季節受電）

計
装
制
御
盤

高
圧
受
電
盤

揚
水
ポ
ン
プ
盤

変
圧
器
盤

注
水
ポ
ン
プ
・
補
機
盤

NO.1

M

250kW

(6600V)

M

250kW

(6600V)

M

45kW

(200V)

M

揚水ポンプ吐出弁

x 2

補
助
継
電
器
盤

水位計

（調整池水位）

（吐水槽水位）

流量計

光伝送装置

入
出
力
中
継
盤

Ｕ
Ｐ
Ｓ

低
圧
受
電
盤

（低圧電力・従量電灯）

3φ3W 6600V 50Hz 1φ3W 200-100V 50Hz

LCD

プリンタ

機側操作盤 機側操作盤

M

室内排水ポンプ

換気ファン

照明電源

M

導水路管理用ゲート

導水路管理ゲート

機側操作盤

篠本堰ゲート

分電盤

統 合 機 場

機 場 外

補
助
継
電
器
盤

計
装
制
御
盤

排水ポンプ機場

水位計

自然排水ゲート x 1

水位計信号

ゲート・樋門 状態・故障信号

ゲート・樋門 開閉信号

（主ポンプ x 3） （床排水ポンプ）

（注水　吐水槽）

中央監視操作卓

ミニグラフィック

運転支援装置

光ケーブル

揚
水
ポ
ン
プ
盤

NO.2

3φ3W 200V 50Hz

圧力発信器

x 1

x 6

光伝送装置

伝送装置

篠本堰現場操作卓

水位計流速計

M

篠本堰ゲート 下流側水位計上流側水位計

3φ3W 200V 50Hz

1φ2W 100V 50Hz

篠本堰

導水路管理用ゲート

（栗山川）

Ｓ２０（光）

- 8-143/300

システム構成図



計装フロー図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

管
 
理
 
項
 
目

監
視
操
作
卓

計
装
制
御
盤

導水路管理用ゲート

M

流速計

水位計

変換器

ZI

調整池

電極式

LA

LI

調
整
池
水
位

光伝送装置

P

M

NO.1 揚水ポンプ

M

ZI

LCB

ZI

吐
出
弁
開
度

NO.1

P

M

NO.2 揚水ポンプ

M

ポンプ

制御回路

運転

停止

手動 自動

揚
水
ポ
ン
プ
操
作

FI

注
水
流
量

P

M

注水ポンプ

ポンプ台数

制御回路

超音波流量計

電極式

吐水槽

配水

吐
水
槽
水
位
異
常
高

LI

吐
水
槽
水
位

篠
本
堰
上
流
水
位

篠
本
堰
ゲ
｜
ト
 
故
障

A

P

P

自然排水ゲート

栗 山 川

排水ポンプ設備

M

取入樋管

篠本堰

篠本堰現場操作卓

LI

x 2

篠
本
堰
ゲ
｜
ト
 
開
・
閉

篠
本
堰
下
流
水
位

LI

管
理
ゲ
｜
ト
 
開
度

管
理
ゲ
｜
ト
 
故
障

ZI

x 2

管
理
ゲ
｜
ト
 
開
・
閉

取
水
流
量

FI

注水樋門

吐水槽

演算

FQ

注
水
流
量
積
算

PE

液面継電器

吐
水
槽
水
位
異
常
低

FI

配
水
流
量

FQ

配
水
流
量
積
算

栗
山
川
水
位

LI

自
然
排
水
ゲ
|
ト
 
故
障

自
然
排
水
ゲ
|
ト
 
開
・
閉

※ 1

※ 1

制水弁

電極式

電極式

光ケーブル

管
理
ゲ
｜
ト
 
操
作

ZI

LCB

ZI

吐
出
弁
開
度

NO.2

PE

※a
PE

PE

注
水
 
吐
水
槽
水
位

LI

x 5 x 5 x 5点x 5

篠
本
堰
開
度

ZI

LA LA

電波式

電波式

電波式

光伝送装置

伝送装置

電波式

超音波式

導水路管理用ゲート

機側操作盤

全
開
・
全
閉

全
開
・
全
閉

x 5点

入
出
力
中
継
盤

電波式 電波式

P

LA

電極式

8-144/300-

計装フロー図



運転フロー図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

導水路管理用ゲート機側操作盤

運転条件

注水樋門  開

自然排水ゲート  閉

栗山川 規定水位以下

県吐水槽 規定水位以下

COS

機側 中央

COS

閉 停止 開
停止閉 開

故障

N

Y

閉 停止 開

故障

N

Y

統合機場

監視操作卓

導水路管理用ゲート

導水路管理用ゲート

床排水ポンプ機側操作盤

COS

手動 自動

故障

N

Y

NO.2 床排水ポンプ

床排水ポンプ

CS

停止 運転

停止 運転

故障

N

Y

NO.1 床排水ポンプ

CS

停止 運転

停止 運転

COS

NO.1 先発 交互

故障でない

NO.2 先発

水位規定値

Y

以上

NO.1 ポンプ運転

水位規定値

Y

以下

水位規定値

Y

以上

NO.1 ポンプ運転

水位規定値

Y

以下

NO.1 ポンプ停止

水位規定値

Y

以上

NO.2 ポンプ運転

水位規定値

Y

以下

NO.2 ポンプ停止

注水ポンプ機側操作盤

COS

機側 中央

運転

故障

N

Y

監視操作卓

注水ポンプ

運転条件

CS

停止 運転

停止

注水ポンプ

停止 運転

NO.1 主ポンプ機側操作盤 (NO.2 も同様）

COS

機側 中央

故障

N

Y

監視操作卓

主ポンプ

故障でない

CS

停止 運転

主ポンプ

停止 運転

始動条件成立

※1

COS

単独 連動

※1

故障

N

Y

吐出弁

閉 停止 開

故障

N

Y

CS

閉 停止 開

※2

※a※c ※b

CS

停止 運転

※1 CSと同じ

吐出弁

開動作

吐出弁

閉動作

故障でない

始動条件成立

※A

吐出弁全閉

主ポンプ停止

吐出弁全開

主ポンプ運転

※B

連動自動 半連動

※1

NO.1 揚水ポンプ

NO.1

揚水ポンプ 吐出弁

先発

NO.2

先発
連動自動 半連動

※1

NO.2 揚水ポンプ

揚水ポンプ 吐出弁

揚水ポンプ運転

停止閉

開

運転

※c ※b ※B ※A ※a

吐水槽1台目

運転水位

NO.1 揚水ポンプ(NO.2)運転

※D

※D

吐水槽2台目

運転水位

NO.2 揚水ポンプ(NO.1)運転

吐水槽

停止水位

揚水ポンプ 停止

水位規定値

Y

以上

NO.2 ポンプ運転

水位規定値

Y

以下

8-145/300-

運転フロー図



単線結線図(1/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

EA(LA)

ＶＣＳ　７．２ｋＶ

CTx2
４０／５Ａ

ＶＣＳ

ZCT
3

M1

２３２ｋＷ

CTT

Ｉ＞

Tr
（６５－Ｒ７０－７５％）

ＡＴ－６６５Ｗ（２分定格）

ＶＣＳ

EA

EA

()

３ＰＤＳ
７．２ｋＶ

CTx2
１００／５Ａ

Ｉ＞

MDA

CTT

EA

VTT

()

W
ＣＯＳ

φ

ＶＣＳ　７．２ｋＶ

CTx2
４０／５Ａ

ＶＣＳ

ZCT
3

M2

２３２ｋＷ

Ｕ＜

Hz

CTT

Ｉ＞

Tr
（６５－Ｒ７０－７５％）

ＡＴ－６６５Ｗ（２分定格）

ＶＣＳ

VS

EA

V

MDA

()

MDA

EA 1

EB

Ｉ＞

EA

LBS
３Ｐ７．２ｋＶ
２００Ａ　Ｔ２０Ａ

MCCB3P
４００ＡＦ／３００ＡＴ

ＮＦ４００－ＳＥＷ

CTx2
３００／５Ａ

MCCB3P
４００ＡＦ／３００ＡＴ

ＮＦ４００－ＳＥＷ

MCCB3P
４００ＡＦ／３００ＡＴ

ＮＦ４００－ＳＥＷ

3

CTx2
５００／５Ａ

M3

４５ｋＷ

Ｉ＞

MCCB3P
５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＮＦ６３－ＳＶ

Stx
（５０－Ｒ６５－８０％）

ＳＲ－２１１０（１分定格）

VS

VS

V

MDA

V

MDA

３

ELCB3P
５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＮＶ６３－ＳＶ

M4

０．４ｋＷ

３

ELCB3P
５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＮＶ６３－ＳＶ

M5

０．４ｋＷ

３

ELCB3P
1 0 0 Ａ Ｆ ／ 7 5 Ａ Ｔ

ＮＶ１２５－ＳＶ

MCCB2P
５０ＡＦ／１０ＡＴ

ＮＦ６３－ＳＶ

MCCB2P
３０ＡＦ／１０ＡＴ

ＮＦ３０－ＣＳ

MCCB2P
３０ＡＦ／１０ＡＴ

ＮＦ３０－ＣＳ

Ｉ＞

Ｕ＜

Ｉ＞

Ｉ＞

EA EB

ＰＦ

１φＴＲ
６６００／１１０Ｖ
１ｋＶＡ
TEA1-6FA

MCCB2P

５０ＡＦ／１０ＡＴ

ＮＦ６３－ＣＶ

MCCB2P

５０ＡＦ／１０ＡＴ

ＮＦ６３－ＣＶ

高圧引込盤

Ｎｏ．１高圧電動機盤

ＵＨＡ－６ＬＡ１Ｖ

ＳＲ
３φ３Ｗ６．６ｋＶ
（Ｌ＝６％）
９．５７ｋｖａｒ

ＳＣ
３φ３Ｗ６．６ｋＶ
１６０ｋｖａｒ

ＬＡ×３
８.４ｋＶ
５ｋＡ

６．６ｋＶ２００Ａ

ＣＶ－６ＧＡ

Ｍ１０６

Ａ－Ｅ６Ｃ
４０ＶＡ

Ｎｏ．１揚水ポンプ

ＣＢＳ

ＰＦ
７．２ｋＶ
（Ｍ５０Ａ）

２００Ａ

ＵＶＡ－６ＧＡＭ

始動電流：２２５Ａ
定格電流：２６．５Ａ

ＬＤＧ－７１

コンドルファ

６．６ｋＶ２００Ａ

ＣＶ－６ＧＡ

設定範囲：１６～４０Ａ
設 定 値：２６．５Ａ

２Ｅ

ＣＲサージサプレッサ
０．１μＦ・１００Ω
ＮＶ６０Ｋ３０４Ｔ１

Ｗｈ

１０ｋＷｈ/１Ｐ １２．５ｋＡ１ｓ

Ａ－Ｅ６Ｊ４

４０ＶＡ　ｎ＞１０

東京電力（株）より
３φ ３Ｗ ６６００Ｖ ５０Ｈｚ

ＶＣＴ

４００Ａ
ＤＴ１－６Ｈ１３

ＶＣＢ
７．２ｋＶ
６００Ａ
１２．５ｋＡ
Ｖ６ＣＳ－ＭＬＤ（引出形）

ＰＡＳ（ＳＵＳ）
７．２ｋＶ　３００Ａ
（ＺＰＤ，ＬＡ，ＶＴ内蔵）

Ａ

（静止形）

（５１Ｒ）

（Ｒ・Ｔ相）
ＮＣＯ２２Ｐ－０２Ａ

０～４０Ａ（２００Ａ）

ＴＤ

ＶＴ×２
１００ＶＡ
６６００Ｖ／１１０Ｖ

ＵＨＡ－６ＶＴ１Ｖ

ＰＦ×４（１Ａ）

ＳＯＧ制御箱

Ｎｏ．２高圧電動機盤

取引用計器箱

Ｗｈ

ＳＲ

３φ３Ｗ６．６ｋＶ

（Ｌ＝６％）

９．５７ｋｖａｒ

ＳＣ

３φ３Ｗ６．６ｋＶ

１６０ｋｖａｒ

Ｗｈ

高圧受電盤

Ｆ×２（１０Ａ）

０～１．２ＭＷ

６．６ｋＶ２００Ａ
ＣＶ－６ＧＡ

Ｍ１０６

Ａ－Ｅ６Ｃ

４０ＶＡ

ＬＥＡＤ０．５～

１～ＬＡＧ０.５

Ｎｏ．２揚水ポンプ

ＣＢＳ

ＰＦ
７．２ｋＶ
（Ｍ５０Ａ）

２００Ａ

ＵＶＡ－６ＧＡＭ

（２７Ｒ）

４５～５５Ｈｚ

始動電流：２２５Ａ
定格電流：２６．５Ａ

ＬＤＧ－７１

Ｗ

ＮＶＵ２１Ｐ－０１Ａ

ＴＤ

コンドルファ

６．６ｋＶ２００Ａ

ＣＶ－６ＧＡ

設定範囲：１６～４０Ａ
設 定 値：２６．５Ａ

（静止形）

２Ｅ

Ｖ

Ａ

ＴＤ

ＴＤ

０～９０００Ｖ

０～１００Ａ

ＣＲサージサプレッサ
０．１μＦ・１００Ω
ＮＶ６０Ｋ３０４Ｔ１

Ｗｈ

１０ｋＷｈ/１Ｐ 

Ａ

０～４０Ａ（２００Ａ）

ＴＤ

低圧動力変圧器盤

ＺＰＤ
ＺＰＣ－９Ｂ

Ｕ＞

注水ポンプ・補機盤

（６４Ｒ）

ＬＶＧ－７

ＯＶＧＲ

ＺＣＴ
Ｍ４１

２００Ａ

ＳＲ
３φ３Ｗ２１０Ｖ
４．７９ｋｖａｒ
（Ｌ＝６％）

ＳＣ
３φ３Ｗ２１０Ｖ

８０ｋｖａｒ

（５１Ｇ）

ＬＥＧ－１９３Ｌ

ＺＣＴ

５ＶＡ
ＣＷ－５Ｌ

４０ＶＡ
ＣＷ－４０Ｌ

注水ポンプ

ＬＧ８－Ｈ１

MC
S-N400

MC
S-N400

設定範囲：１８０～４５０Ａ
設 定 値：２８５Ａ

始動電流：１５４０Ａ
定格電流：　２８５Ａ

（１００･２００･５００ｍＡ０．１ｓ）

３φＴｒ（トップランナーモールド形）
６６００／２１０Ｖ
１００ｋＶＡ
ＲＣＴ－Ｎ２２Ａ

Ｆ×２（３Ａ）

２Ｅ

（５１Ｇ）

ＳＲ
３φ３Ｗ２１０Ｖ
０．３３ｋｖａｒ
（Ｌ＝６％）

１ＳＣ
３φ３Ｗ２１０Ｖ
５．５ｋｖａｒ

Ｆ×２（３Ａ）

始動リアクトル

０～３００Ｖ

０～３００Ａ

Ａ

０～３００Ｖ

０～５００Ａ（２５００Ａ）

ＴＤ

Ｎｏ．１揚水ポンプ吐出弁

MC-F

MSO-2xN10

（１００･２００･５００ｍＡ０．１ｓ）

設定範囲：２．０～３．０Ａ
設 定 値：　２．１５Ａ

TH

始動電流：１０．２Ａ
定格電流：　２．５Ａ

MC-R

Ｎｏ．２揚水ポンプ吐出弁

MC-F

MSO-2xN10

（１００･２００･５００ｍＡ０．１ｓ）

設定範囲：２．０～３．０Ａ
設 定 値：　２．１５Ａ

TH

始動電流：１０．２Ａ
定格電流：　２．５Ａ

MC-R

除 塵 設 備 ( 9 k w )

（１００･２００･５００ｍＡ０．１ｓ）

制御電源

１φＴＲ
２２０－２１０／１１０－１０５Ｖ
１ｋＶＡ

凡　例

記号

ＰＡＳ

ＬＡ

ＶＣＴ

ＤＳ

ＶＣＢ

ＣＢＳ

ＶＣＳ

ＭＣＣＢ

ＥＬＣＢ

Ｔｒ

ＶＴ

ＣＴ

ＭＣ

ＺＣＴ

ＳＣ

ＳＲ

ＴＨ

ＰＦ

Ｆ

ＣＴＴ

ＶＴＴ

柱上気中開閉器

避雷器

取引用計器用変成器

断路器

真空しゃ断器

高圧真空コンビネーションスタータ

高圧真空コンタクタ

配線用しゃ断器

漏電しゃ断器

変圧器

計器用変圧器

計器用変流器

電磁接触器

零相変流器

進相コンデンサ

直列リアクトル

熱動継電器

電力ヒューズ

ヒューズ

電流用試験端子

電圧用試験端子

計装電源

名　　称

Ｕ　　＞

記号

Ｖ

ＶＳ

ＭＤＡ

Ｖ／ＴＤ

Ａ／ＴＤ

Ｗ／ＴＤ

Ｗ

Ｗｈ

ＣＯＳ
φ

Ｈｚ

２Ｅ

ＺＰＤ

交流電圧計

電圧計用切換スイッチ

最大需要電流計

電圧トランスデューサ

電流トランスデューサ

電力トランスデューサ

電力計

電力量計

力率計

周波数計

２要素継電器

不足電圧継電器

過電流継電器

地絡過電圧継電器

地絡過電流継電器

地絡方向継電器

コンデンサ型　零相電圧検出装置

名　　称

（２６Ｔ）

ＭＲ１６６Ｃ５１５０Ｎ２６

ＬＶ６６６Ｃ５１５０Ｒ２６

ＭＲ１６６Ｃ５１５０Ｎ２６

ＬＶ６６６Ｃ５１５０Ｒ２６

ＲＧ－２

ＤＲ－１

ＤＲ－１

ＲＧ－２

ＮＢ－１ＫＥ

ＫＬＴ－ＰＳ－１ＣＨＤ２Ｎ１０ＬＴ

ＬＴＲ－ＰＳ－ＤＯＴＱ３６

ＶＣＢ操作電源共通操作電源

　＜ＭＣ１＞ 　＜ＭＣ２＞

　＜ＭＣ３＞ 　＜ＭＣ４＞ 　＜ＭＣ５＞

インターロック

MCCB3P
2 2 5 Ａ Ｆ ／ 1 5 0 Ａ Ｔ

ＮR２５０－CV

M

1 5 ｋ Ｗ

N o . 1 水中ポンプ

電源送り M

5 . 5 ｋ Ｗ

N o . 2 水中ポンプ

電源送り M

0 . 7 5 ｋ Ｗ

N o . 3 水中ポンプ

電源送り
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

1φ3W 200/100V 50Hz （従量電灯）3φ3W 210V 60Hz （低圧動力）

引込開閉器盤

Wh Wh

100AF

3P MCCB

100AF

3P MCCB

M

3P ELCB

100AF

床
排
水
ポ
ン
プ

0.4kW

M

建
築
動
力
電
源

50AF

3P ELCB

予
 
 
備

建
築
照
明
電
源

盤
内
照
明
･
コ
ン
セ
ン
ト

3P ELCB

100AF

2P MCCB

50AF

予
 
 
備

2P MCCB

50AF

2P MCCB

50AF

盤
内
ス
ペ
｜
ス
ヒ
｜
タ

低圧受電盤

2P ELCB

50AF

2P ELCB

50AF

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ

MC

NO.1 NO.2

MC

ス
ペ
｜
ス
ヒ
｜
タ

ス
ペ
｜
ス
ヒ
｜
タ

0.5kVA 0.5kVA

東京電力（株）より

3P MCCB

V
F

東京電力（株）より

TH

MS

SC

TH

MS

SC

床
排
水
ポ
ン
プ

0.4kW

NO.2

MC

ス
ペ
｜
ス
ヒ
｜
タ

VS

3P MCCB

V
F VS

12.4kW 8.188kVA

Ｕ
Ｐ
Ｓ
電
源

2P MCCB

50AF

2kVA

内1台予備

0.2kVA 0.2kVA 0.2kVA

100AF 100AF

2P ELCB

50AF

2P ELCB

50AF

2P ELCB

50AF

揚
水
ポ
ン
プ

注
水
ポ
ン
プ

3P MCCB

50AF

LA

E

3P MCCB

50AF

LA

E

単線結線図(2/3)

漏電用遮断器

配線用遮断器

電磁開閉器

進相用コンデンサ

計器用変流器

熱動式過負荷継電器

交流電流計

凡例

記号

AS

A

名称

同上用切換スイッチ

MS

SC

CT

交流電圧計V

VS 同上用切換スイッチ

ELCB

MCCB

TH

8-147/300-
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3E

MC

SC

250μF

CT×2

C.C

80/5A

15kW

M

03

3E

MC

SC

100μF

CT×2

C.C

30/5A

5.5kW

M

02

3E

MC

SC

30μF

CT×2 A

C.C

水
中
ポ
ン
プ

10/5A

0.75kW

M

01

1φTr

210/105V

500VA

30AF

2P MCCB

制御電源

30AF

2P MCCB

30AF

2P MCCB

30AF

2P MCCB

30AF

2P MCCB

No.1
水
中
ポ
ン
プ

No.2
水
中
ポ
ン
プ

No.3

WL

水中ポンプ盤

30AF

2P MCCB

3φ3W 210V 50Hz 1φ2W 105V 50Hz

AS

A
AS

A
AS

50AF

3P ELCB

50AF

3P ELCB

250AF

3P ELCB

250AF

3P MCCB

電磁接触器MC

変圧器Tr

漏電用遮断器

配線用遮断器

進相用コンデンサ

計器用変流器

交流電流計

凡例

記号

AS

A

名称

同上用切換スイッチ

SC

CT

交流電圧計V

VS 同上用切換スイッチ

ELCB

MCCB

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

栗山川統合機場(0312100-1100-02)
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配線系統図

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

3φ3W 6600V 50Hz

6
k
V
 
C
V
T
 
3
8
 
 
 
I
V
1
4

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
1
5
C

M

高圧引込盤 高圧受電盤 NO.1 高圧電動機盤 NO.2 高圧電動機盤 低圧動力変圧器盤 注水ポンプ・補機盤

中央監視操作卓

PAS

6
k
V
 
 
C
V
T
 
3
8

IV14

(VE22)

E A

(
F
E
P
8
0
φ
)
 
(
8
2
)

SOG制御箱

IV5.5

C
V
V
 
 

2
 
 
 

-
 
3
C
×

2

(
F
E
P
3
0
φ
)
 
(
3
6
)

CVVS  2   - 2C

CVVS  2   - 2C

CVVS  2   - 6C

C V V 　   2    -  3 C

※A

1

(8
2)

※1

232kW

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
1
5
C

M

2

※2

232kW

NO.2

揚
水
ポ
ン
プ

6
0
0
V
 
 
C
V
T
 
 
1
0
0
 
 
 
 
I
V
3
8
 
 
(
7
0
)

M

3

45kW

注
水
ポ
ン
プ

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
3
C
 
 
 
I
V
3
.
5
 
 
(
2
8
)

M

4

0.4kW

NO.1

吐
 
出
 
弁

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
3
C
 
 
 
I
V
3
.
5
 
 
(
2
8
)

M

5

0.4kW

NO.2

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
1
0
C
 
 
(
2
8
)

LS

1

NO.1

吐
出
弁
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

LS

2

NO.2

吐
出
弁
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

※3

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
1
0
C
 
 
(
2
8
)

低圧受電盤

M

6

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
2
C
 
 
 
I
V
3
.
5
 
 
 

M

7

0.4kW

NO.2

場
内
排
水
ポ
ン
プ

6
0
0
V
 
C
V
T
 
1
4
 
 
I
V
8
 
 
 
(
3
6
)

12.4kW

建
築
動
力
電
源

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
2
C

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
2
C
 
 
 
I
V
3
.
5
 
 
 

0.4kW

NO.1

場
内
排
水
ポ
ン
プ

(4
2)

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
4
C
 
 
(
2
2
)

1

床
排
水
ピ
ッ
ト
水
位
計

6
0
0
V
 
C
V
T
 
1
4
 
 
 
I
V
8
 
 
 
(
3
6
)

8.188kVA

建
築
照
明
電
源

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
2
C
 
 
 
(
2
2
)

SH

1

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ
ス
ペ
｜
ス
ヒ
｜
タ

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
2
C
 
 
 
(
2
2
)

SH

2

NO.2

揚
水
ポ
ン
プ
ス
ペ
｜
ス
ヒ
｜
タ

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
2
C
 
 
 
(
2
2
)

SH

3

注
水
ポ
ン
プ
ス
ペ
｜
ス
ヒ
｜
タ

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
2
C

LCB-YHP

床
排
水
ポ
ン
プ
機
側
操
作
盤

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
3
0
C
 

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
2
C
 

6
0
0
V
 
C
V
 
5
.
5
 
 
 
-
 
2
C
 
x
2
 
 
I
V
5
.
5

UPS

6
0
0
V
 
 
C
V
T
 
3
8
 
 
I
V
1
4

取引用計器箱

6
0
0
V
 
 
C
V
T
 
 
3
8
 

(5
4)

6
0
0
V
 
 
C
V
T
 
 
3
8

6
0
0
V
 
 
C
V
T
 
 
3
8

(5
4)

東京電力（株）より

3φ3W 200V 50Hz

東京電力（株）より

1φ3W 200-100V 50Hz

排水ポンプ機場

補 助 継 電 器 盤

ZI

1

NO.1

吐
出
弁
開
度
計

ZI

2

NO.2

吐
出
弁
開
度
計

6
0
0
V
 
 
C
V
 
 
3
.
5
 
 
-
 
2
C
 
I
V
3
.
5
 
 
(
2
2
)

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
 
 
2
C

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
2
0
C※

1

(7
0)

LCB-YP1

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ
機
側
操
作
盤

LCB-CHP

注
水
ポ
ン
プ
機
側
操
作
盤

計 装 制 御 盤

C
V
V
S
 
 
2
 
 
 
-
 
2
C
 
 
I
V
2
 
 
 

調
整
池
水
位
計
 
 
電
波
式

1

吐
出
槽
水
位
計
 
 
電
波
式

2

吐
出
槽
水
位
計
 
 
電
極
式

PB

配
水
流
量
変
換
器
盤

揚
水
ポ
ン
プ
 
吸
込
圧
力
発
信
器

11

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ
 
吐
出
圧
力
発
信
器

12

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ
 
吸
込
圧
力
発
信
器

21

NO.2

揚
水
ポ
ン
プ
 
吐
出
圧
力
発
信
器

22

NO.2

注
水
ポ
ン
プ
 
吸
込
圧
力
発
信
器

31

注
水
ポ
ン
プ
 
吐
出
圧
力
発
信
器

32

入出力中継盤

CVV    2   - 15CCVV  2   - 30C x 3

運転支援装置 プリンタ

イーサネットケーブル CAT5

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
3
C
 
 
(
2
2
)

注
水
ポ
ン
プ
吸
水
槽
水
位
計
 
 
電
極
式

4

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
3
C
 
 
(
2
2
)

NO.2

揚
水
ポ
ン
プ
吸
水
槽
水
位
計
 
 
電
極
式

3

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
3
C
 
 
(
2
2
)

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ
吸
水
槽
水
位
計
 
 
電
極
式

2

別紙 配線系統図参照

(
5
4
)
 
 
F
E
P
5
0
φ

(
5
4
)
 
 
F
E
P
5
0
φ

CVVS 2   - 20C

揚
水
ポ
ン
プ

吐
 
出
 
弁

揚
水
ポ
ン
プ

6
0
0
V
 
C
V
 
3
.
5
 
 
 
-
 
2
C
 
x
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(2
2)

C
V
V
 
 
2
 
 
 
-
 
3
C
 
 
(
2
2
)

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ
電
動
機
Ｃ
Ｐ
側
温
度
計

TS

1

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ
電
動
機
反
Ｃ
Ｐ
側
温
度
計

TS

2

NO.1

揚
水
ポ
ン
プ
無
送
水
検
知

FS

1

NO.2

揚
水
ポ
ン
プ
電
動
機
Ｃ
Ｐ
側
温
度
計

TS

3
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揚
水
ポ
ン
プ
電
動
機
反
Ｃ
Ｐ
側
温
度
計

TS

4
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FS

2
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5

注
水
ポ
ン
プ
電
動
機
 
C
P
側
軸
受
け
温
度
計

6

注
水
ポ
ン
プ
電
動
機
 
反
C
P
側
軸
受
け
温
度
計

TS

3.5   - 2C x2

600V  CV

3.5   - 2C x2

600V  CV

揚
水
ポ
ン
プ

揚
水
ポ
ン
プ

揚
水
ポ
ン
プ

揚
水
ポ
ン
プ

(8
2)

C
V
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3
C
 
 
(
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C
V
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3
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(
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)

C
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V
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3
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(
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)
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-
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C

（ＭＧＰ） （ＣＲＴ） （ＰＲＴ）

イーサネットケーブル CAT5

（ＭＣ１） （ＭＣ２） （ＭＣ３） （ＭＣ４） （ＭＣ５）

（Ｐ１０）

取引用計器箱

(FEP40φ) (36) （CHP）

600V  CVT  150

別
途
工
事

M

8

15kW

水
中
ポ
ン
プ

NO.1

TB

別
途
工
事

M

9

5.5kW

水
中
ポ
ン
プ

NO.2

TB

別
途
工
事

M

10
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場外配線系統図
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作成者
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吐水槽水位計配線図(1/2)
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導水路管理用ゲート廻り配線図
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接地系統図
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盤外形図(1/5)
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故障表示FI

ランプテストLT

CS-3 閉－停止－開

COS-1 切換開閉器 機側 - 中央

表示復帰AR

Wh 電力量指示計

集合表示灯

操 作名称記号

切－入

停止－運転

状態表示

操作開閉器

交流電圧計

電圧計用切換開閉器

電力指示計

交流電流計

周波数指示計

力率指示計

CS-1

VS

CS-2

W

V

A

Hz

COSφ

押釦開閉器

電流計用切換開閉器

ターゲット表示器

AS

30F

SL

予備

予備

トリップ

UPS電源

MCCB

トリップ

建築照明電源

ELCB
水位高

予備

床排水ピット

過負荷

NO.2

床排水ポンプ

ELCBトリップ

NO.2

床排水ポンプ

過負荷

NO.1

床排水ポンプ

ELCBトリップ

NO.1

床排水ポンプ

予備

トリップ

建築動力電源

ELCB

FI-5

スペースヒータ入

スペースヒータ入

NO.1

揚水ポンプ

栗山川吸水槽

水位低

水位高

栗山川

水位低

水位高

吸水槽

吐出槽

予備

注水ポンプ

スペースヒータ入

NO.1

揚水ポンプ

SL-1

予備

予備

水位低

水位高

吐出槽

FI-4
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 盤外形図(1/5) 



　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

A1 1:20

A2 1:28

正面図

監視操作卓外形図

S=1/20

側面図

操作部

ミニグラフィック

監視操作卓表示部（ミニグラフィック）

監視操作卓操作部

1 4

揚水ポンプ6

表示部

SL-4,5

送水

5

SL-1

予備

6.6kV

受電

床排水ポンプ

NO.1

故障

SL-3

NO.2

水位高

床排水ピット

予備 予備

管理用ゲート

中央

2 3

10

1600 1000

1
4
0
0

始動中

揚水ポンプ

水位規定以上

吸水槽

故障

SL-1

A

W

SL-2

V

Wh

SL-3

P P

ZI-1

CP-1

LI-5

CP-2

NO.5

NO.4

NO.3

NO.2

NO.1

LI-6

CP-3

FI-3

管理用ゲート

導水路

LI-1調整池

PPP

ZI-3

CP-6

ZI-2

CP-5

HM-1

CP-2

HM-2

CP-3

HM-3

CP-4

篠本堰

栗 山 川 LI-4

LI

自然排水ゲート

吐水槽

FI-1

県排水

機場

LI-3

FI-2

LI-2

南条支線　吐水槽

取入ゲート

SL-4

CP-2

SL-6

CP-4

SL-5

CP-3

3φ3W 200V

受電

1φ3W 100V

受電

SL-2

6.6kV

停電

3φ3W 200V

停電

1φ3W 100V

故障

3φ3W 200V

故障

1φ3W 100V

停電

6.6kV

受電故障

床排水ポンプ

故障

準備完了

停止

停止動作中
揚水ポンプ

準備完了

注水ポンプ

SL-4,5

故障

注水ポンプ

予備水位規定値

吸水槽

以上

停止閉 開
揚水ポンプ

中央
連動自動 半連動

NO.1

先発

NO.2

先発

表示復帰警報停止
テスト

ランプ
吐出弁 7 停止閉 開 8 運転停止 9 非常停止

X1

（参考図）

導水路

1

6

3

CP-2

9

4

CP-3

6

5

3

CP-4

4

9 9

7

10

2

CP-1

8

盤外形図(2/5)

注水　吐水槽水位LI

調整池水量X1

取水流量

配水流量

注水流量

篠本堰下流水位

開度計ZI

電力量Wh

電力W

電流A

電圧V

LI-6

篠本堰上流水位LI-5

栗山川水位LI-4

排水機場吸水槽水位LI-3

注水ポンプ運転時間

揚水ポンプ運転時間

揚水ポンプ運転時間NO.1

NO.2

HM-3

HM-2

HM-1

FI-1

FI-2

FI-3

吐水槽水位LI-2

調整池水位

記号 記入文字

LI-1

NO.2 吐出弁

NO.1 吐出弁

注水ポンプ

NO.2 揚水ポンプ

NO.1 揚水ポンプ

管理ゲート

CP-6

CP-5

CP-4

CP-3

CP-2

CP-1

記入文字記号
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

A1 1:10

A2 1:14

FI-1

ヒューズ断

始動渋滞
予備

A ZI

揚水ポンプ

2E動作

地絡 過負荷

吐出弁

S = 1/10

揚水ポンプ機側操作盤外形図

N P
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8
0
0

1
6
0
0

ARLT

FI-1

-10

CS-1

CP-3

-2

-4

CP-9

-2COS-1

8
0
0

正面図

300

側面図

S = 1/10

注水ポンプ機側操作盤外形図

500

7
0
0

-2

-1

CP-1

COS-1

9
0
0

正面図

300

側面図

N P

-2CP-1

5E

ARLT5E

A

SL-1

CP-5

FI-2

1
6
0
0

S = 1/10

床排水ポンプ機側操作盤外形図

500

6
0
0

-8

-1

CP-10

COS-3

1
0
0
0

正面図

300

側面図

N P

ARLT5E

SL-1

1
6
0
0

-11

-4

CP-7

CS-1

揚水ポンプ 揚水ポンプ

揚水ポンプ
ELCB

吐出弁

トリップ
過トルク

吐出弁

水位低

吸水槽 吐出槽

予備

水位高

吐出槽

水位低
予備

予備

SL-1

予備

注水樋門

全開

全閉

ゲート

自然流下

全開

地絡

注水ポンプ

吸水槽

水位低

吐出槽

水位高
予備

予備

注水樋門
ゲート

自然流下

全閉

予備

FI-2

MCCB

注水ポンプ

トリップ

注水ポンプ

注水ポンプ

2E動作

始動渋滞

FI-3

床排水ポンプ

NO.1

ELCBトリップ

床排水ポンプ

NO.1

過負荷

床排水ポンプ

NO.2

ELCBトリップ

床排水ポンプ

NO.2

過負荷

床排水ピット

予備

水位高

x 2 面 （参考図） （参考図） （参考図）

盤外形図(3/5)
非常停止5E 引釦開閉器

COS-4 NO.1 - 交互 - NO.2

COS-3 手動 - 自動

COS-12 単独 - 連動

NO.2 床排水ポンプ

CP-11 先発機切換

CP-10 操作モード切換

CP-9 操作場所切換

揚水ポンプ 電流

注水ポンプ

吐出弁

吐出弁開度

故障表示FI

ランプテストLT

CP-8

CP-7

CP-6

CP-5

CP-4

CP-3

CP-2

注水ポンプ電流

NO.1 床排水ポンプ 閉－停止－開

COS-1 切換開閉器 機側 - 中央

揚水ポンプ

表示復帰AR

集合表示灯

操 作記入文字記号

CP-1

名称記号

停止－運転

状態表示

操作開閉器

開度指示計

交流電流計

CS-1

CS-2

ZI

A

押釦開閉器

SL
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作成年月
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平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所
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A1 1:10

A2 1:14

S = 1/10

伝送装置外形図

N P
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1
9
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1
9
5
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5
0

正面図

600

側面図

ディスプレイ

800 1000

7
5
0

液晶

1
2
0
0

680560

正面図 側面図

S = 1/10

カラープリンタ外形図

側面図正面図

S = 1/10

運転支援装置外形図

（参考図）（参考図）

（参考図）

盤外形図(4/5)
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N P

V

H

VS

A

AS

FI

800

AA

HH

AS AS

AR LTBS

CS

CP-1

CP-2 CP-3 CP-4

CP-3

CS

CP-4

CS

CP-2

600

23
5023
00

5
0

予備 吸水槽水位

異常低下

予備

3E動作

No.3ポンプ

ELCBトリップ

No.3ポンプ

3E動作

No.2ポンプ

ELCBトリップ

No.2ポンプ

3E動作

No.1ポンプ

ELCBトリップ

No.1ポンプ
電源

FI

操作方式：手動操作

形式：鋼板製屋内自立形

仕様

切-R－S－T－切

切-RS－ST－RT－切

運転時間計H

水中ポンプ盤NP

No.3ポンプ

No.2ポンプ

CP-2

CP-1

ランプテストLT

状態表示・故障表示FI

電流計用切換開閉器AS

交流電圧計V

No.1ポンプ

電源電圧

CP-2

記入文字

CP-1

記号

電圧計用切換開閉器

交流電流計

VS

A

集合表示灯

停止-運転

表示復帰AR 

警報停止BS 押釦開閉器

操作開閉器CS

操 作名称記号

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

盤外形図(5/5)

平成26年 3月

8-159/300A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

 側面図  正面図 

 水中ポンプ盤外形図 
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縦断図 平面図

流量計室配線図

S=1:50 S=1:50

流量計変換器盤へ

PB(SUS､WP)

4.38

流量計専用ケーブル（FEP30）

200×200×150

流量計変換器盤へ

流量計専用ケーブル（FEP30）

PB(SUS､WP)

200×200×150

超音波流量計

19m

超音波流量計

流量計変換器盤

N

流量計配線図

29m 48m 12m

96m

5m

24
m

流量計配線ルート平面図 S=1:500

A1 図示 8-160/300

流量計配線図
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平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)
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流量計変換器 信号用避雷器

電源用避雷器

4-20mA

CEE/F-S1.25-2C

AC100V・E3

CE/F3.5-3C

流量計変換器盤

検出器

流量計ピット

専用ケーブル

電源盤より

E3 E3
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AC100V

計装盤へ

1測線

流量計変換器収納盤 流量計中継器盤
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ONON

流量計接続系統図

接続系統図
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-167/300A1 図示

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

管理橋工(1/2)
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 平面図 
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関東農政局　両総農業水利事業所
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8

・建築板金（内外装板金作業）

平成　　年　　月（全　　　枚）

2．敷地面積

3．工事種目

仕 様 書

工事設計図

1．工事場所

{1}　工事概要

章 特　　記　　事　　項項　　目

押出成形セメント板工事

タイル工事

コンクリートブロック・ALCパネル

屋根及びとい工事

カーテンウォール工事

ユニット及びその他の工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

木工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

18

20

19

16

17

15

14

13

12

11

10

7

9

6

5

土工事

仮設工事

地業工事

4．工事範囲

・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

4

3

8

2

{2}　建築工事仕様

1．共通仕様

（1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（建

の限りではない。

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

たすものとする。

　・要　　　・不要

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

　（3）安定的な供給が可能であること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

JIS及びJASマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

※現場説明書による　・構外搬出適切処理

    ・積雪区分　建告示第1455号　別表（　　）

    ※地表面粗度区分（　・{1}　・{2}　・{3}　・{4}）

    ※風速（Ｖｏ＝　　　　　　　）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

建築材料等

発生材の処理等

条件明示項目

※適用する

電気保安技術者

品質計画

・

（1.3.8）

（1.3.5）

（1.1.4）

（1.3.3）

（1.2.2）

工事実績情報の登録

1

2

3

4

5

6

7

一
般
共
通
事
項

1 適用基準等

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　平成17年版）

・鉄筋コンクリート構造配筋要綱（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成17年版）

・建築工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成17年版）

・建築工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成16年版）

　　　ンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極

　　　(2)建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　　　(4)旧JASのFco規格品 

　　　(3)旧JISのEo規格品

　　　(2)建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

　　　(1)JIS及びJASのF☆☆☆規格品

　　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　(3)下記表示のあるJAS規格品

　　　(1)JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放

　　　散が極めて少ないものとする。

　　　難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有

するものとし、次の1）から5）を満たすものとする。

　　　デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　めて少ないものとする。

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　　第三種

　　規制対象外

化学物質を放散する

建築材料等

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法9

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

・アスファルト防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・塗膜防水工事作業　　　　　・シーリング防水工事作業

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・石材施工（石張り施工）

・ブロック建築　・ALCパネル施工

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

・塗装（建築塗装作業）

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

・型枠施工コンクリート工事

ブロック・ALCパネル工事

カーテンウォール工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

木工事

左官工事

金属工事

タイル工事

屋根及びとい工事

建具工事

塗装工事

内装工事

植栽工事 ・造園

・左官

・タイル張り

・建築大工

・とび

鉄筋工事

適用工事種別

（1.5.2）

技能検定の職種

・左官

・防水施工

・内装仕上げ施工

技能士10

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度

測定し、報告すること。

着工前の測定　　　・行う

測定箇所数　　　　・図示　　　　　

測定対象室　　　　・図示　　　　　

報告の様式等については、現場説明書による。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

化学物質の濃度測定11 （1.5.9）

　※完成図　　　　　　提出部数　　※各2部　　・　　部（A3版第2原図及び電子媒体（CD-R））

　※施工計画書　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※保全に関する資料　提出部数　　※1部　　　・　　部

※作成する　　　・作成しない完成図等 （1.7.1～3）（表1.7.1）12

撮影箇所数

・「営繕工事電子納品要領（案）（平成14年11月改訂版）」による。

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出とする。

１００×１２５以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

撮影業者　※監督職員の承諾する撮影業者（ただし、建築完成写真撮影の実績のある業者とする。）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

　　　（他に外観正面1カットのみ5枚（カラーキャビネ版）提出）

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

・カラー

　　　　324×400（mm）

※図示　　　・設計ＧＬ＝現状ＧＬ

・電子データ

※カラー半切木製パネル

　　　　※キャビネ版

　　　　※べた焼

工事写真

設計ＧＬ

設備工事との取合い

完成写真

分類・規格

※200万画素以上

※100×125以上

※2　

※2　

※300dpi以上

・

原板の大きさ（mm）提出部数

13

14

15

16

17 騒音振動の防止 「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規定」に基づき、国土交通省大臣が指定した

建設機械を使用する。

18 施工図等の著作権 当該建物の取得する施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲する。

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

規模及び仕上げの程度は現場説明書による

工事用電力

工事用水

監督職員事務所1

2

3

仮
設
工
事

2

（2.3.1）

（2.3.1）

（2.3.1）

※現場説明書による　　　　　　　・構外搬出適切処理  

・構内指示の場所にたい積　　　　・構内指示の場所に敷き均し

種別　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

　　　・建設汚泥から再生した処理土

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土

2

1 （3.2.3）（表3.2.1）

土
工
事

3

（3.2.5）

（4.3.3～5）施工法

　　　　　H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　　　　　杭周固定液　　・使用する

　・特定埋込み杭工法

杭長（ｍ）及び種別

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

試験杭

　※高強度プレストレストコンクリート杭

杭頭の処理　　※切断しない　　　

本　杭

既製コンクリート杭

地業

種類

杭径（mm）

（4.3.1～2）

備考継手数 セット数

地
業
工
事

14

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

床下防湿層

砂利地業

杭地業

場所打ちコンクリート （4.5.3）（表4.5.1）

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

※再生クラッシャラン　　　・切込み砂利及び切込み砕石

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

コンクリートの種別及び設計基準強度2

3

4

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）

　（　　　）種かつ（　　　）N/mm
2
　以上Ｂ

（4.6.6）

（4.6.3）

（4.5.4）

（4.5.5）

（4.5.4）

（4.5.3）

（4.3.6）

（4.3.2）

（4.3.7）

・図示

・図示

※D19以上　

5

4

3

2

鉄
筋
工
事

1 （5.2.1）（表5.2.1）

呼び名（mm）

※10　　

種類の記号

・ＳＤ345

・ＳＤ295Ａ

施工箇所

・

・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

※D16以下　

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

※行う　　　・行わない

（5.3.1）（別1.1）

標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm）

鉄筋の種類

鉄筋の継手

既製コンクリート杭の

杭頭補強

鉄筋の最小かぶり厚さ

5 最上階柱頭補強 （別2.1）

（5.3.5）

（5.3.4）

出隅受け部配筋　　※Ｄ10-100＠ダブル　・図示

出隅部補強配筋　　※Ｄ10-100＠ダブル　・図示

出隅部の配筋

片持ちスラブの11

7

6

耐震壁　　※図示

※Ｈ形（□は除く）　　　

※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

※超音波探傷試験　　　・引張試験

一般壁　　・Ａ形　　　※Ｂ形　　　・図示

・Ａ種　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　（　　　　ヶ所）

8

帯筋

壁開口部の補強

梁貫通孔の補強形式

9

10

機械吊上げ用フック

圧接完了後の試験 （5.4.9）

（別7.3）

（別7.1）（別表7.1～3）

（別4.2）（別表4.3～4）

（別2.2）

設計基準強度

・18

※21 建物躯体

施工箇所

普通コンクリートの6 （6.1.4）

コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

1

・24

断熱材兼用型枠

6 混和材料

表面の処理

コンクリート躯体

無筋コンクリート

8

7

骨材の種類5

スランプ

コンクリートの類別

4

3

セメントの種類

レディーミクスト2

　　標仕19章内装工事14断熱材による。

適用及び適用個所について

※施工範囲は図示による。

　凹凸状態とする。高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧５０N/mm
2
以上かつ、２.５分/m

2　

　以上とし、施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承

　ＭＣＲ工法を行う場合は、せき板面にＭＣＲ工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面

（6.3.5）（6.4.8）

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合する

（6.1.5）（6.4.1～2）（表6.1.1）

・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒt＝3.0kg/m
3
以下）

ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

※混和剤　　・混和材

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

　諾を受ける。

アルカリシリカ反応による区分

※Ａ

水和熱

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

工作物のスランプ　15又は18cm

※{1}類　　・{2}類

（6.2.3）

9

・高炉セメントＢ種　　　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（6.3.3）（6.5.4）

（6.3.2）（6.13.2）（6.16.2）（表6.3.1）

7d

28d 402J/g以下

352J/g以下

（6.14.3）

10 打放し仕上げ

の種類
・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

（表6.2.3）

種　　　別 施　工　箇　所

外壁　・　内壁

11 配　合　強　度 ※　気温による温度補正値（各地の生コン組合の規定による）

12 型　　　　　枠 せき板の種類　　　　※　合板　　　　・　床型枠用鋼製デッキプレート

板厚（mm） 適　　用　　箇　　所

　建築技術評価制度「鉄筋コンクリート建築物等における床型枠用鋼製デッキプレートの開発」

において評価を取得したもの。

捨コン　　無筋コンクリート

４

　　コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm（外部）・10mm（内部）

12 全部

　　　　　　・オールケーシング工法　全回転型（孔内の水張　・行う　・行わない）

　　　　　　・リバース工法

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

2．特記仕様

・
・

（2）特記事項は、　　印の付いたものを適用する。・

　　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　　印と　　印の付いた場合は、共に適用する。※

（6）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

４ ※2　

鉄骨造　　平屋建　　新築（地下部有り）

千葉県山武郡横芝光町新井地内

5 地盤改良 ソイルセメントコラム工法

両総農業水利事業　栗山川統合機場下部工その他工事

　　　築工事編）（平成22年版）」（以下、「標仕」という。）による。

設計基準強度　※18N/mm
2

設計基準強度Fc（N/mm
2
）

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

揚水機場特記仕様書(1/2)

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

- 8-169/300



柱、梁

・

（8.4.2～6）（表8.4.3～4）

（8.5.2～6）（表8.5.1～2）

（8.3.2）

（8.2.2）

　　　　　　・無し

耐火性能　　・有り（　　　　　）

・間仕切パネル

（ECP）

・外壁パネル

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

・Ｂ種

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・間仕切壁パネル

※標仕表8.3.1及び下表による

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

・衛生配管用裏積みブロック　　　

※空洞ブロック１６　・空洞ブロック１６－Ｗ

コンクリートブロック2

押出成形セメント板4

・屋根パネル

・床パネル

・外壁パネル

ＡＬＣパネル3

帳壁及び塀

・塀

8

ブロック造

補強コンクリート1

・　　　　　

・　　　　　

・100　・150

・150

・120

・100

・1180　・1960

・2350　・3530

・980 ※100　

※100　

※100　

高
さ

2mを超える

適用箇所

2m以下

・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

※標仕8.4.6による

厚さ（mm）

　　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法（6章コンクリート工事）

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

・桟木法

・目地桝工法

※タイルシート法

　下地モルタル塗り　※標仕15.2.2～15.2.5

先付け工法

陶磁器質タイル型枠4

種　別 適用タイル

大型タイル

・二丁掛タイル

・小口タイル

（11.2.2）（11.4.2）（表11.4.1）

（11.2.1）

タイル型枠先付け面のせき板

※標仕6.9.3［材料］（b）（2）又は

　金属製タイル先付け用パネル

・

接着強さ（N/mm
2
）

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

・・・・

70.0以上

（％）

保水率

既成調合モルタル張り付け用材料

壁タイル張りの工法3

2

1.80程度

（ kg/l ）

単位容積質量

標準時

0.60以上

・・・・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・・

・ ・

・ ・

・・

・ ・

・ ・

タイルの種類陶磁器質タイル111

（mm）

きじ

・・・・・

4.0以上

（N/mm
2
）

曲げ強さ

（11.3.3）（表11.3.2）

（11.2.3）

0.20以下

（％）

長さ変化率

温冷繰返し後

0.40以上

・・・・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・・

・ ・

・ ・

・・

・ ・

・ ・

・・

・ ・

・

・

・

・

・・

・ ・

・ ・

備考

（11.2.1）

せっ器磁器 陶器 施ゆう 無ゆう あり なし 標準 特注

うわぐすり 役物 色

施工箇所

形状寸法 再生材の

適用

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

タ
イ
ル
工
事

種　類 単位荷重（Ｎ/ｍ ）
2

厚さ（mm） 取付け工法種別

種　類 表面形状 工法種別厚さ（mm） 幅（mm）

屋
根
及
び
と
い
工
事

13

・建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　に定める「（　　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

鉄骨の製作工場7 1

　　※図示　　　　　　

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

入熱、パス間温度の溶接条件

　のある工場。

・監督職員の承諾する製作工場

製作工場の加工能力 （7.1.3）

鉄
骨
工
事

鋼材

施工管理技術者

3

2

鋼材の材質

適用する

（7.2.1）（7.2.10）（表7.2.1）

（7.1.4）

種類の記号 使用箇所 規格等

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※トルシア形高力ボルト　 ・JIS形高力ボルト　 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト

　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

高力ボルト

エンドタブ

スカラップ

6

5

4

鋼製エンドタブ

改良型スカラップ

（7.2.2）（7.12.4）

溶接部の試験7

※第6水準

AOQL

検査水準

・放射線試験

・マクロ試験

※超音波探傷試験

※4.0％

完全溶込み溶接部

・2.5％

・図示

※標仕7.6.11（b）による

（7.6.11）（表7.6.2）

・図示

（7.6.11）

試験の種別 試験箇所 試験方法

耐火被覆8

・ラス張りモルタル塗り

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・耐火板張り

　吹付け

・耐火材

・

（7.9.2～6）

種　　別 所要性能及び適用構造部位

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

　　イオン濃度試験方法」による。

練混ぜ完了から3分以内の値は 　8±2秒

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

１）日本道路公団規格（JHS）「無収縮モルタル品質管理試験

　　付属書5（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物

２）塩化物量は、JIS Ａ 5308「レディミクストコンクリート」

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通または早強ポ

　　（セメント＋混和材）：砂＝1：1

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

試験方法

　　方法」312-1992による。

無収縮モルタルの品質及び試験方法

無収縮性

付着強度

塩化物量

圧縮強度

ブリージング

凝結時間

配合比

コンシステンシー

砂

セメント

終結時間　　10時間以内

凝結開始時間　　1時間以上

材齢7日　　収縮しないこと

0.30kg/m　以下

材齢28日 　 3.0 N/mm
2
 以上

材齢28日 　45.0 N/mm
2
 以上

材齢3日　　25.0 N/mm
2
 以上

Jロートによる流下時間

ルトランドセメントとする。

（各重量比）

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

（7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）柱底均しモルタル工法

アンカーボルトの保持

及び埋込み工法

10

9 ・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　 　　　　　）

・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種）

　無収縮モルタル

※Ａ種　　　・Ｂ種

混和材

（7.10.3）（表7.10.1）

3

溶融亜鉛めっき工法

最低板厚3.2mm以上、4.5mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚4.5mm以上の形鋼、鋼板

普通ボルト、アンカーボルト

C種

A種

B種

（7.12.3）（表14.2.2）

亜鉛めっきの種別 材　　料 適用部位

素地ごしらえは、JIS H 9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

（10.1.5）

（10.6.2）

（10.4.2～3）（10.5.2～3）

（10.3.2～3）（10.5.2～3）

（10.2.1）（表10.2.2）

（10.2.1）（表10.2.1～2）

（9.2.5）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.2～3）（表9.2.3～8）

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

　ドレインパイプ　　※ステンレスSUS304　　

屋内のワックス掛け　　・行う

床石張りの裏面処理　　・行う

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

　裏打ち処理　　　　　・行う

　裏打ち処理　　　　・行う

床及び階段の石張り4

　・乾式工法

　工法

内壁石張り

形状・寸法　　※図示

表面仕上げ　　※本磨き　　　　

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工箇所

種石の種類　　※大理石　　　　

石の種類・表面仕上げ10

壁の石張り工法3

テラゾ張り2

　・乾式工法

　工法

外壁石張り

天然石張り1

種　類 産地・名称 厚さ（mm） 仕上げの種類

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　　

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

アスファルト　　　※3種　　　・4種 

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

種　別

立上り部の保護

9 アスファルト防水1

・Ｄ－2

・Ａ－2

・B{1}－2

・

※A{1}－2

施工箇所

12

防
水
工
事

石
工
事

木
工
事

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0.6　・0.8

　　　　　　　　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（REP-VU）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

長尺金属板の種類

　 ※規制対象外　  ・第三種

　 防露材のホルムアルデヒド放散量

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.5による　　　

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

形状（mm）

耐火性能

形　　　式

材　　　料

断　熱　材

（規格等）

軒先面戸板

3 とい

折板葺

※30分耐火　　・無し

※有り　　・無し

・

長尺金属板葺

屋根葺形式

（13.5.3）（表13.5.5）

（13.5.2）（表13.5.1）

（13.3.2～3）（表13.2.1）

（13.2.2～3）（表13.2.1）

板厚（mm）

※0.4　

・

1

2

　　　　　　　　　・ステンレス管　竪樋－60φ

4 ルーフドレイン ステンレス製　75φ

※ひのき　　　　

※規制対象外　　・第三種

※規制対象外　　・第三種

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

　防蟻処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　 　　　）

フローリング及び縁甲板張り床　　　

下張り用床板

　防腐、防蟻処理の種類、品質

床板張り6

（標仕19.5.2による）

・縁甲板

※単層フローリング

床板

・有り

※無し

・板張り　

※合板張り

（12.7.1）（表12.7.1）

（12.2.9）

　防腐処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　 　　　）

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

（以下、「ユリア樹脂等」という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

・1種　※2種　・3種

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　※規制対象外　　　・第三種

・保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 樹種 ※標仕表12.2.3による　　　

　※規制対象外　　・第三種

・化粧ばり造作用集成材

※集成材　　　

・造作用集成材

・構造用集成材

防腐・防蟻処理5

4 接着剤

集成材等3

品　名

※1等　・2等　　　

※1等　・2等　　　

※一般材　　　

規格・品質

※標仕12.2.1　　　・市販品木材の品質1

（12.2.1）（表12.2.3）

（12.2.8）

（12.2.6）

（12.2.2）

化粧単板の樹種芯材の種類

・　　　

・　　　

・　　　 ・　　　

（12.2.1）

・たも　・なら　・しおじ

7 木　　　　材 工事範囲は、屋根用下地材・宿直室物入

　※下地は、防腐・防蟻処理材を使用のこと。

　　　※　棟下地、雨押さえ受　　　・　杉

　※造作材

　　　※　物入建具枠・中棚、枕棚受け材　　・　米栂（上小節）

14 1 ステンレスの表面

仕上げ

・Ｎｏ.２Ｂ程度

・鏡面仕上げ

・

下記以外の見え掛かり全て

種　　類

※ＨＬ程度

（14.2.1）

施工箇所金
属
工
事

6 手すり及びタラップ

5 アルミニウム製笠木

4 金属成形板張り

3 鉄の亜鉛めっき

2 アルミニウム及び

の表面処理

アルミニウム合金

（14.2.1）（14.8.2～3）（表14.2.2）

　　　　　　内部　※Ｅ種　　

亜鉛めっき　外部　※Ｃ種　　

※ＨＬ程度　・鏡面程度　　　

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

（14.6.2）（表14.2.1）

・Ｂ-1種

・Ｂ-2種（　　　）

物は本体製造所の仕様による。

備　　考

隅角部及び突当たり部等の役

※ステンレスSUS304

※ステンレスSUS304

・鉄

・鉄

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種

※研磨無し　・　

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

※アルミニウム製

材　種

・Ｂ-2種

　　　Ｂ-1種

※Ａ-1又は

　（　　　　）

2.0以上

1.8以上

1.6以上

・350形

・100形

・

・250形

・300形

・パネル形

・スパンドレル形

形　　状

・・ロール

・

※プレス

・押出し

製　法

隔は品質計画で

固定方法及び間

定めたもの

寸法（mm）

・

厚さ（mm） 表面処理

（14.2.3）（表14.2.2）

（14.2.2）（表14.2.1）

・Ｂ－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・Ｂ種

・Ｆ種

・Ｅ種

・Ｄ種

・Ｃ種

・Ａ種

種　別

・Ｂ－1種（無着色）

・

施工箇所表面処理方法

種　　類

種　類 呼称肉厚（mm） 表面処理 固定間隔

種　　別 施工箇所

材料の種別 表面処理

3 仕上塗材仕上げ

2 床コンクリートの

直均し仕上げ

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

　※規制対象外　　・第三種

防火材料の指定

　外観　※つやあり　・つやなし

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

（表6.2.4）（15.3.1～2）

塗料塗りの場合も含む

備　　考

・防水形複層塗材ＲＥ

・内装薄塗材Ｓｉ

・防水形複層塗材Ｅ

・こて塗用軽量塗材

・吹付用軽量塗材

・防水形複層塗材RS

・防水形複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｅ

・軽量骨材仕上塗材

・複層塗材ＲＳ

※複層塗材ＲＥ

・複層仕上塗材

・内装薄塗材Ｗ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＣＥ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材C

・外装薄塗材Ｓ

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

防水形の増塗材　※行う

　　　　・メタリック

　樹脂　※アクリル系　

砂壁状

平たん状

耐候性　※3種　

京壁状じゅらく　

上塗材

・

・

砂壁状　

・

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

呼び名

フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による

種　　類

・薄付け仕上塗材

・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

施工箇所

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

5％以下

終結　10時間以内

始発　1時間以上

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

砂壁状じゅらく

・

・

仕上げの形状等

平たんさ（mm）

1mにつき10以下

3mにつき7以下

1

30分で1ｇ以下

JIS R 5201の試験において

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

吸水調整材

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

セメント重量の 70％以上

0.98以上

95％以下

50以下

（15.2.2）

（15.2.2）

80％以下

（15.5.2）（表15.5.1）

曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比凝結時間混合割合

全固形分（％）

表示値±1.0

吸水量（ｇ） 接着強度（N/mm
2
） 界面破断率（％）

7 軽量鉄骨天井下地 野縁などの種類

屋内　　※　19形　　・　25形　　　　　　屋外　　※　19形　　・　25形

8 インサート 断熱用インサート（床版で断熱材打込部分）

（14.4.2）（表14.4.1）

（14.4.2）

9 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーなどの種類 （14.5.2）（表14.5.1）

　※　表14.5.1による

・手すり

・タラップ

・段葺（ヨコ）

・カラーステンレス鋼板ｔ＝0.4

　バルコニー手摺、扉

モルタル塗り材料15

左
官
工
事

玄関 150角

・フッ素樹脂ガルバリウム鋼板ァ0.4　横葺

梁

※JIS規格による

※JIS規格による

ＳＮ４００Ｂ

ＳＳＣ４００

ＳＮ４９０Ｃ Ｄフラム

・　押出成形セメント中空板　厚26（横貼）　幅600

11

12 柱脚部アンカーボルト （構造図参照）アンカーボルト等の設置 径13～28φ埋め込み （7.10.3） （表7.10.1）

（9.3.2～4）（表9.3.1）

施工箇所

シート防水

改質アスファルト2

種　別

・

・ＡＳ－1　・ＡＳ－2 厚　さ （　　　　　）

（9.4.2～3）（表9.4.1）

・Ｓ－M3 ※1.2　

ルーフィングシート

防水

合成高分子系3

種　別

・Ｓ－M2

・Ｓ－F2

・Ｓ－M1

・Ｓ－F1

厚さ（mm）

※1.5　

※1.5　

※2.0　

※1.2　

施工箇所 仕上げ塗料塗り

・シルバー

・カラー

使用分類

・軽歩行

※非歩行

（9.5.2～3）（表9.5.1～2）

　　・設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　m
2
当たり1箇所）

脱気装置

塗膜防水4

・Ｘ－1

・Ｘ－2

・Ｙ－2

・Ｙ－1

種　別 施工個所

Ｙ－2工法の保護シート

仕上げ塗料塗り

　・シルバー

　・カラー

※適用する　・適用しない

備　考

（9.6.2）（表9.6.1）下表以外は、標仕表9.6.1による

施工箇所

シーリング5

シーリング材の種類（記号）

建具周囲、取合い部 変成シリコーン系

打ち継ぎ目地 ポリサルファイド系

7 止水板

浸透性塗布防水6 無機質浸透性塗布防水

6mm-200（ゴム製）

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

揚水機場特記仕様書(2/2)

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

8-170/300-



フッソ樹脂ガルバリウム鋼板 ァ0.4 横葺

軽鉄W=100、65

軽鉄W=100、65

軽鉄W=100、65

軽鉄W=100、65

ケイ酸カルシュウム板ァ12下地破　風

外部仕上表 註記事項

ケイ酸カルシュウム板ァ12下地

ケイ酸カルシュウム板ァ6目スカシAP

アスファルトル－フィグ９４０下地木毛セメント板 ァ25  

ケイ酸カルシュウム板ァ6目スカシAP

破　風

軒　天

軒　天

不燃、準不燃認定番号

シックハウス対策に依る内装材料は第4

木製建具、ミニキッチンは 第４種建材使用のものとする

木毛セメント板 ァ25  

内装仕上材
屋　根

アスファルトル－フィグ９４０下地

（庇）

（庇）

腰　壁 根回り

コンクリート金コテ仕上げ出入り口土間

アルミサッシ・アルミドア・電動式重量スチ－ルシャッタ－ＳＯＰ

コンクリート金コテ仕上げ シャッター下部養生金物ＳＵＳ３０４ Ｌ－６５×６５×６

足洗い場

窓、出入口等　建具

搬入口土間

＊シンダーコンリート（別途工事）

内部仕上表

腰

ホ－ル

玄　関

下地 モルタル

仕上
150角磁器タイル貼

下地

仕上

コンクリ－ト直均し

下地

仕上

会議室

下地

仕上

H

巾　木

ビニ－ルクロス貼

天井高廻り縁

塩ビ製

備　考

帯電防止カ－ペットタイル

シャワー室

ポンプ室吹抜け部

軽鉄下地

塩ビ製

塩ビ製

石膏ボード ァ12.5

ビニ－ルクロス貼

60

60

ビニ－ルクロス貼

壁 天　井

軽鉄下地

素地

素地

化粧石膏ボ－ド ァ9.5

化粧石膏ボ－ド ァ9.5

木毛セメント板 ァ25

木毛セメント板 ァ25

下地 コンクリ－ト直均し

仕上

ビニ－ル巾木

ビニ－ル巾木

ビニ－ル巾木

ビニ－ル巾木

仕上

下地

仕上

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

下地

コンクリ－ト直均し

エポキシ系防塵塗装

床室　名

（接着貼）150角磁器タイル貼

コンクリ－ト打放シ

60 ビニ－ルクロス貼

60

60

100

ビニ－ルクロス貼

ビニ－ルクロス貼

軽鉄下地

化粧石膏ボ－ド ァ9.5

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

エポキシ系防塵塗装

下地

搬入スペース

ポンプ室

仕上

鉄骨胴縁

階

地
　
階

目スカシ貼ＥＰ

軽鉄下地 けい酸カルシウム板 ァ5

目スカシ貼ＥＰ

軽鉄下地 けい酸カルシウム板 ァ5

目スカシ貼ＥＰ

軽鉄下地 けい酸カルシウム板 ァ5

シンダーコンクリートコテ押さえ　

フリ－アクセスフロア－H=100

長尺塩ビシ－ト貼 ァ2.0

長尺塩ビシ－ト貼 ア 2.0

長尺塩ビシ－ト貼 ア 2.0

石膏ボード ァ12.5

石膏ボード ァ12.5

軽鉄W=100、65

石膏ボード ァ12.5

石膏ボード ァ12.5

石膏ボード ァ12.5

シンダーコンクリートコテ押さえ　

帯電防止ビニルタイルア2.0

塩ビ製 3,000

軽鉄下地

化粧石膏ボ－ド ァ9.5

ケラバ

ケラバ

搬入口他庇

石膏ボ－ド ア 12.5              NM-8619

けい酸カルシウム ア 5 ア 6 ア 12  NM-8578

ビニ－ルクロス（防かび）       ＮＭ-9904

防水石膏ボード ァ12.5 防水石膏ボード ァ12.5

シャワーユニット（０８１２）

コンクリ－ト打放シＢ種

コンクリ－ト打放シＢ種

湯沸し室

脱衣室

洗面室

コンクリ－ト直均し

長尺塩ビシ－ト貼 ア 2.0 ビニ－ル巾木

防水石膏ボード ァ12.5

ビニ－ルクロス貼

2,800

2,700

2,700

2,500

2,500

2,500

１

階

軽鉄W=100、65

フッソ樹脂ガルバリウム鋼板 ァ0.4 横葺

フッソ樹脂ガルバリウム鋼板 ァ0.4 

フッソ樹脂ガルバリウム鋼板 ァ0.4 

軽鉄W=100、65

軽鉄W=65 軽鉄W=65

電気盤室

石膏ボード ァ12.5

流し廻り：陶器質タイル100角

鉄骨胴縁下地 押出し成形セメント中空板ァ26横貼フッ素樹脂塗装仕上げ　働巾600

コンクリート打放しＢ種化粧目地（25×20）

外壁廻り：グラスウールｔ50　２４kg充填 天井裏：グラスウールｔ50　２４kg敷き込み

便　所（共通）

軽鉄W=65軽鉄W=65

 押出し成形セメント中空板ァ26横貼

石膏ボード ァ12.5軽鉄W=100、65 ＥＰ

コンクリ－ト打放シＢ種

ビニ－ル巾木

軽鉄W=100石膏ボード ァ12.5

化粧石膏ボ－ド ア 9.5           NM-0441

シンダーコンクリートコテ押さえ　

石膏ボード ァ12.5

ビニ－ル巾木

軽鉄W=100 石膏ボード ァ12.5軽鉄W=100

露シ

室名札（２箇所）

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

クレーン用ガーター、走行レール（15ｋｇ／ｍ）

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

SPB-0812SBEL

クレーン用ガーター、走行レール（15ｋｇ／ｍ）

電動重量シャッター

点検用ステンレス製

タラップ(ガード付)

室名札（２箇所）

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

流し台、コンロ台、吊戸棚、レンジフード、水切り棚

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

カーテンレール（Ｗ）ＳＵＳ製

メラミン化粧パーティクルボードｔ30

室名札（３箇所）

メンテナンス用通路、階段：鉄骨ＳＯＰ 排水溝：防水モルタル W＝150

60

外　壁

種建材を使用

下足入（スチ－ル既製品 900 X 900 X 300）

アコーディオンカーテン

ＳＵＳ製グレーチングｔ２５　９００×６００

室名札 アルミ板（既製品）平付

ポンプ室上屋内壁：グラスウールァ25　32kg/m2　ガラスクロスピン止め断熱材

コンクリ－ト打放シＢ種

グラスウールァ25　32kg/m2　ガラスクロスピン止め

排水用釜場：防水モルタルW1000×D1000×H1000

60

洗濯パン（800×640）

防水石膏ボード ァ12.5

着脱式手摺：スチール　42.7φ

断熱材 X4～X6間

コンクリ－ト打放シＢ種

（外部：浸透性塗布防水）

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

外壁廻り：グラスウール２４kg充填天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

4
0
0

Ｂ

Ｂ

4
00

300 4,400 5,300 5,300 300

1
2
,0

50

15,30013,475

28,775

ＡＣ

面積表

Ａ１階床面積

延床面積

15,300×12,050=184.365m2

地階床面積 13,475×12,050=162.374m2
Ｃ

Ａ Ｃ+

建築面積 延床面積 + Ｂ

Ｂ

＝346.739m2

28,775×400=11,510×2＝23.02m2

＝369.759m2

5,0754,0504,050

Ｙ０

Ｙ２

Ｘ０ Ｘ３ Ｘ６

H＝2.7

会議室面積

必要開口

7.225×6.2　＝44.8

44.8×1/50＝0.896

１）　排煙検討（会議室）

２）　採光・換気検討（会議室）

会議室面積

必要開口

AW-2　（1.5×1.06）×3＝4.77

採光

7.225×6.2　＝44.8

44.8×1/10＝4.48

換気

必要開口 44.8×1/30＝1.49

AW-4　　0.6×1.06＝0.636 4.48く5.406　ＯＫ

AW-2+AW-4=5.406

0.896く0.924　ＯＫ
AW-2　（0.44×0.7）×3＝0.924

2.7-(1.28+1.06）＝0.36

0.8-0.36＝0.44

AW-2　Ｗ1.5/2＝0.75・・0.7

1.49く2.23　ＯＫ

AW-2　Ｗ1.5/2＝0.75・・0.7

AW-2　（0.7×1.06）×3＝2.23

消防・無窓階チェック

有効開口

184.365／30＝6.145

AD-1A　1.2×1.9　＝2.28

AD-6　0.8×1.9　＝1.52

3.47＜6.145・・・無窓階合　計　　　　　　＝3.47

必要開口（１階床面積×１／３０）

法令チェック

LGS　W＝65　ケイ酸カルシュウム板ア6下地
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会議室便所  洗面 脱衣室

天井裏：グラスウール敷t50

1,200 1,125 1,050

△2,500

内部壁ＬＧＳ　Ｗ６０部分　H=天井高まで

700

300

△2,700

天井裏：グラスウール敷t50

低圧電動機盤

低圧補機電動機盤

補機継電器盤

補機継電器盤

計装盤

引込盤

受電盤

高圧電動機盤

高圧電動機盤

主変圧器盤

凡　　例

(10)

(9)

(8)

(7)

(5)

(4)

(3)

(2)

(1)

(6)

入出力盤(11)

無停電電源装置(12)

Ａ

±0

1,500

6,0256,025

12,050

1,670

搬入スペース

-300

釜場　1000角

DN

電動重量シャッター

W3.0×H3.5

-300搬入口

中央監視操作卓

600

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(12)

ホール

湯沸室

±0

±0

電気盤室

±0

 洗面 ±0

5,8503,030

会議用テーブル

600

会議室

玄関

-100

シャワー室

便所

下足

脱衣室

±0

Ｈ－３９０×３００×１０×１６

クレーンガーター

-300

(8)

(9)

(10)

(11)

手摺:スチール製　H1100

DN

H1000

手摺:スチール製　H1100

便所
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1,4001,400 6,0256,025
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木毛板t25

4.5
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1FL
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3
0
0

3
0
0

1,4001,400

10,550

6,0256,025

12,050

+4.800

床：シンダーコンクリートコテ押エ

軒天：フレキシブルボードt5.0　目スカシ貼　AP

排水溝　150W

地下部：浸透性塗布防水（外部）

GL

屋根：木毛板t25下地　フッ素ガルバリウム鋼板t0.4　横葺

外壁：押出成形板t26　働巾600
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止水板
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床：シンダーコンクリートコテ押エ

エポキシ系防塵塗装
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1,400

12,050

5,075 300
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0

10

ポンプ室

天井：木毛セメント板 ァ25

素地

止水板

素地

天井：木毛セメント板 ァ25

素地

天井：木毛セメント板 ァ25

アスファルトル－フィグ９４０下地

屋　根：木毛セメント板 ァ25  

破　風、ケラバ： ケイ酸カルシュウム板ァ12下地

軒　天：

ケイ酸カルシュウム板ァ6目スカシAP

腰　壁：コンクリート打放しＢ種

ポンプ室

腰　壁：コンクリート打放し

Ｂ種
根回り：コンクリート打放しＢ種

腰　壁：コンクリート打放し

Ｂ種

鉄部：ＳＯＰ

フッソ樹脂ガルバリウム鋼板 ァ0.4 横葺

棟飾り：フッ素樹脂ガルバリウム鋼板ァ0．4加工

フッソ樹脂ガルバリウム鋼板 ァ0.4 

軒高

クレーン用ガーター、走行レール（15ｋｇ／ｍ）

10

4.5

Y4
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3
0
0

鉄部：ＳＯＰ
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,
8
5
0

最高の高さ
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5
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腰　壁：コンクリート打放しＢ種化粧目地（25×20）

化粧目地（25×20）
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700

搬入スペース
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1,
0
8
0

1,
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0

根巻：コンクリ－ト打放シＢ種

鉄部：ＳＯＰ

根巻：コンクリ－ト打放シＢ種

20
0

3
0
0

15
0

エポキシ系防塵塗装

床：シンダーコンクリートコテ押エ

砕石地業ア150

防湿フィルムア0.15敷

10,000

壁：鉄骨胴縁

 押出し成形セメント中空板ァ26横貼

露シ

壁：鉄骨胴縁

 押出し成形セメント中空板ァ26横貼働巾600

外　壁：鉄骨胴縁下地 押出し成形セメント中空板ァ26横貼

フッ素樹脂塗装仕上げ

破　風、ケラバ：

ケイ酸カルシュウム板

ァ12下地

フッソ樹脂ガルバリウム鋼板

 ァ0.4 
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床：シンダーコンクリートコテ押エ

エポキシ系防塵塗装

グラスウールァ25　32kg/m2　ガラスクロスピン止め

上部壁：LGS65　ケイ酸カルシュウム板ア6　

鉄部：ＳＯＰ

6
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鉄部：ＳＯＰ

軒　天：

ケイ酸カルシュウム板ァ6
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矩計図　　　　　　1：30

地下部：浸透性塗布防水 メンテナンス用通路、階段：鉄骨ＳＯＰ

7
5
0

700 コンクリ－ト打放シＢ種
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床：コンクリ－ト直均し

ブレース位置

ブレース位置

出入り口土間
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-300
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低圧補機電動機盤
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引込盤受電盤高圧電動機盤
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床：コンクリ－ト直均し
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排水溝：防水モルタルア30　W150
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手摺：スチール製42.7Φ　H1100　
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コンクリート金コテ仕上げ
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1,800 1,200

立上りライン

≒1,000

2
,
00
0

立上りライン

床　無筋コンクリート
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コンクリート金コテ仕上げ

立上りライン

立上りライン

床　無筋コンクリート

（着脱式）

100

150

床：シンダーコンクリートコテ押エ

エポキシ系防塵塗装

±0

搬入スペース

玄　関

床：モルタル下地

150角磁器タイル貼

-100
　ＨＬ仕上

1
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±0

床：シンダーコンクリートコテ押エ

帯電防止ビニルタイル

電気盤室

900 600

ホ－ル

床：コンクリ－ト直均し

長尺塩ビシ－ト貼 ァ2.0
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長尺塩ビシ－ト貼 ァ2.0
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脱衣室
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洗濯パン

800×640
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±065

SPB-0812SBEL

シャワーユニット

湯沸室

±0

10065

ライニング膳板：

SUS製ア1.5加工

　ＨＬ仕上

600 290 1,800220

帯電防止カ－ペットタイル

床:フリ－アクセスフロア－H=100

±0

会議室
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エポキシ系防塵塗装
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1,200

手摺:

スチール48.6Φ×2.3　SOP メンテナンス用通路
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X0 X3 X4 X5 X6

Y0

Y1

Y2

Y0

800

Y1

Y2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

1,6001,600

70

3903901,6001,600

ブレース位置
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ブレース位置
コンクリート打放しＢ種
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ポンプ室

Ａ Ｂ

巾木：コンクリ－ト打放シＢ種Ｊ

帯電防止ビニルタイル床：シンダーコンクリートコテ押さえ　

ビニ－ル巾木H=60

ビニ－ル巾木H=60

巾木：軽鉄W=65 石膏ボード ァ12.5

石膏ボード ァ12.5巾木：軽鉄W=100

巾木：コンクリ－ト打放シ （接着貼）150角磁器タイル貼

凡　　例

Ｇ

Ｉ

Ｈ

エポキシ系防塵塗装床：シンダーコンクリートコテ押さえ　

エポキシ系防塵塗装

帯電防止カ－ペットタイル床：フリ－アクセスフロア－H=100

長尺塩ビシ－ト貼 ァ2.0床：コンクリ－ト直均し

150角磁器タイル貼床：モルタル下地

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｎ

Ｍ

Ｌ

Ｑ

Ｐ

Ｏ
天井：軽鉄下地

天井：軽鉄下地

化粧石膏ボ－ド ァ9.5

けい酸カルシウム板 ァ5 目スカシ貼ＥＰ

天井：木毛セメント板 ァ25 素地

壁：コンクリ－ト打放シＢ種

石膏ボード ァ12.5壁：軽鉄W=65

壁：鉄骨胴縁  押出し成形セメント中空板ァ２６横貼(室内露出）

ビニ－ルクロス貼

床：コンクリ－トコテ

Ｋ 石膏ボード ァ12.5 ビニ－ルクロス貼壁：軽鉄W=100、65

Ｋ1

Ｋ2 耐水石膏ボード ァ12.5 陶器質タイル100角貼

耐水石膏ボード ァ12.5 ビニ－ルクロス貼

壁：軽鉄W=65

壁：軽鉄W=100、65

石膏ボード ァ12.5Ｋ3 ＥＰ壁：軽鉄W=100

壁：軽鉄W=65Ｋ4
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点検用ステンレス製タラップ（ガード付）

鉄部ＳＯＰ

鉄部ＳＯＰ

Ｋ3

Ｋ3

Ｋ3

Y0Y1Y2X3 X4

Ｎ

4,400700 300 4,400
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ブレース：鉄部ＳＯＰ
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Ｍ

X1

4,050

Ｑ

柱：鉄部ＳＯＰ

Ｋ4

X2

ブレース：鉄部ＳＯＰ

4,050 5,075

グラスウールァ25　32kg/m2　ガラスクロスピン止め

ケイ酸カルシュウム板ア6下地
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換気ＢＯＸ（設備工事） 換気ＢＯＸ（設備工事） 換気ＢＯＸ（設備工事）

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:70

A1 1:50

揚水機場展開図

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

対象範囲

8-175/300



1.建築物の構造内容

2.使用構造材料

3.地　盤

5.鉄筋コンクリート工事 6.鉄骨工事構造設計標準仕様・・・・・

7.設備関係

□有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　■無

（1）工事名称

　　　建築場所

（5）主要用途

（6）屋上付属物

（7）　特別な荷重

（8）　付帯工事

（9）　増築計画

（10）構造計算ルート

（4）階　　数

（2）工事種別

（3）構造種別

■新築　　　　□増築　　　　□増改築　　　　　□改築

　　　□プレキャストコンクリート造（PRC）

千葉県山武郡横芝光町新井地先

　　　□木造（W）　　　□補強コンクリートブロック（CB）　　　■鉄骨造（S）

　　　□鉄筋コンクリート造（RC）　　　□壁式鉄筋コンクリート造（WRC）

 　　　　　　　　　地上 1 階　地下 －階　塔屋 － 階

用水機場

　　　■避雷針

　　　■クレーン（3.2ｔ）

Ｘ方向ルート　1－（　2　）　　Ｙ方向ルート　1－（　2　）

ＳＮ490CＳＮ400C

ＫＳＳ785

■普通　　　　

■普通　　　　

□□

ＳＷＭ－Ｂ

□

ＢＣＰ325

□ＳＭ490Ｂ□

ＢＣＰ235

ＳＭ400Ａ□

ＳＭ490Ａ

■

ＳＤ390

■

■

ＢＣＲ295

ＳＳ400

Ｄ19～Ｄ25

Ｄ10～Ｄ16

ＳＲ235

ＳＤ345

ＳＤ295Ｂ

ＳＤ295Ａ

（4）　鉄　骨

□

□

■普通　　　　

■普通　　　　

混和剤

土間コンクリート

捨てコンクリート

設計基準強度
適用箇所

丸　　鋼

径種　　類

異形鉄筋

□

18

（1）コンクリート

（2）コンクリートブロック(CB)

（3）鉄　筋

□

□

□

押えコンクリート 18■普通、□軽量

Ｈ13

基礎・基礎梁

21

柱・床・壁

■ ＳＮ400Ｂ

ＳＮ490Ｂ

■

　■アンカーボルト      

ＳＳＣ400 □□

　■高力ボルト

（5）ボルト

（6）屋根、床、壁

（7）梁貫通孔補強

　□頭付スタッドボルト

　□フラットデッキプレ-ト　

　・梁貫通孔の検討書を設計者又は工事管理者に提出して確認すること

■

□ＳＴＫ400 ＳＴＫ490■ □

　　　□Ａ種　　□Ｂ種　　□Ｃ種　　厚 □100　□120　□150　□190

　　　■ＳＳ400　　　　　　　Ｍ16　Ｌ＝560　mm　ナット（□シングル、■ダブル）

　■設計図　　■鉄筋標準図　　■既製品（リング型、パイプ型、金網型）　□鉄骨標準図　　

　　　■ＳＳ400　　　　　　　Ｍ20　Ｌ＝700　mm　ナット（□シングル、■ダブル）

　■中ボルト　　　　　　　　　　　　高力ボルトすべり係数試験　　　□　要　　■　否

　　　Ｍ12　　　　　　　　　　　　　高力ボルト軸力導入確認試験　　■　要　　□　否

　　■普通：Ｆ10Ｔ　■特殊：Ｓ10Ｔ　認定品（□Ｍ12　■Ｍ16　■Ｍ20　■Ｍ22　□Ｍ24）

　　□普通：Ｆ8Ｔ　　　　　　　　　認定品（□Ｍ12　□Ｍ16　□Ｍ20　□Ｍ22　□Ｍ24）

■ガス圧接継手

■重ね継手

　（　　　　　　　）

cm

備　考

□特殊継手

スランプ

現場溶接使用箇所

継手工法使用箇所

梁・柱主筋

下記以外

18

18

18

15

梁・柱

18

□有　□無

□有　□無

柱帯筋

品質基準強度

Ｄ10～Ｄ16

Ｄ19以上

ダイヤフラム

（使用する際には、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

母屋

胴縁

□有　■無

□有　■無

□有　■無

□有　■無

（2）地盤調査計画

　　　□鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC） □壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（WPRC）

　　□ボーリング調査　　□静的貫入試験　　□標準貫入試験　　□水平地盤反力係数の測定

　　□無　（ 調査予定　　　□有　　　□無 )

　　□土質試験　　　　　□物理探査　　　　□平板載荷試験　　□試験堀（支持層の確認）　　

（3）地盤調査及び試験杭の結果により，杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状変更する場合もある

　　　　　　　　　　　　　　　□液状化判定　　　□現場透水試験　□土質試験

（1）地盤調査資料

　　■有　（■敷地内　□近隣）■ボーリング調査　□平板載荷試験　■水平地盤反力係数の測定

1

土　質
深

度

Ｎ

値

標準貫入試験

10 20 30 40 50 60

細　砂

粘土質細砂

細砂

29

30

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

8

16

10

19

27

18

20

21

18

24

39

20

21

22

28

26

25

27

26

28

27

30

27

28

23

27

26

24

24

25

敷地内

○調査地番

○位置図

○支特地盤、地層及び

　深さについてのコメ

　ント

○孔内水位

○近隣データの調査地

○備考

　番と設計地番とは約

　　　ｍの距離がある

　許容支持力算定する

　-7.25ｍを支持地盤として

　現状ＧＬ(=ボーリングＧＬ)

　地下耐圧盤の下端が

　-1.25ｍの距離がある

　地耐力載苛試験にて確認

地盤改良

ソイルセメントコラム

（4）ボーリング標準貫入値、土質構成 （基礎・杭の位置を明記すること）

4.地業工事

（1）直接基礎

（2）杭基礎

□場所打ち

　コンクリート杭

拡底杭

日本建築センター認定

　　年　　月　　日

　　第　　　　　号

□鋼管　■摩擦杭 （ＴＡＣＰ－0210）

（大臣認定工法）

□RC □PRC　

□PHC □Ｈ鋼　

杭仕様　　■施工計画書承認　　■杭施工結果報告書

試験杭　　(■有・□無)　　(□打ち込み・□載荷)　　　1本

符 号 杭の長さ　(ｍ) 特記事項

杭径　(mm)

設計支持力(ｋＮ)

　　　φ＝16　　　　Ｈ＝100ｍｍ　　　　　　　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

　　　φ＝19　　　　Ｈ＝100ｍｍ　　　　　　　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

　　試験機関名

日本鉄筋継手協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

外観検査　■有　□無、引張試験　■有　□無、超音波試験　□有　■無

柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、■Ｈ型(タガ型)　□Ｗ型(溶接型)　□Ｓ型(スパイ

ラル型）とする。

■

■

■ Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ19以上）をガス圧接とする場合は、

箇所を超えるときは、200箇所ごと)に1回行い，1回の試験は5本以上とする。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごとに(200

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

注　□：採用したものを■とする。

■

■

■

■

■

（1）　コンクリート

（2）鉄　筋

耐久設計基準強度　Ｆｄ　□一般　　■標準　　□長期

■

高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ 3137に規定されるＤ種1号適合品とする。

セメントは、ＪＩＳ Ｒ 5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）～（2）」による。

鉄筋は、ＪＩＳ Ｇ 3112の規格品を標準とする。施工はＪＡＳＳ5による。

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ5による。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承諾を得ること。

養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承諾を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術センター

の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定

ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承諾を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査における測定試験は、同一

試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリートについて、現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ5Ｔ－603)は、現場水中

養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打ち込み量が150ｍ　を越える場合は150ｍ　ごとまたは、その端数ごとに1回

を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本

数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、1回当たり6本以上とし、

そのうち4週用に3本用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート

の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンク

リート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中に

おける打ち継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は150分、25℃以上の場

合は120分以内とする。

■

■

■

■

■

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、

■ 混和材料は、ＪＩＳ規格品に適合するものを標準とする。

■

（3）試　験

コンクリート及び鉄筋の試験は、各行政庁の公的指定試験機関で行うこと。

　　代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

型枠在置期間

■

■

（4）型　枠

　　　　行わない。

　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）6.上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。

注）3.支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4.盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）5.支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

注）2.大ばりの支柱の盛りかえは行わない、また、その他のはりの場合も原則として

注）1.片持はり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

　■製作工場　　　■製作要領書　　　　■工作図　　　　■施工計画書

　■材料規格証明書または試験成績書

　■社内検査表　　　　　　□

　(□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

　■日本建築学会［ＪＡＳＳ6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

　■鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

　■鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網（建築構造設計指針第12章）

　■日本建築学会「溶接工作基準、同解説{1}、{2}、{3}、{4}、{5}、{6}、{7}、{8}、{9}」

　■日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編）」

　■溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

　■(社)鉄骨建設業協会「突合せ継ぎ手の食違い仕口のずれの検査・補強マニュアル

　■国交省告示1464号に関する溶接部の検査

（1）鉄骨工事は指示のない限り下記による

　■建方検査　　　　　　　□

　■認定または登録工場（　 Ｒ　グレード　　　都登録　Ｔ3　ランク）

（2）工事監理者の承諾を必要とするもの

（3）工事監理者が行う検査項目

（4）接合部の溶接は下記によること

（5）接合部の検査

　■諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

　■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

　■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

　　管径の3倍以上かつ5cm以上と原則とする。　　

　■特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

　■設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承諾を得ること。

　■床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1／3以下とし管の間隔を

8.その他

注2）　現場溶接部は、超音波探傷試験を100％行うこと。

注1）　現場溶接部については、原則として第三者検査機関による全数検査を行うこと。

　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行れているか検査する。

　　塗装と同じ錆止めペイントを使用し2回塗りとする。

　　などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除去

　　した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態である。ただし、ショットブラスト、

　　グリットブラストによる処理で表面あらさが50Ｓ以上である場合は、赤さびは発生し

　　ないままでよい。

　　部材が十分密着するように注意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。

　■高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は

（6）防錆塗料

　■高力ボルトは「ＪＩＳ Ｂ 1186の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮

　　の部分とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ 5621、2回塗りを標準とする。

　■防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

　■現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場

（7）鉄骨溶接継手

　□フランジ部分は裏当使用のノンスカラップ工法とする。

構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　528号）

　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　124055号）

24

24

27

27

□

□

□ベタ基礎　　□布基礎　　□独立基礎　　　試験堀　　　□有　　□無

支持層－　細砂

深さ　設計ＧＬ－    ｍ　　　支持層－8.4 粗砂

200

　　　■鋼材　　■高力ボルト　　■特殊ボルト　　■頭付きスタッド

　■現寸検査　　　　　　　■組立・開先検査　　　　　　■製品検査

平成23年度　栗山川統合機場下部工その他工事

Ｆｃ＝　N・m 2
Ｆｑ＝　N・m 2

高強度せん断補強筋

溶接金網 (JISG3551)

シルト
細　砂

中　砂

□打ち込み

□埋込み(セメントミルク工法)

■プレボーリング拡大根固め工法

□オールケーシング　□拡底杭

□リバースサーキュレーション

□アースドリル　　□ミニアース

□機械堀｛

□手堀

□ＢＨ 　□深礎

□SC　　　　　　　　

CPRC(□{1}種 □{2}種 □{3}種 □{4}種)

PHC(□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種)

SC(□SKK400  □SKK490)

鋼材(□SKK400  □SKK490)

コンクリートＦｃ＝　 　N・m 2

スランプ

セメント量　　　  　kN/m 3

鉄筋　主　筋　ＳＤ

　　 ＨＯＯＰ ＳＤ

33

材料　　　合板厚　12m/mを標準とする。　　　■施工はＪＡＳＳ5による。

種類 備考

種類

杭種 材料 施工法 備考

（節部径－節部軸径－軸径）

本数

種類

部
位

ランドセメント

2

3

5

早強ポルト　　

はり下

ランドセメント

3

5

8 10

28

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下

普通ポルト　　

高炉セメント　

Ａ種　　　　　

Ａ種　　　　　

シリカセメント

早強ポルト　　

ランドセメント

普通ポルト　　

ランドセメント

高炉セメント　

Ａ種　　　　　

シリカセメント

Ａ種　　　　　

早強ポルト　　

ランドセメント

普通ポルト　　

ランドセメント

高炉セメント　

Ａ種　　　　　

シリカセメント

Ａ種　　　　　

早強ポルト　　

ランドセメント

普通ポルト　　

ランドセメント

高炉セメント　

Ａ種　　　　　

シリカセメント

Ａ種　　　　　

4

6

6

10

16

8

12

15

28

2828

17

25

設計基準強度の50％

設計基準強度の

85％ 100％

5.0　N・m 2

の圧縮強度

コンクリート

せき板 支柱

在
置
期
間
の
平
均
気
温

セ
メ
ン
ト
の
種
類

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の 在
令

(日)

15℃以上

5℃未満

5℃～15℃

第三者 工事監理者

超音波探傷検査

外観(目視)検査 ％ ％ ％

第三者検査機関名

個 個 個

中間検査

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

マクロ試験・その他

100 30

100 30100

0■完全溶込み溶接部

検査箇所

検査率又は検査数

社内

備考

％ ％ ％

長期許容支持力度　    　ｋＮ／ｍ 2　　　　　載荷試験　　□有　　□無

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

揚水機場構造設計標準仕様

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

8-176/300-



Ｇ＝0～2

1ｔ≦ｔ

2.溶接基準図

1 2

1

2

3

4

5

6

7

8

Ｓ

Ｓ

ｔ

ｔ2

1Ｓ

Ｓ ｔ Ｓ

θ＝60゜ θ＝60゜

ＤＤ1 1

ｔ／4≦Ｓ≦10

ｔ1Ｇ＝0

θ＝45゜

ｆ

ｔＲ≦2

ｆ

（裏はつり後溶接）

θ

Ｒ≦2 ｔ

Ｌ

θ＝45゜（55゜）

θ

プレ－ト

ｆ＝ｔ／4

ｆ＝ｔ／4

Ｒ≦2

ｆ

ｆ

ｔ

2
／

3
ｔ

1
／

3
ｔ

θ＝60゜

ｔ

ｔ

ｔ1

1

1

ｆ

θ＝45゜

ｔ
Ｒ≦2

ｆ

Ｇ＝0～2

Ｇ＝0～2 Ｇ＝0～2

5
1

削り面

ａ
ｔ1

ｆ＝ｔ／4

ｆ＝ｔ／4

25ｍｍ以上

Ｇ

25ｍｍ以上

ＬＬ

ｔ

ｆ

Ｒ≦2

θ

Ｂ

φ

ｔ

Ｓ

ＧＧ

Ｒ≦2

1

1

Ａ Ａ

内ダイヤフラム

4

1
5
0
以

下

θ

25以上

2
5
以

上1
0
0
以

上

25以上

4

4

4

7 7

※

※

7

7

2

2 ※

※

ｔ

1

80以
上

1.一般事項

θ

Ｇ

ｒ

スカ－ラップ

ｒ10

ｒ＝35

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

7

4

4

4

4

※

7

4

4

※

※

※

※

※

4
4

※

4

※

4

Ｂ Ｂ

4

1

14

4 4

※

※

ｔ（ｍｍ）

12≦ｔ≦19

溶接姿勢

θ

45゜

35゜

35゜

Ｇ

6 6 6

6

6

9

9 9

9

9

9

9

5

5

5

5

8 8

45゜

45゜

35゜

θ ＧＬ Ｌｔ1 ｔ1

　6＜ｔ＜12

　　　ｔ＞19

Ｆ.Ｖ

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

ｔ

溶接姿勢

ｔ≧19

Ｆ.Ｖ

のど厚 余盛の高さ

12＜ｔ≦19

1

2

3

419＜ｔ　　　

　4＜ｔ≦12

　　　ｔ≦4　

φ

13

16

19

22

25 12

11

10

ＳＢ

寸法（ｍｍ）

　9 　7

　8

　9

 4　 

 5　 

 6　 

 7　 

 8　 

※ 1

※1

3

※ 1

※1

3

※1

3

※1

構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　528号）

　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　124055号）

（ｂ）溶接機器

（ｃ）溶接方法

（ｄ）溶接姿勢

（イ）仮付位置

（ｅ）組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

良 良仮付不良仮付不良

（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

裏はつり側にする

仮付溶接

開先面

（ｆ）溶接施工

（イ）エンドタイプ

（ロ）裏あて金

（ハ）スカ－ラップ

（ニ）裏はつり

（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する

3）エンドタブの長さは、ＭＣ：35ｍｍ以上

　　ＮＧＣ、ＧＣ：40ｍｍ以上とし、特記のない場合は、溶接終了後、

　　母材より10ｍｍ程度残し切断して、グラインダ－仕上げとする

　　同開先形状のエンドタブを取り付ける

2）エンドタブの材質は母材と同質とする

　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接

　　で6ｍｍ、半自動溶接で9ｍｍ以上とする

4）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者

　　半径ｒ1は30～35ｍｍ程度、ｒ2は10ｍｍ程度とする

　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

　　励行し、部材に確認マ－クをつける

　　　又、開先部をいためない様に、養生を行う

1）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で

又は工事監理者の承認を得る。

ｔ 

エンドタブ

35ｍｍ以上かつ

2ｔ以上

但し梁成がＤ＝150ｍｍ未満の場合の

スカ－ラップはｒ＝20ｍｍとする

スカ－ラップ

ｒ＝30～35ｍｍ

裏当て金

θ：開先角度

Ｇ：」ル－ト間隔

　　コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、

　　コンクリ－トと一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

（注）ｆ：余盛 Ｇ：ル－ト間隔 Ｒ：フェ－ス Ｓ：脚長

（単位ｍｍ）

（1）スミ肉溶接

（2）部分溶け込み溶接

（3）突合せ溶接

ｔ

Ｓ 6 7 10 12

14～168～107以下

ｔ≦16

11～13

●軸力が加わる場合のＳは母材と

　余盛は（1＋0.1Ｓ）ｍｍ以下とする

　同厚とすることが望ましい

●ｔはｔ　、ｔ　の小なる方とする

●但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

（使用箇所に注意）

●両側に補強スミ肉溶接を付加する

溶接姿勢

ｔ ｔ＞16

Ｆ.Ｖ

（平継手・Ｔ型継手）

Ｆ.Ｖ

6＜ｔ＜19

溶接姿勢

ｔ

●両側に補強スミ肉溶接を付加する　ＡＡＧ

12≦ｔ＜16

溶接姿勢

35゜

35゜ 35゜

45゜

45゜

Ｇ Ｌ θ Ｇ Ｌ

16≦ｔ　　　

Ｆ.Ｖ

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

ｔ（ｍｍ）

6 6 665 5

96

999

99

9

8

8 8

8

ｔ ｔ1 1

　6≦ｔ＜12

θ

45゜

●補強スミ肉溶接を付加する

●両側に補強スミ肉溶接を付加する

●ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ.Ｈの場合

Ｔ型突合せ継手余盛

ａ＞4ｍｍの場合

平継手で板厚が異なるとき

ｆ≧0.5ｍｍ（但し、ｔ≧15のとき

4ｍｍとする）

ｔ

溶接姿勢 Ｆ.Ｖ

6＜ｔ＜19

（裏はつり後溶接） （裏はつり後溶接）

●両側に補強スミ肉溶接を付加する

（4）フレア－溶接

Ｋ型の場合

溶接棒角度θは30゜～40゜とする

●9ｍｍ～16ｍｍは1パス以上、19ｍｍ以上は2パス以上とする

●フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする

 4.5

○ＢＯＸ型（通しダイヤフラムの場合）

○溶接記号番号を○中に記入のこと
2.通しダイヤフラムの厚さは、接合する柱、梁の最大厚さの2サイズアップとする。

3.内ダイヤフラムは、取り付く梁フランジプレートと同厚、同材質とする。

1.通しダイヤフラムは、ＳＮ490Ｃとする。

※　ｔ＞16ｍｍの場合の溶接は、 3 ～ 5 とする。

かつエンドタブが

互いにあたらぬこと

スカ－ラップ部分は

回し溶接する

ガス抜き

φ＝20

内ダイヤフラムの場合は

柱の角のＲに接しないこと

内ダイヤフラム

Ａ－Ａ断面図 平面詳細

●柱が途中で折れる場合

　及び梁成が異なる場合

フランジが柱のＲに

接しないこと

内ダイヤフラム

θ＝75゜～105゜

ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚

大梁が斜めの場合は

溶接と添板の内側板に

注意のこと

○   型 ○   型 ○柱通し型

回し溶接する

スカ－ラップ部分は

Ｂ－Ｂ断面図

平面詳細

（1）材料及び検査

（2）工作一般

（3）高力ボルト接合

（4）溶接接合

（5）塗装

（ａ）溶接技能者

（ａ）構造設計仕様による

（ｂ）適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40ｍｍ以下のものとする

（ｃ）社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

（ａ）鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｂ）鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ｃ）高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

（ａ）本締めに使用するボルトと、仮締めのボルトの併用はしてはならない

（イ）交流ア－ク溶接機　300Ａ～500Ａ

（ロ）ア－クエア－ガウジング機（直流）

（ハ）サプマ－ジア－ク溶接機一式

（ニ）炭酸ガスア－ク半自動溶接機

（ホ）溶接電流を測定する電流計

（ヘ）溶接棒乾燥器

ア－ク手溶接（ＭＣ）

ア－クエア－ガウジング（ＡＡＧ）

セルフ（ノンガス）シ－ルドア－ク半自動溶接（ＮＧＣ）

ガスシ－ルドア－ク半自動溶接（ＧＣ）

　　　（半自動溶接）の溶接技術検定試験に合格し引き続き、

　　　半年以上溶接に従事している者とする

　　　溶接技能者は施工する溶接に適応するＪＩＳ　Ｚ3801（手溶接）又はＪＩＳ　Ｚ3841

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

揚水機場鉄骨構造標準図(1/2)

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

8-177/300-
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構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　528号）

　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　124055号）

（1）ボルトピッチ（Ｐ） ボルト穴径・最小縁端距離
（ｍｍ）

最小 標準

ピッチ（Ｐ）最小縁端距離（ｅ）ボルト

穴径

呼び

（1） （2） （3）
（2）（3）

  の標準

［注］（1）引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　（2）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　（3）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

（2）ピン接合梁継手リスト

〈ＴＹＰＥ－1〉 〈ＴＹＰＥ－2〉 〈ＴＹＰＥ－3〉

Ｈ－350ｘ175ｘ7ｘ11 ＰＬ－9

ＰＬ－9

符号 タイプ 部　　材 Ｎ－径ＰＬ－（2）ＰＬ－（1）

2 3－Ｍ20Ｇ1

2 Ｈ－350ｘ175ｘ7ｘ11 3－Ｍ20Ｇ1Ａ

2ＳＢ19Ｍ Ｈ－194ｘ150ｘ6ｘ9 ＰＬ－6 2－Ｍ20

2 Ｈ－194ｘ150ｘ6ｘ9 ＰＬ－6 2－Ｍ20ＳＢ19ＭＡ

ＰＬ－6ＳＢ10Ｗ 3 Ｈ－100ｘ100ｘ6ｘ8 2－Ｍ16

ＰＬ－63 2－Ｍ16ＳＴ 　－100ｘ50ｘ5ｘ7.5

2ＨＢ24Ｍ

2 Ｈ－194ｘ150ｘ6ｘ9 ＰＬ－6 2－Ｍ20ＨＢ19Ｍ

Ｈ－244ｘ175ｘ7ｘ11 ＰＬ－9 3－Ｍ20

（3）剛接合継手リスト

（ＳＣＳＳ－Ｈ97による）

ＰＬ－（2）

ＰＬ－（1）

ＰＬ－（2）

ＰＬ－（1）ＰＬ－（3）

Ｎ1（片側）

ＰＬ－（1）

ＰＬ－（2）

ＰＬ－（3）

※ 特記なきＨＴＢは　Ｓ10Ｔ（Ｆ10Ｔ）とする。

Ｇ1Ａ

ウエブ

部　　材符号

フランジ

ＰＬ－（2）ＰＬ－（1） Ｎ1－径 ＰＬ－（3） Ｎ2－径

Ｈ－350ｘ175ｘ7ｘ11

Ｇ11 Ｈ－340ｘ250ｘ9ｘ14

ＰＬ－9 ＰＬ－9 4－Ｍ20 3－Ｍ20ＰＬ－6

ＰＬ－12 ＰＬ－12 8－Ｍ20 ＰＬ－9 6－Ｍ20

ＳＢ19ＭＡ Ｈ－194ｘ150ｘ6ｘ9 ＰＬ－9 ＰＬ－9 4－Ｍ20 ＰＬ－6 2－Ｍ20

（4）ハンチ部の継手 フランジ及ウエブ厚の差のある場合

≧1ｍｍフィラプレ－ト併用のことハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

Ｆｔ1＋Ｆｔ2＝

Ｗｔ1＋Ｗｔ2＝

リブプレ－ト

Ｆｔ1

Ｆｔ1

Ｗｔ1 Ｗｔ2

Ｆｔ2

Ｆｔ2

（5）柱継手リスト （ＳＣＳＳ－Ｈ97による）

Ｂ1 Ｂ2

150

175

200

250

300

350

400 170

140

100

　80

　70

　60

110

外
Ｐ

Ｌ
－

（
1
）
　

内
Ｐ

Ｌ
－

（
2）

外
Ｐ
Ｌ

－
（

1
）

　
内

Ｐ
Ｌ

－
（

2）

外
Ｐ
Ｌ

－
（

1
）

　
内

Ｐ
Ｌ

－
（

2）

ＰＬ－19以上

（母材と同材質）

ＰＬ－（1）

ＰＬ－（2）

ＰＬ－（3）

ＰＬ－（1）

ＰＬ－（2）

ＰＬ－（3）

Ｐ
Ｌ

－
（

1
）

Ｐ
Ｌ

－
（

3
）

Ｐ
Ｌ

－
（

1
）

Ｐ
Ｌ

－
（

2
）

Ｐ
Ｌ

－
（
3
）

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
－

ス

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
－

ス

Ｎ
1

Ｐ
Ｌ

－
（

1
）

Ａタイプ

Ａタイプ使用は

柱Ｄ＝250ｍｍ

以下とする

Ｂタイプ Ｃタイプ

注）Ｂ＝200～250のＮ2は2列並びとする

注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う

符号 部　　材

フランジ

Ｎ1－径

ウエブ

Ｎ2－径ＰＬ－（1） ＰＬ－（2） ＰＬ－（3）

（6）ブレ－ス （JIS規格品とする・・JIS A 5540・・1982／5541・5542・・2003）

（ａ）羽子板ボルト ＨＶ1

ねじの呼び（ｄ） Ｍ12 Ｍ14 Ｍ16 Ｍ18 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24

軸径ｄ1

最　大

最　小

調整ねじの長さ

取付ボルト穴径

許容差＋0～－0.5ｍｍ

はしあき（最小）

へりあき

（最小）

板厚

へりあき

（最小）

板厚

平鋼製

切板製

ボルト端から取付ボルト

穴心のあき（最小）

溶接長さ（最小）

取付ボルト

種類

ねじの呼び

本数

Ｓ

Ｒ

（2）

（1）

（1）

ｔ

ｅ1

ｅ2

ｔ

ｅ2

ｅ3

Ｌ

（2）

10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 21.9920.33

21.7720.1118.1116.1114.4612.4610.64

100 115 125 140 150 175165

21.521.521.5 23.5

50555050454035

13.0 17.0 17.0

22 28 28 34 34 38 38

99

99

9

99

96

66

64.5

4.5

19 25 25 32.5 32.5 37.5 37.5

70736666595247

40 50 55 60 75 85 85

ＪＩＳ　Ｂ　1186　2種高力ボルト（Ｆ10Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　1180　中8ｇ　10.9

Ｍ20Ｍ20Ｍ20 Ｍ22Ｍ12 Ｍ16 Ｍ16

1 1 1 1 1 1 2

注（1）ｅ1、ｅ2が確保されていれば形状は自由でよい

　（2）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

（ｂ）形鋼ブレ－ス

符号 部　　材 ＰＬ－（1） Ｎ－径 Ｌ

Ｖ1 2Ｌ－65ｘ65ｘ6 ＰＬ－9 5－Ｍ16 340

羽子板ボルト 形鋼ブレ－ス

ＦＢ－65×9　中ボルト　Ｍ16

（7）デッキプレ－ト （床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

梁との溶接およびコネクタ－

16φ ＠200

アークスポット溶接

受梁へのかかり寸法および端部処理

梁上通しの場合 既製品面戸（鉄製） 折曲加工

あて板（非鉄製）あて板（鉄製）
梁上切断の場合

スラブ端部の補足材 補足受材

Ｌ型鋼

50－200

ＰＬ－50×6

ＰＬ－1.6

ＰＬ－3.2

600以下

ＰＬ－1.6

200以下

50－400 2－Ｄ13

スラブ筋をのばす
φ9－＠300

2－Ｄ13

スラブ筋をのばす

2－Ｄ1350－400

Ｌ－50×50×6 ＠≦600

（8）露出柱脚

（ｂ）Ｈ形鋼　（ピン）間柱　ＢＰ

厚 Ａ Ｂ ｇ径 Ｌ 本数

部　　材

ベ-スプレ-トアンカ－ボルト

備　考符号

ＳＰ1

ＳＰ2

Ｈ－250ｘ250ｘ9ｘ14

Ｈ－194ｘ150ｘ6ｘ9　 2

P=100,e1=100

e1=100

4

20

20

700

700

16 250 200 100

19 300 300 200

Ａ
（ｂ）露出形式柱脚　（許容応力度計算を行わない場合）

アンカ－ボルト断面積の

総和≧柱断面積×0.2

縁端距離（ボルト孔の径に

応じ表に示す数値以上）

座金

注）表は標準図（2）3$0（1）の（ｅ）にしめす

アンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mm

ベ－スプレ－ト厚≧1.3ｄ

アンカボルト径（ｄ）

アンカ-ボルト （定着長さ≧20ｄかぎ状に折曲げる等のし措置）

（9）頭付きスタッド （ＪＩＳ Ｂ 1198）

スタッド材の標準形状・寸法

形状

（ｍｍ）

溶接後の長さＬ頭径Ｄ

（ｍｍ）（ｍｍ）

軸径ｄ

（ｍｍ）

頭高さＴ
呼び名

スタッド材

φ22ｍｍ

φ19ｍｍ

φ16ｍｍ

φ13ｍｍ

22.2 34.9 　9.5

22.0 35.0 10.0

19.0 31.7 　9.5

19.0 32.0 10.0

15.8 31.7 　7.9

16.0 29.0 10.0

12.7 25.4 　7.9

13.0 22.0 10.0

　80,100,130,150

　80,100,130

　50,　80,100,130

100,130,150

ピッチ、へりあき　および　コンクリートのかぶり

※　梁ウェブ直上に溶接する場合を除く。

19φ

16φ

95以上

80以上 9以上

9以上

Ｂ≧300の場合2列打ち

Ｂ＜300の場合1列打ち

150

150

ｈ ｇＰ

300

300

300

30016φ

16φ

19φ

19φ2

1

2

1

梁幅部位

大梁

小梁
Ｂ＜300

Ｂ≧300

Ｂ＜300

スタッド

列 径

Ｂ≧300 100

100

100

100

（10）梁貫通補強

●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

●梁端部（スパンのＬ／10以内かつ2Ｄ以内）は避ける

●φ≦0.4Ｄ

プレ－ト補強（片面又は両面） パイプとプレ－ト補強（片面）

パイプ補強（小径の場合）

リブプレ－ト補強

（φ1＋φ2）ｘ3／2以上

貫通孔の間隔

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

揚水機場鉄骨構造標準図(2/2)

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

8-178/300-



構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　528号）

　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　124055号）

4，（　　）内数値は1ＦＬからのスラブ天端を示す。

5，外周には立上り壁：Ｗ15有り。

3，スラブ天端　1ＦＬ－300

特記なき限り下記による

2，地中梁天端　1ＦＬ－500

1，ＢＡＳＥ，ＰＬ下端　1ＦＬ－250

断面 あ

あ

4.400

28.175

5.300 5.300

ＦＧ4

ＦＳ1
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5
0

Ｃ12
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ＦＧ1 ＦＧ1 ＦＧ1

ＦＧ1 ＦＧ1 ＦＧ1

Ｆ2

Ｆ2 Ｆ2

Ｆ2

Ｆ3

Ｆ3

Ｆ2

Ｆ1Ｆ1

1階基礎伏図　 　　1：100

耐圧盤伏図　 　　1：100

Ｘ0 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6

Ｙ

Ｘ
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Ｘ1

5.0754.050

吹き抜け

4.050 4.050 5.075

ＦＧ2

ＦＧ2

Ｘ1 Ｘ2
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設計者    ：一級建築士登録 第 98697号 加賀谷 盾夫

会社名    ：株式会社 ジルコ

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

揚水機場耐圧盤、1階基礎伏図

A2 1:141

A1 1:100

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

S=1:100

対象範囲

8-179/300

揚水機場耐圧盤、1階基礎伏図



構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　528号）

　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　124055号）

4，（　　）内数値は1ＦＬからのスラブ天端を示す。

5，外周には立上り壁：Ｗ15有り。

3，スラブ天端　1ＦＬ－300

特記なき限り下記による

2，地中梁天端　1ＦＬ－500

1，ＢＡＳＥ，ＰＬ下端　1ＦＬ－250

特記なき限り下記による

1，ＢＡＳＥ，ＰＬ下端　1ＦＬ－250

2，地中梁天端　1ＦＬ－300

3，大梁継手位置　柱芯より1，000

4，ＳＢ19Ｍの剛接合継手位置　梁芯より750

5，タテ胴縁　□－100ｘ100ｘ3.2＠910

Ｒ階母屋伏図　 　　1：100
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設計者    ：一級建築士登録 第 98697号 加賀谷 盾夫

会社名    ：株式会社 ジルコ

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:141

A1 1:100

揚水機場1階柱、梁伏図・R階伏図

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

S=1:100

対象範囲

8-180/300

揚水機場1階柱、梁伏図・R階伏図



構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　528号）

　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　124055号）

3，大梁継手位置　柱芯より1，000

特記なき限り下記による

1，ＢＡＳＥ，ＰＬ下端　1ＦＬ－250

2，地中梁天端　1ＦＬ－500

4，タテ胴縁　□－100ｘ100ｘ3.2＠910

Ｃ1

Ｃ3 Ｃ3

Ｇ2Ｇ2

Ｃ2Ｃ2

Ｖ1Ｖ1Ｖ1

Ｖ2Ｖ2

　　1：100Ｙ0通軸組図　
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ソイルセメントコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／m2

　ＧＬ－8.75ｍまで

ソイルセメントコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／m2

　ＧＬ－8.75ｍまで

ソイルセメントコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／m2

　ＧＬ－8.75ｍまで

ＧＬ＋4.500
▽ 1ＦＬ

▽ 軒高1

Ｆ2Ｆ1 Ｆ1

Ｐ2

Ｐ2

　設計長期許容支持力200ｋＮ／m2

　ＧＬ－8.75ｍまで

　設計長期許容支持力200ｋＮ／m2

　ＧＬ－8.75ｍまで

ソイルッセメントコラムコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／m2

　ＧＬ－8.75ｍまで
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　　1：100Ｙ2通軸組図　

ソイルセメントコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／m2

　ＧＬ－8.75ｍまで

ソイルセメントコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／m2

　ＧＬ－8.75ｍまで

ソイルセメントコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／m2

　ＧＬ－8.75ｍまで
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符　　号

断　　面

地下柱リスト

ＨＯＯＰ

主　　筋

Ｂ　Ｘ　Ｄ

備　　考

　※サブＨＯＯＰ－Ｄ16　＠500

80
0

36－Ｄ25

断　　面

ＨＯＯＰ
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Ｂ　Ｘ　Ｄ
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Ｘ

Ｙ

Ｘ

1200Ｘ1200
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Ｙ
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,
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,
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1200Ｘ1200
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Ｃ11 Ｃ12

符　　号 Ｃ1、Ｃ2 Ｃ3

800Ｘ800

　－Ｄ16＠100

20－Ｄ25

80
0

1,200 800

Ｈ00Ｐは地下壁ヨコ筋の間に配置Ｈ00Ｐは地下壁ヨコ筋の間に配置

Ｈ00Ｐは地下壁ヨコ筋の間に配置 Ｈ00Ｐは地下壁ヨコ筋の間に配置

　－Ｄ16＠100 　－Ｄ16＠100

　－Ｄ16＠100

700Ｘ800 700Ｘ750

1,200

B

D

1200Ｘ800

設計者    ：一級建築士登録 第 98697号 加賀谷 盾夫

会社名    ：株式会社 ジルコ
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

揚水機場地中梁リスト､スラブリスト､壁リスト他

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月
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2
0
0

150

符　号 Ｗ15 Ｗ25

断　面

壁　筋

補強筋

縦筋

横筋

縦筋

横筋

斜筋

2－Ｄ13－＠200

2－Ｄ13－＠200

2－Ｄ16

2－Ｄ16

2－Ｄ16

2
0
0

2－Ｄ10－＠200チドリ

2－Ｄ10－＠200チドリ

2－Ｄ13

2－Ｄ13

2－Ｄ13

上端筋

Ｂ　Ｘ　Ｄ

下端筋

スターラップ

腹　　筋

□－Ｄ13＠200

4－Ｄ13

符　　号

位　　置 端　部 中　央

ＦＧ2

端　部

断　　面

450Ｘ900 800Ｘ1000

▽1ＦＬ

中　央

7－Ｄ25

7－Ｄ25

※1

※2

※

下端筋は柱面よりＬ2の定着とする。

1　基礎梁上端筋は柱内に直線でＬ2＋5ｄ（梁主筋の最上階の定着仕様），

※

※
1

2　柱フープはタバねフープとする。

地盤改良

地中梁主筋柱型定着配筋要領 地中梁増打補強配筋要領

ＦＧ1

Ｄ25＠100（Ｄ）

▽ＧＬ

4－Ｄ256－Ｄ25

6－Ｄ25

＊幅止筋：Ｄ10＠1000（ＦＧ1　ＦＢ1、2） ＊地業：捨コンｔ＝50　　，砕石ｔ＝150　　

6－Ｄ25

Ｌ
2
＋

5
ｄ

Ｌ2

35ｄ

3
5
ｄ

Ｈ

Ｂ

※印鉄筋はＨ≦300不要
Ｂ≧400の時，補強筋は3本以上とする

3
0
0

補強筋　
地中梁ＳＴＰ同径同ピッチ

※　2　－　Ｄ13

Ｄ10＠400Ｌ＝400

補強筋主筋2－Ｄ13

Ｄ13＠200

1－Ｄ13

1－Ｄ13

□－Ｄ16＠200

※　曲げ補強筋は壁配筋図参照。

　　巾止筋－Ｄ10は、＠1000以内に入れる。

□－Ｄ13＠200

2－Ｄ13

中　央端　部中　央

350Ｘ700350Ｘ700

3－Ｄ22

3－Ｄ22

□－Ｄ13＠200

2－Ｄ13
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3－Ｄ22
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3
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ＦＢ1 ＦＢ2

1200Ｘ1200

※Ｌ2定着とする.

補強筋ヨコ
2－Ｄ25

補強筋ナナメ　2×2－Ｄ25

補強筋タテ　2－Ｄ25

補強筋ヨコ
2×2－Ｄ25

補強筋ナナメ　3×2－Ｄ25

補強筋タテ　2×2－Ｄ25
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符　号

Ｓ15

Ｓ1

ＦＳ1

ＣＳ1

スラブ厚
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位　置

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋
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モチアミ配筋

モチアミ配筋

モチアミ配筋
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＠900以内

モチアミ配筋

1
5
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Ｄ13　＠200　ダブル（短辺方向）

Ｄ13＠200　ダブル（長辺方向）

地中梁リスト 1／30

スラブリスト

土間コン配筋詳細図

出入口土間配筋詳細図
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貫通孔　補強要領 1／30
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ヨコ筋Ｄ25＠150
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ヨコ筋Ｄ25＠150

タテ筋Ｄ25＠150

※

腰壁Ｗ15配筋詳細図

2　－　Ｄ13
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Ｄ10＠200（チドリ）

Ｄ10＠200（チドリ）

7
,
2
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0

※は意匠図寸法による。
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φ
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ＦＧ1主筋4－Ｄ25

ＦＧ1主筋2－Ｄ25

4
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以
上

4
0
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以
上

4
0
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上
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ヨコ筋Ｄ25＠150

1／30地下壁（Ｗ120）断面詳細図

※ＦＢ1主筋は右記ＦＧ1に倣う事とする。
※ＦＧ2に定着するＳ1に関してはＷ25に倣う事
 とする。

Ｗ15縦筋Ｄ10＠200
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2
0
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4
,
3
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0

45°

タテ筋Ｄ25＠150
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ｄ

以
上
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以
上
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Ｗ25補強筋2－Ｄ16

▽
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1,200

1,950壁リスト

Ｘ4

ＦＧ1主筋4－Ｄ25

ＦＧ1主筋2－Ｄ25

Ｗ25横筋2－Ｄ13＠200

Ｗ25縦筋2－Ｄ13＠200

40ｄ以上

4
0
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以
上 ＦＧ1

　コンクリート打ち継ぎ位置

Ｆ2

△コンクリート打ち継ぎ位置
　（ＦＧ1下端）

設計者    ：一級建築士登録 第 98697号 加賀谷 盾夫
会社名    ：株式会社 ジルコ
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130 130

ＫＢ39Ｍ（クレーンガーター）

4－Ｍ20

2，
8
00

20

20

Ｐ1

700

間柱2箇所とする。

Ｈ－390×300×10×16

（クレーンスパンは10ｍ以内とする。）

（現場溶接）

（現場溶接）

□－Ｄ13＠100

4－Ｍ20Ｌ－120×120×8

Ｌ－16Ｐ

中ボルト4－Ｍ20

（ルーズホール）

（クレーンスパンは10ｍ以内とする。）

Ｈ－390×300×10×16

1ＦＬ

2
85
0

1.0
00 1.000

ＰＬ－19

ＰＬ－19

ＰＬ－16

ＰＬ－12

ＣＢ2

ＫＢ1（クレーンガーター）

Ｃ2

Ｈ－440×300×11×18

Ｈ－440×300×11×18 Ｈ－440×300×11×18

Ｈ－440×300×11×18

Ｃ2

ＣＧ2
ＣＧ2

ＨＢ2ＨＢ2ＨＢ2

Ｐ1 Ｐ1 Ｐ1

Ｈ－150×150×7×10

Ｈ－150×150×7×10 Ｈ－150×150×7×10

Ｈ－244×175×7×11

ＨＢ2

Ｇ1

ＣＧ1

Ｇ1

ＣＧ1

Ｈ－194×150×6×9

Ｈ－440×300×11×18

ＰＬ－25

500

Ｈ－244×175×7×11

ＰＬ－22

Ｈ－440
×300

×11×
18

スタットジベル22φＬ＝90

　片側16本×2＝32本

ＢＡＳＥ　Ｐ

Ｌ－19Ｒｉｂ.Ｐ

Ｌ－28×500×350

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ａ　ＢＯＬＴ　4－Ｍ27　Ｌ＝700

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ａ　ＢＯＬＴ　2－Ｍ16　Ｌ＝500

ＢＡＳＥ　Ｐ Ｌ－12×170×200

18－Ｄ25

（　）内はＣ3断面

12，050

6.025 6.025

4，
0
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（
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）
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　800×800
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9
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鉄骨柱ＲＣ根巻

ＧＬ＋4.500

　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　124055号）

構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　528号）

Ｙ

Ｘ

Ｃ1，Ｃ2　（Ｃ3）

Ｘ1～Ｘ3通り　棟仕口詳細図 1／30

点検用タラップ取付取合詳細図 1／30

Ｘ6通り出入り口庇鉄骨詳細図 1／30

栗山川Ｘ0通り鉄骨詳細図 1／30

設計者    ：一級建築士登録 第 98697号 加賀谷 盾夫

会社名    ：株式会社 ジルコ

3.0253.0003.0003.025

50
0

7
0
0

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:42

A1 1:30

揚水機場X0通り鉄骨詳細図

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

S=1:30

対象範囲

対象範囲

8-185/300

揚水機場XO通り鉄骨詳細図



ＣＧ1

Ａ-ＢＯＬＴ　3－Ｍ16

Ｌ=400　Ｄナット締め

ＧＰ Ｌ－16

ＨＴＢ　3－Ｍ16

Ａ-ＢＯＬＴ　3－Ｍ16

Ｌ=400　Ｄナット締め

ＰＬ－9リブ

Ｓ115

ＣＧ1

ＨＴＢ　3－Ｍ16

ＧＰ Ｌ－16

ささら Ｐ Ｌ－16×300

ささら Ｐ Ｌ－16×300

チェッカー ＰＬ－6.0

チェッカー ＰＬ－6.0

Ｌ－16ＧＰ

ＨＴＢ　3－Ｍ16

ＰＬ－9

105

ＴＣ1ＴＣ1ＴＣ1 ＴＣ1ＴＣ1

105

ＳＢ25 ＳＢ20 ＳＢ25 ＳＢ20 ＳＢ25

70 70 70 70

Ｐ12Ｗ Ｐ12Ｗ Ｐ12Ｗ Ｐ12Ｗ Ｐ12Ｗ Ｐ12Ｗ

ヒビ割れ防止筋タテ、ヨコ共Ｄ10＠150（シングル）

シンダーコンクリートＨ＝300

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ

▽Ｂ1ＦＬ

▽1ＦＬ

▽ＧＬ

鉄骨詳細図　

ＳＢ20 ＳＢ20

105 105

Ｌ－16ＧＰ

ＨＴＢ　3－Ｍ16

7
0

7
0

ＰＬ－6.0チェッカー

ささら ＰＬ－16×300

Ｐ12Ｗ Ｐ12Ｗ Ｐ12Ｗ

ＴＣ1ＴＣ1ＴＣ1

▽Ｂ1ＦＬ

1,
7
50

1,500 1,500

1 2 3

10
0

2
5

30 250 30

Ｌ－19×125×310ＢＡＳＥ　Ｐ

Ａ　ＢＯＬＴ　2－Ｍ20　Ｌ＝700

（Ｄナット締め　　Ｕ型フック付き）

リブ ＰＬ－9　ｈ＝150

Ｈ－125×125×6.5×9

　ＧＰ ＧＰ

ＢＡＳＥ　Ｐ

Ｕ型フック付　Ｄナット締め

（ピン接合）（ピン接合）

Ｌ－200×300×25

Ａ　ＢＯＬＴ　4－Ｍ16　Ｌ＝600

Ｌ－9　　3－Ｍ20 Ｌ－9　　4－Ｍ20

Ｈ－200×100×5.5×8
Ｈ－250×125×6×9

使用材料 鉄骨

ＨＴＢ

中ボルト ＳＳ400　　　　　アンカーボルト　　ＳＳ400

Ｓ10Ｔ－特記ボルト以外は全てＨＴＢ使用

　ダイヤフラムは全てＳＮ490Ｃ

柱、梁材はＳＮ400Ｂ　他部材ＳＳＣ400

外ダイヤフラムは全て取り付く柱、梁のフランジ厚の厚い方の2サイズＵＰとする。

※

30
0

20
0

50
5
0

200

50 50

5050

ＰＬ－9

105

7
0

ＰＬ－9

片側30゜以上確保すること。 片側30゜以上確保すること。

1－Ｍ16　（ターンバックル付）

床　チェッカーＰＬ－4.5

1－Ｍ22　（ターンバックル付） Ｌ－65×65×6（＠455）

ＧＰ ＧＰ ＧＰ Ｌ－6　　1－Ｍ16Ｌ－9　　1－Ｍ22 Ｌ－6　　1－Ｍ16

ＦＢ－9×90

10

ＦＢ－6×65

9

鉄骨部材断面表 1／30

スラブ厚 位　置

上端筋

下端筋

端　部

短　　辺　　方　　向

中　央 隅　部 端　部

長　　辺　　方　　向

中　央 隅　部

符　号

150

Ｄ10Ｄ13　　　＠200

Ｄ10Ｄ13　　　＠200

Ｄ10Ｄ13　　　＠200

Ｄ10Ｄ13　　　＠200

Ｓ115

符　　号

位　　置 全断面

上端筋

Ｂ　Ｘ　Ｄ

下端筋

スターラップ

腹　　筋

□－Ｄ13＠200

350Ｘ600

6－Ｄ25

6－Ｄ25

2－Ｄ13

断　　面

6
0
0

符　　号

位　　置 全断面

Ｂ　Ｘ　Ｄ

断　　面

500Ｘ500

8－Ｄ16

□－Ｄ10＠150

主　筋

ＨＯＯＰ

500

50
0

　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　124055号）

構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　528号）

　　1：30

Ｓ＝1／20

符　号

断　面

ＳＢ25 ＳＢ20Ｐ12Ｗ カベブレース 床　ブレース 根太

スラブリスト

ＣＧ1

ＣＧ1リスト

ＴＣ1リスト

ＴＣ1

は今回対象工事

契約対象

契約対象

2500

22.2000

35.0000

6

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

12

11

10

9

8

7

3

2

1

4

≒100

≒100

ＦＬ

7
,
2
0
0

3
0
0

手摺子：丸鋼　１３Φ　SOP

≒100

13

≒100

手摺:スチール42.7Φ×2.3　SOP

支柱:スチール42.7Φ×2.3　SOP

下桟:スチール42.7Φ×2.3　SOP

支柱:スチール42.7Φ×2.3　SOP

下桟:スチール42.7Φ×2.3　SOP

手摺:スチール42.7Φ×2.3　SOP

1
,
2
0
0

ささら：Ｐ-16　300SOP

1
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

踏面：縞鋼板6.0SOP

手摺子：丸鋼　１３Φ　SOP

5
,
4
5
0

1
,
7
5
0

3
0
0

≒
2
1
8

≒
2
1
8

≒
2
1
8

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

第１回変更

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

揚水機場メンテナンス通路・階段詳細図

A2 1:42

A1 1:30

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

S=1:30

8-186/300

揚水機場メンテナンス通路・階段詳細図



　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　１２４０５５号）

構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　５２８号）

メンテナンス通路伏図　 　　１：１００

メンテナンス階段伏図　 　　１：１００
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:141

A1 1:100

揚水機場メンテナンス通路伏図・軸組図

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

S=1:100

対象範囲

8-187/300

揚水機場メンテナンス通路伏図・軸組図



鉄骨部材断面表 １／３０

Ｃ１、Ｃ２

▽根巻コンクリート天端 ▽根巻コンクリート天端

断　面

断　面

断　面

Ｒ　　Ｆ

断　面

※ 使用材料 鉄骨

ＨＴＢ

中ボルト ＳＳ４００　　　　　アンカーボルト　　ＳＳ４００

Ｓ１０Ｔ－特記ボルト以外は全てＨＴＢ使用

　ダイヤフラムは全てＳＮ４９０Ｃ

柱、梁材はＳＮ４００Ｂ　他部材ＳＳＣ４００

外ダイヤフラムは全て取り付く柱、梁のフランジ厚の厚い方の２サイズＵＰとする。

　　　　　一級建築士　市場芳男　（登録　１２４０５５号）

構造設計一級建築士　市場芳男　（交付番号　５２８号）

１Ｃ２（一般部） （ブレース付き） （ブレース付き）（一般部）

（ＭＲＦ）Ｇ２ （ＲＦ）Ｇ１

Ｈ－４５０×２００×９×１４Ｈ－４５０×２００×９×１４Ｈ－３５０×１７５×７×１１

Ｈ－３００×１５０×６．５×９

Ｃ１、Ｃ２

Ｈ－４４０×３００×１１×１８

Ｃ３

Ｈ－３９０×３００×１０×１６部　材
Ｈ－４４０×３００×１１×１８

ＦＬＧ（外）　ＳＰ

（内）２ＳＰ

ＷＥＢ　２ＳＰ

Ｌ－１２×２００×４１０

Ｌ－１２×８０×４１０ ６－Ｍ２０

５－Ｍ２０Ｌ－９×３２０×１７０

ＧＧＦ－４Ｘ－Ｊ４５２０・０９１６－２０

（ＲＦ）Ｇ１Ａ

（ＲＦ）Ｇ２

（ピン接合）

Ｌ－１２ＧＰ ３－Ｍ２０

（ピン接合）

Ｌ－１２ＧＰ ５－Ｍ２０

ＨＢ１（横使い）

Ｈ－２４４×１７５×７×１１

ＨＢ２（横使い）

Ｈ－３００×３００×１０×１５

ＫＢ１（クレーンガーター）

Ｈ－３９０×３００×１０×１６

Ｐ１

Ｈ－１５０×１５０×７×１０

Ｐ２

ＰＬ－９

ヤネブレース

１－Ｍ２０(ターンバックル付き）

タテ胴縁 もや

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２＠４５５２Ｌ－６５×６５×６

カベブレース　Ｖ１ カベブレース　Ｖ２

Ｌ－６５×６５×６

（ピン接合）

Ｌ－１２ＧＰ ３－Ｍ２０

ＧＰ Ｌ－９ ３－Ｍ２０ ＧＰ ６－Ｍ２０Ｌ－１６

４－Ｍ２０

□－１００×１００×４．５

ＣＧ２への接合

ＧＰ Ｌ－６ ２－Ｍ２０ ＧＰ Ｌ－９ ５－Ｍ２０

はさみ板　Ｐ Ｌ－９　＠９００ＧＰ ２－Ｍ１６Ｌ－９

ＧＰ Ｌ－９ １－Ｍ２０

羽子板　ＦＢ－９×７５ＧＰ Ｌ－９ ５－Ｍ１６ ＧＰ Ｌ－９ ＧＰ Ｌ－９ 中ボルト　２－Ｍ１２

スタットジベル２２φＬ＝９０

　片側１６本×２＝３２本

スタットジベル２２φＬ＝９０

　片側１６本×２＝３２本

スタットジベル２２φＬ＝９０

　片側１６本×２＝３２本

ＢＡＳＥ　Ｐ

Ｌ－１９Ｒｉｂ．Ｐ

Ｌ－２８×５００×３５０

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

ＢＡＳＥ　Ｐ

Ｌ－１９Ｒｉｂ．Ｐ

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

ＢＡＳＥ　Ｐ

Ｌ－１９Ｒｉｂ．Ｐ

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ｌ－２８×４５０×３５０ Ｌ－２８×４５０×３５０

１　　Ｆ

柱　脚

部　材

部　材

符　号

符　号

符　号

ＢＡＳＥ　Ｐ

Ｌ－１９Ｒｉｂ．Ｐ

Ｌ－２８×５００×３５０

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ａ　ＢＯＬＴ　２－Ｍ１６　Ｌ＝５００

ＢＡＳＥ　Ｐ Ｌ－１２×１７０×２００

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

ＢＡＳＥ　Ｐ Ｌ－６×１４０×３００

Ａ　ＢＯＬＴ　２－Ｍ１６　Ｌ＝３００

ＣＧ１ ＣＧ２（ブラケット）

Ｈ－４４０×３００×１１×１８

ＦＬＧ　完全溶込み溶接

ＷＥＢ　両面隅肉溶接

Ｈ－１９４×１５０×６×９

Ｈ－２４４×１７５×７×１１

Ｂ４

ＧＰ Ｌ－１２ ６－Ｍ２０

Ｂ５

Ｈ－１００×１００×６×８

ＧＰ Ｌ－６ ２－Ｍ１６

Ｈ－１７５×９０×５×８

ＧＰ Ｌ－６ ２－Ｍ２０

Ｂ２

Ｈ－１９４×１５０×６×９

Ｂ２Ａ

４－Ｍ２０ＧＰ Ｌ－６

Ｂ１

Ｈ－２５０×１２５×６×９

ＧＰ Ｌ－９ ３－Ｍ２０

Ｂ３，ＣＢ２

（ピン接合）

スタットジベル２２φＬ＝９０

　片側１６本×２＝３２本

５－Ｍ２２

８－Ｍ２２

Ｌ－１２×３００×４４０

Ｌ－１２×１１０×４４０

Ｌ－９×３２０×１７０

ＦＬＧ（外）　ＳＰ

（内）２ＳＰ

ＷＥＢ　２ＳＰ

ＧＧＦ－４Ｘ－Ｊ４５３０・１２１９－２２

ＣＴ－１２５×１２５×６×９

（木毛板張合せ部分）

２Ｃ－１００×５０×２０×２．３

Ａ　ＢＯＬＴ　４－Ｍ２７　Ｌ＝７００ Ａ　ＢＯＬＴ　４－Ｍ２７　Ｌ＝７００ Ａ　ＢＯＬＴ　４－Ｍ２７　Ｌ＝７００Ａ　ＢＯＬＴ　４－Ｍ２７　Ｌ＝７００

ＨＢ１ ＨＢ２

□－１００ｘ１００ｘ３．２＠４５５

中ボルト　２－Ｍ１２

※X0，X2通りは＠910、Y0,Y6通りは＠455

ＣＢ１は、梁Ｇ２に

完全溶込み溶接

ＣＧ３,ＣＢ１

Ｈ－１９４×１５０×６×９

Ｈ－１９４×１５０×６×９

ＦＬＧ（外）　ＳＰ

（内）２ＳＰ

ＧＧＦ－４Ｘ－Ｊ２０１５・０６０９－１６

Ｌ－９×１５０×２９０

Ｌ－９×６０×２９０ ４－Ｍ１６

２－Ｍ１６ＷＥＢ　２ＳＰ Ｌ－９×１４０×２３０

ＦＬＧ（外）　ＳＰ

（内）２ＳＰ

ＧＧＦ－４Ｘ－Ｊ２０１５・０６０９－１６

Ｌ－９×１５０×２９０

Ｌ－９×６０×２９０ ４－Ｍ１６

２－Ｍ１６ＷＥＢ　２ＳＰ Ｌ－９×１４０×２３０

（ＭＲＦ）Ｇ１・Ｇ１Ａ

▽根巻コンクリート天端
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ＷＥＢ　両面隅肉溶接
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ＰＬ－１９

ＰＬ－９

Ｌ－１２Ｐ

110

70 40

ＰＬ－９

ＰＬ－６

105

290

10

40 40

6060

4040

30

3
06
0

14
040

4
06
0

230

7070

10 4040

ＰＬ－６ ＰＬ－１２

90

ＰＬ－６

ＰＬ－１２

ＰＬ－１２

Ｃ１

ＣＧ２

ＰＬ－１６

ＰＬ－１９

ＰＬ－１９

４－Ｍ２０

Ｌ－１２０×１２０×８

Ｌ－１２×３００Ｐ

４－Ｍ２０

ＰＬ－１６

４－Ｍ２０

ＣＧ２ ＰＬ－１６

ＰＬ－１６

Ｌ－９リブＰ

８５８５

１７０

２
０
０

１
０
０

５
０

５
０

ＣＴ－１２５×１２５×６×９

１
４

０７
０

７
０

３００

１００１００１００

ＰＬ－９

中ボルト ２－Ｍ１２

中ボルト ２－Ｍ１２

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:42

A1 1:30

揚水機場鉄骨断面リスト

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

対象

対象

対象

対象

対象

対象

8-188/300

揚水機場鉄骨断面リスト
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・建築板金（内外装板金作業）

平成　　年　　月（全　　　枚）

2．敷地面積

3．工事種目

仕 様 書

工事設計図

1．工事場所

Ⅰ　工事概要

章 特　　記　　事　　項項　　目

押出成形セメント板工事

タイル工事

コンクリートブロック・ALCパネル

屋根及びとい工事

カーテンウォール工事

ユニット及びその他の工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

木工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

18

20

19

16

17

15

14

13

12

11

10

7

9

6

5

土工事

仮設工事

地業工事

4．工事範囲

・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

4

3

8

2

Ⅱ　建築工事仕様

1．共通仕様

（1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（建

の限りではない。

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

たすものとする。

　・要　　　・不要

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

　（3）安定的な供給が可能であること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

JIS及びJASマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

※現場説明書による　・構外搬出適切処理

    ・積雪区分　建告示第1455号　別表（　　）

    ※地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

    ※風速（Ｖｏ＝　　　　　　　）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

建築材料等

発生材の処理等

条件明示項目

※適用する

電気保安技術者

品質計画

・

（1.3.8）

（1.3.5）

（1.1.4）

（1.3.3）

（1.2.2）

工事実績情報の登録

1

2

3

4

5

6

7

一
般
共
通
事
項

1 適用基準等

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　平成17年版）

・鉄筋コンクリート構造配筋要綱（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成17年版）

・建築工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成17年版）

・建築工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成16年版）

　　　ンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極

　　　②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　　　④旧JASのFco規格品

　　　③旧JISのEo規格品

　　　②建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

　　　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

　　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　③下記表示のあるJAS規格品

　　　①JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放

　　　散が極めて少ないものとする。

　　　難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有

するものとし、次の1）から5）を満たすものとする。

　　　デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　めて少ないものとする。

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　　第三種

　　規制対象外

化学物質を放散する

建築材料等

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法9

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

・アスファルト防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業
・塗膜防水工事作業　　　　　・シーリング防水工事作業

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・石材施工（石張り施工）

・ブロック建築　・ALCパネル施工

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

・塗装（建築塗装作業）

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

・型枠施工コンクリート工事

ブロック・ALCパネル工事

カーテンウォール工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

木工事

左官工事

金属工事

タイル工事

屋根及びとい工事

建具工事

塗装工事

内装工事

植栽工事 ・造園

・左官

・タイル張り

・建築大工

・とび

鉄筋工事

適用工事種別

（1.5.2）

技能検定の職種

・左官

・防水施工

・内装仕上げ施工

技能士10

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度

測定し、報告すること。

着工前の測定　　　・行う

測定箇所数　　　　・図示　　　　　

測定対象室　　　　・図示　　　　　

報告の様式等については、現場説明書による。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

化学物質の濃度測定11 （1.5.9）

　※完成図　　　　　　提出部数　　※各2部　　・　　部（A3版第2原図及び電子媒体（CD-R））

　※施工計画書　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※保全に関する資料　提出部数　　※1部　　　・　　部

※作成する　　　・作成しない完成図等 （1.7.1～3）（表1.7.1）12

撮影箇所数

・｢営繕工事電子納品要領（案）（平成１４年１１月改訂版）｣による。

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出とする。

１００×１２５以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

撮影業者　※監督職員の承諾する撮影業者（ただし､建築完成写真撮影の実績のある業者とする｡）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

　　　（他に外観正面1カットのみ5枚（カラーキャビネ版）提出）

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。

・カラー

　　　　324×400（mm）

※図示　　　・設計ＧＬ＝現状ＧＬ

・電子データ

※カラー半切木製パネル

　　　　※キャビネ版

　　　　※べた焼

工事写真

設計ＧＬ

設備工事との取合い

完成写真

分類・規格

※200万画素以上

※100×125以上

※2　

※2　

※300dpi以上

・

原板の大きさ（mm）提出部数

13

14

15

16

17 騒音振動の防止 「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規定」に基づき、国土交通省大臣が指定した
建設機械を使用する。

18 施工図等の著作権 当該建物の取得する施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲する。

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

規模及び仕上げの程度は現場説明書による

工事用電力

工事用水

監督職員事務所1

2

3

仮
設
工
事

2

（2.3.1）

（2.3.1）

（2.3.1）

※現場説明書による　　　　　　　・構外搬出適切処理

・構内指示の場所にたい積　　　　・構内指示の場所に敷き均し

種別　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

　　　・建設汚泥から再生した処理土

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土

2

1 （3.2.3）（表3.2.1）

土
工
事

3

（3.2.5）

（4.3.3～5）施工法

　　　　　H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　　　　　杭周固定液　　・使用する

　・特定埋込み杭工法

杭長（ｍ）及び種別

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

試験杭

　※高強度プレストレストコンクリート杭

杭頭の処理　　※切断しない　　　

本　杭

既製コンクリート杭

地業

種類

杭径（mm）

（4.3.1～2）

備考継手数 セット数

地
業
工
事

14

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

床下防湿層

砂利地業

杭地業

場所打ちコンクリート （4.5.3）（表4.5.1）

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

※再生クラッシャラン　　　・切込み砂利及び切込み砕石

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

コンクリートの種別及び設計基準強度2

3

4

2

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）

　（　　　）種かつ（　　　）N/mm　以上Ｂ

（4.6.6）

（4.6.3）

（4.5.4）

（4.5.5）

（4.5.4）

（4.5.3）

（4.3.6）

（4.3.2）

（4.3.7）

・図示

・図示

※D19以上　

5

4

3

2

鉄
筋
工
事

1 （5.2.1）（表5.2.1）

呼び名（mm）

※10　　

種類の記号

・ＳＤ345

・ＳＤ295Ａ

施工箇所

・

・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

※D16以下　

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

※行う　　　・行わない

（5.3.1）（別1.1）

標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm）

鉄筋の種類

鉄筋の継手

既製コンクリート杭の

杭頭補強

鉄筋の最小かぶり厚さ

5 最上階柱頭補強 （別2.1）

（5.3.5）

（5.3.4）

出隅受け部配筋　　※Ｄ10-100＠ダブル　・図示

出隅部補強配筋　　※Ｄ10-100＠ダブル　・図示

出隅部の配筋

片持ちスラブの11

7

6

耐震壁　　※図示

※Ｈ形（□は除く）　　　

※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

※超音波探傷試験　　　・引張試験

一般壁　　・Ａ形　　　※Ｂ形　　　・図示

・Ａ種　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　（　　　　ヶ所）

8

帯筋

壁開口部の補強

梁貫通孔の補強形式

9

10

機械吊上げ用フック

圧接完了後の試験 （5.4.9）

（別7.3）

（別7.1）（別表7.1～3）

（別4.2）（別表4.3～4）

（別2.2）

設計基準強度

・18

※21

（建物内土間コンクリートを含む）

建物躯体

施工箇所

普通コンクリートの6 （6.1.4）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

2設計基準強度Fc（Ｎ/mm　）

1

・24

断熱材兼用型枠

6 混和材料

表面の処理

コンクリート躯体

無筋コンクリート

8

7

骨材の種類5

スランプ

コンクリートの類別

4

3

セメントの種類

レディーミクスト2

　　標仕19章内装工事14断熱材による。

適用及び適用個所について

※施工範囲は図示による。

　凹凸状態とする。高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧５０Ｎ/ｍｍ　以上かつ、２.５分/ｍ　

　以上とし、施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承

　ＭＣＲ工法を行う場合は、せき板面にＭＣＲ工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面

（6.3.5）（6.4.8）

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合する

（6.1.5）（6.4.1～2）（表6.1.1）

・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒt＝3.0kg/ｍ　以下）

ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

※混和剤　　・混和材

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

設計基準強度　※18N/mm

　諾を受ける。

アルカリシリカ反応による区分

※Ａ

水和熱

3

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

工作物のスランプ　15又は18cm

※Ⅰ類　　・Ⅱ類

（6.2.3）

9

・高炉セメントＢ種　　　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（6.3.3）（6.5.4）

（6.3.2）（6.13.2）（6.16.2）（表6.3.1）

7d

28d 402J/g以下

352J/g以下

2

2 2

（6.14.3）

10 打放し仕上げ

の種類
・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

（表6.2.3）

種　　　別 施　工　箇　所

外壁　・　内壁

11 配　合　強　度 ※　気温による温度補正値（各地の生コン組合の規定による）

12 型　　　　　枠 せき板の種類　　　　※　合板　　　　・　床型枠用鋼製デッキプレート

板厚（㎜） 適　　用　　箇　　所

　建築技術評価制度「鉄筋コンクリート建築物等における床型枠用鋼製デッキプレートの開発」
において評価を取得したもの。

捨コン　　無筋コンクリート

４

　　コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm（外部）・10㎜（内部）

12 全部

　　　　　　・オールケーシング工法　全回転型（孔内の水張　・行う　・行わない）

　　　　　　・リバース工法

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

2．特記仕様

・
・

（2）特記事項は、　　印の付いたものを適用する。・

　　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　　印と　　印の付いた場合は、共に適用する。※

（6）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

４ ※2　

5 地盤改良

　　　築工事編）（平成19年版）」（以下、「標仕」という。）による。

千葉県山武郡横芝光町新井地内

ソイルセメントコラム工法

平成24年度　両総農業水利事業　栗山川統合機場上屋建築その他工事

鉄骨造　　平屋建　　新築（地下部有り）

(構造仕様書による)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-189/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

建築特記仕様書(1/3)

-



150角玄関

・　押出成形セメント中空板　厚26（横貼）　幅600

ＤフラムＳＮ４９０Ｃ

ＳＳＣ４００

ＳＮ４００Ｂ

梁

柱、梁

※JIS規格による

※JIS規格による

・フッ素樹脂ガルバリウム鋼板ｧ0.4　横葺

ポリサルファイド系打ち継ぎ目地

変成シリコーン系建具周囲、取合い部

左
官
工
事

15 モルタル塗り材料

　バルコニー手摺、扉

・カラーステンレス鋼板ｔ＝0.4

・段葺（ヨコ）

・タラップ

・手すり

　※　表14.5.1による

（14.5.2）（表14.5.1）スタッド、ランナーなどの種類軽量鉄骨壁下地9

（14.4.2）

（14.4.2）（表14.4.1）

断熱用インサート（床版で断熱材打込部分）インサート8

屋内　　※　19形　　・　25形　　　　　　屋外　　※　19形　　・　25形

野縁などの種類軽量鉄骨天井下地7

2 界面破断率（％）接着強度（Ｎ/mm　）吸水量（ｇ）

表示値±1.0

全固形分（％）

混合割合 凝結時間 透水比吸水比曲げ及び圧縮強度比

（15.5.2）（表15.5.1）

80％以下

（15.2.2）

（15.2.2）

50以下

95％以下

0.98以上

70％以上セメント重量の

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

JIS R 5201の試験において

30分で1ｇ以下

1

3mにつき7以下

1mにつき10以下

平たんさ（mm）

仕上げの形状等

・

・

砂壁状じゅらく

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

始発　1時間以上

終結　10時間以内

5％以下

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

施工箇所

フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

・内装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｅ

・薄付け仕上塗材

種　　類

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による

フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

呼び名

・防水形外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・

砂壁状　

・

・

上塗材

京壁状じゅらく　

耐候性　※3種　

平たん状

砂壁状

　樹脂　※アクリル系　

　　　　・メタリック

防水形の増塗材　※行う

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材C

・内装薄塗材Ｌ

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｗ

・複層仕上塗材

※複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・軽量骨材仕上塗材

・複層塗材Ｅ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材RS

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・防水形複層塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｓｉ

・防水形複層塗材ＲＥ

備　　考

塗料塗りの場合も含む

（表6.2.4）（15.3.1～2）

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様

　外観　※つやあり　・つやなし

防火材料の指定

　※規制対象外　　・第三種

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

直均し仕上げ

床コンクリートの2

仕上塗材仕上げ3

表面処理材料の種別

施工箇所種　　別

固定間隔表面処理呼称肉厚（mm）種　類

種　　類

表面処理方法 施工箇所

・

・Ｂ－1種（無着色）

種　別

・Ａ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

・Ｂ種

電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

・Ｂ－2種(・ブラウン系 ・ブラック ・ステンカラー)

（14.2.2）（表14.2.1）

（14.2.3）（表14.2.2）

表面処理厚さ（mm）

・

寸法（mm）

定めたもの

固定方法及び間

隔は品質計画で

製　法

・押出し

※プレス

・

・ロール ・

形　　状

・スパンドレル形

・パネル形

・300形

・250形

・

・100形

・350形

1.6以上

1.8以上

2.0以上

　（　　　　）

※Ａ-1又は

　　　Ｂ-1種

・Ｂ-2種

材　種

※アルミニウム製

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

※研磨無し　・　

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種

・鉄

・鉄

※ステンレスSUS304

※ステンレスSUS304

隅角部及び突当たり部等の役

備　　考

物は本体製造所の仕様による。

・Ｂ-2種（　　　）

・Ｂ-1種

（14.6.2）（表14.2.1）

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

※ＨＬ程度　・鏡面程度　　　

亜鉛めっき　外部　※Ｃ種　　

　　　　　　内部　※Ｅ種　　

（14.2.1）（14.8.2～3）（表14.2.2）

アルミニウム合金

の表面処理

アルミニウム及び2

鉄の亜鉛めっき3

金属成形板張り4

アルミニウム製笠木5

手すり及びタラップ6

金
属
工
事

施工箇所

（14.2.1）

※ＨＬ程度

種　　類

下記以外の見え掛かり全て

・

・鏡面仕上げ

・Ｎｏ.２Ｂ程度

仕上げ

ステンレスの表面114

　　　※　物入建具枠・中棚、枕棚受け材　　・　米栂（上小節）

　※造作材

　　　※　棟下地、雨押さえ受　　　・　杉

　※下地は、防腐・防蟻処理材を使用のこと。

工事範囲は、屋根用下地材・宿直室物入木　　　　材7

・たも ・なら ・しおじ

（12.2.1）

・　　　・　　　

・　　　

・　　　

芯材の種類 化粧単板の樹種

（12.2.2）

（12.2.6）

（12.2.8）

（12.2.1）（表12.2.3）

1 木材の品質 ※標仕12.2.1　　　・市販品

規格・品質

※一般材　　　

※1等　・2等　　　

※1等　・2等　　　

品　名

3 集成材等

接着剤4

5 防腐・防蟻処理

・構造用集成材

・造作用集成材

※集成材　　　

・化粧ばり造作用集成材

　※規制対象外　　・第三種

※標仕表12.2.3による　　　樹種2

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　※規制対象外　　　・第三種

・1種　※2種　・3種

　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

（以下、｢ユリア樹脂等｣という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

　防腐処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　 　　　）

（12.2.9）

（12.7.1）（表12.7.1）

※合板張り

・板張り　

※無し

・有り

床板

※単層フローリング

・縁甲板

（標仕19.5.2による）

6 床板張り

　防腐、防蟻処理の種類、品質

下張り用床板

フローリング及び縁甲板張り床　　　

　防蟻処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　 　　　）

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量

※規制対象外　　・第三種

※規制対象外　　・第三種

※ひのき　　　　

ステンレス製　75φルーフドレイン4

　　　　　　　　　・ステンレス管　竪樋－60φ

2

1

・

※0.4　

板厚（mm）

（13.2.2～3）（表13.2.1）

（13.3.2～3）（表13.2.1）

（13.5.2）（表13.5.1）

（13.5.3）（表13.5.5）

屋根葺形式

長尺金属板葺

・

※有り　　・無し

※30分耐火　　・無し

折板葺

とい3

軒先面戸板

（規格等）

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

耐火性能

形状（mm）

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.5による　　　

　 防露材のホルムアルデヒド放散量

　 ※規制対象外　  ・第三種

長尺金属板の種類

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

　　　　　　　　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（REP-VU）

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0.6　・0.8

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

木
工
事

石
工
事

防
水
工
事

2

12

施工箇所

（　　　　　）

※非歩行

・軽歩行

使用分類

・カラー

・シルバー

仕上げ塗料塗り

厚　さ・ＡＳ－1　・ＡＳ－2

施工箇所

※1.2　

※2.0　

※1.5　

※1.5　

厚さ（mm）

・

※ＡⅠ－2

・

・ＢⅠ－2

・Ａ－2

・Ｄ－2

1 アスファルト防水9

立上り部の保護

種　別

2 改質アスファルト

シート防水

・Ｓ－F1

・Ｓ－M1

・Ｓ－F2

・Ｓ－M2

種　別

3 合成高分子系

防水

ルーフィングシート

施工箇所

種　別

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

アスファルト　　　※3種　　　・4種 

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　　

備　考

※適用する　・適用しない

　・カラー

　・シルバー

仕上げ塗料塗り

Ｙ－2工法の保護シート

施工個所

※1.2　

シーリング材の種類（記号）

仕上げの種類厚さ（mm）産地・名称種　類

・Ｓ－M3

種　別

・Ｙ－1

・Ｙ－2

・Ｘ－2

・Ｘ－1

4 塗膜防水

脱気装置

5 シーリング

1 天然石張り

外壁石張り

　工法

　・乾式工法

2 テラゾ張り

3 壁の石張り工法

10

　　・設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　ｍ　当たり1箇所）

施工箇所

下表以外は、標仕表9.6.1による

石の種類・表面仕上げ

種石の種類　　※大理石　　　　

施工箇所

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

表面仕上げ　　※本磨き　　　　

形状・寸法　　※図示

内壁石張り

　工法

　・乾式工法

4 床及び階段の石張り

　裏打ち処理　　　　・行う

　裏打ち処理　　　　　・行う

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

床石張りの裏面処理　　・行う

屋内のワックス掛け　　・行う

　ドレインパイプ　　※ステンレスSUS304　　

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

（9.2.2～3）（表9.2.3～8）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.5）

（9.3.2～4）（表9.3.1）

（9.4.2～3）（表9.4.1）

（9.5.2～3）（表9.5.1～2）

（9.6.2）（表9.6.1）

（10.2.1）（表10.2.1～2）

（10.2.1）（表10.2.2）

（10.3.2～3）（10.5.2～3）

（10.4.2～3）（10.5.2～3）

（10.6.2）

（10.1.5）

素地ごしらえは、JIS H 9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

適用部位材　　料亜鉛めっきの種別

（7.12.3）（表14.2.2）

B種

A種

C種
普通ボルト、アンカーボルト

最低板厚4.5mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、4.5mm未満の形鋼、鋼板

11 溶融亜鉛めっき工法

3

2

2

2

（7.10.3）（表7.10.1）

混和材

※Ａ種　　　・Ｂ種

　無収縮モルタル

・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種）

・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　 　　　　　）9

10

及び埋込み工法

アンカーボルトの保持

柱底均しモルタル工法 （7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

セメント系(酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

（各重量比）

ルトランドセメントとする。

Jロートによる流下時間

材齢3日　　25.0Ｎ/mm　以上

材齢28日 　45.0Ｎ/mm　以上

材齢28日 　3.0Ｎ/mm　以上

0.30kg/m　以下

材齢7日　　収縮しないこと

凝結開始時間　　1時間以上

終結時間　　10時間以内

セメント

砂

コンシステンシー

配合比

凝結時間

ブリージング

圧縮強度

塩化物量

付着強度

無収縮性

無収縮モルタルの品質及び試験方法

　　方法」312-1992による。

試験方法

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

　　（セメント＋混和材）：砂＝1：1

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通または早強ポ

２）塩化物量は、JIS Ａ 5308「レディミクストコンクリート」

　　付属書5（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物

１）日本道路公団規格（JHS）「無収縮モルタル品質管理試験

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

練混ぜ完了から3分以内の値は 　8±2秒

　　イオン濃度試験方法」による。

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

所要性能及び適用構造部位種　　別

（7.9.2～6）

・

・耐火材

　吹付け

・耐火板張り

・湿式ロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・ラス張りモルタル塗り

8 耐火被覆

試験方法試験箇所試験の種別

（7.6.11）

・図示

（7.6.11）（表7.6.2）

※標仕7.6.11（b）による

・図示

・2.5％

完全溶込み溶接部

※4.0％

※超音波探傷試験

・マクロ試験

・放射線試験

検査水準

AOQL

※第6水準

7 溶接部の試験

（7.2.2）（7.12.4）

改良型スカラップ

鋼製エンドタブ

4

5

6

スカラップ

エンドタブ

高力ボルト

　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※トルシア形高力ボルト　 ・JIS形高力ボルト　 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

規格等使用箇所種類の記号

（7.1.4）

（7.2.1）（7.2.10）（表7.2.1）

適用する

鋼材の材質

2

3

施工管理技術者

鋼材

鉄
骨
工
事

（7.1.3）製作工場の加工能力

・監督職員の承諾する製作工場

　のある工場。

入熱、パス間温度の溶接条件

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　　※図示　　　　　　

17 鉄骨の製作工場

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

　に定める「（　　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

・建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

13

屋
根
及
び
と
い
工
事

幅（mm）厚さ（mm） 工法種別表面形状種　類

取付け工法種別厚さ（mm）2単位荷重（Ｎ/ｍ ）種　類

タ
イ
ル
工
事

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

適用

再生材の形状寸法
施工箇所

色役物うわぐすり

特注標準なしあり無ゆう施ゆう陶器磁器せっ器

2

2

（11.2.1）

備考

・・

・・

・ ・

・

・

・

・

・・

・ ・

・・

・・

・ ・

・・

・・

・ ・

・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・・

・ ・ ・ ・

0.40以上

温冷繰返し後

長さ変化率

（％）

0.20以下

（11.2.3）

（11.3.3）（表11.3.2）

曲げ強さ

（N/mm　）

4.0以上

・ ・ ・ ・ ・

きじ

（mm）

11 1 陶磁器質タイル タイルの種類

・・

・・

・ ・

・・

・・

・ ・

・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・・

・ ・ ・ ・

0.60以上

標準時

単位容積質量

（ kg/l ）

1.80程度

2

3 壁タイル張りの工法

張り付け用材料 既成調合モルタル

保水率

（％）

70.0以上

・ ・ ・ ・

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

接着強さ（N/mm　）

・

　金属製タイル先付け用パネル

※標仕6.9.3［材料］（b）（2）又は

タイル型枠先付け面のせき板

（11.2.1）

（11.2.2）（11.4.2）（表11.4.1）

・小口タイル

・二丁掛タイル

大型タイル

適用タイル種　別

4 陶磁器質タイル型枠

先付け工法

　下地モルタル塗り　※標仕15.2.2～15.2.5

※タイルシート法

・目地桝工法

・桟木法

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

　　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法（6章コンクリート工事）

厚さ（mm）

※標仕8.4.6による

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

2m以下

適用箇所

2mを超える

高
さ

※100　

※100　

※100　・980

・2350　・3530

・1180　・1960

・100

・120

・150

・100　・150

・　　　　　

・　　　　　

1 補強コンクリート

ブロック造

8

・塀

帳壁及び塀

3 ＡＬＣパネル

・外壁パネル

・床パネル

・屋根パネル

4 押出成形セメント板

2 コンクリートブロック

※空洞ブロック１６　・空洞ブロック１６－Ｗ

・衛生配管用裏積みブロック　　　

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

※標仕表8.3.1及び下表による

・間仕切壁パネル

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・Ｂ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・外壁パネル

（ECP）

・間仕切パネル

耐火性能　　・有り（　　　　　）

　　　　　　・無し

（8.2.2）

（8.3.2）

（8.5.2～6）（表8.5.1～2）

（8.4.2～6）（表8.4.3～4）

・

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-190/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

建築特記仕様書(2/3)

-



カ
｜
テ
ン
ウ
ォ
｜
ル
工
事

契約対象外

・　耐荷重3000N

（図示）

（鋼製）H=100

5.水切棚　L=1050

3.吊戸棚　L=1050

2.コンロ台　L=600

1.流し台　L=1050

6.システム床組

4.レンジフード　L=600

仕
上
げ
ユ
ニ
ッ
ト
工
事

20

防カビ管理室

高さ（mm）　※60　　・75　　 ・100

JIS K 6903による　厚さ・1.2　・3.0

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/ｍ

（19.8.2）

素地ごしらえ

　せっこうボード面　　　　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　モルタル、プラスター面　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

（表18.2.4）（表18.2.7）

施工箇所

2

（19.9.2～3）断熱材14

品質等

備　考

※25

※25

・　

厚さ（mm）

※15

・　

・　

※一般部

・接地部分

・一般部

・

※断熱材補修部分

・

・

※40以下

・

※壁（図示の範囲）

※2種ｂ

※3種ｂ

（スキン層付）

・押出法

　ポリスチレン

　フォーム

・現場発泡断熱材

　保温板

種　類

・木質系

・コンクリート系

・プラスチック系

・断熱材兼用型枠

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

・100

※200

幅（mm）

・100

※300

準不燃品

性　能

・木目調

※塗装品

材　質

市販品

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

表面仕上げ

特定フロンを使用

しないもの

特定フロンを使用

しないもの

製造所　　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

断熱抵抗

難燃性※3級　・2級

　　　　発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開

回り縁は樋付き

とし、製造所の

標準品とする。

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

＝0.676以上

＝厚さ/熱伝導率

　（ｍ ・k/w）

浴室天井材15

無機質
（化学繊維）（ビニル）

その他プラ繊維

（織物）

備　考

（19.8.2）

防火性能

・

・

・

・

・

・

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・

・

・

・

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

紙
施工箇所

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・

壁紙の種類

壁紙張り13

（表19.7.1）

※25　　RW-B

JISの記号種　　類

・ロックウール吸音ボード1号

GW-B※グラスウール吸音ボード32Ｋ ※25　　

厚さ（mm）

吸音材12

・15　　・20　　・25　　

厚さ（mm）、規格等

HW・硬質木毛セメント板

種　　類 JISの記号

※フラットタイプ 9（不燃）

12.5（不燃）

9.5（不燃） 

9.5

　　　　　　化粧無（下地張り用） 

12.5（不燃）　15.0（不燃）

12.5（不燃）幅440mm程度

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

0.8FK

DR

GB-R

DR

・せっこうボード

　（軒天井用）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

GB-NC

GB-F

GB-S

GB-D

GB-L

・難燃合板

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード（木目）

DR（軒天）

DR（凹凸）

DR（軒天凹凸）

NW ・15　　・20　　・25　　・普通木毛セメント板

（19.7.2）（表19.7.1）

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15・19・　　）

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

・凹凸タイプ（※12 ・15）（不燃）

※12.5（不燃）　　・9.5（準不燃）

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・無研磨板     ・研磨板

MDF

HB

IB

　ファイバーボード

・メラミン樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

・単板張りパーティクルボード

・ハードボード（素地）

・インシュレーションボード

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※規制対象外　　・第三種

　※適用する　　　・適用しない

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・12      

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・18      

・ 無研磨板（・スタンダード   ・テンパード ）

・ 研磨板   （・スタンダード   ・テンパード ）

Ａ級（・天井仕上   ・内装仕上   ・          ）

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・18      

せっこうボード

その他のボード張り

11

接着剤1 （19.2.2）（19.3.3）

　※規制対象外　　・第三種

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

色　柄

※2.5

厚さ（mm）

（19.2.2）

（19.2.3）

JISの記号種　類

※ＮＣ　

2 ビニル床シート張り

・

・

※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

※柄物　　・無地

※無地　　・マーブル柄

備　　考

※2ＣＴ

JISの記号 厚さ（mm）

（19.2.2）

・ＨＴ

ＣＴＳ ・

種　　　類

3 ビニル床タイル張り

※コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・ホモジニアスビニル床タイル　　　　　

・コンポジションビニル床タイル（軟質）

10

9

性　　能

漏えい抵抗値（JIS A 1454による）

体積抵抗値（JIS K 6911による）

1.0X10　Ω以下、または、

1.0X10　Ω未満

（19.2.2）

・

※2　

種　　　類

・

・

4 帯電防止床タイル張り

・

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル

厚さ（mm）

※4.0又は4.5

（19.2.2）5 ビニル幅木

備　考

（19.3.3～4）（表19.3.1～2）

※無地

・

・ループパイル

・カットパイル

・カット､ループパイル併用

パイル形状

6 カーペット敷き

・Ａ種

・Ｂ種

種　別

・Ｃ種

・織じゅうたん

・柄物（標準品）

色柄等

備　考工　　法

・グリッパー工法

※全面接着工法

備　考

※6.5

・

総厚さ（mm）

（19.3.3～4）（表19.3.2）

（19.3.3）（表19.3.2）

パイル長（mm）パイル形状

・

※4～6　 

※5～7　 

※4　　　

種　類

・

パイル形状

※第一種

・第二種

・タフテッドカーペット

・ループパイル

・タイルカーペット

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　

・カットパイル

・カット、ループ併用

・レベルループパイル

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ併用

耐電性　・人体帯電圧3kV以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

寸法（mm）

※500×500

仕上げの種類

（19.4.2～3）（表19.4.1～7）

（19.4.2）

・防滑仕上げ　　

種　　別

7 合成樹脂塗床

　※規制対象外　　・第三種

・弾性ウレタン塗床材

・エポキシ樹脂塗床材

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

仕上げ塗装等工　法

・

・

※塗装品

・無塗装品

（19.5.2～7）（表19.5.1～4）

備　考樹　種

・

・

・

・

※なら

・ひのき

種　　別

・

8 フローリング張り

※天然木化粧複合フローリング ※釘どめ工法(Ｃ種)

（19.5.2）ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・ 第三種

畳の種別

（19.6.2）（表19.6.1）

下地の種類

畳敷き9

10 ポリスチレンフォーム

床下地材

ポリスチレンフォーム床下地

標仕表12.5.1による床組　

フローリング類　　厚さ（mm）　※80　・95

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

※Ｃ種　　

※Ｂ種　　

畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80

耐久性による区分主成分による区分

（9.6.2）（17.2.2）（表9.6.1）

記　号

シーリング材の種別

金属

ガラス

ガラス

石、タイル

ガラス

　下記以外は標仕表9.6.1による

被着体の組合せ

（17.2.2）構造用ガスケット　※適用しない

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

（17.2.2）断熱材　　　　　　※適用しない　

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　厚さ（mm）　　：施工個所※図示　）　

（17.2.3）（表17.2.1）

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

色彩等

（17.2.3）（表14.2.1）

無着色

塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

・着色塗膜

アルミニウムの表面処理

・Ａ－1種　　・Ｂ－1種　　　　　

・Ａ－2種　　・Ｂ－2種

種　　別
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（17.1.3）耐風圧性能

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

　　　　　・正圧　　　Ｎ/ｍ　以上及び負圧　　　Ｎ/ｍ　以上に対して安全であること。 　　　　　　

　　　　　　安全であること。

※各部の破損、残留変形

　有害な変形が起こらないこと

状　　態

・

※±（1/150）×ｈ　

　　　　　かつ絶対量20mm以下

たわみ量

※4m以下　

主要部材のたわみ

・4mを超える

支点間距離（ｈ）

H

V

（17.1.3）耐震性能

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1.0　　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0.5　　

（17.1.3）

状　　態

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要

　部材に有害な歪みが起こらない

　シーリングは補修程度

（17.1.3）

・

・

※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

層間変位量（h＝支点間距離）

鉄骨造

建物の構造種別

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

製造所　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

気密性　　・Ａ－3　　・Ａ－4　　

水密性　　・Ｗ－4　　・Ｗ－5　　

規格等種　　別施工部位

記　号 耐久性による区分主成分による区分

層間変位量（h＝支点間距離）建物の構造種別

（17.3.2）

2 PCカーテンウォール

コンクリートの種類及び品質

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS 14による。

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

　※標仕17.3.2による

外　　部

所要スランプ（ｃｍ）

（14.2.3）（表14.2.2）

※Ａ種　　・　

※ステンレスボルト

※Ａ種　　・　

・

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

（9.6.2）（17.3.2）（表9.6.1）

※E種　　

※E種　　

※E種　　

・

※E種　　

※E種　　

設計基準強度（Ｆｃ）

内　　部

シーリング材の種別

（17.3.3）（表17.3.1）

（17.1.3）

取付けボルト

シーリング材料

耐火材料

耐風圧性能

・層間ふさぎ

コンクリートの種類

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

鉄筋　　※SD295A　　

レベル調整ボルト

ＰＣ版打込み取付けボルト

ＰＣ版打込み金物

金物種類及び部位

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

施工箇所

断熱材　　　　　　※適用しない

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

カーテンウォール板間目地

・パネル目地部

・取付けブラケット

・ファスナー部

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

2次ファスナー

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による

　下記以外は標仕表9.6.1による　

　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　　厚さ（mm）　　　：施工箇所　※図示）

（17.1.3）

状　　態

※部材が損傷せず、破損脱落もしない。

　ガラス等の破損もない

　シーリングは補修程度
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H

V

・

※±（1/100）×h以上　

・

※±（1/200）×h以上　

耐震性能

鉄骨造

　　　　　・正圧　　　Ｎ/ｍ　以上及び負圧　　　Ｎ/ｍ　以上に対して安全であること。　　　

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1.0　　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0.5　　

　　　　　　安全であること。

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

（16.3.2）（表16.3.1）

特定防火設備の戸　　・適用あり

耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による4 鋼製建具

（16.4.2）簡易気密型ドアセットの適用は建具表による5 鋼製軽量建具

（16.5.5）

（16.5.4）

（表16.5.1）特定防火設備の戸　　・適用あり

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

表面仕上げ　※ＨＬ程度　・鏡面仕上げ　

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

6 ステンレス製建具

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

（16.8.2～3）（表16.8.1～3）

開閉方法

・スイングドア

※スライデイングドア

7 自動ドア開閉装置

センサの種類

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

（16.9.2～3）

　　　　　　　・製造所標準仕様による

品質規格　　　※標仕表16.9.1による8 自閉式上吊り引戸装置

（16.6.2）

（16.6.2）

（表16.6.3）ふすまの上張り　　

　※規制対象外　　・第三種

9 木製建具 かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　 ・鳥の子

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

（16.7.4）

（16.7.2）

（16.3.6）（16.4.6）

吊金物

　・ピボットヒンジ

建具用金物

マスターキー　※製作する　・製作しない

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

10 建具用金物

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

表面形状 防火性能色調呼び寸法（mm） 厚さ（mm）

（16.13.5）

（16.13.2）※建具表による

・ガラスブロック　 標仕16.13.5による

11 ガラス

※クリア

・有り

※無し・・・正方形

・長方形

材　　　種建具の種類

（16.13.2）（表9.6.1）

（16.13.3）

※シーリング材

※シーリング材

ステンレス製

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

ガラス留め材

　監督職員に提出する

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

12 ガラス留め材及び溝

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

　JASS 17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

　　標仕16.13.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

性能値

飛散防止率　Ｄ1

張り面種　類

第2種

・

名　　称

※ガラス飛散防止フィルム　　

品質　JIS A 5759による　　

13 ガラス用フィルム

※内張り　・外張り

（16.11.2）（表16.11.1）

（16.11.3）

（16.11.4）

（表16.11.2）

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）15 軽量シャッター

2耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ/ｍ

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

（16.10.2）

（16.10.2）

（16.10.2）（表16.10.1）

2

2

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/ｍ

危害防止機構

　・シャッターの二段降下方式

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

シャッターの種類

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

14 重量シャッター

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　

（16.12.2～3）

・溶融亜鉛めっき鋼板

ガイドレール

　（SUS304）

※ステンレス鋼板

※バランス式

開閉方式

2

・電動式

・チェーン式

※スチールタイプ

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

セクション材料

耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ/ｍ

16 オーバーヘッドドア

・バーチカル形

・ハイリフト形

・スタンダード形

・ローヘッド形

収納形式

網戸 （16.2.3）防虫網

　形　　式　※外部可動式　・固定式

3

種　別 耐風圧性

Ｓ－4

Ｓ－6

Ｓ－5

・Ａ種

・Ｃ種

・Ｂ種

建
具
工
事

（16.1.4）

※図示　　　

※図示　　　

※図示　　　

（表14.2.1）

（表14.2.1）

施工箇所

外部に面する建具

※70

　100

・・・

※Ａ－3

　Ａ－4

※Ｗ－4

　Ｗ－5

屋内建具

　表面処理　※C－1種又はB－1種　　　

水密性 枠見込み（mm）気密性

1

2

16 見本の製作等

アルミニウム製建具

・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　表面処理　※Ｂ－1種　・Ｂ－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　　　　　　・C－2種又はB－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（16.2.2）（16.2.4）（表16.2.1）
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内
装
工
事

塗
装
工
事

2

2

（18.1.3）

（18.2.4）（表18.2.3）（表18.3.4）

（18.2.7）（表18.2.7）

材料18 1 屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする

　※規制対象外　　・第三種

Ａ種、Ｃ種以外

塗りの場合

Ａ種

Ｃ種

Ｂ種

2 素地ごしらえ

3

4 防塵用塗料塗り

床用塗料塗り

亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別

種　別

仕上種別　　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

仕上種別　　　※平滑仕上げ　　　・防滑仕上げ

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

せっこうボード及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

施工部位及び塗料種別

鋼製の建具及び、2液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

　種別　※Ｂ種　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材　質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　　）

塗布量　　　　主剤2回塗とし、総塗布量は0.25kg/ｍ　以上とする。

材　質　　　　ウレタン樹脂系塗料（※標準色　・　　　　　）

塗布量　　　　プライマー塗りのうえ主剤2回塗りとし、総塗布量は0.5kg/ｍ　以上とする　　　　

（17.2.2）

規格等

・

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

1

ウォール

メタルカーテン17

・

　・方立方式

　・パネル方式

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

　・小型パネル組み合わせ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

シーリング材及びガラス取付け材料

※アルミニウム製

カーテンウォール方式

　・スパンドレル方式

　・バックマリオン方式 （・単純2辺支持構法　・ＳＳＧ構法）

種　　類

カーテンウォール材料の種類

・一般重量シャッター

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-191/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

建築特記仕様書(3/3)

-



合　計　　　　　　　　 ＝14.3m2 14.3m2＞6.145m2・・・有窓階

44.8×1/20＝2.24

SS-1　 3.5×3.0　＝10.5

LGS　W＝65　ケイ酸カルシュウム板ｱ6下地

法令チェック

必要開口（１階床面積×１／３０）

AD-6　 1.9×0.8　＝1.52

AD-1A　1.9×1.2　＝2.28

184.365／30＝6.145m2
有効開口

消防・無窓階チェック

AW-2　（0.75×1.06）×3＝2.39

AW-2　Ｗ1.5/2＝0.75

2.24く2.385　ＯＫ

AW-2　Ｗ1.5/2＝0.75・・0.7

0.8-0.36＝0.44
2.7-(1.28+1.06）＝0.36

AW-2　（0.44×0.7）×3＝0.924
0.896く0.924　ＯＫ

AW-2+AW-4=5.406

4.48く5.406　ＯＫAW-4　　0.6×1.06＝0.636

必要開口

換気

44.8×1/10＝4.48

7.225×6.2　＝44.8

採光

AW-2　（1.5×1.06）×3＝4.77

必要開口

会議室面積

２）　採光・換気検討（会議室）

１）　排煙検討（会議室）

44.8×1/50＝0.896
7.225×6.2　＝44.8

必要開口
会議室面積

H＝2.7

Ｘ６Ｘ３Ｘ０

Ｙ２

Ｙ０

4,050 4,050 5,075

＝369.759㎡

28,775×400=11,510×2＝23.02㎡

＝346.739㎡

Ｂ

Ｂ+延床面積建築面積

+ ＣＡ

Ｃ13,475×12,050=162.374㎡地階床面積

15,300×12,050=184.365㎡

延床面積

１階床面積 Ａ

面積表

Ｃ Ａ

28,775

13,475 15,300

1
2,

05
0

3005,3005,3004,400300

40
0

Ｂ

Ｂ

4
00

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み 外壁廻り：グラスウール２４kg充填

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

（外部：浸透性塗布防水）

コンクリ－ト打放シＢ種

X4～X6間断熱材

着脱式手摺：スチール　42.7φ

防水石膏ボード ｧ12.5

洗濯ﾊﾟﾝ（800×640）

60

排水用釜場：防水モルタルW1000×D1000×H1000

グラスウールァ25　32kg/㎡　ガラスクロスピン止め

コンクリ－ト打放シＢ種

断熱材 ポンプ室上屋内壁：グラスウールァ25　32kg/㎡　ガラスクロスピン止め

アルミ板（既製品）平付室名札

ＳＵＳ製グレーチングｔ２５　９００×６００

アコーディオンカーテン

下足入（スチ－ル既製品 900 X 900 X 300）

外　壁

60

排水溝：防水モルタル W＝150メンテナンス用通路、階段：鉄骨ＳＯＰ

室名札（３箇所）

メラミン化粧パーティクルボードｔ30

カーテンレール（Ｗ）ＳＵＳ製

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

流し台、コンロ台、吊戸棚、レンジフード、水切り棚

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

室名札（２箇所）

タラップ(ガード付)
点検用ステンレス製

電動重量シャッター

クレーン用ガーター、走行レール（15ｋｇ／ｍ）

SPB-0812SBEL

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

外壁廻り：グラスウール２４kg充填

クレーン用ガーター、走行レール（15ｋｇ／ｍ）

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

天井裏：グラスウール２４kg敷き込み

室名札（２箇所）

露シ

軽鉄W=100 石膏ボード ｧ12.5軽鉄W=100

ビニ－ル巾木

石膏ボード ｧ12.5

シンダーコンクリートコテ押さえ　

化粧石膏ボ－ド ｱ 9.5           ＮＭ-0441

軽鉄W=100石膏ボード ｧ12.5

ビニ－ル巾木

コンクリ－ト打放シＢ種

ＥＰ軽鉄W=100、65 石膏ボード ｧ12.5

 押出し成形セメント中空板ｧ２６横貼

軽鉄W=65 軽鉄W=65

便　所（共通）

天井裏：グラスウールｔ50　２４kg敷き込み外壁廻り：グラスウールｔ50　２４kg充填

コンクリート打放しＢ種化粧目地（25×20）

鉄骨胴縁下地 押出し成形セメント中空板ｧ２６横貼フッ素樹脂塗装仕上げ　働巾600

流し廻り：陶器質タイル100角

石膏ボード ｧ12.5

電気盤室

軽鉄W=65軽鉄W=65

軽鉄W=100、65

フッソ樹脂ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｧ０.４ 

フッソ樹脂ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｧ０.４ 

フッソ樹脂ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｧ０.４ 横葺

軽鉄W=100、65

階

１

2,500

2,500

2,500

2,700

2,700

2,800

ビニ－ルクロス貼

防水石膏ボード ｧ12.5

ビニ－ル巾木長尺塩ビシ－ト貼 ｱ 2.0

コンクリ－ト直均し

洗面室

脱衣室

湯沸し室

コンクリ－ト打放シＢ種

コンクリ－ト打放シＢ種

シャワーユニット（０８１２）

防水石膏ボード ｧ12.5防水石膏ボード ｧ12.5

ビニ－ルクロス（防かび）       ＮＭ-9904

けい酸カルシウム ｱ 5 ｱ 6 ｱ 12  ＮＭ-8578

石膏ボ－ド ｱ 12.5              ＮＭ-8619

搬入口他庇

ケラバ

ケラバ

化粧石膏ボ－ド ｧ9.5

軽鉄下地
3,000塩ビ製

帯電防止ビニルタイルｱ2.0

シンダーコンクリートコテ押さえ　

石膏ボード ｧ12.5

石膏ボード ｧ12.5

石膏ボード ｧ12.5

軽鉄W=100、65

石膏ボード ｧ12.5

石膏ボード ｧ12.5

長尺塩ビシ－ト貼 ｱ 2.0

長尺塩ビシ－ト貼 ｱ 2.0

長尺塩ビシ－ト貼 ｧ2.0

フリ－アクセスフロア－H=100

シンダーコンクリートコテ押さえ　

軽鉄下地 

化粧石膏ボ－ド ｧ9.5

軽鉄下地 

化粧石膏ボ－ド ｧ9.5

軽鉄下地 

化粧石膏ボ－ド ｧ9.5

地
　
階

階

鉄骨胴縁

仕上
ポンプ室

搬入スペース

下地

エポキシ系防塵塗装

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

化粧石膏ボ－ド ｧ9.5

軽鉄下地

ビニ－ルクロス貼

ビニ－ルクロス貼

100

60

60

ビニ－ルクロス貼60

コンクリ－ト打放シ

150角磁器タイル貼 （接着貼）

室　名 床

エポキシ系防塵塗装

コンクリ－ト直均し

下地

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

仕上

下地

仕上

ビニ－ル巾木

ビニ－ル巾木

ビニ－ル巾木

ビニ－ル巾木

仕上

コンクリ－ト直均し下地

木毛セメント板 ｧ25

木毛セメント板 ｧ25

化粧石膏ボ－ド ｧ9.5

化粧石膏ボ－ド ｧ9.5

素地

素地

軽鉄下地

天　井壁

ビニ－ルクロス貼

60

60

ビニ－ルクロス貼

石膏ボード ｧ12.5

塩ビ製

塩ビ製

軽鉄下地

ポンプ室吹抜け部

シャワー室

帯電防止カ－ペットタイル

備　考

塩ビ製

廻り縁 天井高

ビニ－ルクロス貼

巾　木
H

仕上

下地

会議室

仕上

下地

コンクリ－ト直均し

仕上

下地

150角磁器タイル貼仕上

モルタル下地

玄　関

ホ－ル

腰

内部仕上表

＊シンダーコンリート（別途工事）

搬入口土間

窓、出入口等　建具

足洗い場

シャッター下部養生金物ＳＵＳ３０４ Ｌ－６５×６５×６コンクリート金コテ仕上げ

アルミサッシ・アルミドア・電動式重量スチ－ルシャッタ－

出入り口土間 コンクリート金コテ仕上げ

根回り腰　壁

（庇）

（庇）

アスファルトル－フィグ９４０下地

屋　根
内装仕上材（天井裏部分を含む）

木毛セメント板 ｧ２５  

第４種建材使用のものとする木製建具、ミニキッチンは

シックハウス対策に依る内装材料は第４種建材を使用

不燃、準不燃認定番号

軒　天

軒　天

破　風

ケイ酸カルシュウム板ｧ６ＡＰ

木毛セメント板 ｧ２５  アスファルトル－フィグ９４０下地

ケイ酸カルシュウム板ｧ６ＡＰ

ケイ酸カルシュウム板ｧ１２下地

註記事項外部仕上表

破　風 ケイ酸カルシュウム板ｧ１２下地

軽鉄W=100、65

軽鉄W=100、65

軽鉄W=100、65

軽鉄W=100、65

フッソ樹脂ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｧ０.４ 横葺

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-192/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

仕上表

-



便所便所

 洗面

ｼｬﾜｰ室
脱衣室

湯沸室

接地端子箱15
低圧受電盤14
プリンタ13
中央監視操作卓12
UPS11
入出力中継盤10
計装制御盤

名 称記号
9

補助継電器盤8

注水ポンプ・補機盤6
変圧器盤5
NO.2 揚水ポンプ盤4
NO.1 揚水ポンプ盤3
高圧受電盤2
高圧引込盤

名 称記号
1

12

13

15

1

2

3

4

5

6

8

9

10

11

14

中央監視操作卓

　　11.6㎡

トイレ洗面室他

延焼ライン

電動水圧解錠装置：

電動水圧解錠装置

電動重量ｼｬｯﾀｰ

W3.0×H3.5

粉末（ＡＢＣ）消火器１０型

Ｃ

Ｂ Ｂ

Ａ

吹き抜け

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

立面方向

X2

X1

4,
05
0

4
,0
5
0

5,
07
5

DN

-1.650

φ700横軸軸流ポンプ

φ450横軸両吸込渦巻ポンプ

 157.0㎡

ポンプ室

1,
20
0

7
,2
0
0

9,
95
0

2
,8
5
0

6,
80
0

4,
00

0

1,
75
0

防塵塗料床

8
0
0

6
0
0

4
,4
0
0

2,
26

0
1
,2
8
0

Y2Y1Y0

止水板

12,100 5,100

外壁：押出成形板t26　働巾600

屋根：木毛板t25下地　フッ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4　横葺

GL

地下部：浸透性塗布防水（外部）

排水溝　150W

軒天：フレキシブルボードt5.0　ＡＰ

床：ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押ｴ

+4.800

12,050

6,025 6,025

10,550

1,400 1,400

3
0
0

-2.700

1FL

軒高2

最高の高さ

軒高1

10

4.5

木毛板t25

Y2Y1Y0

1,
28
0

1,
06

0

電気盤室会議室

1
0
0

天井裏：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ敷t50

△3,000
△2,700

12,050

6,025 6,0251,400 1,400

4.5

10

X5X6

Y2Y1Y0

X6

X5

X4

X3

X0

Y2Y1Y0

1,
20
0

1,
12

5
1
,0
5
0

7,
22

5

手摺

H1000

DN

手摺:ｽﾁｰﾙ製　H1100
-300

クレーンガーター

Ｈ-390×300×10×16

±0

下足

-100

玄関

3,030 5,850

±0

±0

 63.8㎡
電気盤室

±0

±0

11.1㎡

ホール

搬入口 -300

DN

釜場　1000角

-300

　58.4㎡
搬入スペース

1,670

12,050

6,025 6,025

1,500

±0

Ａ

天井裏：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ敷t50

△2,700

300

700

内部壁ＬＧＳ　Ｗ６０部分　H=天井高まで

△2,500

1,0501,1251,200

天井裏：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ敷t50

脱衣室 洗面便所 会議室

+4.800

5,300

3
0
0

28
,7
75

3
0
0

5,300

5,
30

0
5,

30
0

4,
40

0

GL

7,
15
0

2
,8
5
0

1FL

4,
00

0
3
0
0

軒高1

1FL

スチール製　
H1100

便槽

足洗場

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-193/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平面図・断面図(1/2)

A1 1:100

A2 1:141

 Ｃ断面図 

3
0
0

3
0
0

 Ａ断面図 

3
0
0

 Ｂ断面図 

 平面図 



粉末（ＡＢＣ）消火器１０型

Ｃ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

立面方向

X2

X1

4,
05
0

4
,0
5
0

5,
07
5

DN

φ700横軸軸流ポンプ

φ450横軸両吸込渦巻ポンプ

 157.0㎡
ポンプ室

Y2Y1Y0

X6

X5

X4

X3

X0

Y2Y1Y0

H1000

DN

手摺:ｽﾁｰﾙ製　H1100
-300

DN

釜場　1000角

-300

12,050

6,025 6,025

Ａ

3
0
0

28
,7

75

3
0
0

5,
30
0

5,
30
0

4,
40

0

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-194/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平面図・断面図(2/2)

A1 1:100

A2 1:141

 地階平面図 



両 総 用 場機合統川山栗水

ケラバ、破風：木毛板t25下地　フッ素樹脂ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4　横葺Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

5,0754,0504,050

4,0504,0505,075

6,0256,025

300 4,400 5,300 5,300 300

2,
85

0
4,

00
0

3
0
0

2
,8
5
0

6,
80

0
3
0
0

6,0256,025

3004,4005,3005,300300

腰壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しＢ種　化粧目地（25×20）

屋根、庇：木毛板t25下地　フッ素樹脂ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4　横葺

根回り：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　Ｂ種

フッ素樹脂塗装仕上外壁：押出成形板t26　働巾600

Ｄ

Ｅ

Ｃ

Ａ Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｅ ＡＢ

W3.0×H3.5

電動重量ｼｬｯﾀｰ

4.5

10

Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しＢ種 足洗い場：

Ｄ

Ａ

4.5

10

Ｅ

Ｃ

Ｂ

　施設名　

図面名
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電動水圧解錠装置：送水口、非常用電源は電気室に設置
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水切、他付属金物一式

ポンプ室上部

ＡＧ－１

ＡＤ－１Ａ

電気室

会議室

76570765

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ ｱ3

換気扇

Ｆ

ＡＷ－１Ａ

990

1,
06
0

ＰＷｧ6.8

アルミシルバー

アルミ引き違いマド

１電動重量シャッター

3,000

3,
50

0

スチール

シャッターボックス

搬入スペース

ガイドレール(ＳＵＳ)、座板（ＳＵＳ）シャッターボックス

ＳＳ－１

クレセント、アングル、水切、他付属金物一式

１

７０

玄　関

ＡＷ－５３

７０

1
,0
6
0

ＦＷｧ6.8

アルミ片開きマド

アングル、水切、他付属金物一式

アルミシルバー

600

ＡＷ－４

便所

２

７０

1,
06
0

1,800

アルミ引き違いマド

クレセント、アングル、水切、他付属金物一式

ＰＷｧ6.8

アルミシルバー

脱衣。洗面所

電気室

ＡＷ－３

７０

２アルミ３連引き違いマドＡＷ－２

1,
06

0

1,5001,5001,500

クレセント、アングル、水切、他付属金物一式

ＰＷｧ6.8

アルミシルバー

7070

７０

クレセント、アングル、水切、オペレーター他付属金物一式

ＰＷｧ6.8

アルミシルバー

ＦＬ、通路から1.3m以内設置

2,
26
0

1,
08
0

1,
08

0

オペレーター位置

1
0
0

1,600701,600

アルミ２連２段引き違いマド

ポンプ室

７０

クレセント、アングル、水切、オペレーター他付属金物一式

ＰＷｧ6.8

アルミシルバー

ＦＬ、通路から1.3m以内設置

2,
26
0

1,
08
0

1,
08
0

オペレーター位置

1
0
0

1,600701,600

アルミ２連２段引き違いマドＡＷ－１

ポンプ室

フランス落シ、他付属金物一式シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、沓摺ステン、

１００

１

スチールＳＯＰ

スチール両開きフラッシュドア

2,
70
0

2,000

ＳＤ－１

電気室

２

７０

引手、ＳＵＳレール、表示錠

700

1,
90

0

同　左

ＡＤ－６ アルミ片引きフラッシュドア

便　所

アルミシルバー

800

1,
90

0

ＰＷｧ6.8

他付属金物一式

１

７０

ＡＤ－５ アルミフラッシュドア(外部面）

搬入スペース

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、沓摺ステン、

フランス落シ、他付属金物一式シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、沓摺ステン、

１

７０

1,400

500900

アルミ親子フラッシュドア

1,
90

0

ＰＷｧ6.8

アルミシルバー

ＡＤ－４

会議室

１

７０

フランス落シ、他付属金物一式シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、沓摺ステン、

300900

アルミ親子フラッシュドア

1,200

1,
90

0

ＰＷｧ6.8

アルミシルバー

ＡＤ－３

会議室

７０

１

他付属金物一式シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、沓摺ステン、

ＰＷｧ6.8

900

1,
90

0

同　左

アルミフラッシュドアＡＤ－２

電気室

他付属金物一式

１

７０

ＦＬｧ５

同　左

800

1,
90

0

ＡＤ－１

ホール

アルミフラッシュドア

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、沓摺ステン、

１

７０

レバーハンドル、丁番、沓摺ステン、 フランス落シ、他付属金物一式

F

4
4
0

1
0
0

アルミ親子フラッシュドア

1,
90

0

1,200

ＰＷｧ6.8

アルミシルバー

玄　関

符号　個数

硝　　子

備　　考

金　　物

仕　　上

符号　個数

備　　考

硝　　子

金　　物

仕　　上

符号　個数

仕　　上

備　　考

硝　　子

金　　物

符号　個数

形状寸法

形状寸法

形状寸法

形状寸法

見　込

見　込

見　込

見　込

備　　考

硝　　子

金　　物

仕　　上
　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-201/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

建具表

A1 1:50

A2 1:70



1000500

カーテン
アコーディオン

カーテン

アコーディオン

ケイ酸カルシュウム板ｱ6下地
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ケイ酸カルシュウム板ｱ6下地
グラスウールァ25　32kg/㎡　ガラスクロスピン止め

Ｋ4 壁：軽鉄W=65

壁：軽鉄W=100 ＥＰＫ3 石膏ボード ｧ12.5

壁：軽鉄W=100、65
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床：コンクリ－トコテ

ビニ－ルクロス貼
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巾木：コンクリ－ト打放シＢ種Ｊ
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石膏ボード ｧ12.5巾木：軽鉄W=100

巾木：コンクリ－ト打放シ （接着貼）150角磁器タイル貼Ｇ
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長尺塩ビシ－ト貼 ｧ2.0床：コンクリ－ト直均し
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長期許容支持力度　    　ｋＮ／ｍ2(地盤改良による)　　　載荷試験　　■有　　□無

セメント量　　　  　kN/m3

コンクリートＦｃ＝　 　N・m2

5.0　N・m2

％％％

備考
社内

検査率又は検査数
検査箇所

■完全溶込み溶接部 0

100 30100

30100

マクロ試験・その他

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

中間検査

個個個

第三者検査機関名

％％％外観(目視)検査

超音波探傷検査

工事監理者第三者

5℃～15℃

5℃未満

15℃以上

(日)
在

令
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

セ
メ
ン
ト
の
種
類在

置
期
間
の
平
均
気
温

支柱せき板

コンクリート

の圧縮強度
100％85％

設計基準強度の
設計基準強度の50％

25

17

28 28

28

15

12

8

16

10

6

6

4

Ａ種　　　　　

シリカセメント

Ａ種　　　　　

高炉セメント　

ランドセメント

普通ポルト　　

ランドセメント

早強ポルト　　

Ａ種　　　　　

シリカセメント

Ａ種　　　　　

高炉セメント　

ランドセメント

普通ポルト　　

ランドセメント

早強ポルト　　

Ａ種　　　　　

シリカセメント

Ａ種　　　　　

高炉セメント　

ランドセメント

普通ポルト　　

ランドセメント

早強ポルト　　

シリカセメント

Ａ種　　　　　

Ａ種　　　　　

高炉セメント　

普通ポルト　　

スラブ下スラブ下、はり下基礎、はり側、柱、壁

28

108

5

3

ランドセメント

はり下

早強ポルト　　

5

3

2

ランドセメント

位
部

種類

本数
（節部径－節部軸径－軸径）

備考施工法材料杭種

種類

備考種類

材料　　　合板厚　12m/mを標準とする。　　　■施工はＪＡＳＳ5による。

3 3

　　 ＨＯＯＰ ＳＤ

鉄筋　主　筋　ＳＤ

スランプ

鋼材(□SKK400  □SKK490)

SC(□SKK400  □SKK490)

PHC(□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種)

CPRC(□Ⅰ種 □Ⅱ種 □Ⅲ種 □Ⅳ種)

□SC　　　　　　　　

□ＢＨ 　□深礎
□手堀

｛ □機械堀

□アースドリル　　□ミニアース

□リバースサーキュレーション

□オールケーシング　□拡底杭

□プレボーリング拡大根固め工法

□埋込み(セメントミルク工法)

□打ち込み

中　砂
細　砂

シルト

(JISG3551)溶接金網

高強度せん断補強筋

Ｆｑ＝　N・m2Ｆｃ＝　N・m2

平成24年度両総農業水利事業　栗山川統合機場上屋建築その他工事

　■現寸検査　　　　　　　■組立・開先検査　　　　　　■製品検査

　　　■鋼材　　■高力ボルト　　■特殊ボルト　　■頭付きスタッド

200

細砂8.75深さ　設計ＧＬ－     ｍ　　　支持層－

支持層－　細砂

■ベタ基礎　　□布基礎　　■独立基礎　　　試験堀　　　■有　　□無

□

□

27

27

24

24

　□フランジ部分は裏当使用のノンスカラップ工法とする。

（7）鉄骨溶接継手

　■現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場

　■防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

　　の部分とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ 5621、2回塗りを標準とする。

　■高力ボルトは「ＪＩＳ Ｂ 1186の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮

（6）防錆塗料

　■高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は

　　部材が十分密着するように注意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。

　　ないままでよい。

　　グリットブラストによる処理で表面あらさが50Ｓ以上である場合は、赤さびは発生し

　　した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態である。ただし、ショットブラスト、

　　などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除去

　　塗装と同じ錆止めペイントを使用し2回塗りとする。

　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行れているか検査する。

注1）　現場溶接部については、原則として第三者検査機関による全数検査を行うこと。

注2）　現場溶接部は、超音波探傷試験を100％行うこと。

8.その他

　■床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1／3以下とし管の間隔を

　■設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承諾を得ること。

　■特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

　　管径の3倍以上かつ5cm以上と原則とする。　　

　■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

　■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

　■諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

（5）接合部の検査

（4）接合部の溶接は下記によること

（3）工事監理者が行う検査項目

（2）工事監理者の承諾を必要とするもの

　■認定または登録工場（　 Ｒ　グレード　　　都登録　Ｔ3　ランク）

　■建方検査　　　　　　　□

（1）鉄骨工事は指示のない限り下記による

　■国交省告示1464号に関する溶接部の検査

　■(社)鉄骨建設業協会「突合せ継ぎ手の食違い仕口のずれの検査・補強マニュアル

　■溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

　■日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編）」

　■日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

　■鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網（建築構造設計指針第12章）

　■鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

　■日本建築学会［ＪＡＳＳ6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

　(□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

　■社内検査表　　　　　　□

　■材料規格証明書または試験成績書

　■製作工場　　　■製作要領書　　　　■工作図　　　　■施工計画書

注）1.片持はり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）2.大ばりの支柱の盛りかえは行わない、また、その他のはりの場合も原則として

注）5.支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

注）4.盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）3.支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）6.上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。

　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

　　　　行わない。

（4）型　枠

■

■

型枠在置期間

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

　　代行業者名

コンクリート及び鉄筋の試験は、各行政庁の公的指定試験機関で行うこと。

（3）試　験

■

混和材料は、ＪＩＳ規格品に適合するものを標準とする。■

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、

■

■

■

■

■

合は120分以内とする。

おける打ち継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は150分、25℃以上の場

リート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中に

の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンク

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート

そのうち4週用に3本用いる。

数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、1回当たり6本以上とし、

を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本

また、打ち込み量が150ｍ　を越える場合は150ｍ　ごとまたは、その端数ごとに1回

養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

構造体コンクリートについて、現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ5Ｔ－603)は、現場水中

試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査における測定試験は、同一

ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承諾を得る。

の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術センター

養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承諾を得ること。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承諾を得ること。

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ5による。

鉄筋は、ＪＩＳ Ｇ 3112の規格品を標準とする。施工はＪＡＳＳ5による。

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）～（2）」による。

セメントは、ＪＩＳ Ｒ 5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ Ｇ 3137に規定されるＤ種1号適合品とする。

■

耐久設計基準強度　Ｆｄ　□一般　　■標準　　□長期

（2）鉄　筋

（1）　コンクリート

■

■

■

■

■

注　□：採用したものを■とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごとに(200

箇所を超えるときは、200箇所ごと)に1回行い，1回の試験は5本以上とする。

Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ19以上）をガス圧接とする場合は、■

■

■

ラル型）とする。

柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、■Ｈ型(タガ型)　□Ｗ型(溶接型)　□Ｓ型(スパイ

外観検査　■有　□無、引張試験　■有　□無、超音波試験　□有　■無

日本鉄筋継手協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

　　試験機関名

　　　φ＝19　　　　Ｈ＝100ｍｍ　　　　　　　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

　　　φ＝16　　　　Ｈ＝100ｍｍ　　　　　　　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

設計支持力(ｋＮ)
杭径　(mm)

特記事項杭の長さ　(ｍ)符 号

試験杭　　(■有・□無)　　(□打ち込み・□載荷)　　　1本

杭仕様　　■施工計画書承認　　■杭施工結果報告書

□PHC □Ｈ鋼　

□RC □PRC　

（大臣認定工法）

（ＴＡＣＰ－0210）□鋼管　□摩擦杭

　　第　　　　　号

　　年　　月　　日

日本建築センター認定

拡底杭

　コンクリート杭

□場所打ち

（2）杭基礎

（1）直接基礎

4.地業工事

（基礎・杭の位置を明記すること）（4）ボーリング標準貫入値、土質構成

ソイルセメントコラム
地盤改良

　地耐力載苛試験にて確認

　-1.25ｍの距離がある

　地下耐圧盤の下端が

　現状ＧＬ(=ボーリングＧＬ)

　-7.25ｍを支持地盤として

　許容支持力算定する

　　　ｍの距離がある

　番と設計地番とは約

○備考

○近隣データの調査地

○孔内水位

　ント

　深さについてのコメ

○支特地盤、地層及び

○位置図

○調査地番

敷地内

25

24

24

26

27

23

28

27

30

27

28

26

27

25

26

28

22

21

20

39

24

18

21

20

18

27

19

10

16

8

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

30

29

細砂

粘土質細砂

細　砂

605040302010

標準貫入試験

値

Ｎ

度

深
土　質

1

　　■有　（■敷地内　□近隣）■ボーリング調査　□平板載荷試験　■水平地盤反力係数の測定

（1）地盤調査資料

　　　　　　　　　　　　　　　□液状化判定　　　□現場透水試験　□土質試験

（3）地盤調査及び試験杭の結果により，杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状変更する場合もある

　　□土質試験　　　　　□物理探査　　　　□平板載荷試験　　□試験堀（支持層の確認）　　

　　□無　（ 調査予定　　　□有　　　□無 )

　　□ボーリング調査　　□静的貫入試験　　□標準貫入試験　　□水平地盤反力係数の測定

　　　□鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC） □壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（WPRC）

（2）地盤調査計画

□有　■無

□有　■無

□有　■無

□有　■無

胴縁

母屋

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

（使用する際には、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

ダイヤフラム

Ｄ19以上

Ｄ10～Ｄ16

品質基準強度

柱帯筋

□有　□無

□有　□無

18

梁・柱

15

18

18

18

下記以外

梁・柱主筋

使用箇所 継手工法

使用箇所 現場溶接

スランプ

□特殊継手

備　考

cm

　（　　　　　　　）

■重ね継手

■ガス圧接継手

　　□普通：Ｆ8Ｔ　　　　　　　　　認定品（□Ｍ12　□Ｍ16　□Ｍ20　□Ｍ22　□Ｍ24）

　　■普通：Ｆ10Ｔ　■特殊：Ｓ10Ｔ　認定品（□Ｍ12　■Ｍ16　■Ｍ20　■Ｍ22　□Ｍ24）

　　　Ｍ12　　　　　　　　　　　　　高力ボルト軸力導入確認試験　　■　要　　□　否

　■中ボルト　　　　　　　　　　　　高力ボルトすべり係数試験　　　□　要　　■　否

　　　■ＳＳ400　　　　　　　Ｍ20　Ｌ＝700　mm　ナット（□シングル、■ダブル）

　■設計図　　■鉄筋標準図　　■既製品（リング型、パイプ型、金網型）　□鉄骨標準図　　

　　　■ＳＳ400　　　　　　　Ｍ16　Ｌ＝560　mm　ナット（□シングル、■ダブル）

　　　□Ａ種　　□Ｂ種　　□Ｃ種　　厚 □100　□120　□150　□190

□■ ＳＴＫ490ＳＴＫ400 □

■

　・梁貫通孔の検討書を設計者又は工事管理者に提出して確認すること

　□フラットデッキプレ-ト　

　□頭付スタッドボルト

（7）梁貫通孔補強

（6）屋根、床、壁

（5）ボルト

　■高力ボルト

□ □ＳＳＣ400

　■アンカーボルト      

■

ＳＮ490Ｂ

ＳＮ400Ｂ■

柱・床・壁

21

基礎・基礎梁

Ｈ13

■普通、□軽量 18押えコンクリート

□

□

□

（3）鉄　筋

（2）コンクリートブロック(CB)

（1）コンクリート

18

□

異形鉄筋

種　　類 径

丸　　鋼

適用箇所
設計基準強度

捨てコンクリート

土間コンクリート

混和剤

■普通　　　　

■普通　　　　

□

□

（4）　鉄　骨

ＳＤ295Ａ

ＳＤ295Ｂ

ＳＤ345

ＳＲ235

Ｄ10～Ｄ16

Ｄ19～Ｄ25

ＳＳ400

ＢＣＲ295

■

■

ＳＤ390

■

ＳＭ490Ａ

□ ＳＭ400Ａ

ＢＣＰ235

□ ＳＭ490Ｂ □

ＢＣＰ325

□

ＳＷＭ－Ｂ

□ □

■普通　　　　

■普通　　　　

ＫＳＳ785

ＳＮ400C ＳＮ490C

Ｘ方向ルート　3　　Ｙ方向ルート　3

　　　■クレーン（5.0ｔ）

　　　■避雷針

排水機場

 　　　　　　　　　地上 1 階　地下 －階　塔屋 － 階

　　　□鉄筋コンクリート造（RC）　　　□壁式鉄筋コンクリート造（WRC）

　　　□木造（W）　　　□補強コンクリートブロック（CB）　　　■鉄骨造（S）

千葉県山武郡横芝光町新井地内

　　　□プレキャストコンクリート造（PRC）

■新築　　　　□増築　　　　□増改築　　　　　□改築

（3）構造種別

（2）工事種別

（4）階　　数

（10）構造計算ルート

（9）　増築計画

（8）　付帯工事

（7）　特別な荷重

（6）屋上付属物

（5）主要用途

　　　建築場所

（1）工事名称

□有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　■無

7.設備関係

構造設計標準仕様・・・・・
6.鉄骨工事5.鉄筋コンクリート工事

3.地　盤

2.使用構造材料

1.建築物の構造内容

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-207/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

構造設計標準仕様

-



（2）記号

（1）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（1）鉄筋末端部の折曲げの形状

（3）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

（2）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下

（4）かぶり厚さ

（単位：ｍｍ）

（5）鉄筋のあき

（6）鉄筋のフック

（1）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（2）現場打ちコンクリ－ト杭

（1）直接基礎

（2）杭基礎

（3）べた基礎

（4）基礎接合部の補強

（1）独立基礎、杭基礎の場合

（2）布基礎、べた基礎の場合

（3）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

（4）水平ハンチの場合の

あばら筋加工要領

（5）せいの高い梁の

あばら筋加工要領図

（1）柱主筋の継手 （2）柱主筋の定着

（3）帯筋

イ　Ｈ型（タガ型） ハ　Ｓ型（スパイラル型）ロ　Ｗ型（溶接型）

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱幅と斜材幅が異る ○柱脚で斜材となる

ＳＴＰ 直径又は丸鋼φ・・・補強帯筋・・・Ｓ.ＨＯＯＰ帯筋・・・ＨＯＯＰあばら筋・・・

部材間の内法距離・・・ｌｏ 部材間の内法高さｈｏ・・・ＬＣ 中心線・・・半径ｒ・・・間隔＠・・・

直径Ｒ・・・ｄ・・・ 部材の成Ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径

2.鉄筋加工、かぶり

1.一般事項

8ｄ以上（※4ｄ以上）

余
長

ＳＤ295Ａ、

4ｄ以上

4ｄ

図

キャップタイにのみ用いる。

打ち込むＴ形およびＬ形梁の

末端部、またはスラブと同時に

折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋の

※片持スラブ上端筋の先端

キャップタイ

8
ｄ

以
上

3ｄＳＲ235 は　　以上、 ＳＤ295Ｂ、折曲げ内法寸法Ｒは、

以上は、　　以上Ｄ193ｄの　　　以下は、　　以上、Ｄ16ＳＤ345

曲げ角度

6ｄ以上（※4ｄ以上）鉄筋の余長

90°135°180°

余
長

余長

d

R

d

d

R

d

R

ＳＲ295Ｂ、ＳＤ345

ＳＲ235、ＳＤ295Ａ

ＳＲ295Ｂ、ＳＤ345

ＳＲ235、ＳＤ295Ａ

上記以外の鉄筋

Ｄ29～Ｄ38

28φ～32φ

Ｄ19～Ｄ25

19φ～25φ

Ｄ19

19φ

16φ

Ｄ16

16φ

Ｄ16

4ｄ以上

内法寸法（Ｒ）
鉄筋の折曲げ

区分
鉄筋の径による

による呼称
鉄筋の使用箇所

鉄筋の種類図

以下

以下

あ　ば　ら筋

帯　　　　筋

スパイラル筋 以上

8ｄ以上

6ｄ以上

3ｄ以上

d

R

R

d

30ｄフック付 35ｄフック付
21・24・27ＳＤ390 25ｄまたは 10ｄかつ

40ｄまたは 45ｄまたは

25ｄフック付 30ｄフック付
21・24・27ＳＤ345

35ｄまたは 40ｄまたは15ｄフック付 15ｃｍ以上
ＳＤ295Ｂ

30ｄフック付 35ｄフック付25ｄまたは 10ｄかつ
18ＳＤ295Ａ

40ｄまたは 45ｄまたは

35ｄフック付35ｄフック付21･24
ＳＲ235 15ｃｍフック付25ｄフック付

45ｄフック付18 45ｄフック付

設計基準強度鉄筋の種類

特別の定着及び

重ね継手の長さ

スラブ小　　梁

下　端　筋

一般

定　着　の　長　さ

（Ｎ・m2）

（Ｌ 3）

（Ｌ 2）

（Ｌ 1）

継　手

1.末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

2.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

3.直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

4.Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

5.鉄筋径の差が7ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない

ａ≧400 約0.5L1

Ｌ1 Ｌ1

1.5L1以上

θ

3ｍｍ以下
圧接面 圧接面圧接面

d/4以下

d/5以下

θ＞80゜

1.1d以上

ガス圧接形状

圧接継手 重ね継手（下図のいずれかとする）

d d
dd 1.4d以上

最小かぶり厚さを確保する。

厚さが部分的に減少する箇所についても

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

かぶり厚さ

40ｍｍとすることができる。

（5）（　）内は仕上げがある場合。

（4）軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。

（3）コンクリ－トの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

（2）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

〔注〕（1）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

を受けて40ｍｍとすることができる。

30ｍｍとすることができる。

（1）

（4）

（4）

（3）

（2）

（1）

20

40 （30）

60

40

40

30

30（20）

70

50

50

50

40

40

30

屋外

屋内

屋外

屋内

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基礎・擁壁

擁壁

耐力壁
はり
柱

非耐力壁
床スラブ
屋根スラブ

部分

土に接する部分

部分

土に接しない

（ｍｍ）（ｍｍ）

最小かぶり厚さ設計かぶり厚さ
部位

末端にはフックが必要

図の●印の鉄筋の重ね継手の

梁

柱

ｆ.その他、本配筋標準に記載する箇所

ｅ.単純梁の下端筋

ｄ.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）

ａ.丸鋼　ｂ.あばら筋、帯筋　ｃ.煙突の鉄筋

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）

ｄｄ あきあきｄｏ ｄｏ

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm 以上

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5ｄ以上

異形鉄筋 丸鋼

間隔間隔

3.杭 （地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

10－Ｄ168－Ｄ1610－Ｄ13

600φ500φ450φ

8－Ｄ13

400φ

Ｄ10－＠150

300φ、350φ

6－Ｄ13

ＨＯＯＰ

補強筋

杭径

所定より低く止まった場合

コンクリート止め板

Ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による

但し、Ｌ≦φの場合

所定の位置に止まった場合

基礎下端
基礎下端

補強筋

ＨＯＯＰ＠150

φ

Ｌ

15
0

Ｌ
2

1.
5φ

L2 3－Ｄ16

ＨＯＯＰ＠150

5
0

150

45°

φ
φ

ＬＣ

ＬＣ

重
ね

継
手

45
ｄ

杭
主

筋

4
0ｄ

余
盛

コ
ン

ク
リ

－
ト

80
0
～

10
0
0

10
0以

上

φ φ

200以上

杭間隔は2×φかつφ＋1000以上 100以上とする
主筋のかぶりは

（各4ヶ所）

10ｄ又は重ね継手40ｄ
ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

フラットバ－＠3000
スペーサー

へりあき

はつり部分

杭打処理

4.基礎

20
ｄ

以
上

ＬＣ

（片側）40ｄ

余長4ｄ

2
0ｄ

以
上

ＬＣ

（両側）

20ｄ

かぶり厚さ

フック付 フック無し

ＬＣ

斜め筋　3－Ｄ13以上
ベ-ス筋

ａ＝Ｄ$1+2ｄの範囲

d D

ｂの範囲

主筋間隔の1.5倍かつ

300以下

主筋間隔は200以下

捨てフ－プ

D1

ａｂ ｂ

Ｌ2

40
70

Ｌ
2
ｏ

ｒ
Ｌ

3
≧

1
5ｄ

2
1.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

但し上筋と下筋を読みかえる

2. 1　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3. 2　の鉄筋はＤ13以上

4.埋戻し土のある場合はかぶり厚さ40を70とする

ハンチを付けた場合（ａ≧3）

ａ

1

1

梁
幅

※
※

※

※※※

50
0＜

Ｈ
≦

10
0
0

Ｌ
2

Ｌ
2

3－
Ｄ

13

Ｌ
1

Ｌ2

※印筋はＤ10－＠200とする

縦又は斜め補強筋

Ｈ≦500は※印筋は不用とする

45゜

3－Ｄ22

Ｌ1

Ｗ1

Ｗ1の三角壁厚さは、地中梁幅とする。

配筋は，Ｄ13 ＠200 とす。

杭天端

Ｈ

300

6.柱

5.地中梁

（定着、継手）

※水平定着長さは、柱の0.75Ｄとする。

Ｌ
215ｄ15ｄ

（継手範囲）

Ｌ2

Ｌ2

※

Ｌ0

Ｌ0／2

Ｌ1

Ｌ2

Ｌ2
※

Ｌ0／4 Ｌ0／4

外端部 内端部

（定着、継手）

20ｄ20ｄ

15ｄ 15ｄ

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ2
※

Ｌ0

Ｌ0／2

Ｌ1

※

Ｌ2

Ｌ0／4 Ｌ0／4

上端筋継手範囲 上端筋継手範囲下端筋継手範囲

外端部 内端部

8d

D

8d

Ｄ：1500を超える場合

イ　の拡大図

イ

梁
幅

ハ
ン

チ

2-
D

※
｝

ハンチ

柱

※一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

6～8

1

ハンチ 梁幅

2-D※｝

鉄骨柱Ｄ

ＬＢ.Ｐ 下端

HOOP2-D13以上

埋込み長さｈ
鉄骨柱　2D以上

地
中

梁

埋
込

み
長

さ
ｈ

下端ＬＢ.Ｐ

地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド

ジベル）による、おさまりに注意する

2.5Ｄ以上又は

計算上必要な長さ

Ｈ：主筋の25ｄかつ

ＨＯＯＰ 2－Ｄ13以上

Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

＠
10

0

Ｌ
1

Ｈ

30～50

ベ－ス下の施工を慎重にする

以上

125以上

150

注）根巻形注脚を採用する

場合には耐力、変形

性能などについて十分に

注意して設計されたもの。

フック付

Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

＠
15
0

（注1　計算によらない場合である）

30～50

鉄骨柱Ｄ

主筋主筋

地中梁上端筋

地中梁下端筋

Ｄ以上

注1

125以上

埋込形

（基礎梁のない側） （基礎梁のある側）

継手の好ましい位置

以上Ｌ1 150

補強かご鉄筋

重ね継手圧接継手

補強かご鉄筋
主筋と同径

柱頭補強かご鉄筋

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋

並びに梁のせいが小さく、

設計応力に対して必要な定着長さ

が不足する箇所に付ける

Ｌ
2
以

下

Ｌ
1

Ｌ
2

Ｌ
2

4
00

40
0

以
上

以
上

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ
o/

2＋
15

ｄ
ｈ

o
/2

＋
15

ｄ

ｈ
ｏ

ｈ
o/

4
ｈ

o/
4

ｈ
o
/4

ｈ
o/

4
ｈ

o/
4

ｈ
o
/4

標
準

1
00

0

Ｌ
2

Ｌは50ｄ以上かつ300以上とする

12ｄ

Ｌ

目ﾀ

8ｄ

6ｄ

とする

末端部の添巻は1.5巻以上

15ｄ
（末端部）

L

12d

12d

5ｄ

両面溶接を5ｄ以上

ｌは片面溶接10ｄ

ロﾀ

Ｌは中間部50ｄかつ300以上

せん断補強筋

工場溶接閉鎖ﾀ

日ﾀ

6d

5ｄ以上

パネル部分は
0.2％以上とする

2ｄ2ｄ
ｌ

135゜

4ｄ 6ｄ

主筋の位置をさける。

注2.Ｗ型で現場溶接をする場合は

注1.第1帯筋は、梁づらに入れる

交互とする

注3.フックおよび継手の位置は

第1帯筋

第1帯筋

D

〃
150以下

150以下

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

Ｐ1

Ｐ1

柱Ｄ

梁
Ｄ

1

1

Ｌ
2

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

1.
5Ｄ

注2. 1 の鉄筋は2－Ｄ13かつ、2本の一段太い鉄筋とする

注1.1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする

1

柱Ｄ 柱Ｄ

1.
5Ｄ

1

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｐ
Ｐ

L2
+5

d

Ｌ
2

4d

4d

ｅ≦Ｄ／6 ｅ＞Ｄ／6

ａ＝1.5×（呼び名の数値）

帯筋より1サイズ太く
又は同サイズ2本

e e
（6）二段筋の保持（5）絞り

ａ

ａ

ａ

a

ａ

6φ－＠1000

6φ－＠1000

10
0

10
0

Ｄ

6ｄ

Ｄ

15ｄ

Ｌ
1

Ｌ
2

40
0

6ｄ6ｄ

ａ

（4）斜め柱・斜め梁
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受筋Ｄ10

　補強筋でＤ13はＤ16又は、

　各々読みかえる

　2－Ｄ13は3－Ｄ13と、

●梁幅が400を超える場合は　定着長さのとり方

　孔補強の有効範囲と

　よらなくて良い。

　右記の位置、寸法に

　確認された場合は

※部分について計算で

φ＞250

ＳＴ 2－Ｄ13－3＠50

ＳＴ 2－Ｄ13

2－（2－Ｄ13）

4－（2－Ｄ13）

2－（2－Ｄ13）

ＳＴ 2－Ｄ13－2＠50

2－（2－Ｄ13）

縦筋
下

上

横筋

縦筋

斜筋

横筋

縦筋

折筋

縦筋

折筋

ＳＴ 2－Ｄ13 

2－（2－Ｄ13）

80≦φ≦100 100＜φ≦150 150＜φ≦250

但し　φ≦Ｄ／3とする（2）鉄筋標準配筋

打合せのこと

場合は設計者又は工事監理者と

貫通孔が連続して間隔等が取れない

梁端部（スパンＬ／10以内かつ1.2Ｄ以内）は避ける

望ましい範囲 （φ1＋φ2）×3／2以上

（1）設置可能範囲

●ハンチ部分は増打コンクリ－トを示す

●ａは100～200程度

　上端増打コンクリ－ト補強と同様とする

●梁下端増打コンクリ－トの場合も

●Ｄ≧400の場合は補強筋を3本とする

●腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合わせる

●あばら補強筋は、梁と同径・同ピッチとする

　（Ｄ16以上）とする

●補強筋は、梁主筋の1段落し径

Ｄ10

補強筋

巾止メ筋

補強筋

補強筋あばら補強筋

印は補強筋

（2）梁

※ 柱の帯筋と同径・同ピッチとする

印は補強筋

ハンチ部分は増打コンクリ－トを示す

4－Ｄ16 6－Ｄ163－Ｄ16

Ａ＜500 500≦Ａ＜1,000 1,000≦Ａ＜1,500

2ハッチ部分の面積

補強縦筋

Ａｃｍ

及び工事監理者と打合せのこと

増打するときは事前に設計者、

（1）柱

注）継手部は必ずモルタルを充てんすること

注）ｈはコンクリ－トブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400

注）ｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

Ｄ10
Ｄ10 ＠400

Ｄ10 ＠400 Ｄ10 ＠400

Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600

Ｄ13Ｄ13

D13Ｄ13

下部防水立上りのある場合一般の場合

（4）コンクリ－トブロック帳壁

設計図による）

（但し、Ｈ＞800以上の場合

Ｄ13

D13

150以上

Ｄ10 ＠200

Ｄ10 ＠200ダブル

Ｄ10 ＠100ダブル

Ｄ13

120以上

手摺
パラペット

（3）手摺、パラペット

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｔ

ｔ

h

H

10
0以

下 10
0
以

下

1

1

1

1

1 1

Ｌ

2Ｌ

2
Ｌ

Ｌ

2
Ｌ

Ｌ

Ｌ2 Ｌ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

H

22Ｌ Ｌ 2

Ｌ
Ｌ

Ｌ

bは階高の1／100程度
2－（4）被り厚さの表、最小

スリット部の鉄筋の被り厚さは

被り厚さ以上とする。
bは階高の1／100程度

Ｗ≦Ｄ／6.Ｗｔ／2

かつ7cm

Ｄ10 ＠400程度完全スリット Ｄ10 ＠400程度

シ－リング材使用

柱

部分スリット

柱

シ－リング材使用

250250 250 250

Ｗ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

径でｌ＝1.500とし、上端筋の下に配筋する

ｂ　※の箇所（入隅）は各階補強する。

ａ　補強筋は各3－Ｄ13又はスラブ主筋の同一

（設計図に記入のある箇所）（2）スリット部

ダブル配筋シングル配筋

2－Ｄ13 2－Ｄ13
Ｄ13 Ｄ13

Ｄ13

受筋Ｄ10

スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がある場合

Ｄ13

2Ｌ
（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

かつ柱中心線を超える2Ｌ

1
50
程

度

一本めを配置する。

縦筋は、柱面に

150程度

イ　は壁配筋と同じ

ｃ　床に

ｄ　柱に（平面図）

ｄ　壁と壁（平面図）

ａ　梁に

配置する。

横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を か
つ

中
心

線
を

超
え
る

（1）定着

1

●無筋部分Ｄ10－＠200長さ800以上

●設計配筋間隔の1／2ピッチ長さ2Ｌ　以上

（ダメ穴打継面について）（8）打継ぎ補強

250

Ｄ13 ＠200ダブル

Ｄ10 ＠150

2－Ｄ16

2－Ｄ16

1,200×600以下

Ｄ10－＠200

折曲げ　Ｄ10－＠200

ａ　軽作業の土間

ｂ　間仕切壁との交叉部

（7）釜場（6）土間コンクリ－ト

端部

中央中央

端部

（5）床板段差

開口をさけて補強する。

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を

縦、横、斜メ補強筋とは別に、開口

注）設備の小開口が連続してあく場合は

孔と孔のへりあき100以上

各2－Ｄ16

各2－Ｄ13

各1－Ｄ13各2－Ｄ13

各2－Ｄ13

各2－Ｄ19200＜Ｄ≦300

150＜Ｄ≦200

Ｄ≦150

斜め周囲床板厚さＤ

斜め補強筋

周囲補強筋

（開口の径500程度の場合）（4）床板開口部の補強

注 Ｌ1≧Ｌ2とする

注 Ｌ1≧Ｌ2とするＬ1

出隅受け部

（出隅受け部配筋）

Ｌ
2

補強筋として出隅部の

配置する。

同本数をハッチ部分に

それぞれの方向に出隅

※出隅受け部補強筋は、
ｌ1/2

出隅部

注）出隅部の補強筋は.計算により算出する。

ｌ
1/

2出隅部分の補強筋

L3

一般床版配力筋

（3）片持ちスラブ出隅部補強

ｌ1/2 Ｌ1

Ｌ
3

Ｌ
1

補
強

筋
の

定
着

Ｄ
1
3.

下
端
筋

は
Ｄ

1
0を

設
け

る
）

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

出
隅

部
分

の
補

強
筋

（2）屋根スラブの補強

肩筋Ｄ13以上

10ｄかつ150以上

15d

15d

Ｄ13の下にバーサポート

Lx
/4

xL
/4

xL

xL /4xL6075～100

バーサポート

ｂ　一般床スラブａ　片持床スラブ

（1）定着および継手

腹筋

幅止め筋

ＳＲＣの場合

Ｄ10（9φ） ＠300以内

　600≦Ｄ＜　900

　　　　　Ｄ＜ 600

　900≦Ｄ＜1,200 4－Ｄ10（9φ）

1,200≦Ｄ　　 　　　　

Ｄ10（9φ） ＠1,000以内で割り付ける

2段

2－Ｄ10（9φ） 1段

不　要

幅止め筋

腹筋

（5）幅止め筋の本数、加工

1
80

゜
曲

げ

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。

（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ、

（ロ）フックの位置は ａ 又は ａ の片側床版付きにあっては交互、

　　　ｂ にあってはスラブ側とする。

第1あばら筋は柱面より配筋する

鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする

つりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太い

つりあげ筋

印は幅止め筋

継手の好ましい位置

（2）大梁主筋の継手

（4）あばら筋の型

（3）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

平面

片持梁

筋折り下げ
先端 端部

あばら筋を入れる

ｃ　片持梁の定着

に必ず入れること。

補強あばら筋は小梁主筋側

正
面

平面 正面

連続端

θ＝45゜

Ｌｏ／6
Ｂ／2

Ｂ／2

Ｂ

最終端

斜めでもよい

下向きでもよい

ｂ　小梁の定着

一般階

フック付

柱幅

柱幅が大きい場合

2
L 

  
+ 

5d

（梁主筋を折り曲げるとき）

つりさげ筋

最上階20ｄ

段落し部補強筋

100以下

ａ　大梁

（1）定着

Ｌ＝鉄筋コンクリ－ト構造配筋

標準図（1）の2－（3）による。

斜めでもよい

2Ｌ Ｌｏ／4

1
50

以
上

Ｄ

15ｄ

Ｌ　＋5ｄ

Ｌ
　

＋
5ｄ

2

※
Ｌ2

Ｌ　＋5ｄ

Ｌｏ／4

2Ｌ

2
Ｌ2

2

Ｌｏ

15ｄ 15ｄ

ＬＣ

ＬＣ

ＬＣ

5050

2
Ｌ

2

2

Ｌ

Ｌ

φ Ｄ

2φ2φ

25
0以

上
25

0以
上

※
※

45゜

φ φφ

Ｌｏ

Ｄ
／

3

Ｌｏ／4 Ｌｏ／2 Ｌｏ／4

D

φ2φ1

ａ
3
00

Ｄ

ａ300

イ

イ

Ｄ13

1000

1000

2Ｌ

2
Ｌ2

Ｌ

ａ

Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

2 Ｌ 2Ｌ2

2Ｌ

2Ｌ

Ｌ 2 2Ｌ Ｌ

2

1Ｌ

1Ｌ

Ｄ
Ｄ

20
0

600

300 50

Ｄ13

500 500

Ｄ16
2Ｄ

Ｄ
以

下
Ｄ

以
下

2Ｄ

2Ｄ

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｄ

2Ｄ

Ｄ16

Ｄ16

500

Ｄ
≦

Ｈ
≦

2Ｄ
Ｄ

≦
Ｈ

≦
2Ｄ

500

1Ｌ

1Ｌ

1
Ｌ

1
Ｌ

1
Ｌ

1
Ｌ

Ｌ1

Ｌ

Ｄ13

Ｄ13

1

2Ｌ

1
Ｌ

1

1

1

Ｌ

Ｌ

1Ｌ

1Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

※

ＤＤ

1Ｌ

Ｌｏ

Ｌｏ／4 Ｌｏ／4

Ｌｏ／4Ｌｏ／4

25ｄ

Ｌｏ／4

2
5ｄ

20ｄ20ｄ

Ｌｏ

2･Ｌｏ／3

Ｌ2

15ｄ

Ｌｏ

6ｄ

8
ｄ

6ｄ

6ｄ

8ｄ

6ｄ

6ｄ

4
ｄ

4
ｄ

4
ｄ

4ｄ

Ｄ

ｂａ ｅｄｃ

Ｌ2

継手位置は原則として下表による。

短辺・長辺方向

2Ｌ

yL

/4

下端筋

上端筋

短辺方向

長辺方向

Ａ　　Ｃ

Ｂ

Ｂ

標準継手位置
Ａ

ＡＡ

Ａ

Ｂ

ＣＣ

ＣＣ

25
ｄ

1
0ｄ

以
上

ａ≦200

30
0

ａ

ａ300 300 ａ

※

※

Ｂ

11.梁貫通孔補強

10.柱・梁増打コンクリ－ト補強9.壁

8.床板7.大梁・小梁・片持梁
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1

（1）スミ肉溶接

（2）部分溶け込み溶接

（3）突合せ溶接

12

（平継手・Ｔ型継手）

（4）フレア－溶接

※　ｔ＞16ｍｍの場合の溶接は、 3 ～ 5 とする。

（1）材料及び検査

（2）工作一般

（3）高力ボルト接合

（4）溶接接合

（5）塗装

上向　Ｏ

（ｃ）社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

（ｂ）適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40ｍｍ以下のものとする

（ａ）構造設計仕様による

（ｃ）高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

（ｂ）鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ａ）鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ａ）本締めに使用するボルトと、仮締めのボルトの併用はしてはならない

　　　半年以上溶接に従事している者とする

　　　（半自動溶接）の溶接技術検定試験に合格し引き続き、

　　　溶接技能者は施工する溶接に適応するＪＩＳ　Ｚ3801（手溶接）又はＪＩＳ　Ｚ3841

（ａ）溶接技能者

（ヘ）溶接棒乾燥器

（ホ）溶接電流を測定する電流計

（ニ）炭酸ガスア－ク半自動溶接機

（ハ）サプマ－ジア－ク溶接機一式

（ロ）ア－クエア－ガウジング機（直流）

（イ）交流ア－ク溶接機　300Ａ～500Ａ

ガスシ－ルドア－ク半自動溶接（ＧＣ）

セルフ（ノンガス）シ－ルドア－ク半自動溶接（ＮＧＣ）

ア－クエア－ガウジング（ＡＡＧ）

ア－ク手溶接（ＭＣ）

横向　Ｈ立向　Ｖ下向　Ｆ

（ｄ）溶接姿勢

（ｃ）溶接方法

（ｂ）溶接機器

　　　又、開先部をいためない様に、養生を行う

　　励行し、部材に確認マ－クをつける

　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する

（ニ）裏はつり

Ｇ：」ル－ト間隔

θ：開先角度

裏当て金

ｒ＝30～35ｍｍ

スカ－ラップ

ｒ＝35

ｒ10

スカ－ラップ

ｒ

Ｇ

θスカ－ラップはｒ＝20ｍｍとする

但し梁成がＤ＝150ｍｍ未満の場合の

　　半径ｒ1は30～35ｍｍ程度、ｒ2は10ｍｍ程度とする

　　で6ｍｍ、半自動溶接で9ｍｍ以上とする

　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接

（ハ）スカ－ラップ

（ロ）裏あて金

良

エンドタブ

ｔ 

2ｔ以上

35ｍｍ以上かつ

又は工事監理者の承認を得る。

1）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で

4）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者

2）エンドタブの材質は母材と同質とする

　　同開先形状のエンドタブを取り付ける

　　母材より10ｍｍ程度残し切断して、グラインダ－仕上げとする

　　ＮＧＣ、ＧＣ：40ｍｍ以上とし、特記のない場合は、溶接終了後、

3）エンドタブの長さは、ＭＣ：35ｍｍ以上

（イ）エンドタイプ

（ｆ）溶接施工

開先面

仮付溶接

裏はつり側にする

（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付不良 仮付不良良

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（ｅ）組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（イ）仮付位置

　　コンクリ－トと一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

　　コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、

 4.5

●フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする

●9ｍｍ～16ｍｍは1パス以上、19ｍｍ以上は2パス以上とする

溶接棒角度θは30゜～40゜とする

Ｋ型の場合

 8　 

 7　 

 6　 

 5　 

 4　 

　9

　8

　7　9

寸法（ｍｍ）

Ｂ Ｓ

10

11

1225

22

19

16

13

φ

Ｓ

ｔ

φ

Ｂ

プレ－ト

θ

8

●両側に補強スミ肉溶接を付加する

（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）

6＜ｔ＜19

Ｆ.Ｖ溶接姿勢

ｔ

4ｍｍとする）

ｆ≧0.5ｍｍ（但し、ｔ≧15のとき

平継手で板厚が異なるとき

ａ＞4ｍｍの場合

ＧＣＭＣ　ＮＧＣ

Ｆ.Ｖ

　　　ｔ＞19

　6＜ｔ＜12

ｔ1ｔ1 ＬＬ Ｇθ

35゜

45゜

45゜

88

5

5

5

5

9

9

9

9

99

9

6

6

666

Ｇ

35゜

35゜

45゜

θ

溶接姿勢

12≦ｔ≦19

ｔ（ｍｍ）

θ

Ｒ≦2

ｆ

ｔ

Ｌ Ｌ

25ｍｍ以上

Ｇ

ｆ＝ｔ／4

1ｔ
ａ

削り面
1

5

Ｇ＝0～2Ｇ＝0～2

ｆ

Ｒ≦2
ｔ

θ＝45゜

1

1

ｔ

ｔ

7

6

Ｔ型突合せ継手余盛

●ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ.Ｈの場合

●両側に補強スミ肉溶接を付加する

●補強スミ肉溶接を付加する

45゜

θ

　6≦ｔ＜12

11 ｔｔ

8

88

8

9

9 9

9 9 9

6 9

55 6 666

ｔ（ｍｍ）

ＧＣＭＣ　ＮＧＣ

Ｆ.Ｖ

16≦ｔ　　　

ＬＧθＬＧ

45゜

45゜

35゜35゜

35゜

溶接姿勢

12≦ｔ＜16

●両側に補強スミ肉溶接を付加する　ＡＡＧ

ｔ

溶接姿勢

6＜ｔ＜19

Ｆ.Ｖ

　　　ｔ≦4　

　4＜ｔ≦12

19＜ｔ　　　 4

3

2

1

12＜ｔ≦19

余盛の高さのど厚

Ｆ.Ｖ

ｔ≧19

溶接姿勢

ｔ

ＧＧ

25ｍｍ以上

ｆ＝ｔ／4

Ｇ＝0～2

ｆ

1ｔ

θ＝60゜
1／

3ｔ
2／

3
ｔ

ｔ

ｆ

ｆ

Ｒ≦2

ｆ＝ｔ／4

ｆ＝ｔ／4

θ＝45゜（55゜）

Ｌ

ｔＲ≦2

θ

（裏はつり後溶接）

ｆ

Ｒ≦2 ｔ

ｆ

θ＝45゜

5

4

3

Ｇ＝0～2

（使用箇所に注意）

Ｆ.Ｖ

ｔ＞16ｔ

溶接姿勢

●両側に補強スミ肉溶接を付加する

Ｒ≦2

Ｇ＝0 1ｔ

ｔ／4≦Ｓ≦10

11Ｄ Ｄ

θ＝60゜θ＝60゜

ＳｔＳ

2

ｔ≦ｔ1

●但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

●ｔはｔ　、ｔ　の小なる方とする

　同厚とすることが望ましい

　余盛は（1＋0.1Ｓ）ｍｍ以下とする

●軸力が加わる場合のＳは母材と

11～13

ｔ≦16

7以下 8～10 14～16

1076Ｓ

ｔ

Ｓ 1

2ｔ

ｔ

Ｓ

Ｓ

1
21

1.通しダイヤフラムは、ＳＮ490Ｃとする。

3.内ダイヤフラムは、取り付く梁フランジプレートと同厚、同材質とする。

2.通しダイヤフラムの厚さは、接合する柱、梁の最大厚さの2サイズアップとする。

平面詳細Ａ－Ａ断面図

内ダイヤフラム

柱の角のＲに接しないこと

内ダイヤフラムの場合は

φ＝20

ガス抜き

回し溶接する

スカ－ラップ部分は

互いにあたらぬこと

かつエンドタブが

7

7

※

※

77

4

4

25以上

10
0
以

上

25
以

上

25以上

ＡＡ

1

1

注意のこと

溶接と添板の内側板に

大梁が斜めの場合は

ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚

θ＝75゜～105゜

内ダイヤフラム

接しないこと

フランジが柱のＲに

　及び梁成が異なる場合

●柱が途中で折れる場合

ｔ

※

※2

2

θ

4

平面詳細

Ｂ－Ｂ断面図

スカ－ラップ部分は

回し溶接する

○柱通し型

1 ※

3

1 ※

3

1 ※

1

※

※

44

4 1

1

4

ＢＢ

4

4

※

4
4

※

※

※

※

4

4

7

4

1

1

1

1

1

1

○    型 ○    型 

○溶接記号番号を○中に記入のこと

○ＢＯＸ型（通しダイヤフラムの場合）

※

3

1 ※

1※

※

※

※

4

4

4

4

7

1

1

1

1

1

1

1

4

80以上

415
0
以

下

内ダイヤフラム

2.溶接基準図1.一般事項
（単位ｍｍ）

（注）ｆ：余盛 Ｇ：ル－ト間隔 Ｒ：フェ－ス Ｓ：脚長
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Ｌ
Ｌ

3.継手規準図、その他

（1）ボルトピッチ（Ｐ）

（2）ピン接合梁継手リスト

（3）剛接合継手リスト

（4）ハンチ部の継手

（5）柱継手リスト

（6）ブレ－ス

（7）デッキプレ－ト

（8）露出柱脚

（9）頭付きスタッド

（10）梁貫通補強

ボルト穴径・最小縁端距離

　　　（3）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

　　　（2）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

［注］（1）引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

  の標準
（2）（3）

（3）（2）（1）

呼び

穴径

ボルト 最小縁端距離（ｅ） ピッチ（Ｐ）

標準最小

（ｍｍ）

70

60

60

60

60

55

50

40

45

40

40

40

30

28

26

22

44

38

34

28

60

55

50

40

26.0

24.0

22.0

18.0

Ｍ24

Ｍ22

Ｍ20

Ｍ16

〈ＴＹＰＥ－3〉〈ＴＹＰＥ－2〉〈ＴＹＰＥ－1〉

10
10 10 ｐｅ

ＰＬ－（1）

（片側）

ｅｅｅｅ

Ｎ

1

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ＰＬ－（2）

1

ＰＬ－（1）

Ｎ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅｅ

1

ＰＬ－（1）

ｅ

1

ｅ
ｅ Ｎ

3－Ｍ20ＰＬ－9Ｈ－244ｘ175ｘ7ｘ11

ＨＢ19Ｍ 2－Ｍ20ＰＬ－6Ｈ－194ｘ150ｘ6ｘ92

ＨＢ24Ｍ 2

　－100ｘ50ｘ5ｘ7.5ＳＴ 2－Ｍ163 ＰＬ－6

2－Ｍ16Ｈ－100ｘ100ｘ6ｘ83ＳＢ10Ｗ ＰＬ－6

ＳＢ19ＭＡ 2－Ｍ20ＰＬ－6Ｈ－194ｘ150ｘ6ｘ92

2－Ｍ20ＰＬ－6Ｈ－194ｘ150ｘ6ｘ9ＳＢ19Ｍ 2

Ｇ1Ａ 3－Ｍ20Ｈ－350ｘ175ｘ7ｘ112

Ｇ1 3－Ｍ202

ＰＬ－（1） ＰＬ－（2） Ｎ－径部　　材タイプ符号

ＰＬ－9

ＰＬ－9Ｈ－350ｘ175ｘ7ｘ11

Ｆｔ2

Ｆｔ2

Ｗｔ2Ｗｔ1

Ｆｔ1

Ｆｔ1

リブプレ－ト

Ｗｔ1＋Ｗｔ2＝

Ｆｔ1＋Ｆｔ2＝

ハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

ハンチ起点は避けた方がよい ≧1ｍｍフィラプレ－ト併用のこと

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

2－Ｍ20ＰＬ－64－Ｍ20ＰＬ－9ＰＬ－9Ｈ－194ｘ150ｘ6ｘ9ＳＢ19ＭＡ

6－Ｍ20ＰＬ－98－Ｍ20ＰＬ－12ＰＬ－12

ＰＬ－6 3－Ｍ204－Ｍ20ＰＬ－9ＰＬ－9

Ｈ－340ｘ250ｘ9ｘ14Ｇ11

Ｈ－350ｘ175ｘ7ｘ11

Ｎ2－径ＰＬ－（3）Ｎ1－径ＰＬ－（1） ＰＬ－（2）

フランジ

符号 部　　材

ウエブ

Ｇ1Ａ

※ 特記なきＨＴＢは　Ｓ10Ｔ（Ｆ10Ｔ）とする。

ＰＬ－（3）

ＰＬ－（2）

ＰＬ－（1）

Ｎ1（片側）
ＰＬ－（3） ＰＬ－（1）

ＰＬ－（2）

ＰＬ－（1）

ＰＬ－（2）

10

10

ｅｅ ｅｅ

Ｎ
2
（
片

側
）

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ ｅｐｅｐｅ
（ＳＣＳＳ－Ｈ97による）

　（2）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

注（1）ｅ1、ｅ2が確保されていれば形状は自由でよい

2111111

Ｍ16Ｍ16Ｍ12 Ｍ22Ｍ20 Ｍ20 Ｍ20

ＪＩＳ　Ｂ　1180　中8ｇ　10.9

ＪＩＳ　Ｂ　1186　2種高力ボルト（Ｆ10Ｔ）又は

85857560555040

47 52 59 66 66 73 70

37.537.532.532.5252519

4.5

4.5 6

6 6

6 9

9 9

9

9 9

9 9

38383434282822

17.017.013.0

35 40 45 50 50 55 50

23.521.5 21.5 21.5

165 175150140125115100

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

20.33 21.9918.3316.3314.6512.6510.81

（2）

Ｌ

ｅ3

ｅ2

ｔ

ｅ2

ｅ1

ｔ

（1）

（1）

（2）

Ｒ

Ｓ

本数

ねじの呼び

種類

取付ボルト

溶接長さ（最小）

穴心のあき（最小）

ボルト端から取付ボルト

切板製

平鋼製

板厚

（最小）

へりあき

板厚

（最小）

へりあき

はしあき（最小）

許容差＋0～－0.5ｍｍ

取付ボルト穴径

調整ねじの長さ

最　小

最　大

軸径ｄ1

Ｍ24Ｍ22Ｍ20Ｍ18Ｍ16Ｍ14Ｍ12ねじの呼び（ｄ）

（ａ）羽子板ボルト

（ＪＩＳ規格品とする･･ＪＩＳ Ａ 5540･･1982／5541・5542･･2003）

ＰＬ－（3）ＰＬ－（2）ＰＬ－（1） Ｎ2－径

ウエブ

Ｎ1－径

フランジ

部　　材符号

（ＳＣＳＳ－Ｈ97による）

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
－

ス
3
80

注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う

注）Ｂ＝200～250のＮ2は2列並びとする

ＣタイプＢタイプ

以下とする

柱Ｄ＝250ｍｍ

Ａタイプ使用は

Ａタイプ

Ｐ
Ｌ

－
（

1
）

Ｎ
1エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
－

ス

Ｐ
Ｌ

－
（

3）

Ｐ
Ｌ

－
（

2
）

Ｐ
Ｌ

－
（
1
）

Ｐ
Ｌ

－
（

3
）

Ｐ
Ｌ

－
（

1）

ＰＬ－（3）

ＰＬ－（2）

ＰＬ－（1）

ＰＬ－（3）

ＰＬ－（2）

ＰＬ－（1）

（母材と同材質）
ＰＬ－19以上

外
Ｐ

Ｌ
－

（
1
）

　
内
Ｐ

Ｌ
－

（
2）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
1
）

　
内
Ｐ

Ｌ
－

（
2）

外
Ｐ

Ｌ
－
（

1
）

　
内

Ｐ
Ｌ

－
（

2）

110

　60

　70

　80

100

140

170400

350

300

250

200

175

150

Ｂ2Ｂ1

1

80

40 40

40
4
0

14
0

1
00

6
0

50

50

44

4

4

ｐｐｅ ｅｅｅ
ｅ

ｐ
ｅ

ｅ
ｅ

ｐ

Ｌ

ｅ
ｐ

55
ｅ

ｅ
ｐ

ｅ

Ｎ2Ｎ2

1

Ｂ≦300Ｂ≦150

40 （90）70（90）70 14040150

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｅ
ｅ

555

ｅ
4
5

"
45

ｅ
ｅ

"
4
5

45
ｅ

ＬＬ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

Ｎ
1

Ｎ
1

Ｎ
1

Ｂ2 Ｂ2

Ｂ1 Ｂ1

Ｂ2Ｂ2 Ｂ2Ｂ2

Ｂ1

Ｂ1＝350（400）Ｂ1＝300Ｂ1≦250

ＨＶ1

Ｌ－50×50×6 ＠≦600

50－400 2－Ｄ13

スラブ筋をのばす

2－Ｄ13

φ9－＠300
スラブ筋をのばす

2－Ｄ1350－400

200以下

ＰＬ－1.6

600以下

ＰＬ－3.2

ＰＬ－1.6

ＰＬ－50×6

50－200

Ｌ型鋼

補足受材スラブ端部の補足材

1

8
1

50

ｅ≧50ｍｍ

ｅ ｅ

ｅ

6
3050

50

1
ｅ

1

梁上切断の場合
あて板（鉄製） あて板（非鉄製）
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ＦＢ－65×9　中ボルト　Ｍ16

形鋼ブレ－ス羽子板ボルト

ＰＬ－（1） 15

Ｎ

30ﾟ

ＰＬ－61 1

Ｌ

ｄ
1

Ｓ 7

長さ

Ｒ

ｅ
2

Ｌ

ｔ

ｅ1
ｅ3

Ｐ
ｅ1

ｅ3

ｅ
2

ｔ

Ｒ Ｒ

7Ｓ

ｄ
1

ｄ

ｄ

約
＠

60
0

長さ

L

3405－Ｍ16ＰＬ－92Ｌ－65ｘ65ｘ6Ｖ1

ＬＮ－径ＰＬ－（1）部　　材符号

（ｂ）形鋼ブレ－ス

貫通孔の間隔

（φ1＋φ2）ｘ3／2以上

リブプレ－ト補強

パイプ補強（小径の場合）

パイプとプレ－ト補強（片面）プレ－ト補強（片面又は両面）

●φ≦0.4Ｄ

●梁端部（スパンのＬ／10以内かつ2Ｄ以内）は避ける
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アンカボルト径（ｄ）

ベ－スプレ－ト厚≧1.3ｄ

アンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mm
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座金
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縁端距離（ボルト孔の径に

総和≧柱断面積×0.2
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-211/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

鉄骨構造標準図(2/2)
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2，地中梁天端　1ＦＬ－500

特記なき限り下記による

3，スラブ天端　1ＦＬ－300

5，外周には立上り壁：Ｗ15有り。

4，（　　）内数値は1ＦＬからのスラブ天端を示す。
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図面名
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縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-212/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

耐圧盤、１階基礎伏図

A1 1:100

A2 1:141

 耐圧盤伏図 

 1階基礎伏図 

 断面　あ 
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5，タテ胴縁　□－100ｘ100ｘ3.2＠910

4，ＳＢ19Ｍの剛接合継手位置　梁芯より750

3，大梁継手位置　柱芯より1，000

2，地中梁天端　1ＦＬ－300

1，ＢＡＳＥ，ＰＬ下端　1ＦＬ－250

特記なき限り下記による

1，ＢＡＳＥ，ＰＬ下端　1ＦＬ－250

2，地中梁天端　1ＦＬ－500

特記なき限り下記による

3，スラブ天端　1ＦＬ－300

5，外周には立上り壁：Ｗ15有り。

4，（　　）内数値は1ＦＬからのスラブ天端を示す。

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-213/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

１階柱、梁伏図、R階伏図

A1 1:100

A2 1:141

 1階柱、梁伏図 

 Ｒ階母屋伏図 
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図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-214/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

ＭＲ階伏図、ＭＲ階屋根階伏図

A1 1:100

A2 1:141

 ＭＲ階屋根階伏図 

 ＭＲ階伏図 
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-215/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

Ｙ通り軸組図

A1 1:100

A2 1:141

 Ｙ2通軸組図  Ｙ1通軸組図 

 Ｙ0通軸組図 
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ソイルセメントコラム地盤改良

Ｆ3 Ｆ3Ｆ2

ＦＧ1ＦＧ1

梁フカシ500
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Ｃ3

ＣＧ1
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Ｂ3

Ｇ1

Ｐ1 Ｐ1

Ｇ1

Ｐ1

4.5

ＣＧ1

Ｃ3

　ＧＬ－8.75ｍまで

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡

ソイルセメントコラム地盤改良

　ＧＬ－8.75ｍまで

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡

　ＧＬ－8.75ｍまで

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡

ソイルセメントコラム地盤改良
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4.5
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ＣＧ1

ＦＧ1

Ｆ2Ｆ1Ｆ2
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ＦＧ1

Ｇ1 Ｇ1

ＣＧ1

Ｃ3Ｃ3

　ＧＬ－8.75ｍまで

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡

ソイルセメントコラム地盤改良

　ＧＬ－8.75ｍまで

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡

ソイルセメントコラム地盤改良

　ＧＬ－8.75ｍまで

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡

ソイルセメントコラム地盤改良
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▽
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ＣＧ1 ＣＧ1

ＣＧ2 ＣＧ2
ＣＧ3

ＣＧ1 ＣＧ1

梁フカシ400

Ｃ1 Ｃ1

　ＧＬ－8.75ｍまで

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡

ソイルセメントコラム地盤改良

　ＧＬ－8.75ｍまで

ソイルセメントコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡

　ＧＬ－8.75ｍまで

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡

ソイルセメントコラム地盤改良
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ＣＧ2 ＣＧ2

1，ＢＡＳＥ，ＰＬ下端　1ＦＬ－250

2，地中梁天端　1ＦＬ－500

3，大梁継手位置　柱芯より1,000

特記なき限り下記による
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　施設名　
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縮尺
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平成26年 3月
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

 Ｘ通り軸組図

A1 1:100

A2 1:141

 Ｘ3通軸組図 

 Ｘ6通軸組図  Ｘ5通軸組図  Ｘ4通軸組図 

 Ｘ1,Ｘ2通軸組図  Ｘ0通軸組図 



各：Ｄ13＠300

2
0
－
Ｄ

1
6

20－Ｄ16

地中梁

※

地中梁

15－Ｄ16

1
5
－

Ｄ
1
6

各：Ｄ13＠300

※

地中梁

各：Ｄ13＠300

13－Ｄ16

※

1
3
－
Ｄ

1
6

▽ＧＬ

▽ 1ＦＬ

▽ＧＬ

▽ 1ＦＬ

▽
ＧＬ

▽1ＦＬ

2，地中梁天端　1ＦＬ－300

1，ＢＡＳＥ，ＰＬ下端　1ＦＬ－270

※　特記なき限り下記による

ＨＯＯＰ

主　　筋

備　　考

断　　面

□－Ｄ13＠100□－Ｄ13＠100

最上部フープはＤ13ダブル 最上部フープはＤ13ダブル

Ｂ　Ｘ　Ｄ

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

18－Ｄ25 18－Ｄ25

2
0
ｄ

2
0
ｄ

2
0
ｄ

Ｆ1 Ｆ3

ソイルコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡7
，

2
0
0

ソイルコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡7
，

2
0
0 ソイルコラム地盤改良

　設計長期許容支持力200ｋＮ／㎡7
，

2
0
0
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Ｇ
Ｌ
－
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Ｌ
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0
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8
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※印：ソイルコラム地盤改良はＮ値20以上の細砂層まで到達させること。

符　　号

断　　面

ＨＯＯＰ

主　　筋

Ｂ　Ｘ　Ｄ

備　　考

　※サブＨＯＯＰ－Ｄ16　＠500

8
0
0

36－Ｄ25

断　　面

ＨＯＯＰ

主　　筋

Ｂ　Ｘ　Ｄ

備　　考

Ｘ

Ｙ

Ｘ

1200Ｘ1200

38－Ｄ29

Ｙ

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1,200

1200Ｘ1200

24－Ｄ25

符　　号

800Ｘ800

　－Ｄ16＠100

20－Ｄ25

8
0
0

8
0
0

1,200 800800

Ｈ00Ｐは地下壁ヨコ筋の間に配置Ｈ00Ｐは地下壁ヨコ筋の間に配置

Ｈ00Ｐは地下壁ヨコ筋の間に配置 Ｈ00Ｐは地下壁ヨコ筋の間に配置

　－Ｄ16＠100 　－Ｄ16＠100

　－Ｄ16＠100

800Ｘ800 800Ｘ750

1,200

B

D

1200Ｘ800

Ｃ12Ｃ11

Ｃ3Ｃ1、Ｃ2
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基礎詳細図、ＲＣ柱脚リスト

A1 1:30

A2 1:42

 地下柱リスト 

 基礎詳細図 

 鉄骨柱ＲＣ根巻 



※Ｘ・Ｙ両方向共同じ形とする。

4,2004,050

7
0
0

1,
20

0

巾止め筋D16＠900以内

ＦＳ1下端筋

補強筋D22＠200 ＦＳ1上端筋

　（ＦＧ1下端）
△コンクリート打ち継ぎ位置

Ｆ2

　コンクリート打ち継ぎ位置

ＦＧ1

40
ｄ

以
上

40ｄ以上

Ｗ25縦筋2－Ｄ13＠200

Ｗ25横筋2－Ｄ13＠200

ＦＧ1主筋2－Ｄ25

ＦＧ1主筋4－Ｄ25

Ｘ4

1,950

1,200

400

▽

Ｗ25補強筋2－Ｄ16

40ｄ以上

40
ｄ

以
上

40
ｄ

以
上

ヨコ筋Ｄ25＠150

タテ筋Ｄ25＠150

45°

4,
3
00

1,
20

0

Ｗ15縦筋Ｄ10＠200

 とする。
※ＦＧ2に定着するＳ1に関してはＷ25に倣う事
※ＦＢ1主筋は右記ＦＧ1に倣う事とする。

ヨコ筋Ｄ25＠150

500

400

4
0ｄ

以
上40
ｄ

以
上

40
ｄ

以
上

ＦＧ1主筋2－Ｄ25

ＦＧ1主筋4－Ｄ25

φ
47

7

φ
73

3

800

Ｗ25

ＦＧ2

※は意匠図寸法による。

7,
20

0

Ｄ10＠200（チドリ）

Ｄ10＠200（チドリ）

150
2　－　Ｄ13

※

タテ筋Ｄ25＠150

ヨコ筋Ｄ25＠150

タテ筋Ｄ25＠150

ヨコ筋Ｄ25＠150

タテ筋Ｄ25＠150

タテ筋Ｄ25＠150

ヨコ筋Ｄ25＠150

タテ筋Ｄ25＠150

ヨコ筋Ｄ25＠150

巾止め筋Ｄ16＠1000以内

200

15
0

▽ＧＬ 1
0
0

3
0
0

1
5
0

Ｄ13＠200　ダブル（長辺方向）

Ｄ13　＠200　ダブル（短辺方向）

1
5
0

1
5
0

モチアミ配筋

＠900以内
巾止めＤ16

モチアミ配筋

モチアミ配筋

モチアミ配筋

備　　考

Ｄ13　　＠200

Ｄ13　　＠200

Ｄ25　　＠150

Ｄ25　　＠150

Ｄ13　　＠200

Ｄ13　　＠200

Ｄ10　　＠200

Ｄ10　　＠200

隅　部中　央端　部

長　　辺　　方　　向

Ｄ13　　＠200

Ｄ13　　＠100

Ｄ25　　＠150

Ｄ25　　＠150

Ｄ13　　＠200

Ｄ13　　＠200

Ｄ10Ｄ13　　　＠200

Ｄ10Ｄ13　　　＠200

隅　部中　央端　部

短　　辺　　方　　向

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

位　置

200

1200

200

150

スラブ厚

ＣＳ1

ＦＳ1

Ｓ1

Ｓ15

符　号

350

5
0

6
0

7
0
0

2
0
0

5
0

6
0

7
0
0

2
0
0

350

1,200

1
5
0
5
0

1,
20

0

▽Ｂ1ＦＬ

800

1,
00

0

5
0

6
0

2
0
0

9
0
0

450

補強筋タテ　2×2－Ｄ25

補強筋ナナメ　3×2－Ｄ25

2×2－Ｄ25
補強筋ヨコ

補強筋タテ　2－Ｄ25

補強筋ナナメ　2×2－Ｄ25

2－Ｄ25
補強筋ヨコ

※Ｌ2定着とする.

1200Ｘ1200

ＦＢ2ＦＢ1

－Ｄ19＠100

12－Ｄ25

12－Ｄ25

3
0
0

Ｄ22＠200　外側のみ

内　端外　端

4－Ｄ224－Ｄ22

5－Ｄ225－Ｄ22

▽ＧＬ

ＦＧ4

全　断　面

▽1ＦＬ

4－Ｄ22

3－Ｄ22

4－Ｄ22

3－Ｄ22

2－Ｄ13

□－Ｄ13＠200

3－Ｄ22

3－Ｄ22

350Ｘ700 350Ｘ700

中　央 端　部 中　央

2－Ｄ13

□－Ｄ13＠200

　　巾止筋－Ｄ10は、＠1000以内に入れる。

※　曲げ補強筋は壁配筋図参照。

□－Ｄ16＠200

1－Ｄ13

1－Ｄ13

Ｄ13＠200

補強筋主筋2－Ｄ13

Ｄ10＠400Ｌ＝400

※　2　－　Ｄ13

地中梁ＳＴＰ同径同ピッチ
補強筋　

3
0
0

Ｂ≧400の時，補強筋は3本以上とする
※印鉄筋はＨ≦300不要

Ｂ

Ｈ

35
ｄ

35ｄ

Ｌ2

Ｌ
2＋

5ｄ

6－Ｄ25

＊地業：捨コンｔ＝50　　，砕石ｔ＝150　　＊幅止筋：Ｄ10＠1000（ＦＧ1　ＦＢ1、2）

6－Ｄ25

6－Ｄ25 4－Ｄ25

▽ＧＬ

Ｄ25＠100（Ｄ）

ＦＧ1

地中梁増打補強配筋要領地中梁主筋柱型定着配筋要領

地盤改良

2　柱フープはタバねフープとする。

※
1

※

1　基礎梁上端筋は柱内に0.75Ｄの水平定着長さとし、Ｌ2＋5Ｄ（梁主筋の最上階の定着仕様），

下端筋は柱面よりＬ2の定着とする。

※

※2

※1

7－Ｄ25

7－Ｄ25

中　央

▽1ＦＬ

800Ｘ1000450Ｘ900

断　　面

端　部

ＦＧ2

中　央端　部位　　置

符　　号

4－Ｄ13

□－Ｄ13＠200

腹　　筋

スターラップ

下端筋

Ｂ　Ｘ　Ｄ

上端筋

2－Ｄ13

2－Ｄ13

2－Ｄ13

2－Ｄ10－＠200チドリ

2－Ｄ10－＠200チドリ

2
0
0

2－Ｄ16

2－Ｄ16

2－Ｄ16

2－Ｄ13－＠200

2－Ｄ13－＠200

斜筋

横筋

縦筋

横筋

縦筋

補強筋

壁　筋

断　面

Ｗ25Ｗ15符　号

2
0
0

150 250
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地中梁リスト、スラブリスト、壁リスト他

A1 1:30

A2 1:42

 釜場配筋詳細図 

 壁リスト 

 地下壁（Ｗ120）断面詳細図 

 腰壁Ｗ15配筋詳細図 

 貫通孔　補強要領 

 出入口土間配筋詳細図  土間コン配筋詳細図 

 スラブリスト 

 地中梁リスト 



※地下ポンプ室のアンカーボルトは、設置済。

（ＭＲＦ）Ｇ1・Ｇ1Ａ

Ｈ－194×150×6×9

Ｈ－194×150×6×9

ＣＧ3,ＣＢ1

Ｃ－100ｘ50×20ｘ3.2＠600

Ｂ3，ＣＢ2

Ｈ－250×125×6×9

Ｂ1 Ｂ2Ａ

Ｈ－194×150×6×9

Ｂ2

Ｈ－175×90×5×8 Ｈ－100×100×6×8

Ｂ5Ｂ4

Ｈ－244×175×7×11

Ｈ－194×150×6×9Ｈ－440×300×11×18

ＣＧ2（ブラケット）ＣＧ1

符　号

符　号

符　号

部　材

部　材

柱　脚

1　　Ｆ

□－100×100×4.5 Ｌ－65×65×6

カベブレース　Ｖ2カベブレース　Ｖ1

2Ｌ－65×65×6 Ｃ－100ｘ50ｘ20ｘ3.2＠455

もやタテ胴縁

1－Ｍ20(ターンバックル付き）

ヤネブレースＰ2

Ｈ－150×150×7×10

Ｐ1

Ｈ－390×300×10×16

ＫＢ1（クレーンガーター）

Ｈ－300×300×10×15

ＨＢ2（横使い）

Ｈ－244×175×7×11

ＨＢ1（横使い）

（ＲＦ）Ｇ2

（ＲＦ）Ｇ1Ａ

Ｈ－440×300×11×18
部　材 Ｈ－390×300×10×16

Ｃ3

Ｈ－440×300×11×18

Ｃ1、Ｃ2

Ｈ－300×150×6.5×9

Ｈ－350×175×7×11 Ｈ－450×200×9×14 Ｈ－450×200×9×14

（ＲＦ）Ｇ1（ＭＲＦ）Ｇ2

（一般部） （ブレース付き）（ブレース付き）1Ｃ2（一般部）

外ダイヤフラムは全て取り付く柱、梁のフランジ厚の厚い方の2サイズＵＰとする。

柱、梁材はＳＮ400Ｂ　他部材ＳＳＣ400

　ダイヤフラムは全てＳＮ490Ｃ
Ｓ10Ｔ－特記ボルト以外は全てＨＴＢ使用

ＳＳ400　　　　　アンカーボルト　　ＳＳ400中ボルト
ＨＴＢ

鉄骨使用材料※

断　面

Ｒ　　Ｆ

断　面

断　面

断　面

2－Ｍ12中ボルト

100 100
100

300

7
0

7
0

1
4
0

ＣＴ－125×125×6×95
0

5
0
1
0
0

2
0
0

170

85 85

リブＰＬ－9

Ｌ－16Ｐ
Ｌ－16ＰＣＧ2

4－Ｍ20

Ｌ－16Ｐ

4－Ｍ20

ＰＬ－12×300
Ｌ－120×120×8

4－Ｍ20

Ｌ－19Ｐ

Ｌ－19Ｐ

Ｌ－16Ｐ

ＣＧ2

Ｃ1

Ｌ－12Ｐ
Ｌ－12Ｐ

Ｌ－6Ｐ90Ｌ－12ＰＬ－6Ｐ

40 4010
7070

230

6
0

40
40

1
4
0

6
0

3
0

3
0

40 40
60 60

4040
10

290

105Ｌ－6Ｐ

Ｌ－9Ｐ

4070

110

ＰＬ－12

Ｌ－9Ｐ

Ｌ－19Ｐ

170

40 40
4040
10

3
2
0

4
0

6
0 4
0

6
0
6
0

6
0

8
0

4
04
0

4040
45 45

4545

45 45

4040
10

440

40
40 7070

10

4040
60

60

30
30

40
40
60

60
4040
10

290

230

140

Ｌ－9Ｐ

ＷＥＢ　両面隅肉溶接
ＦＬＧ　完全溶込み溶接

170

4040
40 4010

3
2
0

40
6
0

60
4
0

6
0

6
0

1
1
0

3
5
4
0
3
5

40404545

45 45

4040
451045

440

350

75 75
200

1
2
5

5
0
0

2
5
0 1
2
5

2
0
0
1
0
0

1,
45

0

2
0
0

350

7575
200

5
0
0

1
0
02
5
0 1
0
0

1
7
5
1
0
0
1
7
5

4
1
0

1,
45

0

▽根巻コンクリート天端

1
0
0

5
0
0

3
0
0
1
0
0

350

7575
200

1
5
0

1
7
5

1
7
5

1,
45

0

350

7575
200

1
0
0
3
0
0 1
0
0

5
0
0

1
5
0

1
7
5

1
7
5

4
1
0

1,
45

0

1
0
01
6
5
1
6
5
1
6
5
1
6
5
1
6
5
1
6
5
1
6
5

180

▽根巻コンクリート天端

Ｌ－9×140×230ＷＥＢ　2ＳＰ 2－Ｍ16

4－Ｍ16Ｌ－9×60×290

Ｌ－9×150×290

ＧＧＦ－4Ｘ－Ｊ2015・0609－16

（内）2ＳＰ

ＦＬＧ（外）　ＳＰ

Ｌ－9×140×230ＷＥＢ　2ＳＰ 2－Ｍ16

4－Ｍ16Ｌ－9×60×290

Ｌ－9×150×290

ＧＧＦ－4Ｘ－Ｊ2015・0609－16

（内）2ＳＰ

ＦＬＧ（外）　ＳＰ

完全溶込み溶接
ＣＢ1は、梁Ｇ2に

中ボルト　2－Ｍ12

ＨＢ2ＨＢ1

Ａ　ＢＯＬＴ　4－Ｍ27　Ｌ＝700 Ａ　ＢＯＬＴ　4－Ｍ27　Ｌ＝700Ａ　ＢＯＬＴ　4－Ｍ27　Ｌ＝700Ａ　ＢＯＬＴ　4－Ｍ27　Ｌ＝700

2Ｃ－100×50×20×2.3
（木毛板張合せ部分）

ＣＴ－125×125×6×9

ＧＧＦ－4Ｘ－Ｊ4530・1219－22

ＷＥＢ　2ＳＰ

（内）2ＳＰ

ＦＬＧ（外）　ＳＰ

Ｌ－9×320×170

Ｌ－12×110×440

Ｌ－12×300×440

8－Ｍ22

5－Ｍ22

　片側16本×2＝32本
スタットジベル22φＬ＝90

（ピン接合）

3－Ｍ20Ｌ－9ＧＰ Ｌ－9ＧＰ 4－Ｍ20 2－Ｍ20Ｌ－6ＧＰ 2－Ｍ16Ｌ－6ＧＰ6－Ｍ20Ｌ－12ＧＰ

ＷＥＢ　両面隅肉溶接
ＦＬＧ　完全溶込み溶接

Ａ　ＢＯＬＴ　2－Ｍ16　Ｌ＝300

Ｌ－6×140×300ＢＡＳＥ　Ｐ

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ｌ－12×170×200ＢＡＳＥ　Ｐ

Ａ　ＢＯＬＴ　2－Ｍ16　Ｌ＝500

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ｌ－28×500×350

Ｒｉｂ.ＰＬ－19

ＢＡＳＥ　Ｐ Ｌ－28×450×350Ｌ－28×450×350

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ｒｉｂ.ＰＬ－19

ＢＡＳＥ　Ｐ

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ｒｉｂ.ＰＬ－19

ＢＡＳＥ　Ｐ

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ｌ－28×500×350

Ｒｉｂ.ＰＬ－19

ＢＡＳＥ　Ｐ

　片側16本×2＝32本
スタットジベル22φＬ＝90

　片側16本×2＝32本
スタットジベル22φＬ＝90

　片側16本×2＝32本
スタットジベル22φＬ＝90

中ボルト　2－Ｍ12Ｌ－9ＧＰＬ－4.5ＧＰ5－Ｍ16Ｌ－9ＧＰ 羽子板　ＦＢ－9×75

1－Ｍ20Ｌ－9ＧＰ

Ｌ－9 2－Ｍ16ＧＰ Ｌ－9　＠900はさみ板　Ｐ

5－Ｍ20Ｌ－9ＧＰ2－Ｍ20Ｌ－6ＧＰ

ＣＧ2への接合 4－Ｍ20

Ｌ－16 6－Ｍ20ＧＰ3－Ｍ20Ｌ－9ＧＰ

3－Ｍ20ＧＰＬ－12

（ピン接合）

Ｌ－9Ｐ

5－Ｍ20ＧＰＬ－12

（ピン接合）

3－Ｍ20ＧＰＬ－12

（ピン接合）

ＧＧＦ－4Ｘ－Ｊ4520・0916－20

Ｌ－9×320×170 5－Ｍ20

6－Ｍ20Ｌ－12×80×410

Ｌ－12×200×410

ＷＥＢ　2ＳＰ

（内）2ＳＰ

ＦＬＧ（外）　ＳＰ

▽根巻コンクリート天端▽根巻コンクリート天端

Ｃ1、Ｃ2
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平成26年 3月

8-219/300

関東農政局　両総農業水利事業所
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鉄骨断面リスト

A1 1:30

A2 1:42

 鉄骨部材断面表 



Ｙ2Ｙ0

12，050

Ｈ－250×125×6×9

Ｈ－250×125×6×9

Ｐ－9ＧＬ

Ｈ－194×150×6×9

Ｈ－194×150×6×9

ＨＴＢ 4－Ｍ20

Ｂ2

Ｂ2

Ｂ2

Ｂ2

Ｂ1

Ｂ1

ブレース位置

194

3.025 3.000 3.000 3.025

Ｃ1，Ｃ2　（Ｃ3）

Ｘ

Ｙ

ＧＬ＋4.500

1
7
0

8
5

8
5

50 50

200

100

7
5

7
5

3
5
0

2
0
0

500

100 100300

175 150 175

Ｈ－194
×150

×6×
9

ＦＢ－6×50

Ｌ－6Ｐ
2－Ｍ16
Ｌ－9Ｐ

Ｌ－12Ｐ

5
0

500

    （750）
　800×800

800

（
75
0）

8
0
0

1.
50
0

3
0
0

4
，
0
00

6.0256.025

（　）内はＣ3断面

18－Ｄ25

Ｌ－12×170×200ＢＡＳＥ　Ｐ

Ａ　ＢＯＬＴ　2－Ｍ16　Ｌ＝500

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ａ　ＢＯＬＴ　4－Ｍ27　Ｌ＝700

（タブルナット締め　Ｕ型フック付き）

Ｌ－28×500×350

Ｒｉｂ.ＰＬ－19

ＢＡＳＥ　Ｐ

　片側16本×2＝32本
スタットジベル22φＬ＝90

Ｈ－440
×300

×11×
18

Ｌ－22Ｐ

Ｈ－244×175×7×11

500

Ｌ－25Ｐ

Ｈ－440×300×11×18

Ｈ－194×150×6×9

ＣＧ1

Ｇ1

ＣＧ1

Ｇ1

ＨＢ2

Ｈ－244×175×7×11

Ｈ－150×150×7×10Ｈ－150×150×7×10

Ｈ－150×150×7×10

Ｐ1Ｐ1Ｐ1

ＨＢ2 ＨＢ2 ＨＢ2

ＣＧ2
ＣＧ2

Ｃ2

Ｈ－440×300×11×18

Ｈ－440×300×11×18Ｈ－440×300×11×18

Ｈ－440×300×11×18

Ｃ2

ＫＢ1（クレーンガーター）

ＣＢ2

Ｌ－12Ｐ

Ｌ－16Ｐ

Ｌ－19Ｐ

Ｌ－19Ｐ

1.0001.0
00

28
50

1ＦＬ

Ｈ－390×300×10×16

（クレーンスパンは10ｍ以内とする。）

（ルーズホール）
中ボルト4－Ｍ20

ＰＬ－16

Ｌ－120×120×8 4－Ｍ20

□－Ｄ13＠100

（現場溶接）

（現場溶接）

（クレーンスパンは10ｍ以内とする。）

Ｈ－390×300×10×16

間柱2箇所とする。

700

Ｐ1

20

20

2，
8
00

4－Ｍ20

ＫＢ39Ｍ（クレーンガーター）

130130

Ｈ－175×90×5×8

Ｌ－16

ＰＬ－16

Ｌ－9Ｐ

Ｌ－9Ｐ

Ｐ

9，
6
50

Ｈ
－
1
50

×
1
50

×
7×

1
0

Ｐ1

▽

最上部フープはＤ13ダブル

符　　号

断　　面

備　　考

Ｂ　Ｘ　Ｄ

主　　筋

ＨＯＯＰ

Ｐ－9ＧＬ

Ｐ－9ＧＬ
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X0通り鉄骨詳細図

A1 1:30

A2 1:42

 栗山川Ｘ0通り鉄骨詳細図 

 Ｘ1～Ｘ6通り　棟仕口詳細図 

 Ｘ6通り出入り口庇鉄骨詳細図 

 点検用タラップ取付取合詳細図 

 鉄骨柱ＲＣ根巻 
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メンテナンス通路

A1 1:100

A2 1:141

 階段断面図　　イ 

 軸組図　　f  軸組図　　e  軸組図　　d  軸組図　　c  軸組図　　b  軸組図　　a 

 軸組図　　3  軸組図　　2  軸組図　　1 

 メンテナンス通路伏図 

 メンテナンス階段伏図 



Ｓ115
Ｄ10Ｄ13　　　＠200

Ｄ10Ｄ13　　　＠200

Ｄ10Ｄ13　　　＠200

Ｄ10Ｄ13　　　＠200
150

符　号
隅　部中　央

長　　辺　　方　　向

端　部隅　部中　央

短　　辺　　方　　向

端　部

下端筋

上端筋

位　置スラブ厚

ＴＣ1

5
0
0

500

ＨＯＯＰ

主　筋

□－Ｄ10＠150

8－Ｄ16

500Ｘ500

断　　面

Ｂ　Ｘ　Ｄ

全断面位　　置

符　　号

ＣＧ1

6
0
0

断　　面

2－Ｄ13

6－Ｄ25

6－Ｄ25

350Ｘ600

□－Ｄ13＠200

腹　　筋

スターラップ

下端筋

Ｂ　Ｘ　Ｄ

上端筋

全断面位　　置

符　　号根太床　ブレースカベブレースＰ12Ｗ ＳＢ20ＳＢ25

断　面

符　号

9

ＦＢ－6×65

10

ＦＢ－9×90

Ｌ－6　　1－Ｍ16Ｌ－9　　1－Ｍ22 Ｌ－6　　1－Ｍ16ＧＰＧＰＧＰ

Ｌ－65×65×6（＠455）1－Ｍ22　（ターンバックル付）

床　チェッカーＰＬ－4.5

1－Ｍ16　（ターンバックル付）

片側30゜以上確保すること。片側30゜以上確保すること。

Ｌ－9Ｐ

7
0

105

Ｌ－9Ｐ

5050
5050

200

5
0

5
0

2
0
0

3
0
0

※

外ダイヤフラムは全て取り付く柱、梁のフランジ厚の厚い方の2サイズＵＰとする。

柱、梁材はＳＮ400Ｂ　他部材ＳＳＣ400

　ダイヤフラムは全てＳＮ490Ｃ
Ｓ10Ｔ－特記ボルト以外は全てＨＴＢ使用

ＳＳ400　　　　　アンカーボルト　　ＳＳ400中ボルト
ＨＴＢ

鉄骨使用材料

Ｈ－250×125×6×9 Ｈ－200×100×5.5×8

Ｌ－9　　4－Ｍ20Ｌ－9　　3－Ｍ20

Ａ　ＢＯＬＴ　4－Ｍ16　Ｌ＝600

Ｌ－200×300×25

（ピン接合） （ピン接合）

Ｕ型フック付　Ｄナット締め

ＢＡＳＥ　Ｐ

ＧＰ　ＧＰ　ＧＰ　ＧＰ　ＧＰ

Ｈ－125×125×6.5×9

1,900

1
5
0

4
5
0

350350 750

Ｌ－6.0チェッカー

A-BOLT　3－Ｍ16

A-BOLT　3－Ｍ16

BASEＰＬ－19

BASEＰＬ－19

2,5001,4503,000

6,950

2
,6
1
6

6
0
0

2,
23

4

7,
20
0

1,
75

0

Ｌ－6.0チェッカー

Ｌ=400　Ｄナット締め
Ａ-ＢＯＬＴ　3－Ｍ16

Ｌ－9　ｈ＝150Ｐリブ

（Ｄナット締め　　Ｕ型フック付き）

Ａ　ＢＯＬＴ　2－Ｍ20　Ｌ＝700

ＢＡＳＥ　ＰＬ－19×125×310

3025030

2
5
1
0
0

321

1,5001,500

1,
75
0

▽Ｂ1ＦＬ

ＴＣ1 ＴＣ1 ＴＣ1

Ｐ12ＷＰ12ＷＰ12Ｗ

Ｌ－16×300Ｐささら

チェッカーＬ－6.0Ｐ

7
0

7
0ＨＴＢ　3－Ｍ16

ＧＰＬ－16

105105

ＳＢ20ＳＢ20

▽ＧＬ

▽1ＦＬ

▽Ｂ1ＦＬ

3
0
0

ｆｅｄｃｂａ

2,6002,5502,8001,3602,480

シンダーコンクリートＨ＝300
ヒビ割れ防止筋タテ、ヨコ共Ｄ10＠150（シングル）

Ｐ12ＷＰ12ＷＰ12ＷＰ12ＷＰ12ＷＰ12Ｗ

7
07
0

7
07
0

ＳＢ25ＳＢ20ＳＢ25ＳＢ20ＳＢ25

105

ＴＣ1 ＴＣ1ＴＣ1 ＴＣ1 ＴＣ1

105

Ｌ－9Ｐ

ＨＴＢ　3－Ｍ16
ＧＰＬ－16

Ｐ

Ｐ

Ｌ－16×300Ｐささら

Ｌ－16×300Ｐささら

ＣＧ1

Ｓ115

リブＬ－9Ｐ

Ｌ=400　Ｄナット締め
Ａ-ＢＯＬＴ　3－Ｍ16

ＣＧ1
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S=1:30

S=1:30
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A1 図示

 スラブリスト 

 ＴＣ1リスト 

 ＣＧ1リスト  鉄骨部材断面表 

 鉄骨詳細図 



千葉県山武郡横芝光町新井地内

平成24年度両総農業水利事業　栗山川統合機場上屋建築その他工事

Ｓ ３４６．７３９1

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

1,500（上端2,000以下）

1,500（上端2,000以下）

1100

1500

1300

1100

1300

900

1300

1500

1,000以下

1,500以上

150

約2,500

2,100～2,300

1,000～1,300

500～1,000

1300

800～1,000

ファン下端

100

200

300

1200

1300

約1,800

取付高　(mm)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～上端

床上～下端

鏡上端～中心

〃

床上～中心

地上～中心

〃

〃

床上～中心

床上～下端

台上～下端

〃

〃

〃

床上～中心

床上～中心

地上～引込点

地上～窓中心

測点

電力設備

250

150

250

2300

2100

800～1,500

800～1,500

800～1,500

800～1,500

200

300

200

200

300

1300

1300

2300

1300

2300

1300

2300

2300

200

300

1500

300

200

取付高　(mm)

1,500（上端2,000以下）

床上～上端

天井～上端

床上～上端

〃

床上～中心

〃

〃

〃

床上～操作部

〃

床上～中心

天井～上端

〃

〃

床上～中心

床上～中心

〃

〃

床上～中心

〃

〃

〃

床上～中心

〃

床上～中心

床上～中心

床上～下端

天井～上端

地上～引込点

測点

通信設備

都市ガス用検知器　（重質）

都市ガス用検知器　（軽質）

液化石油ガス用検知器

警報ベル

表示灯

発信機

機器収容箱

副受信機

受信機

　　　〃　　　　（和室）

直列ユニット　（一般）

機器収容箱

　　　〃　　　（和室）

壁付アウトレット　（一般）

壁付インターホン　（一般）

壁付押しボタン　（一般）

ベル、ブザー、チャイム

壁付発信機

表示盤

壁付アッテネータ

壁付形スピーカ

壁付子時計

壁掛形親時計

　　　　　〃　　　　　（和室）

壁付アウトレット　（一般）

　　〃　　（EPSなど）

端子盤　（廊下、室内）

集合保安器箱

引込線引留め高

機器

特記事項は、○印の付いたものを適用する。　　　　印のない場合は※印を適用する。

(電気設備工事編・平成19年版)」(以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編・平成19年版)」(以下「標準図」という。)による。

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編・平成19年版)」(以下「標準仕様書」という。、「公共建築改修工事標準仕様書

※　一般電話用　　　　　個　（　・　納入する　　・　取付ける）

７

・　工事着手前アンテナの設置予定位置における電界強度等の調査測定をし、受像の可否を判定した報告書を提出する。

・　テレビアンテナ　（　・　AV-　　　　　・　AU-　　　　　・　BSA-　　　　　・　CSA-　　　　　）

仕　　　　様　　　　書

ホ
ー
ン

イ
ン
タ
ー

火
災
報
知

テ
レ
ビ

警
報
・
表
示
等

時
計
・
拡
声

電
話

スイッチ

　「使用中」　「施錠中」　表示灯

廊下表示灯　（復旧ボタン付）

　　　〃　　　　　（玄関子機）

壁付インターホン　（親機）

呼出しボタン　（便所用）身
障
者
用

電磁開閉器用押ボタン

開閉器箱

壁掛形制御盤動
力

廊下通路誘導灯

避難口誘導灯

〃　　　　　（鏡　　上）

〃　　　　　（踊　　場）

ブラケット　　（一　　般）

〃　　　　　（屋　　外）

〃　　　　　（機械室）

〃　　　　　（車　　庫）

〃　　　　　（厨　　房）

〃　　　　　（ファン用）

〃　　　　　（台　　上）

〃　　　　　（和　　室）

コンセント　　（一　　般）

〃　　　　　（和　　室）

スイッチ　　　（一　　般）

分電盤電
灯

高

引込線引留め高付

取引用計器
共
通

取

機器器

機

機器取付高さは、下記を標準とする。ただし、これによりがたい場合は監督員と協議する。18

接地工事　（　※　本工事　　・　別途）　　・　配管入退室管理設備8.

・　白黒方式　　・　カラー方式監視カメラ設備7.

・　BS・CS用アンテナマスト　（　※　壁面取付形　　・　自立形）

・　地上波アンテナマスト　（　※　壁面取付形　　　　　・　自立形）備

テレビ共同受信設備6.設

・　庁舎内連絡用　　・　身体障害者用　　・　夜間受付用　　・　エレベーター用呼出し設備5.信

・　電子式チャイム組込み　　・　プログラムタイマー組込み通

※　壁掛式　　・　自立形他

・　親時計　　　　　回線の

・　出退表示盤　（　・　多線直接式　　・　パルス伝送式）情報表示設備4.そ

・　スクリーンサイズ　　　　　インチ声

・　プロジェクタ　（　※　前面投写式　　・　背面投写式）拡

・　VTR　（　※　VHS　　・　8mm）

・　増幅器　　　　　W映像･音響設備3.示

・　一般用　　・　非常用　　・　併用表

※　卓上形　　　・　キャビネットラック形報

・　増幅器　　　　　　　W拡声設備2.情

種類　（　・　10BASE-T　　・　10BASE-5　　・　10BASE-2　　・　FDDI　　・　　　　　　　　　　）構内情報通信網設備1.

6

5

※　接地極埋設　　・　建築構造体利用接地極3.設備

・　引下げ導線　　※　建築構造体利用避雷導線2.避雷

・　突針　　・　むね上導体　　・　笠木　（別途）　など受電部1.

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器4個以下の場合　（25）　を1本、5個以上の場合　（25）　を2本、天井まで立上げる。

回線数　　　・　内線　　　／　　　回線　　・　局線　　　／　　回線　・　専用データ　（　　回線）

・　本工事　　・　別途工事保安器用接地5.

※　銅合金製　　・　アルミ製(亀甲形)

ﾛｰﾃｰｼｮﾝｱｳﾄﾚｯﾄ4.

・　EM-BTIEE　0.4-2P　（　・　　20m　　・　　　　　m）

・　EM-TIEF　0.65-2C　（　・　　20m　　・　　　　　m）

電話機1台につき、次のものを見込む。電話機への配線3.

・　ボタン電話機　　・　多機能電話機　　・　内線電話機

・　本工事　　・　別工事電話機2.

・　主装置等の撤去　（支障時の取り扱い：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構
内
交
換
設
備

形式　　　※　ボタン電話装置　　・　PBX　　・　電子交換電話交換機1.

・　無　　・　有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　総合動作試験6.

図示以外は金属管接地とする。電動機等の接地5.

電動機などへの接続は本工事とする。機器への接続4.備

※　埋込連用形配線器具　　・　　　　　　　　　　電磁開閉器用押釦3.設

※　壁掛式　（電源装置　　※　内蔵　　・　別置）警報盤2.力

分岐　　　　　三相3線式　200V動

幹線　　　　　三相3線式　200V　　50Hz電気方式1.4

予備配管6.

※　銅合金形　　・　アルミ製

※　飛び出し形　　・　外部固定形ﾊｲﾃﾝｼｮﾝｱｳﾄﾚｯﾄ5.

※　電池内蔵形　　・　電池別置形非常用照明器具4.

・　省エネ形　（　・　　全部　　※　暖房を行う部屋、廊下などに限る）　　・　一般形蛍光ランプ3.

PN 516W　24W　32W　42W　36W　55W

EL1513W　18W　27W
コンパクト形のランプ

RH 540形　（避難口誘導灯を除く）　及び110形

GL1540形の避難口誘導灯

GH15上記以外のもの20形

電池内蔵形非常用照明器具及び誘導灯
GL15

防雨形器具
20形

GL1515形以下

直管形のランプ

GH15環形のランプ　（ホームライトを除く）

標準図記号蛍光灯の種類備

蛍光灯器具安定器の種別及び点灯方式、力率、定格入力電圧、周波数は図示以外は下記による。蛍光灯2.設

分岐　　　　　単相　　　　　線式　　　　　V灯

分岐　　　　　単相　　　　　線式　　　　　V電

幹線　　　　　単相　　　　　線式　　　　　V　　　50Hz電気方式1.3

防犯性の向上については「防犯に配慮した設計ガイドライン」を遵守すること。

屋外に設置する機器付属金物･ボルトナット類及び外壁等への取付用配管支持金具は、溶融亜鉛メッキ製またはステンレス製とする。

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=10又はW=30）×1

EB　（D=14又はW=40）×3連-1組

EB　（D=10又はW=30）×1

EB　（D=10又はW=30）×1

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=10又はW=30）×1

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=10又はW=30）×2

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=14又はW=40）×3連-2組

EB　（D=14又はW=40）×3連-　組

EP×1

 10Ω以下

 10Ω以下

----

100Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

 10Ω以下

 10Ω以下

100Ω以下

 10Ω以下

   Ω以下

 10Ω以下

 10Ω以下

   Ω以下

 10Ω以下

避雷器用　（高圧用）

避雷器用　（低圧用）

測定用

防犯装置用

拡声増幅器

電話引込口の保安器

本配線盤の保安装置

構内交換機　（陽極用）

D種接地

C種接地

B種接地

A種接地

共同接地

避雷設備用接地

避雷設備用接地

ELH・

ELL・

E0・

EK・

EDa・

EDt・

EAt・

Et・

ED・

EC・

EB・

EA・

EA ED・

EL・

EL・

接地極の規格、数量接地抵抗値記号接地の種別

、機器メーカーの指定する方法で確実に取付けを行うものとするが、監督職員の承諾を受ける。

し、天井面より支持(上階床より支持)される機器は支持部材取付床の階(当該階の上階)を適用する。
設置場所の区分は機器を支持している床部分にしたがって適用する。床又は壁に支持される機器は当該階を適用

1階及び地下階

中間階

上層階･屋上及び塔屋

(建設省住宅局建築指導課監修)　による。

「建築設備耐震設計･施工指針」　

用しないこととし、貸与する場合の完成図の提出にあっては、ＣＡＤデータにより入力保存したものとする。
下記の施工図及び完成図等を監督職員に提出する。なお、貸与するＣＡＤデータは当該工事における施工図及び完成図のため以外に使施工図及び完成図等16.

書を提出して監督職員の承諾を受ける。
施工計画書には、使用機械器具･各工種の材料･工法･日程等の内容を記載した文章のほか、別紙様式により建設廃棄物処分計画

建設廃棄物等処分計画書

が困難な場合は、監督員の承諾を得た上で、調査票の提出とする。
工事完了後、「再生資源利用[促進]計画書(実施書)入力システムにより、実施書のデータFDを提出する。なお、データFDの提出

再資源利用促進計画書･再資源利用計画書及びそれぞれの実施計画書

本工事において使用する主要機器資材メーカーリスト1通を監督職員に提出する。

主要機器資材メーカー報告書

施工体制台帳及び施工体系図

のとし、現場表示も併せて行うものとする。
結後全ての下請契約書の写しを2週間以内に監督職員に1部提出する。また、施工体制台帳及び施工体系図は工事現場に備えるも
本工事において、下請金額の合計が100万円以上の場合又は低入札価格調査制度により契約されたものは、下請負業者と契約締

請負者は、工事を下請負に付する場合には、可能な限り地元建設業者を使用すること。

下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。3)

請負者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。

・　構外搬出適正処理（　※　本工事(　約　　　km･搬出調書等を提出する　)　　・　別途工事　）

再生資源の利用を図るもの

報告書15.

工事の下請負14.

発生材の処理等13.

足場･その他12.

監督職員事務所11.

工事用仮設物10.

工事用電力･水･その他9.

技術検査8.

機器の品質･性能証明7.

機材等6.

電気保安技術者5.

電気工事士4.

工事写真3.

書類の書式等2.

工事実績情報の登録1.

別契約の関係請負者の定置する足場、桟橋の類は、無償で使用できるものとする。本工事で設置する場合は図示による。

本工事に必要な工事用電力、水、及び官公庁等への諸手続きなどの費用は、すべて請負者の負担とする。

工事施工途中における技術検査(「中間検査」)は各必要な工程で行う。

明となる資料の提出を省略できる。但し、共通仕様書に規定される製作図･試験成績書等は除く。
使用する機材が前項1)による場合は、評価書の写しをもって、共通仕様書第1編第1章第4節1･4･2(b)の品質及び性能を有することの証

本県に本社、支店、営業所を有するメーカー製品及び可能な限り県産材を使用すること。3)
を添付し設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとし、監督職員の承諾を受ける。

評価書に記載のない項目については、監督職員と協議の上、機器性能･規格･納入実績･サービス体制等を証明するに十分な資料

耐震措置19.

試験18.

完成写真(工事写真)17.

位置表示

接地極の種別及び29.

再使用機材･養生28.

OAﾌﾛｱ用配線器具の蓋27.

フロアプレート26.

フラッシプレート25.

呼び線24.

インサート23.

電線本数、管路など22.

合成樹脂製可とう管21.

保温、結露防止20.

34. その他

屋外部の支持金具等33.

・　屋外　　・　居室　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）キャビネットの仕上げ

下記部位に取付けるものは、指定色仕上げとする。分電盤･制御盤等の32.

既存コンクリート部の床･壁の配管貫通部等の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。はつり31.

・　EPS等　（　　　　　　　　　　）・　屋外　　・　居室　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。塗装工事30.

重要機器類

地域係数は1.0とする。

重量が100kg以下の比較的軽量な機器(共通仕様書の適用を受けるものは除く)の取付けについては、取付け下地を入念に施工し

共通仕様書に定める試験を行い、試験成績表を監督職員に提出する。

※　写真(電子媒体によるものを含む)はカラーサービス版でA4版スクラップ帖にし、下記のものを監督職員に提出する。

耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画及び同解説」　(建設大臣官房官庁営繕部監修）及び

・　指定機材　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・　特別清掃　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

水平調整付プレート(空転防止リング付)とする。

※　金属製(ステンレス、新金属も含む)　　・　樹脂製

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のEM-IE電線を挿入する。

鋼製とする。なお、床板で保温打込み部分は、断熱材用インサート(亜鉛めっき製品)を使用する。

分電盤、制御盤、端子盤などの2次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

合成樹脂製可とう管は、PF管(一重管)とし、温度による分類は、タイプ-25とする。

外部に面する壁、天井で建築工事でFP版(スタイロホーム等)打込み箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止処理を行う。

接地極の種別は下記を標準とし、EBの長さは1,500mmとする。ただし、W=30は1,200mmとする。装柱機器用接地極の埋設標は不要とする。

本棟

階数構造

工事名称

工事場所

※　アルミ製　　・　樹脂製

6)

配線･配管及びダクトの支持　　※　共通仕様書及び標準図による　　・　5)

4)

3)

本施設は　(　※　一般の施設　　・　特定の施設　)　とする。2)

注2)

(　)内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。注1)

0.4　(0.6)0.6　(1.0)0.6　(1.0)1.0　(1.0)

0.6　(1.0)1.0　(1.5)1.0　(1.5)1.5　(1.5)

1.0　(1.5)1.5　(2.0)1.5　(2.0)2.0　(2.0)

一般機器重要機器一般機器重要機器

一般の施設特定の施設

耐震安全性の分類

設置場所

局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度(Ks)1)

・　建築工事特記仕様書による。

写真の撮影業者　　監督職員の承諾する撮影者ハ)

カラーサービス版　　※　1部　　・　部工事写真ロ)

カラーサービス版　　※　4部　　・　部完成写真(改修においては、着工前を左･完了後を右に入れる)イ)1.
Ⅰ.工事概要

・　建築工事特記仕様書による。

※　1部　　・　部納入仕様書　(機器完成図)ヘ)

※　2部　　・　部保全に関する資料(取扱説明書)ホ)

※　1部　　・　部(FD、MO、CD-ROMまたはDVD-ROM)

完成図を入力保存した（イメージ画像によるTIFF形式又はCADデータによるSXF形式)電子媒体ニ)

※　1部　　・　部黒表紙金文字入(折りたたみ→A4･学校改修工事は不要)ハ)

※　1部　　・　部A4版二つ折り製本ロ)

※　4部　　・　部二つ折り製本イ)２）完成図等

機器･配管等固定の施工図　　一式ハ)

制御システム図　　一式ロ)

機器製作図　　一式イ)１）施工図

4)

3)

2)

1)

下請負者が青森県の指名競争参加資格者である場合には、指名停止期間中でないこと。

請負者が、工事の施工について総合的に企画、指導及び調整するものであること。1)

※　構内指示の場所に敷き均し　　・　構内指示の場所に堆積

建設発生土の処理5)

1)～3)以外の発生材の処理地4)

処理方法(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)・　PCB安定器

特別管理産業廃棄物　　※　なし　・　あり　(下記による)3)

2)

引き渡しを要するもの　　※　なし　　・　あり　(下記による)1)

机・いす・書棚・衣類ロッカー・保護帽・懐中電灯・ゴム長靴・雨カッパ監督職員事務所には次の備品等を置く。

※　設けない　　・　設ける　(　※　1号　　・　　号)

構内に作ることが　　※　できる　　・　できない

2)

(社)公共建築協会が実施する「建築材料･設備機材等品質性能評価事業」によって所要の品質･性能を有することの評価を受けた機材等を使用する。1)項

工事現場におく電気保安技術者は、電気設備工事共通仕様書1.3.2による。事

適用する。通

最大電力500KW以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。共

工事写真の撮り方　建築設備編　(建設大臣官房官庁営繕部監修　改訂第2版)　による。般

※　別途に定める書式　　・　監督職員の指示による。一

登録を行う。1

特　記　事　項項目章

2)

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。1)

特記事項2.

建物名称 建築基準法用途区分
第1の区分

消防法施行令別表
延べ床面積(㎡) 備考

屋外

備考工事種別　(新設･改修区分)

共通事項1.

Ⅱ.工事仕様

※　　無し　　　・　有り指定部分及び施工条件6.

主たる省エネ手法5.

　・　構内通信線路

　・　構内配電線路

　・　エレベーター設備

　・　中央監視制御設備

　・　火災報知設備

　・　入退室管理設備

　・　監視カメラ設備

　・　テレビ共同受信設備

　・　呼出し設備

　・　情報表示設備

　・　映像･音響設備

　・　拡声設備

　・　構内情報通信網設備

　・　構内交換設備

　・　避雷設備

　・　発電設備

　・　静止形電源設備

　・　受変電設備

　・　電熱設備

　・　動力設備

　・　電灯設備

工事種目

建物別及び屋外

工事種目(　・　印の付いたものを適用する)4.

建物概要3.

2.

2)

栗山川統合機場

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-223/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

電気設備特記仕様書

-



（７．２ｗ）（７．２ｗ）

（１３ｗ）

（７７ｗ）

ウウ

ウ

架台付

架台付

イ

ア

ア

イ

イ

イアイア

ア

イ

イ

ア

オートリフター

CPEV1.2-1P

オートリフター盤～昇降用スイッチ（２ケ用）

ＣＰＥＶ0.9－3Ｐ

特記なき配管・配線は下記による。

ＥＭ－ＩＥ１．６×３（昇降信号）

ＥＭ－ＩＥ１．６×６（昇降信号）

ＥＭ－ＩＥ２．０×４、Ｅ１．６

（Ｅ２５）塗装

（Ｅ１９）塗装

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

＊　壁内部分の配線は、（ＰＦ１６）（ＰＦ２２）保護を行う

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２

（Ｅ１９）塗装ＥＭ－ＩＥ１．６×２

２．０

ウ

イ

ア

ウ

イ

ア

２１

３

２．０

２．０ ２．０

２．０

２．０

２．０

２．０

２．０

２．０

２．０

５
（３回路）
制御盤・操作SW
オートリフター

４Ｌ

ウ

イ

ア

ア

４

２．０

3

ＬＰ－１

１

２．０

Ａ

２

２．０

ハ

ハ

ハ

ハ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

イ

イ

イ

イ

イ

3
レンジフード

Ａ

３

２．０

外部

ポンプ室

外部

会議室

湯沸室

脱衣室

　洗面

搬入スペース

×２

電気盤室

外部

ホール

Ｅ２ ×１Ｅ２ ×１

便所便所

Ｆ ×１

Ｈ

Ｇ ×４

×１

×２Ｈ

Ｂ ×８

×２Ｈ

Ａ

Ａ ×６

×２I

Ｆ ×１

Ｈ ×１

Ｃ ×１１

×１Ｄ

×１Ｅ１

Ｅ２ ×１

11

14

10

15

1

2

3

4

5

6

8

9

12

13

DN

ＥＭ－ＩＥ５．５sq×２、Ｅ２．０
５．５

（Ｅ２５）塗装
２．０

２．０
ＥＭ－ＩＥ２．０×２、Ｅ１．６ （Ｅ１９）塗装

（Ｅ２５）塗装

アルミルーバ

カバー：アクリル（乳白）

本体　：ステンレス

ＦＬ２０Ｗ×１ ウォールライト防湿・防雨型

ＦＨＦ３２Ｗ×２

ＦＳＳ９－３２１　ＰＮ

Ｃ

Ｆ

ＨＳＲ１Ｍ－２５０－ＢＨ２５

ＨＩＤ２５０Ｗ 高天井ホルダ 安定器装備型 Ｂ

ＦＨＴ４２Ｗ×１　ダウンライト

ＦＲＳ２１－Ｈ４２１

Ｈ ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＣＧ

ＬＲＳ１－８００ＬＭＥ２

ＬＲＳ１－４００ＬＭＥ１

ＬＥＤランプ

ＦＬ２０Ｗ×１　流し元灯

ＦＨＦ３２Ｗ×1Ａ

Ｄ

バッテリー内蔵

防湿型
安定器付

ＨＰＪ１Ｗ－１８０～４００（Ｍ・ＮＨ）

ＨＩＤ４００Ｗ投光器　広角形I オートリフター制御盤　３回路用２００Ｖ

ＦＲＳ１５Ｌ５－３２２　ＰＨ

便所 便所

 洗面

脱衣室 ｼｬﾜｰ室

玄関

搬入スペース

会議室

電気盤室

ポンプ室

DN

搬入口 -300

DN

湯沸室

下足

ホール

5,
07

5
4,

05
0

4,
05

0

Y2Y1Y0

X6

X5

X4

X3

X2

X1

X0

Y2Y1Y0

1,
05
0

1,
12

5
1,
20

0
3
0
0

7,
22

5

3,030 5,8501,670 1,500

12,050

6,025 6,025

3
0
0

2
8,
7
75

3
0
0

5,
3
00

5,
30

0
4,

40
0

便槽

足洗場

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-224/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

照明平面図　照明器具姿図

A1 1:100

A2 1:141

 平面図  照明器具姿図 



ＥＭ－ＥＥＦ１．６-３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６-２Ｃ（サーモ）

5.5

2.0

９

C
C

0.2KW

3φ200V
非常電源装置

水圧スイッチ

0.25KW×3

ＥＭ－ＥＥＦ２．０-３Ｃ
２．０

0.3KW 0.28KW

0.28KW

0.3KW

1

FE

FS

1

３

２

3.91KW

180W

Ｅ３９×２
Ｅ３９　×２本

LP-1～将来想定床配線ピット

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ　×３

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ

ＥＭ－ＩＥ２．０×２、Ｅ１．６

ＥＭ－ＩＥ２．０×３、Ｅ１．６

1φ200V

1φ200V

９

サーモ信号線（電気盤室）

サーモ信号線（ポンプ室）

ポンプ室排気ファン

ポンプ室排気ファン

ポンプ室排気ファン

ポンプ室排気ファン

ポンプ室排気ファン

電動シャッター用

室外機エアコン

室内機エアコン

ポンプ室給気ファン

ポンプ室給気ファン

電気室排気ファン

電気室給気ファン

電気室排気ファン

電気室給気ファン

ｂ

ａ

14

13

12

11

10

９

８

７

６

５

４

３

２

１

特記なき配管・配線は下記による。

（Ｅ１９）塗装
２．０

（Ｅ２５）塗装

（Ｅ３１）塗装

ＥＭ－ＩＥ１．６×６　Ｅ１．６

ＥＭ－ＩＥ１．６×９　Ｅ１．６

ＥＭ－ＩＥ１．６×３　Ｅ１．６ （Ｅ１９）塗装

（Ｅ３１）塗装ＥＭ－ＩＥ２．０×６、Ｅ１．６
２．０

（Ｅ２５）塗装
２．０

PB-

＊　外部露出・壁内部分の配線は、(PF16)保護を行う

鋼鈑製プルボックス

10 14

131211

１０

１４

2.0

2.0

６

５

2.0

3φ200V
3.7KW

3φ200V 3φ200V

3φ200V

3φ200V

3φ200V

3φ200V

3φ200V3φ200V

3φ200V

1φ200V

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0 2.0 2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2E

C

ｂ

１ ４

１２

１３ 2

FE

１１

４

７

７

８

８

５

７

６

５

ａ

６

FS

1

1

FE

0.41KW×13

FE

冷媒管共巻き

1

ACP

2E

WP

2E
2E

0.05KW×2

ＬＰ－１

1φ100V
1

HE

1-1

ACP

2

FS

SS

0.41KW×1

３Φ２００Ⅴ電源　0.2kw

EM-IE1.6×3　E1.6(E19)

E25

E19

E19

水圧スイッチ 非常電源装置

シャッターボックス

押しボタンスイッチ

WP

2E

2E

2E

2E

2E

2E

2E 2E

2E

WP

2E

Ｔ

Ｔ

2E

2E

2E

3

FE

3.7KW2

FS

11

14

10

15

1

2

3

4

5

6

8

9

12

13

DN

便所 便所

 洗面

脱衣室
ｼｬﾜｰ室

玄関

搬入スペース

会議室

電気盤室

ポンプ室

DN

搬入口 -300

DN

湯沸室

下足

ホール

5,
07
5

4
,0
5
0

4,
05
0

Y2Y1Y0

X6

X5

X4

X3

X2

X1

X0

Y2Y1Y0

1,
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0
1
,1
2
5

1,
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3
0
0

7,
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5

3,030 5,8501,670 1,500

12,050

6,025 6,025
3
0
0

28
,
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5

3
0
0

5,
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0
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0
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0

便槽

足洗場

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-225/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

コンセント平面図

A1 1:100

A2 1:141

 水圧開放シャッター配管詳細 

 平面図 



3P100/100AT

50/50

50/50

50/50

電流計

超過目盛

動力制御盤  器具容量

(kW) MCCB

配線用遮断器

MMCB

電動機保護用
出力

電動機

始動リレ－

外部信号外部信号

  -△R

自動交互スタ －デルタ 始動 自動交互追従スタ －デルタ 始動

リモコントランス

誘導灯

オートリフタ ー

予備

便所

会議室

会議室

ポンプ室

空調換気扇

コンセント

コンセント

コンセント

予備

コンセント電気室

電灯便所

電灯会議室

電灯電気室

屋外　灯光器

搬入ｽﾍﾟｰｽ室　電灯

ポンプ室　電灯

ポンプ室　電灯

6

5

4

3

2

1

リモコン
リレ－

ELCB 2P
50/20

MCCB 1P
50/20

MCCB 2P
50/20

回路番号

10

1

1

1

A 1φ100V回路

1φ200V回路

1φ100V回路

3φ200V回路

Ａ

9

8

7

6

5

4

3

2

1

AC

1φ3W 200V/100V

動力盤複合型 (セパレーター付)

標準色仕上げ
鋼板製 露出　自立型

標準色仕上げ

分電盤名称

結 線 図

主幹開閉器 分  岐  開  閉  器

ＬＰ－１

１４．３３

１

１

予備 Ｂ

０．２５

０．２５

０．２５

０．４１

０．４１

３．７

３．７

０．２８

０．２８

０．３

０．３

０．２

３．９

０．１

ブレ－カ
トリップ

遠方操作 及び 表示

異常

水位表示故障

<OL><GLRL>

表示発停連動ロック

インタ －

シーケンス主結線

結線図記号

ELCB3PMMCBMCCB

分          岐容量
名     称

(kW)
番号

負          荷
イ) 盤名称 主開閉器

幹線サイズロ) 電気方式
備     考

連動

連動

サーモにより自動運転

サーモにより自動運転

連動

連動

連動

連動

連動

連動

サーモにより自動運転

Ｂ

１Ｂ

３Ｃ

３Ｃ

３Ｃ

３Ｃ

３Ｃ

１Ｂ

１Ｂ

３

３

３

３

３

３

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

2P
50/15

50/15

50/15

50/15

50/15

50/15

50/15

50/15

50/15

50/15

50/15

50/15

50/15

制御電源

計

ポンプ室排気ファン

ポンプ室排気ファン

ポンプ室排気ファン

ポンプ室排気ファン

ポンプ室排気ファン

電動シャッター

室外機

室内機エアコン

エアコン

ポンプ室給気ファン

ポンプ室給気ファン

電気室排気ファン

電気室排気ファン

電気室給気ファン

電気室給気ファン

14

13

12

11

10

９

８

７

６

５

４

３

２

１

MCCB

Ｖ

WL
CP

AC
3φ3W 200V

電灯盤複合型 (セパレーター付)

鋼板製 露出　自立型 

ＬＰ－１

動力電灯盤

１００V

合計

〃

〃

〃

計

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

１，０００

〃

〃

１，０００

計

〃

〃１，０００

１００

６００

９４０

２，２２０

２００V

５６８

３５０

１，３５０

８９１

１，２００

３５０

１，２００

１，３５０

４，８１８ ４，７４１

７，０３８ ６，９６１

９００

９００

２，２２０

〃

１００

（主幹二次側）

（主幹二次側）

（主幹二次側）

（主幹一次側）

※ 分岐遮断器2P20Aは協約型とする。

2E

2E2E2E

225/125

225/125

50/30

3P100/100AT
ELCB

※　ＥＬＣＢ分岐は３０ｍＡ感度とする。

(注記)

※ 盤接続の際は使用機器により平衡負荷考慮する事。 (各所共通)

※ ELCB分岐は30mA感度とする。 (各所共通)

Ｌ１ Ｌ２

電圧 負荷名称 及び 備考

容量

負           荷

<VA>
WRYALR

1～n

BZ

ALR

LF(F)

B

液面警報(高・低)

切換スイッチ(M・R：手動・遠方   T・A：テスト・オ－ト)

フロ－トレススイッチ(フロ－トスイッチ)

押ボタンスイッチ

表示ランプ

自動交互リレ－

リミットスイッチ,圧力スイッチ,関連制御盤等外部信号

・3.7kW以上の回路の電流計はCT付とする。

・制御電源回路は2P50/20とし、結線方式はBとする。

・指定なき分岐回路は3Pとする。

・指定なきMCCB,MMCB,ELBの定格電流は内線規定による。

注記
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火報受信機連動7

T AAT

6 液面制御
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INV

インバ－タ 制御I

M

H

A

  -△R

M

2E

A

2E

M

  -△R

M

AA

M

2E

G 自動交互追従直入始動F

M

2E

A

2E

M

  -△R

自動交互直入始動E

  -△R
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栗山川統合機場(0312100-1100-02)
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突針(L1)

(溶融亜鉛メッキ仕上)

L-65×65×6.0t
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壁取付支持架台(建築鉄骨に取付)
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避雷導線
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流　入　負　荷

処　理　方　式

主　要　構　造

総　電　気　容　量

放　　　流　　　側

配　　管　　材　　料

満　水　試　験　継　手

煙　　　試　　　験

そ　　　の　　　他

配　　管　　材　　料

弁　　　　　類

湯　沸　器　の　排　気　筒

保　　　　　温

配　　管　　材　　料

屋内消火栓種別

消　火　栓　開　閉　弁

地中埋設管の接合

保　　　　　温

厨　房　機　器　類

付　属　制　御　盤

配　　管　　材　　料

都　　市　　ガ　　ス

液　化　石　油　ガ　ス

ガ　ス　漏　れ　警　報　器

埋　　設　　深　　さ

そ　　の　　他

処　理　能　力

　ばっ気槽用送風機

流　　　入　　　側

排気管及び排気かさ

ポ　　ン　　プ

制　　御　　盤

マ　ン　ホ　ー　ル

装　置　耐　荷　重

土　　工　　事

消　　毒　　剤

水質表示等の提出

フ　ロ　ー　シ　ー　ト

消　　泡　　装　　置

　６．

　１．

　１．

　２．

　１．

　６．

　４．

　４．

　３．

　２．

　８．

　５．

　５．

　９．

　３．

　７．

　３．

　２．

　１．

　４．

　１．

　２．

　３．

　３．

　２．

　５．

　４．

　４．

１．

２．

　７．

　３．

　９．

　４．

　２．

　２．

　５．

　４．

　１．

　３．

　３．

　１．

　１．

　３．

　２．

　９．

　６．

　８．

　６．

　５．

　４．

　２．

　５．

・５　　・６　　・７　　・８　　・　　　・　　　

　８．

　７．

　６．

　４．

　１．

　３．　厨房用排気ダクト

　厨房用排気フード

　多湿箇所の排気ダクト

　塗　　　装

　電気工事の範囲

　弁　　類

　鋼管用伸縮継手

　温　度　計

　瞬　間　流　量　計

　積　算　油　量　計

　注入口及び指示ボックス

　消音内貼り

　保　　温

　配　管　材　料

　２．

　１．

　塗　　　装

　ダ　　　ク　　　ト

　排煙口の形式

　排煙口開放装置

　排煙風量測定方法

　中央監視制御

　計装工事の配線

　そ　　　の　　　他

　大便器洗浄弁

　小便器節水装置

　小便器洗浄管

　付　　属　　水　　栓

　自　　動　　水　　栓

　注　　　記　　　板

量　　水　　器

量　　水　　器　　桝

配　　管　　材　　料

不　凍　水　栓　柱

弁　　　　　類

給　　水　　栓

埋　　設　　深　　さ

保　　　　　温

そ　　の　　他

　　輸入資機材の活用

仕　　　　様　　　　書
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設
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備

備

器

具

設

設

備

給

水

設

備

自
動
制

排

煙

換

　Ｉ

項

一

冷

房

・

暖

通

　　．工事概要

項

Ｉ

共

．工事仕様

共

事

通

事

一

項

Ｉ

房

設

備

章 項 目 特 記 事

気

調

和

・

般

般

空

Ｖ

３

１８．

１１．

１０．

１５．

１６．

１２．

１７．

１３．

１４．

１３．

１４．

重要機器

　中　　　　間　　　　階

　　　　　注１）設置場所の区分は共通仕様書による。

１５．

１６．

１７．

設計用標準水平震度

一般機器重要機器

１９．

一般機器
　上層階、屋上及び塔屋

特定の施設
１８．

注２）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

一般の施設

１０．

１１．

１２．

　　１０　．

２８．

２３．

２７．

３１．

２２．

３０．

２６．

１８．

１６．

２１．

１７．

１９．

２９．

３

２

２０．

１５．

１３．

１２．

１１．

１０．

２４．

２５．

３２．

１４．

設置場所

　１階及び地下階

　・ガス用ポリエチレン管
　・塩化ビニル被覆鋼管
　・配管用炭素鋼鋼管（白）

　・排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）

　・外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

　・配管用炭素鋼鋼管（白）

　・配管用炭素鋼鋼管（白）

　・外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０　ＰＳ）
　・外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０　ＶＳ）

　　　　　　　　　　　　　　スプリンクラー　　※施工しない　　・施工する

ニ）通気管

ロ）屋内雑排水管

（・１０ｋｇ　　・２０ｋｇ　　・５０ｋｇ　　　　　本）

　※ポリエチレン被覆鋼管
ロ）地中埋設部

　　　　　　　　　　　　　　屋内消火栓　　　　※施工しない　　・施工する

　・外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＰＳ）

ロ）地中埋設部

Ⅱ

　・ビニル管

　・ビニル管

　・ビニル管

２

ロ）浄化槽本体よりの放流方式　　　　　　　必要な場合はポンプアップ方式とする。

　設置スペース　　　約　　　　Ｌ×　　　　Ｗ

　・ビニル管
ハ）屋外汚水、雑排水管

　・排水用塩ビライニング鋼管

　ガスメーター

　※配管用炭素鋼鋼管（白）

イ）外部に設置する送風機は鉄板製カバー付とし、コンクリート基礎上に固定する。

　※製造者標準品　　　　・共通仕様書による

　流入用並びに放流用ポンプは各々２台設置し、自動交互異常時同時運転とする。

　合成樹脂製パネル（厚さ４ｍｍ以上、文字は彫り込み）を取り付ける。

　一定期間定常状態で使用後、放流水質等を記入した測定表を提出する。

イ）一般敷地内（　　　ｍ以上）　　　　　　ロ）敷地内車両道路（　　　ｍ以上）

　外部出力端子（・有り　　・無し）

ハ）送風機を２基設置する場合タイマーによる自動交互運転とする。
ロ）送風機にはケーブル（ビニルキャブタイヤケーブル）を約　　　ｍを付属する。

　・圧力配管用炭素鋼鋼管

イ）屋外露出管については給水管に準ずる。

　・　屋内消火栓　　　　・　易操作性１号消火栓　　　　・　２号消火栓

　給水設備の当該事項による。

　（・漏電、過負荷、満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を設ける。）

　ノズル式又は消泡剤式とする。

ヘ）山止め　　　　　　　　　　　　　　・要（※本工事　　・別途）　　・不要
ホ）躯体（現場施工形の場合）　　　　　※本工事　　・別途

　衛生器具等の取付完了後に煙試験を行う。

　・コンクリート管

　図示の箇所に取り付ける。

　構造上不要な場合は設けない。

イ）流入管底　　設計ＧＬ－　　　　ｍ

　・圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ８０）
ハ）二酸化炭素用

　器具付属の制御盤は、製造者標準品とする。

　・コーティング鋼管
　・メカニカル形排水用鋳鉄管
イ）屋内汚水管

　・圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

供給事業者名

ロ）ガスメーター

　耐荷重はマンホール安全荷重による。

　※製造者標準品（安全荷重　・　５　・　１５　・　５０　ｋＮ以上とする。）

　・配管用炭素鋼鋼管（白）

　・　ＪＩＳ１０Ｋ　　　・　ＪＩＳ２０Ｋ

イ）浄化槽本体よりの自然放流可能管底　　　設計ＧＬ－　　　　ｍ

ロ）浄化槽本体への流入方式（必要な場合はポンプ゜アップ方式とする）

ロ）基礎コンクリート　　　　　　　　　・要（※本工事　　・別途）　　・不要
イ）基礎杭　　　　　　　　　　　　　　・要（※別途　　・本工事）　　・不要

　図示による（材質等は共通仕様書による）。ただし、機器の寸法は概略寸法とする。

　接続配管は硬質塩化ビニル管とする。

　配管工事は、原則としてガス供給事業者の責任施工とする。

ハ）公道（ガス供給事業者及び道路管理者規定による）

ニ）埋戻し　　　　　　　　　　　　　　※本工事　　・別途
ハ）根切り　　　　　　　　　　　　　　※本工事　　　・別途

　メーカー標準品とする。

　・標準図（機材１）（・ＭＨＢ　　・ＭＨＡ　　・ＭＨＤ）

ト）水替え　　　　　　　　　　　　　　・要（※本工事　　・別途）　　・不要

　汚水量　　　ｍ　／日　　　ＢＯＤ濃度　　　ｍｇ／Ｌ

　　親メーターはガス事業者の貸与品とし、子メーターは買取りとする。
ハ）集合装置　　　　　・標準図（施工７０）による　　　　　本組

　　（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）

ロ）充水タンクの保温　　　　　　　　　　　　　※施工しない　　・施工する

　・合併処理（告示区分第２、第３、第６の処理方式）
　・小規模合併処理（告示区分第１の処理方式）

　　相×　　　Ｖ×　　　　ｋＷ

　３０日分を納入する。

　湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。

外面被覆鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。

　図示の箇所に取り付ける（・分離形　　・一体形）。

ニ）転倒防止等　　　　・標準図（施工７１）｛・（ａ）　　・（ｂ）｝

イ）ガスボンベ　　　※貸与品　　・買取り

　　親メーターはガス事業者の貸与品とし、子メーターは買い取りとする。

ハ）消火配管の保温

　・ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）・耐熱性塩ビライニング鋼管　・銅管　・被覆銅管　　・保温付被覆銅管　　・樹脂管

　（保温の種別は共通仕様書第２編３．１．５、表２．３．５のｈ．（イ）．　とする。）

　※ユニット型（ＦＲＰ製）　　　　　　　・現場施工型

イ）一般

　・銅管

　・鉛管

イ）一般

　室内温湿度検出器等を２個以上併設する場合は、サーモケースを使用する。

　屋外・屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

　・亜鉛鉄板　　　　・ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）　　　　　　（板厚は高圧ダクトによる）

・水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管

・ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）

　対象器具（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　イ）電源供給方法（※ＡＣ１００Ｖ　　・乾電池）

　屋内露出裸ダクトの塗装は　・行わない。　　・行う。

　下記系統のダクトのシールは標準図（施工４３，４４）のＮシール＋Ａシール＋Ｂシールとし、水抜き管を設ける。

　イ）屋内（・一般水栓　　・耐寒水栓）　　　　　ロ）屋外（・耐寒水栓　　・一般水栓）

・ワイヤー式　　・電気式　（遠隔操作機能　・有　・無）

　イ）親メーター　　　　　・貸与品　　　・買取り

　・ポリ粉体ライニング鋼管（・ＰＡ　　・ＰＢ）・　樹脂管

　化粧ケーシング（・アルミ合金製　　　・合成樹脂製）

［　・空気調和　　・冷房　　・暖房設備　の当該事項に準ずる。］

ハ）材質（天幕とも）　　※　ステンレス鋼板　（ＳＵＳ３０４）　　　　　　　　　　

・ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　ロ）その他の部分　　・ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　・ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

　　　　ロ）子メーター　　　　※買取り

　イ）一般敷地内（　　　ｍ以上）　　　　　　　　ロ）敷地内車両道路（　　　ｍ以上）

　給水管の最小口径は２０ｍｍとする。ただし、器具接続部分を除く。

　ハ）公道部分（・水道事業者及び道路管理者規定による）

　イ）水道直結部分　　・ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

ロ）土間配管用（厨房、浴室等のシンダー内含む）

ロ）フードコック　　※取り付ける　　・取り付けない

　※節水装置（機能は別図による）　　・押しボタン式（不凍結節水弁付き）

ロ）小メーター用　　　　・標準図（機材６１）　　　　　・水道事業者の指定品
イ）親メーター用　　　　・水道事業者の指定品　　　　・標準図（機材６１）

　建築設備定期検査業務指導書（（財）日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

・可動羽根（スリット共）　　・可動パネル　　　　・ダンパー形

・塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

・ポリエチレン管

ハ）屋外土中用

イ）フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）　※取り付ける　　・取り付けない

　※露出　　・いんぺい

　・手洗い無し　　・手洗い付き

　不凍結節水弁付とする。

　　　　　　品質評価方法、供給保証の確認方法及び納入期間等。　

　中央監視制御装置の構成機能は別紙による。

　　（ｂ）本工事には、「機材選定表」に記載された輸入資機材のうち１品目以上を、また、上記以外で監督職

　　（ａ）対象とする輸入資機材は、「機材選定表」に記載された輸入資機材及び海外で生産され、かつ、国内

　　　　員と協議のうえ決定した輸入資機材を１品目以上（ただし、設備工事においては、「機材選定表」に記

・　本工事は、輸入資機材活用モデル工事の対象工事である。

　イ）輸入資機材の利用

イ）一般用

　　　　載された輸入資機材又は上記以外で、監督職員と協議のうえ決定した輸入資機材を１品目以上）を使用

　　（ｃ）輸入資機材活用モデル工事の実施に伴う発注者の調査及び検討に協力すること。

　　　　以外で、監督職員と協議のうえ決定した輸入資機材を１品目以上）を使用する

　・ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

　・ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　ただし、これによりがたい場合は、監督職員と協議すること。

　　（ｄ）次の事項について，監督職員に報告すること。

　　　　（１）使用部位、工種、資材名、仕様、製品名、使用量又は個数、製造業者、製造所、品質管理体制、

　・別途　　　　　　・本工事

　湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。

・亜鉛鉄板製　　・鋼板製（１．６ｍｍ以上）

　・ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）

　・塩ビライニング鋼管（・ＶＡ　　・ＶＢ）

　イ）量水器桝内の保温を行う。

　吊こま式（節水こま式）とする。

　・塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

　　　　（２）資材の調達（供給能力、納期及び経費）、品質、施工性等についての所見。

　　　　（３）検討結果に基づき、使用を見合わせた資機材については、その理由と検討経緯。

　　　　市場で広く流通していない建築材料・設備機材とする。

　鍵付とする。

　設ける（ピット内を除く）

　※埋込　　・露出

　準　　拠　　事　　項

　開放形湯沸器用排気フード

　便器洗浄用タンク

　小便器洗浄用ハイタンク

　大便器耐火カバー

壁埋込形散水栓ボックス

・空気調和

・スプリンクラー（・湿式　　・乾式）　　　　　　

　　現場における分別：　保温材は、機器・配管・ダクト等と分別する。

鉄筋コンクリート造

イ）引き渡しを要するもの　　　　　　　※なし　　・あり（　　　　　　　　　　）

・印と※印のある場合は、共に適用する。

１）項目は番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項で、・　・　※　※印のある場合の適用は下記による。

１．共通仕様

ホ）集積場所　　　　　※　構内有り　　　　・構外

ロ）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　※なし　　・あり（　　　　　　　　　　）

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

・印のない場合は※を適用する。
・印のある場合は・を適用し、・　※印は適用しない。

ハ）　上記イ）ロ）以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化等を図るものとし、

　　　再利用・減量化等を含めた発生材の処理費用は別途とする。　　　　　　　
ニ）現場におけて再利用を図るもの　　　　　　

　　処理方法等は監督職員と協議する。

２．特記仕様

ｍ

・電気式　　　・電子式　　　・デジタル式　　　・空気式

４．工事種目（・ 印の付いたものを適用する）

６．設備概要（・ 印の付いたものは、本工事における主要方式を示すものであり、仕様を規定するものではない。）

５．指定部分　　　※無し　・有り（工期　平成　　年　　月　　日、　対象：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・温風暖房機　　・全空気方式　　・ファンコンベクター・ダクト併用方式

・都市ガス　種別（　　）　　　ＭＪ／ｍ （Ｎ）　（供給圧力　　　Ｐａ）　　　　・液化石油ガス

・全空気方式

・温水暖房

・ファンコイル・ダクト併用方式

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

・パッケージ方式

屋　　外

・窒素

・温風暖房

・局所式　　　　　・中央式

・蒸気暖房・直接暖房

放流先　　　汚　水（・下水道直放流　　・し尿浄化槽）
雑排水（・下水道直放流　　・側溝　　・し尿浄化槽　　・別途桝）

・屋内消火栓　　（・湿式　　・乾式）　　　　　　　　　・連結送水管

・水道直結方式　　　・高置タンク方式　　　　・タンクレスブースター方式　

建物内の汚水及び雑排水（・分流式　　・合流式　　　・一部合流式）

・　空　気　調　和　設　備

・

・　暖　　房　　　設　　備

・　換　　気　　　設　　備

・　排　　煙　　　設　　備

・　自　動　制　御　設　備

・　衛　生　器　具　設　備

・　給　　水　　　設　　備

・　排　　水　　　設　　備

・　給　　湯　　　設　　備

・　消　　火　　　設　　備

・　厨　房　機　器　設　備

・　ガ　　ス　　　設　　備

・　冷　　房　　　設　　備　　

消　火　設　備　方　式

ガ　ス　設　備　方　式

自　動　制　御　方　式

冬期

夏期

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の機械設備工事共通仕様書（平成１９年版）
及び同部設備課監修の機械設備工事標準図（平成１９年版）による。

新設一式

ポンプ場

１階建

新設一式新設一式

新設一式

千葉県山武郡横芝光町新井地内

３４６．７３９栗山川統合機場

２０

２００

９０

０．５３

０．３８

３．９７ ２．６３

１

５

1.0

０．２５１００

1.0

５０２６．０

２２．０

鋼製溶融亜鉛メッキ仕上げとし、

0.6

６１．９

４２．７

３０．６

２．４

要

　対象人員　　　　人　　　　ＢＯＤ濃度　　　ｍｇ／Ｌ　　　ＢＯＤ除去率　　　％以上

　ロ）内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。
　ハ）吹出口に接続するチャンバーの消音内貼りは別図による。

　イ）建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気弁も含む）、仕様は冷温水管の項による。

　イ）冷温水管　　　　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）
　ロ）冷却水管　　　　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　　　　　
　ハ）蒸気管（給気管）　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　
　ヘ）空調用排水管　　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・ビニル管（ＶＰ）
　ト）冷媒管　　　　　　　　　　　　・　断熱材被覆銅管（製造者標準品）　　　・銅管

・ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ－６７４２）（・ＶＰ　・　ＨＩＶＰ）

　・　単独形　　・　共用形（　・　ローリーアース付）

　ヘ）高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は　　　ｍｍとする。

　イ）地震感知器の配管配線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※別途　　・本工事
　ロ）防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配管配線　　　※別途　　・本工事　

　　　　　　（還水管）　　　　　　　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）
　ニ）油管、油用通気管（一般）　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（土中）　　　・　ポリエチレン外面被覆鋼管　　　　　　
　ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラ等への給水管

　　１８

　ロ）屋外露出管（弁、フランジを含む）は、共通仕様書第２編（表２．３．５　ｅ３・（ハ））とし厚さは呼び径２５ｍｍ
　　　以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

　１７

　共通仕様書、標準図による他、図示した箇所に取り付ける（配管用は円形、ダクト用は円形）。

　・　着脱可能形（※　全数　　・図示による）　　　　　・　固定形（止水コック付）
　着脱可能形の指示部（・　４０Ａ用　　個、・　１００Ａ用　　個、・　２５０Ａ用　　個）を付属する。

　１６

　屋内露出裸ダクトの塗装は　　※　行わない。　　　・　行う。

　ロ）屋外露出配管の保温は、給水設備の項（９．保温．ロ））による。
　ハ）外気取り入れダクト及びチャンハ゛ーホ゛ックスの保温　　　・　要（全熱交換器の給気ダクトを含む）　　・不要
　ニ）排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度を保温する。（チャンバーボックスを含む）

　・　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　　　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

　　屋内露出部　　　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　・　外装なし
　　屋外　　　　　　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　・　ラッキング（ガルバリューム鋼板）　

　ハ）油　管　　　　　・地中埋設標　　　・埋設表示用テープ

　・　水量調整

　　・　ＣＡＤで新規作成　　　　・　既存完成図の修正（ＣＡＤデーターの提出は不要）

　各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定表を提出する。

％

％

℃

℃

　・　保全台帳（本工事に関連した部分を記入したもの）

１．０（１．０）

１．５（２．０）

℃

％

％

　・　端末水栓の残留塩素濃度の測定

　　　　Ａ４　市販ファイル綴じ込み　２部（関連工事と合本する）

　　　　　　　　　陽画複写製本　Ａ１　２つ折り製本　２部

　・　機器取り扱い説明書（共用部分は除く）

　イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物は

　※煙道径３００ｍｍ以下は鋼板厚３．２ｍｍ、３００ｍｍを超えるものは４．５ｍｍとする。　・　図示による。
　　　（煙道径が４００ｍｍを超えるものには、掃除口に蝶番を取り付ける）

　低圧とする（高圧１及び高圧２の部位は図示による）。

　ロ）復帰動作　　　※順送り　　・同時

　　※屋外　　　　　※居室

　イ）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

　　設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量）に、次に示す

　標準図（機材６）による。

　イ）施工箇所は図示による。

　ロ）地域係数は１．０とする。

系　統 一　般　系　統 系　統

　※　完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、当該建築物の取得する施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は

　・　保全の手引き（建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」に準拠し、本建物固有の内容に

　※　保守指導案内書（機器取り扱い説明書、機器製作図、機器性能試験成績表、官公署等届出書、主要機器・材料製造者一覧）

℃

℃

％

　・　室内外空気の温湿度測定

１．０（１．５）

℃

　ハ）１００ｋｇ以下の軽量な機器（共通仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し、据付又は取付

℃

％

％

　※　適用する　　　　・　適用しない

　ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

％

　取付箇所は図示による。

　図示の箇所に変位吸収配管を施工する。施工方法は別図による。

　図面に特記なき場合は、表「工事区分表」による。

　・　室内気流及びじんあいの測定

　下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

　・　騒音の測定

　対象配管系統　　　　　・　冷温水　　・　冷却水　　・　消火（水用）　　・　油　　・　ガス

　・　機器の絶縁抵抗の測定

　ニ）消火管　　　　　・地中埋設標　　　・埋設表示用テープ

　埋設表示用テープは、下記により屋外埋設部分に布設する。なお、地中埋設標の設置場所は図示による。

温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ）

　　地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。

１．５（１．５）
０．４（０．６）

　・　ベローズ形　　　　　・　スリーブ形　

　ニ）重要機器類（高置タンク、受水タンクは機器表による）

　　　　Ａ４　市販ファイル綴じ込み　　部

　　　　Ａ４　市販ファイル綴じ込み　１部

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外すべて建築設備耐震設計・施工指針（建設省住宅局建築指導課監修１９９７年版）に

　　　屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

　（１）機器の据付け及び取付け

　イ）本工事の施設は（※　一般の施設　・　特定の施設）とする。

　※別途　　　　　　　　　・　本工事（鋼板厚　　　ｍｍ、高さ　　　ｍ以上）

　ヒューズ（温度ヒューズも含む）及び表示灯は予備品として、２０％納入する（種別ごと最低１個）。

　　を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

２．０（２．０） １．０（１．５）

　　　様式は建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」による。

　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

　　　　Ａ４　製本２部（関連工事と合本する）

　　　　　　　　　原図　Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

室　内　（　調　整　目　標　値　）

一　般　系　統

　ロ）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

　　　　　　　　　陽画複写製本　Ａ１　２つ折り製本　２部

　　　整合した保全方法を写真等を用い具体的にわかりやすく解説した図書）

　ロ）ガス管　　　　　・地中埋設標　　　・埋設表示用テープ

外　気　条　件

温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）

℃

　・　アングルフランジ工法　　　　・　コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

　取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

　イ）復帰方式　　　※遠隔式（電気式（定格入力ＤＣ２４Ｖ０．７Ａ以下））

　イ）給水管　　　　　・地中埋設標　　　・埋設表示用テープ

　特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

　・　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」

湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）

　　　　提出物　　原図（原図が提出できないものは原図にかわる図でよい。）Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

０．６（１．０）

　　　　提出物　　ＣＡＤデーター一式（ＣＤＲ等に内容の目録を添付する）

　図示の箇所に取り付ける（熱源機器毎）。

　９．

０．６（１．０）

　既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

１．５（２．０）

　検査の種類　　　　　　・　浸透探傷検査（ＰＴ）又は磁粉探傷検査（ＭＴ）　　・　放射線透過検査（ＲＴ）

０．６（１．０）１．０（１．５）

　ホ）冷媒管（断熱材被覆銅管）の保温外装

　　　　営繕工事電子納品

備　　　　　　考

　営繕工事写真作成標準（東北地方整備局営繕部監修　平成１３年版）による。

　　　　予　備　品　等

　原則として、建設大臣官房官庁営繕部監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成１１年）による。

　　　　工　　事　　写　　真

　　　　仮　設　工　事

　　　　容量の表示

　　　３．建物概要

　４．

　５．

　６．

　７．

　８．

　　　　発生材の処理等

　　　　工事用仮設物

　　　　建物導入部配管の変位吸収

　９．

　２．

　工事期限より　　　　　日前

　　　　は　つ　り

　　　　地中埋設標及び

　　　　工事用電力、水、その他

　　　２．敷地面積

建　　物　　名　　称

　　　　弁等のサイズ

別表第１の区分
消防法施行令

　　　　長方形ダクトの工法

　　　　ダクトの区分

　　　　煙　　　道

　　　　塗　　　装

構　　　造

　３．

　　　　要領（案）の適用

　　　　耐　震　措　置

延面積（　　  ）

設　　　備　　　概　　　要

　５．　　　　工事実績情報の登録 　・　登録を行う。　　　　　　　　　・登録を行わない。

工事種目

　本工事に必要な工事用電力、水などの費用、及び官公署等への諸手続きなどの費用は、請負者の負担とする。

　４．

　なお、共通仕様書に規定される製作図、試験成績表等を含む。

　　　　機材の品質・性能証明　３．

　２．

　　　　　（完成写真　　　※　不要　　・　　　　）

建物別及び屋外

ｍ

　　　　風　量　測　定　口

　　　１．工事場所

階　　数

　　　　溶接部の非破壊検査

　　　　絶縁フランジ取付箇所

建築基準法上の

　７．　　　　電気保安技術者 　※　適用する　　・適用しない

　８．

　　　受け入れ施設名・住所（ｋｍ）
　・　構外指示の場所に搬出する。
　　（土の処分費用のみ別途する。）　　　　
　　構外搬出距離　　　　　　ｋｍを越え　　　　　　ｋｍ以下　（　ＤＩＤ地区　・　有　　・　無　）　　

　・配管施工（配管工事）　　・建築板金施工（ダクト製作及び取付）　　・熱絶縁施工（保温工事）

　・　建設副産物適正処理推進要綱に従い処理する。
　※　構内指示の場所に敷きならす。　　　　　　　　・　構内指示の場所にたい積する。

　机、いす、書棚、衣類ロッカー、保護帽、懐中電灯、ゴム長靴、雨カッパ、安全帯
　監督員事務所には次の備品等を置く。　　　　監督員事務所の備品等

　※　設けない　　・　設ける（　　号・・・建築工事共通仕様書による）　

　構内に作ることが　　※　できる　　・　できない

　・冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付及び整備）

　　　　総　合　調　整

　　　　ばい煙濃度計

　　　　技　能　士　の　適　用

　　　　機　　　材　　　等

　　　　機　材　の　承　諾　

　　　　監督員事務所

　　　　建設発生土の処理

　　　　電　源　周　波　数

　　　　完　成　図　等

　　　　支持金物・固定金具

　　　　　　　埋設表示テープ

　　　　他工事との取合い

　　　　煙　　　　突

　　　　防煙ダンパ

　　　　概　成　工　期　６．

　　　　設　計　温　湿　度　１．

　１．

  し 尿 浄 化 槽 設 備

方　　　　　式

空　気　調　和　方　式　等

給　　　水　　　方　　　式

排　　　水　　　方　　　式

給　　　湯　　　方　　　式

　５０Ｈｚとする。

　・　風量調整

　　　　１冊

　よる。

　図示による。

　※　施工図

　承諾を受ける。

　※　完成図
　発注者に委譲する。

　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関等が発行する資料等の写しを監督職員
に提出して

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。ただし、これらと
同等のものとする　場合は、監督職員の承諾を受ける。

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の機械設備改修工事共通仕様書
（平成１３年版）による。

新設一式

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

平成26年 3月

8-230/300

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

機械設備特記仕様書

-
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詳細図参照

量水器２５Ａ（貸与品）（ＭＣ－１共）

止水栓２５Ａ（Ｂ５－２共）

Ａ ６・

１

２Ａ

Ａ

３Ａ

・

・

・

４Ａ・

便槽（５人用）

６Ａ・

プロパンガス　５０ｋｇ×２（集合装置、転倒防止チェーン）

コンクリート基礎　１，０００×５００×１５０Ｈ

マイコン型ガスメーター

＊　桝深さは設計ＧＬ（ＦＬ－３００）より管底までを表す。

ＴＯＴＯ㈱

ＴＯＴＯ㈱

ＴＯＴＯ㈱

ＴＯＴＯ㈱

リンナイ㈱

㈱ＬＩＸＩＬ（サンウエーフ゛）

ＴＯＴＯ㈱

㈱ＬＩＸＩＬ（ＩＮＡＸ）ＳＰＢ－０８１２ＳＢＥＬ

ＧＳＥ－Ｓ－１０５ＳＸＴＲ，ＧＳＥ－Ｋ－６０ＫＬ，ＧＳＥ－Ａ－１０５ＦＬ，ＮＳＲ－１０５－１．２

１

１ＴＷ１１Ｒ１緊急止水弁付横水栓

Ｔ１３０ＡＵＮ１３

ＰＷＳＰ８０ＡＳＷ１洗　濯　機　パ　ン

２Ｆ７ Ｔ２００ＳＮＲ１３２横　水　栓

キャッフ゜止め

ＧＶ２０

１

１

キ　ッ　チ　ン

ユニットシャワー

自　在　水　栓

洋　風　大　便　器

洗　面　器

ＧＶ２０（ＶＣ－Ｐ）

ＭＨＤ６００浸透桝

６５０便槽流入

６３０１００×１５０　９０Ｌ小口径桝 塩ビ蓋４・Ａ

５４０

５７５１００×１５０　ＴＹ

１００×１５０　ＴＹ

５２０１００×１５０　９０Ｌ

ＲＣ－３

小口径桝

小口径桝

小口径桝

３・Ａ

２・Ａ

１・Ａ

塩ビ蓋

塩ビ蓋

サイズ

汚水桝リスト

桝記号 仕様 桝深さ（Ｈ）

塩ビ蓋

備考

Ｆ５

Ｌ４１０

Ｃ１４１０Ｒ

Ｌ２５０ＤＭ（洗面器）、ＴＬＣ１１（立水栓）、ＴＳ１２６ＡＲ（水石鹸入れ）、Ｓトラップ

ＣＳ３０Ｂ（便器）、ＳＨ３０ＢＡ（ロータンク）、ＴＣＦ４８３１（ウォシュレット）、ＹＨ６０Ｎ（紙巻器）２ ２

風呂リモコン、専用ケーブル、給排気筒，配管カバー、他一式

屋内壁掛型ガス給湯器（給湯専用）

５０．０　ｋｗ／ｈ

ガス種： ＬＰＧ２４号

ガス給湯器１ＷＨＧ－

付　　属　　品

１

１

ＴＯＴＯ㈱ＡＣ１００Ｖ×１，２８２ｗ

１

１

備　　　　　考

１Ｆ

１

１

衛　生　器　具　表

　名　　　　　称 形　式　品　番数　量

仕　　　　　　　　　　　　　　　様

Ｌ－Ｓ １1 （75ｗ） シャワー室100

起動方式
備　　　　　　考設置場所数　量

ｋｗ（ｗ）相 電圧ｖ

電　　　　源

ガス消費量：

給湯能力：

型　　式：

付　属　品：

　記　　号

機　　器　　表

　名　　　称

S=1:50

S=1:100

ＰＤ－1 排水ポンプ 汚水用強化樹脂製自動排水形水中ポンプ型　　式：

50φ　×　50　L/m　×　4mH能　　力：

1 100 （400ｗ） Ｌ－Ｓ １ 屋外

ホ　ー　ム　水　栓 Ｆ７ １３Ａ

屋
　
　
外
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タテ・ヨコＤ－１０＠２００

腰壁同仕上

ステンレスグレーチング　t＝２５
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９００×６００
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関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)
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A1 図示

 詳細図 

 平面図 

 足洗場詳細図 



（４）本工事に必要な関係官庁への諸手続及びこれに要する費用はすべて本工事に含むものとする。

ＦＲＰ製 地下式小型 合併処理浄化槽

   （施工図とは、浄化槽設計計算書・構造計算書・浄化槽構造平面図・配筋図等を示す）

                           「機械設備工事共通仕様書」（平成１９年版）

                           「電気設備工事共通仕様書」（平成１９年版）

１．工事名称  

２．工事場所

３．工事概要

４．一般事項

５．工事項目

６．処理施設概要

７．フローシート

2. し尿浄化槽構造基準、同解説

3. 国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建設工事共通仕様書」（平成１９年版）

（２）工事に際しては施工図を作成し、機器図・製作図と共に監督員に提出し承認を得た上で施工する。

（３）設計図書及び仕様書に相違がある場合又は疑問を生じた場合は、監督員の指示を受け施工する。

（１）仕様の適用  1. 設計図書

（１）土木・躯体工事

（２）機械設備工事

（３）配管設備工事

（５）試運転・臭突工事

（４）電気設備工事（別途電気工事）

（１）処理方式   （昭和５５年建設省告示第１２９２号）第１３による担体流動生物濾過方式

          ｎ＝０．３Ｐ 〔 ｎ：人員（人） 、Ｐ：定員　人〕

ｎ＝０．３０×１６（人）＝４．８

          よって最小認定槽より　５人槽とする

（３）計画処理水量 １．０ｍ３／ 日

（４）水  質   1 流入水質 ＢＯＤ　２００ｍｇ／Ｌ　　ＳＳ　２５０ｍｇ／ Ｌ

（２）処理対象人員 算定根拠：ＪＩＳ．Ａ３３０２－２０００ 　１０－イ 作業所（業務用厨房設備を設けない場合）

（５）放流方式

（６）流入管低 ＧＬ－５５０

（７）放流管低 ＧＬ－７００

合併処理浄化槽特記仕様書

（５）工事完了引き渡し後、施工不良に起因する故障については、請負者が責任をもって無償にて補修するものとする。

Ｐ：１６人

2 放流水質 ＢＯＤ　　２０ｍｇ／Ｌ　　ＢＯＤ除去率　９０％

平成25年度　両総農業水利事業　栗山川統合機場場内整備その他工事

千葉県山武郡横芝光町新井地内

８．引き渡し 完成後、竣工検査をもって引き渡しとする。ただし、使用開始前試運 転調整を行う。

（１）土木・躯体工事

（２）機械設備工事

   2 躯体工事　　　・鉄筋コンクリート ＦＣ＝２１Ｎ／ｍｍ２

（２）水質検査  使用開始後６ヶ月を経過した日から２ヶ月以内に公的検査機関による水質分析（BOD、ＳＳ、ｐＨ

本工事に使用する機器類は、処理施設の性能を満足させるものを選定するものとする。

（１）試験    浄化槽、放流ポンプ槽の水張り試験・機器試運転（回転方向、作動試験）・通水・総合試運転を行い、

使用管種は、すべて硬質塩化ビニル管 ＪＩＳ Ｋ６７４１（ＶＰ）とする。

９．特記事項

１０．機器類

１１．配管設備工事

１２．電気設備工事

１３．試運転調整

別途電気工事

1 土 工 事　　　掘削に当たっては十分な現地調査を行い、施工計画書を提出し、監督員の承認を得たのち施工する。

            掘削（オープンカット）による発生土は場外処分とし、埋め戻しには良質土を使用する。
            掘削後床付け部の地耐力は監督員の確認を得ること。

            ・浄化槽上部の積載荷重は乗用車程度とする。
            ・均しコンクリート ＦＣ＝１５Ｎ／ｍｍ２

   4 雑 工 事　　　ブロワー基礎をコンクリート打設のうえ、上部はコンクリート金ごて押さえとする。

   3 鉄筋工事　　　鉄筋は、ＪＩＳ Ｇ－３１１２に規定するＳＤ－２９５Ａ規格品とする。

            ・マンホールはボルト締め式とし、材質は鋳鉄製とする。
   1浄化槽本体　　・浄化槽本体はＦＲＰ製とし、し尿浄化槽構造基準を満たすものとする。

   2ブロワー　　　・２００Ｌ／ ｍｉｎ×２５０Ｗ－５０ＨＺ １台 全カバー式とする。

            ・すべての開口部の蓋は、乗用車程度の荷重に耐えられる構造とする。

なお、機器類はあらかじめ監督員に承認図を提出して承認を得ること。

         大腸菌群数）を行い、計量証明書を提出するものとする。

         報告書を提出するものとする。

１４．浄化槽概略寸法図    参考設置スペース １３２０×２２１０×２０５０Ｈ
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昭和５５年建設省告示第１２９２号第１第五号（嫌気濾床接触ばっ気方式）

大臣認定番号

型　　式

処理対象人員

日平均汚水量

流入ＢＯＤ

放流ＢＯＤ

認定年月日

５人

１．０００ｍ ３／日

２００ｍｇ／ｍ３

２０ｍｇ／ｍ３

吐出風量（─／分）

口径 φ１３

設計仕様項　　目

接触ばっ気槽

接触材

沈殿槽

消毒槽

ｍ
３

ｍ
３

ｍ
３

ｍ
３

総容量 ｍ
３

容　量　表

ｍ
３

ｍ
３

設計容量項　　目

ｍ
３

ｍ
３

ｍ
３

ｍ
３

計

計

送　風　機　仕　様

消費電力（Ｗ）　

０．０１５

０．８１２

０．７３０

１．５４２

０．４３２

１．００４

０．５４７

０．３９０

２．９５１

０．３３６

０．７６８

８５／８５

８０

嫌気濾床槽（第一室）

嫌気濾床槽（第二室）

濾材　（第一室）

濾材　（第二室）

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

衛生平面図(2/2)

平成26年 3月

8-232/300

関東農政局　両総農業水利事業所

-

 平面図 

 浄化槽参考図 

 Ｂ－Ｂ断面図  Ｃ－Ｃ断面図 

 Ａ－Ａ断面図 



冷媒管寸法表 Ｒ

記　　号 仕　　　　様

１

２

備　　考数量

ガルバリューム鋼板１１００ｘ３０００Ｌｘ８５０Ｈ １

１

Ｃ３

３ Ｃ

－□２．０

□－２．０

Ａ

Ｂ φ１５．９ｘ９．５ φ

ＥＭ－ＣＥＥ

ＥＭ－ＣＥＥ

冷媒管サイズ記号 制御配線（冷媒管共巻）

参考寸法とする

ガルバリューム鋼板

３

４

１１００ｘ１４００Ｌｘ８５０Ｈ

１０６０ｘ２１５０Ｌｘ４００Ｄ

１０６０ｘ２１５０Ｌｘ１５０Ｄ

１

２

ガルバリューム鋼板

ガルバリューム鋼板

φ１５．９ｘ９．５ φ

リモコン

（運転支援装置）

×1100
650

1
0
01
5
0

5
0

1
0
0

▽１ＦＬ

▽ＧＬ

ＶＤ500φ

ＶＤ５００φ

ＶＤ５００φ

ＶＤ５００φ

ＶＤ５００φ

VD500φ

運
転

支
援

装
置

ホール

電気盤室

玄関

湯沸室

脱衣室

シャワー室

　洗面

便所
便所

ポンプ室

搬入口
搬入スペース

±０

±０

±０

－１００

下足

Ｘ２

Ｘ１

40
50

4
05
0

50
75

Ｙ２Ｙ１Ｙ０

Ｘ６

Ｘ５

Ｘ４

Ｘ３

Ｘ０

Ｙ２Ｙ１Ｙ０

3
0
0

12
00

11
2
5

10
50

7
2
2
5

3030 58501670 1500

12050

6025 6025

3
0
0

28
7
75

3
0
0

53
00

53
00

44
00

浸透桝 ＲＡ－２

７００φ

Ｃ

Ａ

Ｒ

＊鉄筋はＤ－１０とする。

ＶＣ１００Φ×１

Ｒ

Ｒ

２
５

３０

ＶＣ１５０Φ
Ａ

１５０φ

150φ

１００φ

１００φ

１
５

０
φ

Ｏ
Ａ

ＥＡ

１５０φ
ＳＡ

１００φ

ＲＡ

（ＧＬ＋100基礎天端）

ＡＣＰ

１

捨てコン

エアコン基礎参考図１／５０

１

ＦＳ

１

ＦＥ

１

ＦＥ

１

ＦＳ

２

ＳＵＳウエザーカバー
４５０×６５０

（防虫網付）
４５０×６５０

１

ＳＬ

２

ＦＳ

（防虫網付）
ＳＵＳウエザーカバー
４５０×６５０

750×750

７５０×７５０

Ｖ

２

Ａ

１５０φ

150φ

１５０φ

１
×２

・１

ＶＣ１００Φ×２

ＶＣ１５０Φ

Ｖ

３

Ｖ

１

コンクリート基礎

１００φ給気口 Ｐ－１８ＧＬＣ

ＶＣ１５０Φ×２

ＶＣ１５０Φ×１

１
×２

650×1100×250Ｈ

ＨＥ

１

ＡＣＰ

３０
Ｄ

Ｒ

Ｂ

ＡＣＰ

３

２

ＦＳ

ＦＥ

２

ＦＥ

３

ＦＥ

×３

排気ガラリー

（建築工事）３

（建築工事）

排気ガラリー

排気ガラリー

（建築工事）４

３

１

１

ＳＬ

450×650

750×750

砕石

個数

ノズル

３ｍ　／ｈ）

ｍ　／ｈ

（２９，７００

５００

３

Φ

吹　出　口

ポ　ン　プ　室

Ｑ＝4950
６

※　外壁から１ｍは全て保温（ＧＷ２５ｔ）施工とする。

※　ＶＣは平型（防虫網＃５）とする。

オクターブバンド中心周波数（Ｈｚ）

１２５ ２５０ ５００ １０００ ２０００ ４０００

７１ ６６ ６３ ６１ ５９ ５８

２７ ３２ ３１ ３０ ２９ ２８

許容騒音値　６０ｄｂ

消音装置必要減音量

，ＱＷ－５０ＳＤＢＭ

ＱＷ－６０ＳＢＭ
三菱電機㈱

三菱電機㈱

三菱電機㈱

，ＰＳ－６０ＳＨＡＥＷＧ－６０ＦＴＡ

ＱＷ－４０ＳＢＭ
，ＰＳ－４０ＳＨＡＥＷＦ－４０ＥＴＡ （鋼板製）

ＱＷ－５０ＳＤＢＭ
（鋼板製），ＰＳ－５０ＳＨＡＥＷＦ－４５ＥＴＡ

６ＡＩＭ－５３．７荏原製作所

（鋼板製）ＦＵ－５０ＰＳＷＦ－Ｂ
，ＦＵ－５０ＰＳＷＦ－ＢＥＷＦ－４５ＥＴＡ－Ｑ三菱電機㈱

，ＰＡＲ－３３ＭＡ三菱電機㈱ＰＬ－ＲＰ８０ＬＡ７

三菱電機㈱ＰＵＺ－ＥＲＰ１６０ＫＡ５（ＢＳ（Ｇ））

三菱電機㈱ＶＤ－１０ＺＴ９

三菱電機㈱Ｖ－６０４ＫＱ７

三菱電機㈱ＶＤ－１０ＺＴ９

三菱電機㈱ＶＤ－１０ＺＦＣ９

ＰＸ－０２ＫＵＳ
，ＰＺ－１５ＦＧＰ×２三菱電機㈱ＬＧＨ－３５ＲＳ５

９ＬＦＳ－Ｗ１２００×Ｈ９００×Ｌ２７００㈱ササクラ

ポンプ室

備　　　　　　考設置場所

電気室

ポンプ室

電気室

ポンプ室

コンクリート基礎

屋外

会議室

会　議　室

脱衣室

湯沸室

便所

便所

ポンプ室

付　属　品： 風圧シャッター

２２００ Ｌ－Ｓ０．４１３能　　力： φ ｘ ｍ　／ｈ　ｘ３ Ｐａ６００ ８，２００ ４０

型　　式： 有圧換気扇（低騒音形）６Ｐ排気ファンＦＥ－ ３

起動方式
数　量

ｋｗ（ｗ）相 電圧　ｖ

電　　　　　　源
仕　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

機　　器　　表

　名　　　　　称　記　　　号

Ｌ－Ｓ３ ２００ ０．３０ ２１

能　　力：

型　　式：

付　属　品：

φ ｘ ４，４００ ｍ　／ｈ　ｘ３ Ｐａ

ＦＳ－ 給気ファン

フィルタユニット、電気シャッター、ＳＵＳ製ウェザーカバー（防虫網、ＦＤ）

２００３ Ｌ－Ｓ

壁取付用ブラケット Ｌ－６×６５×６５（溶融亜鉛メッキ）

ＦＳ－ 給気ファン

付　属　品：

型　　式：

能　　力： ３ｍ　／ｈ　ｘ ＰａｘＮｏ．

２

Ｌ－Ｓ３ ２００ ０．２８ ２ＦＥ－ １ 排気ファン

能　　力：

型　　式：

付　属　品：

φ ｘ ４，４００ ｍ　／ｈ　ｘ３ Ｐａ

風圧シャッター、ＳＵＳ製ウェザーカバー（防虫網）

４５０

有圧換気扇（低騒音形）４Ｐ

有圧換気扇（低騒音形）４Ｐ

２

６０

１３ ２００ ３．９１ Ｌ－ＳＡＣＰ－ １ パッケージ型空調機

（室　外　機） 冷房能力：

型　　式：

（　ＪＩＳ　Ｂ　８６１６　）１４．０ ｋｗ 暖房能力： １６．０ ｋｗ

Ｌ－Ｓ０．０５１ ２００ ２ＡＣＰ－ １・１

（室　内　機）

パッケージ型空調機

付　属　品：

（　ＪＩＳ　Ｂ　８６１６　）冷房能力：

型　　式：

ｋｗ 暖房能力： ｋｗ

コントロールスイッチ、ドレンアップメカ

天井カセット形　２方向吹出

空冷ヒートポンプ式（同時ツイン）

Ｌ－Ｓ３ ２００ ０．２５ＦＥ－ 排気ファン
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４００ ４，４５０
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６
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１４，８５０
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排気ファン

付　属　品：

型　　式：

型　　式：

Ｐａ

型　　式：

型　　式：
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ｘ ｍ　／ｈ　ｘ３

ｍ　／ｈ　ｘ３ Ｐａ

天井埋込形換気扇（ＳＵＳ製）

天井埋込形
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標高基準面は東京湾平均海面（Ｔ．Ｐ）を使用
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番号 形状．寸法 材質 員数
重　　量

(kg)

1 ［150×75×6.5～5050 SS400 2 187.86

2 SS400 2

3 SS400 3

4 CPL6～1219×5050 SS相当 1 300.23

5 PL6～68×130 SS400 14 5.83

6 PL9～200×225 SS400 2 6.36

7 PL9～200×225 SS400 2 6.36
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9 8
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高力ボルト
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G1
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スラブプレート  SP-2.3

スラブプレート受け材

水平ブレース

デッキプレート

B2 H - 200 x 100 x 5.5 x 8

H - 506x201x11x19

備　　考サ　　イ　　ズ

鉄骨部材リスト

符号

鋼材
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高力ボルト

仕上げ

※溶融亜鉛メッキ仕上の付着量は、400g/m2以上とする。
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鉄骨工事は指示のない限り下記による(1)

工事監理者の承認を必要とするもの(2)

工事監理者が行う検査項目(3)

接合部の溶接は下記によること(4)

接合部の検査(5)

防錆塗装(6)

耐火被覆の材料(7)

高力ボルトとは「JIS B1186の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

場合は、赤さびは発生しないままでよい。

ェットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である

除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、シ

どを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダ－掛け等を用いて

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

とする。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

の部分とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ　Ｋ５６２２、２回塗りを標準とする。

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度測定指針」「鉄骨工事技術指針」●

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度測定指針」「鉄骨工事技術指針」

●

●

●

●

30100100●

●

●●

●

●

●

●●

●

●

●●●

●

（●　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

●

突き合わせ溶接部 ％
個

％
個

％
個

現寸検査

建方検査

組立・開先検査 製品検査

材料規格証明書または試験成績書

社内検査表

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関名

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

社内 第三者 工事監理者

マクロ試験・その他

備考

％

個

％

個

％

個

外観（目視）検査

超音波探傷試験

注）　現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

認定工場（監督員との協議によること）
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　　　２　縁端距離の最大とは、ボルトの応力方向の本数が２本以下の場合とする。

注）　１　ジョイントリスト及び構造図に明示なきは，本表による。

３０

４０

５０

５５

６０９０

８０

７０

６０

５０３０

４０

５０

５５

６０４５

４０

４０

４０

３０

最少標準最大標準

ｐ
ボルト 間隔

ｅ
縁端距離

Ｍ２４

Ｍ２２

Ｍ２０

Ｍ１６

Ｍ１２

ねじの呼び径

高力ボルト，普通ボルトの縁端距離（ｅ）及び間隔（ｐ）

H-506×201×11×19

　１　フランジ・ウェブ添板の材質は、母材と同じとする。

　２　高力ボルトは原則としてトルシア型高力ボルト（Ｓ１０Ｔ）を使用し

　　　使用不可能な部位については、普通高力ボルト（Ｆ１０Ｔ　２種）とする。

　３　接合する材に板厚さがあり隙間が１ｍｍを越えるときはフィラープレート

　　　を用いる。　フィラープレートの厚さは１．６ｍｍ以上とする。

　４　母材、添板などの摩擦面は黒皮、塗料等を取り除き、摩擦係数 μ＝０．４５

　　　以上確保できる表面処理を行うこと。

　５　表面処理は自然発錆又は、ブラスト処理のいずれかとする。

　６　本接合は、ＪＡＳＳ６鉄骨工事（１９９６年版）に従うものとする。

　７　構造設計図に示す事項の他は本図による。

特記事項

2PL-12×320×165

4PL-16×70×525

32-Ｍ20

フランジ

ウェブ

ＨＴＢ

ＦＰＬ
外

内

ＨＴＢ 10-Ｍ20

現場継手

型　　鋼

ＷＰＬ

符　　号 Ｇ１

2PL-16×195×525

GPL-9

HTB 5-M16
S=8

１００

９０８０

１４０

１１０

１００

S=10

S=8S=8

FB-9×80×220

GPL-12FB－12×90×240

FB－9×70×180

Ｓ Ｓ

3

2

1

タイプ Ｌ

最小寸法ＧＰＬ

HTB 1-M22

ｂ

Ｍ２２

3

2

1

タイプ

１３０

Ｌ

ｂ ９０

HTB 1-M20
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3

2

1

タイプ Ｌ

　８０ｂ
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タイプ
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１０１
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Ｌ

　９０ｂ

ＧＰＬ 最小寸法Ｌ－６５×６５×６

２１

　５　勾配屋根ブレースの取付けＰＬは、勾配梁の上フランジの下端に取り付ける。

　４　タ－ンバックル　使用

　３　構造詳細図は本ジョイントリストより優先する。

　　　故に施工図の段階にて必ず係員の承認を得ること。

　２　ｂはボルト最終端のＧＰＬの幅でありｂ及びＬは、最小寸法を示す。

　１　使用材料、高力ボルト接合の仕様等はＨ鋼継手リスト特記事項による。
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12-M16(角蓋：900x900）
8-M16(角蓋：600x600）

取り付けPL-9x100
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立上り部：鋼板  t=3.2
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φ100ステンレス管　L=1.1m
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φ100ステンレス90゜エルボ

砂基礎

TP36.650

DCIP 三フランジT字管

Bタイプハンドホール600×600×600(800)

TP36.700

Aタイプハンドホール600×600×900(1100)

DCIPφ300両フランジ短管

DCIP三フランジ丁字管

アスファルト舗装TP36.654 TP36.700 TP36.700

TP36.650

VP管φ300

電線管φ80,φ65

排気管φ100

TP36.700
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ステンレス製スクリーン

雨樋補修-2

φ100ステンレス90゜エルボ×2　取付け金物2組 

φ100ステンレス管　L=1.1m

吐水槽構内整備工(1/3)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

S=1:50

A  - A 断図

F - F 断図

E - E 断図

C - C 断図

D - D 断図B - B 断図

平 面 図

電線管

集水桝450×450×600

集水桝取り壊し部

集水桝450×450×600

集水桝取り壊し部

集水桝450×450×600 集水桝450×450×600

A1 1:50

A2 1:70
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吐水槽構内整備工(1/3)
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As舗装

路盤  再生砕石RC-40（ｔ＝15ｃｍ）

表層 再生密粒度AS13 ｔ＝3ｃｍ

RC-40基礎砕石

車止め　φ60.5

スチール　取り外し式

(蓋　錠付き)

無筋コンクリート

σck=18n/mm2

横桟　φ34

As舗装

路盤  再生砕石RC-40（ｔ＝15ｃｍ）

表層 再生密粒度AS13 ｔ＝3ｃｍ

RC-40基礎砕石

車止め　φ60.5

スチール　取り外し式

(蓋　錠付き)

無筋コンクリート

σck=18n/mm2

ケーブル保護管

FEPφ65(φ85)

ケーブル保護管

FEPφ80(φ102)

フェンス基礎

メッシュフェンス(H＝1.80ｍ）

（400×400×600）

基礎砕石 RC-40

路　盤　　再生砕石RC-40（ｔ＝15ｃｍ）

表　層　　再生密粒度AS13 ｔ＝3ｃｍ

RC-40基礎砕石
無筋コンクリート t=50

丸鉄線溶接金網

φ3.2 100×100 As舗装

中間用

下端用

σck=18n/mm2
σck=18n/mm2

(硬質波付きポリエチレン管)

(鋳鉄製蓋φ600 T-14用)
σck=18n/mm2

用地境界

用地境界

(300)

フェンス基礎

メッシュフェンス(H＝1.80ｍ）

（300×300×500）

基礎砕石 RC-40

用地境界

(鋳鉄製蓋φ600 T-14用)

(硬質波付きポリエチレン管)

埋設表示テープ

良質土

VUφ50

Bタイプハンドホール600×600×600(800)

モルタル1:3

マンホール蓋φ600 T-14用

FEP φ80,65

固定金具

固定金具

均しコンクリート

VUφ50

基礎砕石　RC-40(t=100)

均しコンクリート

ソケット

Aタイプハンドホール600×600×900(1100)

FEP φ80,65

モルタル1:3

マンホール蓋φ600 T-14用

基礎砕石　RC-40(t=100)

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:28

A1 1:20

吐水槽構内整備工(2/3)

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

ケーブル保護管埋設標準断面図車止め詳細図

ハンドホール詳細図

メッシュフェンス標準図

落蓋式側溝U300標準断面図側溝及び防草対策張コンクリート標準断面図

断 面 図側 面 図

S=1:20

S=1:20

Aタイプ Bタイプ

横 断 図横 断 図

平 面 図平 面 図

S=1:20 S=1:20

基礎ブロック( 3 0 0× 3 0 0× 5 0 0 )基礎ブロック( 4 0 0× 4 0 0× 6 0 0 )

S=1:20

金具固定部 固定金具詳細図

出入り口門扉参考図 S=1:30

基礎砕石 RC-40

8-278/300

吐水槽構内整備工(2/3)
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(吐水槽西側及び東側開口部に設置)

77

SUS304φ10

側溝U300内面

SUS304φ10

集水桝内面

SUS304φ10

集水桝内面

既設H鋼t=6mm

 既設補強板t=6mm

クリンプ金網

鋼板 t=6mm 亜鉛メッキ

ボルトナット(亜鉛メッキ)

平鋼 6×50 亜鉛メッキ
ボルトナット(亜鉛メッキ)

平鋼 6×50 亜鉛メッキ

クリンプ金網　

平鋼 6×50 亜鉛メッキ

SUS304φ10

側溝U300内面

防鳥ネットBタイプ

 既設補強板t=9mm

 既設補強板t=6mm

クリンプ金網　

平鋼 6×50 亜鉛メッキ

ボルトナット(亜鉛メッキ)

 既設補強板t=6mm

ボルトナット(亜鉛メッキ)
平鋼 6×50 亜鉛メッキ

クリンプ金網　

 取り付け金具Aタイプ

防鳥ネットBタイプ

 取り付け金具Aタイプ

防鳥ネットAタイプ

 A部詳細参照

 取り付け金具Aタイプ
 取り付け金具Bタイプ

 B部詳細参照

SUS304φ10

集水桝内面

SUS304φ10

集水桝内面

　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A1 図示

吐水槽構内整備工(3/3)

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

側溝スクリーン詳細図

 B部詳細

 A部詳細

３号集水桝スクリーン詳細図

１号及び２号集水桝スクリーン詳細図
防鳥ネット側面図

S=1:5

S=1:5

S=1:5

S=1:5

S=1:5

S=1:50

断  面  図正 面 図

断 面 図正 面 図

断 面 図正 面 図

b - b 断図

a - a 断図
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吐水槽構内整備工(3/3)
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　施設名　

図面名

作成年月

縮尺

作成者

図面番号

関東農政局　両総農業水利事業所

A2 1:283

A1 1:200

斜面工・吐水槽工一般図

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

付替道路標準断面図

縦断面図

平面図

S=1:200
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(配水管)

TP
+2

5.
2 0

0

2000

500

300

155
00

300

500

171
00

15500

17100

310002000

500

38000

27100

500

6550 2400 6550 300

500

3
0
0

2
5
5
0

3
7
5
0

6
3
0
0

580
0

5000

300

5800 15500

300

5000

581
3

5813

287
73

1
8
5
0

1
9
0
0

300

500

500

500

2000

31000

74
50

31
93
2

87
0

6111

24
41
6

6111 24416

31000

42 4 6 5 0 0

7 1 2

148
°54′

25″

64
°
3 3

′
2 7

″

30

15 20

25

斜面保護工横断図番号
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3945

※施工時の現場合わせとする。

で切土する。

用地境界より法面勾配1：1

1：
1

用地境界

付替道路L=30.0ｍ
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斜面工・吐水槽工一般図
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斜面工(3/5)

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月
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斜面工(4/5)
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A1 1:50

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月
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斜面工(4/5)
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斜面工(5/5)

栗山川統合機場(0312100-1100-02)
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A1 図示

斜面工上部防護柵工

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

平成26年 3月

転落防止柵　参考図

右側左側

防護柵正面図

斜面工上部平面図
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小段排水溝

断  面  図断 面 図
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放流減勢桝工(2/2)

平成26年 3月
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A1 1:30

A2 1:42

 頂版平面図 

 Ａ－Ａ断面図  Ｂ－Ｂ断面図 

 平面図  Ｃ－Ｃ断面図 

放流減勢桝工(2/2) 



水管理施設システム構成図
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作成者
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平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)

-

TM/TC親局装置

中央管理所（両総第2揚水機場操作室）

0

データ処理盤
FL-net

Webサーバ装置

モニタ

FA-LAN

＜端末＞ ＜端末＞

汎用パソコン

プロバイダー

インターネット網
（ＦＡパソコン）

警報盤

入出力処理装置

表示記録端末装置1･2

モニタ

（ＦＡパソコン）

ルータ

映像監視端末装置

ルータ

モニタ

ルーター

TM/TC子局装置

横芝堰

フレッツ光回線

3

光ケーブル

監視端末装置

（第１揚水機場監視）

モニタ

TM/TC子局装置

山武東部支線機場

5

TM子局装置

栗山川統合機場

対孫局中継装置

TM孫局装置

入出力中継装置

篠本堰

ゲート

制御盤

W

分電盤Tr

×5

4a

4

NTT

専用回線

(符号品目)

フレッツ光回線（VPNﾜｲﾄﾞ）

モニタ

TM子局装置

NTT回線

TM親局装置

FA-LAN

FL-net

ポンプコントローラ盤 ルーター
FL-net

Ethernet

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀｰ

光ケーブル

ゲート制御盤

第1制水門

2

※注）破線は別途工事又は既設を表す

FL-net

ポンプ

制御盤

W Q

×2

Z

入出力中継装置

水位自動制御盤 ※FL-NETﾕﾆｯﾄ、ＨＵＢ

×2

W

入出力中継装置

ポンプ

制御盤

分電盤Tr
分電盤Tr

監視操作端末1･2

（第1揚水機場）

水資源公団房総用水管理事務所

-

第1揚水機場

W Z

×2 ×2
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分電盤Tr
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W Q
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Z
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第1揚水機場操作室

フレッツ
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モニタ

FA-LAN

（ＦＡパソコン）

※改造
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フレッツ・ADSL回線
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栗山川統合機場配線図
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7 補助継電器盤
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番号 名          称

No.1揚水ポンプ機側操作盤1

入出力中継盤

計装制御盤

注水ポンプ・補機盤

小型UPS電源装置

10

番号 名          称

低圧動力変圧器盤9

高圧受電盤

高圧引込盤

運転支援装置

11

12

13

14

15

16

監視操作卓17

1

2

3

4

7 865

109 11 12 13

14

16
17

No.2揚水ポンプ機側操作盤

No.1,2場内排水ポンプ機側操作盤

注水ポンプ機側操作盤

No.2高圧電動機盤

No.1高圧電動機盤

低圧受電盤

(
8
0
0
)

(877)

No.2揚水ポンプ

No.1揚水ポンプ

注水ポンプ

45°

45°

1150

5300 300

18

19

18 19

NTT専用回線

15

A1 1:50

A2 1:70

TM子局装置(H25年度）

水中ポンプ操作盤（H25年度）
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被管理所機器外形図
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作成者
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平成26年 3月

関東農政局　両総農業水利事業所

栗山川統合機場(0312100-1100-02)
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①

①

栗山川統合機場

TM子局装置

仮置き台

現地設置後に取り外す。

穴は固定ネジにて塞ぐ。

項 目 品  名

アイボルト

塞ぎボルト

①

①

② ハンドル

型　番　(仕　様) 備　考

B-130-12-タキゲン 運送用

M12*30 SUS304

A-140-1-1-タキゲン

添付品

個数

2

2

1

使用部品

(屋内鋼製壁掛形)

10
00

鋼板製屋内壁掛形形　式

鋼板製

扉2.3t以上、その他1.6t以上

防錆処理後焼付塗装

内面　5Y/1

外面　5Y/1

LED

鍵付ハンドル

鋼　板

塗　装

表示灯

ﾊﾝﾄﾞﾙ

（仕　様）

A1 1:10

A2 1:14

参考図
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